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　　　　　Ⅰ．受胎告知







「やはり、妊娠していますな」

　円卓について背後のスクリーンを見上げながら、《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊たい》生物方面対策班主任イングマンは、掌てのひらをポインタのスティックで叩たたいた。

　その乾いた音が、ミーティングルームに大きく響ひびく。

　部屋には各部署の責任者が集まっていたが、どの顔も暗く打ち沈んでいた。

「司令代理のお話は、正直、信じがたいものがありますが、これはまぎれもない事実。裏付けに十分とは言えませんが、少なくともここまでは、お話の通りに進んでいる、といって差し支えないでしょう──《Ｖ─02》と《Ｖ─03》の子宮で育っているのは、人間型ではない」

　イングマンはポインタの光で写真を指した。高高度から撮影された透過写真には、はっきりと巨人の少女に宿った生命の骨格が映し出されていた。

《Ｖ─01》──レイン・ジーストの胎児は人間のそれであったが、《Ｖ─02》──ルビー・フォレストの宿した子供の骨格は、顔が長く鋭するどい犬歯が確認でき、尾があった。

　一見、犬のようだが、イングマンの説明によれば犬よりも吻フン（口先の管状構造）が長く、むしろ狼おおかみに近いという。

　そして《Ｖ─03》──水みず樹き晶あきらの胎児に至っては、手足すらなく、三角形の頭と、ただ長い脊椎が映っているだけで、それが子宮内でとぐろを巻いている。

　つまり、蛇、だった。

「受精して七日で、ここまで成長しています。人間は約一〇ヶ月、狼は約二ヶ月、蛇は種類によって妊娠期間は異なりますが、成長状態から見て出産はほぼ同時でしょう。計算の結果、前後一二時間の誤差で三日後に誕たん生じようする確率が最も高い。……この胎児が、世界を滅ぼす尖せん兵ぺいになる、というわけですな？　司令代理」

　イングマンはくるりと椅い子すを回して卓を向いた。他ほかのセクションの責任者たちも、一斉にその視線を追う。

　その先に、天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろうは座っていた。壊かい滅めつした航宙自衛隊ＳＳＤＦの白い、肩章に金モールの付いた海佐の制服を着て、黙だまってスクリーンを見つめていた。

　彼は、まだ二二歳だが、この数日で五歳は老けたように周囲からは見えていたし、自分でもそう思っていた。

　クルーカットの髪は乱れようもないが、目の下には黒々と隈くまが浮いて顔色も乾いた土のような色をしている。一〇〇キロ近い装備を背負って山を三つも越えたような気分だった。

　胃は食べ物を受け付けず、栄養は点滴で何とかまかなっていた。

　竜一郎は、世界を危機に陥れた未知の巨大生物を殲せん滅めつするための部隊《the　United　Nations　Cavalry　Of　Valkrie》──通称《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の主戦力である《ヴァルキュリア騎き兵へい隊たい》を率いる騎兵隊長だが、いまは司令長官のヘルガ・アデナウワーが重傷を負って不在の間、内規に則のつとってその代理を務めていた。

　この憔しよう悴すいは、ヘルガの代わりという重責も確かにあるが、それよりも、むしろ三人の巨人の少女の──かつての部下の妊娠、という事実の方が重く、こたえていた。それだけはあってくれるな、と願っていたのだが空むなしい希望だった。

「司令？」

　イングマンの声に、竜一郎は静かに息を吐くと、暗い目で一同を見回した。

「……おそらくはそうでしょう。彼女たちの妊娠は、この一連の事件が、北欧神話で語られている最終戦争──《ラグナロク》の再現であるという証拠のひとつと考えていいでしょう」

《ラグナロク》とは《神々の黄昏たそがれ》とも言い、《オーディン》ら北欧神話の神々と、彼の義兄弟で巨人族でもある神《ロキ》とその眷けん属ぞくが、繰くり広げる戦いのことだ。その戦いで《ロキ》は三つの魔ま物もの──《女神ヘル》、《フェンリル狼》、《ミドガルド蛇》──を率いて《オーディン》に挑んでいる。

「しかし、司令代理。《ヴァルキュリア》は、確かに人と狼と蛇を宿しているようですが、それがすなわち神話で語られている魔ま物ものだと断定するのはどうかと思うのですが？」

　そう言ったのは誰だれであったのか？　竜りゆう一いち郎ろうはその軍人を見たが、どうしても名前が思い出せなかった。

「《ヨートゥンハイメン》で発掘されたあのミイラが、《アングルボザ》であるというのも、その……正直、こじつけのような気がするのですが」

　何人かが賛同するように頷うなずいた。

《アングルボザ》とは、三つの魔物を産んだ巨人族の女性の名である。

　竜一郎は皆に、《ヴァルキュリア計画》──《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔコヴ・ブロジエクト》の発端となった、ノルウェーの《ヨートゥンハイメン》山地で見つかった冷凍された巨人のミイラこそが、その女性であると語ったのだった。

　彼らの気持ちはよくわかった。元より、竜一郎自身も信じ切れているわけではない。

　だが、ヘルガが噓うそをついているとは思えなかった。それに、こじつけにしては、あまりにつじつまが合い過ぎている。

「気持ちはわかります。しかし《ガルド》は──《ＣＯＶ委員会》は、そう信じて行動をしてきたのです。そしていまのところ、事態は彼らの望んだ通りに進んでいる。《ロキ》は出現し、《アングルボザ》の娘たちを手に入れ、彼女たちは妊娠した。神話通りのモノを」

「では！　司令代理は、我々のしてきたことは、ただ自らの首を絞めていたに過ぎない、とおっしゃるのですか!?　全すべて無駄であった、と!?」

　激げつ昂こうして眉まゆを吊つり上げた、その女性の名前も、竜一郎は思い出せなかった。疲れのせいか、どの顔もほとんど同じに見えた。

「無駄ではありません。確かに、我々とＧ・Ｏジーオーとの戦いは、《ヴァルキュリア》の花はな嫁よめ修業を後押ししただけだったのかもしれない。しかし、二人は残った。──我々はまだ戦える」

「戦える!?　《Ｖ─04》と《Ｖ─05》を、まだ信じろというのですか!?　《安全装置セーフテイユニツト》もないのですよ!?　残ったのは何か魂こん胆たんがあってのことだとは思わないのですか!?」

　その女性職員は、机を叩たたいた。

　意思を持つ巨大生体兵器《ヴァルキュリア》には、万が一のために《安全装置》が付けられていた。彼女たちの体はその成長過程で、一定のアレルゲンに過剰な反応を起こすように調整されている。《安全装置》とはその特定アレルゲンを即座に打ち込むことができるように装着されていた《首輪チヨーカー》のことだが、それは人類側に残った《Ｖ─04》──海かい津づ院いん真しん珠じゆと《Ｖ─05》──ミルキィ・コーラルの証言から《ロキ》によって外されたことがわかっていた。

「彼女たちなら心配はありません」

　竜一郎は言ったが、その言葉はすでに幾度も繰くり返されていて、納得できるような根拠がないことは皆もわかっていた。

「また、信じる、ですか？　あなたの信じていた五人の内の三人は、あなたの話が真実であるとすれば、世界を破滅させるための手助けをしているじゃないですか！　残った二人もそうではない、とどうして言えるんです!?」

「ジースト伍ご長ちようたちは、《ロキ》の真意を知らないのです。それに……彼女たちを《ロキ》の許もとに走らせたのは、我々です」

　口調は静かだったが、竜りゆう一いち郎ろうの言葉の端々には隠し切れない怒りが滲にじんだ。

「国連が──いや、我々が彼女たちに何をしてきたか、知らないはずはないでしょう？　我々は自分の都合で少女たちに、自分の何倍も大きな怪物と戦うことを強いてきたのです。それも、死をちらつかせて脅迫をし、作戦がうまくいかなかった、と言っては拷問を施し、恐怖を植え付けた。そこへ、少なくとも見た目は自分たちと同じ巨人が現れて、救いの手を差し伸べられれば、逃げ出すな、という方が無理でしょう？」

「し、しかし、あなたはそうはしなかったはずです」

　竜一郎は微笑ほほえんだが、その笑みはどこか自虐的だった。

「ええ。けれど、それは自分たちを戦わせるためだ、と思われても仕方がない。事実、自分は彼女たちを戦場へ送り込んできた。それでも、海かい津づ院いん伍長とコーラル伍長は残ってくれた。そして、戦ってもいい、と言ってくれている。ただしそれは、四人の姉を助け出す、そのための戦いですが」

「四人？──もしや、司令代理は《Ｖ─00》も救おうと考えているのですか!?」

　竜一郎が頷うなずくと、ミーティングルームに動揺が走った。

「馬ば鹿かな！　《黒のヴァルキュリアBlack　Valkyrie》のせいでどれだけの損害が出ているかわかっているのですか!?　欧州連合軍ＥＵＦが投入した戦力のほとんどが《Ｖ─00》のために壊かい滅めつしているんですよ!?」

　そのことは、もちろん竜一郎も知っていた。

　欧州連合は《ヨートゥンハイメン》に集結した《ロキ》と《ヴァルキュリア》に対して、繰くり返し攻こう撃げきを仕掛けている。投入されているのは主に航空戦力であったが、すでに三〇〇機近い機体が、《Ｖ─00》──ドミトルヴュナによって撃げき墜ついされていた。

　使用されているのは、レインたちが脱走する時に持ち出した《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の武器である。それがまた批判を生んでいて、このような事態にもかかわらず賠ばい償しようだの責任問題だのという話が《ヴァルハラ》にも引きも切らずに寄せられていた。

「それなのに《Ｖ─00》を助けるなど、世論が納得しません！」

「それは人間の言い分でしょう」

　笑いを含んだ言い方に座の動揺はさらに大きくなったが、竜一郎は気にしなかった。

「彼女たちが戦うと申し出てくれているのは、我々を救いたいからじゃない。だが、それが結果的に《ロキ》を駆逐し、人類を救うことに繫つながるのなら、我々は利害の一致を見ることができる──それだけのことです。協力したくないと言うのなら、それでもいいでしょう。座してここで世界が炎上するのを見るのも一いつ興きようだ」

「あ、あなたはっ──」

　何人かが席を蹴けるように立った、その時──机を思い切り殴りつける音がして、座は一いつ瞬しゆんで静まり返った。

「……あー、痛」

　拳こぶしを振るようにして、それから息を吹きかけていたのは、新たに整備班の責任者に任命された風かざ花はな夏なつ美みだった。彼女はいつものツナギ姿で、長い黒髪をポニーテールにまとめている。年は二〇歳と若いが、戦闘訓練航宙艦バトルトレーニングシツプ《霧む忍にん》と特別慰安航宙艦スペシアルレクリエーシヨンシツプ《扶ふ吟ぎん》の設計責任者であり、人型万能戦車マンタイプオールマイテイタンク《ジークフリート》の開発総責任者でもある、ある種の天才だった。

「ったく、いまはそんなつまんないことを話し合ってる場合じゃないでしょうが」

　手をさすりながら、夏美は可か愛わいらしい顔にあきれた様子を隠そうともしなかった。

「つ、つまらないこと!?」

　竜りゆう一いち郎ろうに嚙かみ付いていた女性職しよく員いんが鼻白む。おそらくは口の利き方も気に食わないのだろう。彼女は軍属だが、夏美は民間からの出向者だ。階級には無む頓とん着ちやくで、司令のことも平気でチャン付けで呼び、友達付き合いをしている。

「そうよ。まだ、起きてもいないことをあれこれ議論するよりも先に、話し合うことがあるんじゃないの？　司令チャンや天あま宮みやクンには悪いけど、あのＧ・Ｏジーオーが《ロキ》だ、っていうのは《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》の見解に過ぎなくて、何の証拠もないんだし、《ラグナロク》だって本当に起こるかどうかわからない。もしかしたら、連中はあのまま《ヨートゥンハイメン》で大人おとなしく暮らすかもしれないし」

「そんな楽らつ観かん論ろんを誰だれが信じる!?　あれはＧ・Ｏの成れの果てだぞ！　生まれる怪物もＧ・Ｏに違いない！」

　人類を脅おびやかしてきたジャイアント・オーガニックは、体内に爆ばく核かくという機関を持ち、都市部に侵入後、これを臨りん界かいさせて自爆し、多大な被害を生み出してきた。《ヴァルキュリア》だけが彼の怪物を倒すことのできる唯一の戦力であったのだが、もし彼女たちが生むのが新たなＧ・Ｏであるのなら、これほどの皮肉はない。

　糾弾するように指を突き付けられた夏美は、イングマンを振り返った。

　それだけで彼はわかったようだった。

「……いまのところ、胎児に爆核の存在は認められていませんな」

　つまらなそうにイングマンは答えた。

「《ロキ》──仮にこのＧ・Ｏの名称としますが、こっちの方はどうだかわかりませんがね。あいかわらず、あらゆるスキャンが不可能です」

　イングマンがテーブルに埋め込まれたコンソールを操作すると、円卓の中央にホログラム映像が映し出された。それは一見、普通の男性に見えた。際きわ立だった特徴といえば、彫刻のように整った顔立ちと肉体だろうか。全裸で、波打つ黄金の髪が肩から背中へと流れ落ちている。瞳ひとみは凍るように青く、肌は雪のように白い。

「《ロキ》は、古臭い言い方をすれば、コーカソイド大人種──つまり、白人の特徴を備えています。身長は約一九メートル。能力は不明。原理はわかりませんが、一世代前のＧ・Ｏジーオーの能力を受け継いでいると考えれば、驚きよう異い的な再生能力と空間転移能力と呼べるようなモノは持っているかもしれない──いまわかるのはそのくらいですかな」

「十分に危険だ」

　先程の男性が言うと、夏なつ美みは肩を竦すくめた。

「それは認めるけど、だからって天あま宮みやクンを責めたり、真しん珠じゆチャンたちの危険性を話し合ったところで、いま、わたしたちが置かれている現状の解決には何にもならないでしょ？　仮にドミトルヴュナを殺すことに真珠チャンたちが同意したって、わたしたちは《ヴァルハラ》から出られないんだから。まずは《ノルン》をどうにかして、わたしたち自身が生き延びることを考えるべきじゃないの？」

　夏美の言葉を聞くと、ようやく思い出したかのように、一同はざわめいた。

《ノルン》とは、この衛星軌道要塞基地オービツト・フオートレス《ヴァルハラ》の全すべてを管理しているコンピューターだ。それがすでに七日、艦かん艇てい及び航宙機の発進、自動防ぼう衛えい行動以外の攻こう撃げきに関する命令を拒否していた。それ以外、生命維持装置など他事に関しては、これまで通り何の支障もなかったが、宇宙空間でこれほど不安なことはなかった。

　いまは言うことを聞いていても、いつ他ほかの命令も拒否するようになるかわからないからだ。

　突然、全てのエアロックのハッチが開放されたら？　空気清浄機が停止したら？　水の循じゆん環かんと濾ろ過かが滞とどこおったら？──全ては死に繫つながる。

　同意するように、イングマンは頷うなずいた。

「彼女の言う通りですな。我々は、あの興きよう味み深ぶかいライアー顧こ問もんと違って、生命維持装置がきちんと作動しなくては宇宙空間での生存は不可能」

　ニル・ライアーは、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》にも多額の資金を提供している、世界最大の巨大複合企業トレメンダスコングロマリツト《ガルド》から派遣された顧問だった。その彼は、少なくとも二件の殺人を犯して逃亡し、生身で宇宙空間で生存している様子を警けい備び班はんに確認されたのを最後に、姿を消していた。サイボーグなのか、遺い伝でん子し工学の賜たま物ものなのか、詳しいことは判明していない。ライアーの肉体は、《ロキ》と同じくこちらの透過スキヤンを拒んだからだ。イングマンが、ライアーの肉体を調べたいと思っているのは明らかだった。

　竜りゆう一いち郎ろうは深呼吸をして、ささくれ立った心を少しでも静めようと努力した。スタッフとの間に決定的な亀き裂れつが入ることは、夏美とイングマンのおかげで回かい避ひできたようだ。

　皆の関心は、すでにより自分に近い出来事に──《ノルン》に移っていると思えた。

（さっきの言い方はまずかった……気を付けなくては。これ以上敵を増やせば、真珠君たちを守ることができなくなる）

　その気になれば、《ヴァルハラ》の彼女たちを無力化することは難しいことではない。《ノルン》を解さずとも、アナフィラキシー・ショックを引き起こすアレルゲンを注射器に詰め、象に麻酔を撃うつように、彼女たちの肌に針を突き立てることは可能だろう。

（ここにいる人々は、地上に家族や友人がいるということを忘れないようにしなければ）

　気持ちを落ち着け、竜りゆう一いち郎ろうは統合情報システム班の責任者のバッジを付けた男を向いた。

　質問はわかっているのか、彼は気まずそうな顔で、微かすかに首を振った。

「……進行中の命令を停止、解除する目め処どは立っていません。生命維持装置の管理システムを切り離した後で、一いつ旦たん、電源を切り、他ほかの全システムを立ち上げ直すことも検討したのですが……プログラムにブラックボックス要素が多過ぎて、正直、お手上げです。──司令代理、拘束した職員を解放してはもらえませんか？」

　それは悲鳴に近かった。

　数日前に竜一郎は、ハッキングを得意としている夏なつ美みが、ヘルガの個人的な執事であるアルベルト・カリウスに頼まれて非合法に洗い出したリストに従い、六〇人からの職員を、民間、軍、を問わず拘束していた。

　その中に、統合情報システム班の人間が一〇名ほど含まれていたのである。彼らは《ガルド》からの出向者の民間人で、《ノルン》のメンテナンスのために派遣されていた。

「ハッキング防止のガード・プログラムが、どんな命令を走らせるかわからないのです。最悪、《ノルン》のシステムそのものを破は壊かいする恐れもあります。そうなったら《ヴァルハラ》はおしまいです」

「プログラムをいじらせても同じでしょう。……連中は、破滅を望んでいるんですから」

　竜一郎が言うと、男は黙だまるしかなかった。

　夏美の入手したリストに載っていた人間は、全員がある組そ織しきに属していた。

《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》──夏美が先に口にした、狂信的な秘密結社である。

　ヘルガの話を信じるならば、彼らは、最終戦争の後に楽園ヴアルハラが出現する、という終末思想を根幹に、《ラグナロク》を現実のものにしようと活動を続けてきた。

　教祖は不明だが、そのバックには《ガルド》が付いており、総そう帥すいのロイヤル・アデナウワーこそが教祖との噂うわさもあった。事実、ヘルガを除き、アデナウワー一族のほとんどは信者であり、しかも幹部の地位についていることが先ごろ判明した。

　先日、《ヴァルハラ》内でヘルガを刺し、その後、射殺されたヴィクトル・アデナウワーも、彼の教団の信者であった。

　彼らは《ロキ》の復活を信じていたが、それが一気に現実味を帯びたのは、彼らが《アングルボザ》だと信じる巨人のミイラが発見されたのが、きっかけだったらしい。《ガルド》が本格的に組そ織しきに肩入れを始めたのも、同時期であったようだ。

　神話の中でのみ語られていた《巨人族》の存在が確認されたことで、彼らは次に、来きたるべき時に《ロキ》が率いる魔ま物ものを用意するための準備にかかった──それが、《ヴァルキュリア》なのだ、というようなことをヘルガは竜りゆう一いち郎ろうに語った。

　Ｇ・Ｏジーオーに対抗する戦力となる組織を造ると言うのは名目に過ぎず、彼女たちは最初から、魔物を産む目的で育てられたのだというのだ。そしてＧ・Ｏとの戦いは、戦士として成長し、より強い魔物を産むための、花はな嫁よめ修業だった、と。

　夏なつ美みの言った通り、その主張には何の証拠もない。

　だが信者はそれを信じ、実現のために行動をしている。彼らにいま《ノルン》に接触させるのはどう考えても危うかった。何をするかわかったものではない。

「とりあえずは、現在の人員で引き続き対処を進めてください。もう一度応援を回します──風かざ花はなさん、整備班の方から、またプログラムに強い人間を回してもらえますか？」

「いいわよ。整備の方はあらかた済んでるから」

　夏美は快諾したが、システム班の責任者は面白くなさそうだった。

　自分が無能であるといわれたのと同じだからだ、というのはわかるが、全スタッフの命に関かかわる内容である。そんな面メン子ツは些さ細さいなことだと気づいて、協力してもらいたかった。

　邪魔になるようなら、更こう迭てつするしかない。すでに一度、彼は、夏美たちを追い払っている。その上でのこの体ていたらくだ。

　男は異議は唱えず、ただ黙だまった。竜一郎はそれを、承諾と取ることにした。

「風花さん、よろしくお願いします」

「了解。──ああ、そうだ。いま、格納庫の全機体は電源を落として《ノルン》とのリンクを完全に切ってるから。武装も全部外してあるわ。いきなり動き出して、機関砲を撃うち始めたりしたらたまんないからね」

「わかりました。欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮの動きが気になりますが、いまのところ攻こう撃げきを仕掛けてくる様子はありませんし、仕方ありません」

　ドミトルヴュナの攻撃を受け、各国の宇宙軍は壊かい滅めつしていたが、唯一、《国際軍用宇宙ステーションthe United　Nations　Military Space　Station》に駐ちゆう屯とんしていたＥＵＳＮだけは難を逃れ、現在も健在だった。

　しかし、彼らが味方である確率は低かった。

　ひとつには国連の動向がある。

　壊滅したニューヨークの地下で、国連は健在だった。安保理では連日会議が続いていたが、主な議題は《ロキ》に関してではなく、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の処遇についてだった。《ヴァルキュリア》の安全性を疑い、残る二人が敵に回る前に、手段を問わず処分してしまおう、という強硬意見が何度も出されている、と聞いていた。

　その度、竜一郎はモニターの前で、それは杞き憂ゆうであると主張しなければならなかったが、具体的な証拠があるわけでもない一士官のただの主しゆ観かんを、そう簡単には信じてくれなかった。

　いまのところ、対抗手段としての他ほかの有効策が見出せないために、会議は割れているようだが、《ヴァルハラ》ごと真しん珠じゆたちを抹殺してしまえ、ということにならないとも限らない。

　その場合、命令を実行するのはＥＵＳＮだろう。

　一方で、ＥＵＳＮは《ガルド》の影えい響きようがもっとも濃こい宇宙軍でもある。

《ガルド》はその本部がドイツにある関係で、ＥＵには多額の資金を提供していた。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》と同じく、《ガルド》無くしては部隊の維持もままならない、という側面をＥＵＳＮは持っている。

　アメリカを中心とした多国籍宇宙軍が《ヴァルハラ》を包囲した際、唯一作戦行動にＥＵＳＮが参加しなかった理由のひとつに、そうした背景が含まれていたのは間違いない。

　だが、そのおかげで彼らは、ドミトルヴュナの攻こう撃げきを受けることなく壊かい滅めつを免れた。

　幸運と見ることもできるが、一方でこれを、彼らは《教団》の意向で動いている、と見ることもできた。

　彼らは、ドミトルヴュナが反乱を起こすのを事前に知っていたのかもしれない。

《Ｖ─00》がアメリカに引き渡されたのは、《ガルド》の研究機関《ワイズリー》ロシア支部の独断とのことだが、情報を摑つかめなかったというのはどうにも怪しい。初めから仕組まれていたか、そうし向けられていた可能性はある。

　もしＥＵＳＮが《教団》の意向を汲んでいるとすれば、《ＵＮＣＯＶ》がレインたちの奪だつ還かん作戦に乗り出せば、それを阻止しようと動くだろう。

（……どちらにしても、俺おれたちは孤立無援だな）

　世論はすでに《ＵＮＣＯＶ》の糾きゆう弾だんに回っている。Ｇ・Ｏジーオーに世界が蹂じゆう躙りんされるのを、黙だまって見ていたからだ。

　民衆は《ヴァルキュリア》が、自分たちのために命を投げ出して戦うのは、当然だと思っている。たった五人の《ヴァルキュリア》で、数千万のＧ・Ｏと戦うなど不可能であり、彼女たちが倒れればその後に救いはないことなど考えもしない。

　彼らは自分たちが救われることだけを願っている。そして、それが果たされなければ、相手を非難するのだ。

　だが、これは仕方がない。誰だれでも自分の命は大切だ。

　しかし、それは《ヴァルキュリア》たちにしても同じなのだということは、なかなか理解されない。

　竜りゆう一いち郎ろうは深いため息を吐きかけて、すんでのところで飲み込んだ。

　いまはダメだ。

　代理とは言え、《ＵＮＣＯＶ》を預かっているのだ。部下の前で軽々しく、絶望を思わせる息を吐いていいわけがない──いまさらではあるが。

「……とにかく引き続き、《ロキ》の監かん視しを続けることとします。各班はそれぞれ《ノルン》が何かを仕掛けてこないか、そちらの監視もお願いします。異変があれば、すぐに自分に報告を。……システム班は、風かざ花はな班長と協力して《ノルン》が現在実行中の命令の解除を試みてください」

　積極的な返事はなく、皆、微かすかに頷うなずいたが、その顔に覇は気きはなかった。

　一人、また一人、とミーティングルームを出て行き、ついに夏なつ美みと二人きりになると、竜りゆう一いち郎ろうはようやく息を吐いた。呼こ気きとともに力が抜けていくようだった。ひどい疲労が、ずっしりと背中に圧おし掛かってきて、胃がムカムカした。

「……大丈夫、天あま宮みやクン？」

　傍そばに来た夏美に、竜一郎は無む理り矢や理り笑顔を作って見せた。頰ほおの肉が、ぴりっと引きつるのが自分でもわかった。

「正直、しんどいです。……司令は本当にすごいですよ。たった一二歳で、こんな重責に耐えているんですから」

「まあ、確かにすごい子だけど、司令チャンも、今度みたいな事態は経けい験けんしたことないんじゃない？　こんなの、前代未聞でしょ？」

「人類絶滅の危機ですからね」

　夏美は小さく息をついてテーブルに腰掛けると、ポニーテールの先を指でこねるようにした。

「天宮クン、正直どう思う？　本当に《ラグナロク》なんて起こるのかしら？」

「…………」

　竜一郎には、何とも返事がしがたかった。

　Ｇ・Ｏジーオーの世界同時出現──ほとんどの都市が壊かい滅めつしたあの惨さん劇げきも、ヘルガは《ラグナロク》ではない、と言った。これ以上の破滅が待つというのだろうか？　だとしたら、どんなことが起こるのか、想像もできなかった。何にしても、それはもはや、人の手でどうこうできる内容ではない気がした。

　彼がさらに黙だまっていると、夏美はふっと力を抜いて、竜一郎の肩を叩たたいた。

「あとで司令チャンのところに行くんだよね？　その時は、声をかけてよ」

　竜一郎は彼女を見上げて、薄うすい微笑ほほえみを浮かべた。

「ええ。……そういえば、医療班に司令の容態を報告してもらうのを忘れたなあ」

　彼女が重傷を負ったことは、すでに皆の知るところとなっていた。もはや命に別状がないことが救いだった。一時は、本当に危なかったのだ。

「昨日きのうと変わらないんでしょ？」

「ええ、安定してますよ。一般病棟に移られてからは、暇ひまを持て余しているようです」

　夏美は小さく笑った。

「みたいね。カリウスさんから聞いたわ。司令室に戻りたがって困るって」

　その様子がありありと思い描けて、竜一郎も微笑んだ。作り笑いではない、久しぶりの本当の笑みだった。

「やっぱりすごいですよ、司令は。自分は、彼女のようにはなれない」

「そりゃそうでしょ。天あま宮みやクンは天宮クンだもの」

「……そうですね」

「そうよ」

　夏なつ美みはテーブルから下りると、竜りゆう一いち郎ろうの肩に手を置いて、軽く揉もむようにした。

　彼女の手は思っていたよりもずっと熱く、気持ちがよかった。

　やがて、ふっと手が離れ、それを竜一郎は少し寂しく思った。

「じゃあ、あとでね」

「はい」

　シュッと音を立ててドアが開き、その向こうに夏美の姿は見えなくなった。

　しばらくの間、竜一郎は何を考えるでもなく、そのドアを見つめていたが、やがてゆっくりと立ち上がると、あとを追うように部屋を出た。

　人の姿の消えたミーティングルームには、ただその臭においだけが、長く残っていた。




　サロンルームの壁かべに埋め込まれた巨大なモニターに映し出された、ノルウェーの雪山の様子を、真しん珠じゆは飽くことなく見つめていた。

　真正面に位置するように置かれたソファーは長さが六メートルほどもあって、姉妹五人が一度に座れるようになっていたが、いまそこに座っているのはワンピース姿の真珠と、もう一人、彼女に体重を預けるようにしてうたた寝をしている、熊のきぐるみパジャマ姿のミルキィだけだった。

　残る三人の姉は、ここにはいない。

　彼女たちは、モニターの中で微笑ほほえんでいた──幸せそうに。裸で。

　レインは山肌に寄りかかるようにして、鮮あざやかなサファイア・ブルーの瞳ひとみを細め、優やさしく、ほんのり薔薇ばら色いろに色づいて膨ふくらんだ、自分の下腹部を撫なでていた。背中で、美しいブロンドが広がって、さらさらと風に揺れている。

　年は真珠とはひとつしか違わないはずなのに、その表情はとても大人おとなびて見えた。それは彼女が、アングロサクソン系アメリカ人の遺い伝でん子しの形質を、強く受け継いでいるからばかりではないはずだ。前はもう少し、幼いところがあったように思う。

　いつも羨うらやましく思っていた九五〇センチの胸が、何となく一回り大きくなっているような気もした。それでいて前よりも張りがあって、押すと弾はじけそうだった。

　その隣となりでは、レインとは同おない年のルビーが、腕を頭の後ろで組んで寝転がり、楽しげな表情を浮かべていた。褐かつ色しよくの肌が、太陽の陽ひ射ざしにブラックオニキスのように輝かがやいている。

　アフリカ系アメリカ人の遺い伝でん子しを与えられた彼女の体は、よく引き締しまっていて、レインに比べると下腹部の膨ふくらみも、それほど目立つものではなかった。

　レインよりも大きかった九八〇センチの胸も、それほど変化はないように見える。

　彼女は元からよく笑う方だったが、いま目にしている微笑ほほえみは、真しん珠じゆの知るどれとも違う笑顔だった。

　慈じ愛あいに満ちていて、いまなら何を告白しても全すべて許される──そんな表情だった。

　二人は同じ施設──《ワイズリー》アメリカ支部で育ったが、双ふた子ごというわけではない。《ヴァルキュリア》は全員が母は同じだが、父親はそれぞれで異なる。一人一人は、父親の方の遺伝的形質をより濃こく受け継いでいて、姉妹でも決して似てはいなかった。しかし──

（一卵性の双子みたい）

　そう思えるほど、レインとルビーの表情は似ていた。同じ人を愛し、愛されると、人は似るのだろうか？

　そんな二人が見ているのは、真珠とは同じ年で、場所は違うが同じ日本で育った晶あきらと、そして──姉たちの恋人となった、竜りゆう一いち郎ろうが《ロキ》と呼ぶ、あの大量出現マス・アピアランスで残った、最後のＧ・Ｏジーオーだった。

《ロキ》は、年ねん齢れいは竜一郎とおおよそ同じくらいに見えた。肌は周囲の雪に負けないほど白く、腰まで届く長い髪はレインのそれよりもさらに燃え立つ黄こ金がね色いろをしている。

　顔立ちは、男女どちらとも取れる、性差を超越した美しさだったが、体は間違いなく男のそれだった。逞たくましく、贅ぜい肉にくなどは一切ない。それでいて、過剰に筋肉を強調しているわけでもなく、理想の肉体というものがあるとすれば、彼がまさしくそうだった。

　正直、とても惹ひかれる。

　深い海を思わせる瞳ひとみに、いつも微笑を浮かべている唇に、炎のような髪に、照り光る肌に、そして……逞しい腕に。

　彼はいま、雪の中に胡座あぐらをかいて座り、その足の間に裸の晶を抱くようにしていた。

　晶は、真珠によく似た色の肌をうっすらと上気させて、眼鏡めがねの奥の黒い瞳ひとみを閉じ、体を《ロキ》に委ゆだねていた。狙撃銃スナイパーライフルを握らせれば右に出る者がいないその手は、いまは彼の胸に置かれている。あいかわらず三つ編みのおさげにしたまま髪の房が、時折、体に合わせて揺れる。

《ロキ》が耳元に口を寄せて何事かをささやくと、晶は驚おどろいたように目を見張り、それから小さく頷うなずいて、彼の胸に置いた手を下へと滑らせた。丸い肩が驚いたように強こわ張ばったが、もう一度彼に囁ささやかれると、晶はまた頷いて、再び手を動かした。

　何をしているのかは、彼女の膝ひざに隠れて見えなかったが、《ロキ》は優やさしく微笑むと、晶の頰ほおにキスをし、彼女の背を抱いているのとは反対の手で、そっと、大きく張った胸に触れて愛あい撫ぶし、やがて指をなだらかな曲線にそって滑らせると、はっきりと膨らんでいる下腹部を優しく撫でるようにした。

　晶は、レインやルビーとよく似た顔になって、その手を幸せそうに見つめた。

　三人の中で、最も大きな変化が現れているのが、彼女だった。

　施設での情操教育が失敗であったのか、晶あきらはこれまで、常に無表情で、微妙な感情の変化を読み取るのは難しい相手だった。真しん珠じゆは何とかわかったが、把握しかねた竜りゆう一いち郎ろうが、助けを求めてくるのは珍しいことではなかった。

　その晶がいま、これほど素直に微笑ほほえんでいる。

　こうしてその顔を見ていると、真珠の胸に、後悔に似た気持ちが湧わかないではなかった。

　もしかして自分の決断は間違っていたのではないか、という疑念が頭を持ち上げてくる。

　自分やミルキィが、ここで同じ顔ができているとは、とても思えなかった。

　──何しろ、ここは敵の只ただ中なかだ。

　世界の人々が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に──《ヴァルキュリア》に、不満と怒りを抱いていることを真珠は知っていた。各部屋の端末のネットへの接続は切られていないからだ。ネットのニュースは、最新の情報を次々と教えてくれる。

　国連決議を待たずにＥＵが攻こう撃げきに踏み切り、その悉ことごとくが失敗に終わっていることも知っていた。その攻撃には容よう赦しやがなく、姉たちを救い出そうとしているのではなく、《ロキ》諸もろ共とも、殺そうと考えてのことであるのは明らかだった。

　各地で生き残った人々が、《ＵＮＣＯＶ》が世界を裏切った、とシュプレヒコールを上げる姿も繰くり返し見た。

　国、民族を問わず、誰だれもが自分たちの死を願ねがっているように思え、実際に行動に出た連中がいることも知っていた。ベルリンの《ＣＯＶ委員会》は、暴徒の襲しゆう撃げきを受けて壊かい滅めつしている。

　この基地にもそうした人間はいるだろう、ということは真珠にも理解できた。

　月生まれでもなければ、家族や友人は地上にいる。亡くなった人もいたはずだからだ。

（地上、か……）

　真珠は、自分が育った《ワイズリー》日本第二支部の研究員と、遺い伝でん上の父親である海かい津づ院いん博士のことを不意に思い出した。彼らは生きているだろうか？　それとも死んでしまっただろうか？

「ううん……」

　ミルキィがもぞもぞと動いて熊の顔のフードが後ろに落ち、真珠はウエーブのかかった長いブロンドの髪を優やさしく撫なでてやった。顰ひそめられた眉まゆが、穏おだやかに戻る。

　ひとつ年下のこの末妹は、姉たちが出て行ってしまってから、しばらく一人で部屋にこもっていたが、この数日は一いつ緒しよにいて、片時も傍そばを離れようとしなかった。

　もしかすると自分と同じように、ネットでニュースを見てしまったのかもしれない。

　ミルキィはどこか怯おびえた様子を見せていて、部屋の中のエレベーターや、換気口などにひどく神経質になっていた。

　いつもきょときょとと辺りを見回して、口数も極端に少なくなった。

　ふっくらと可か愛わいらしかった頰ほおは少し瘦やせて、目の下にもうっすらと隈くまができている。ベッドに入っても、真しん珠じゆの胸に顔をうずめないと眠れないようだ。先に眠ってしまうと、彼女の震ふるえる様子で目を覚まされてしまうため、真珠も少し寝不足だった。

　少し乾いた唇を撫なでてやりながら、真珠は再び、残ったことがよかったのかどうかを考えずにはいられなかった。

　晶あきらとミルキィ──どちらが幸せそうに見えるかは、問うまででもないだろう。

　真珠は再びモニターを向いた。

　姉たちは、雪山で裸でいるというのに、少しも寒そうではなかった。あの雪は雪に見えて、本当は、綿か、羽毛が敷しき詰められているのかもしれない。

　彼女たちの周りには、食べかけのリンゴに似た果物が幾つも転がっていたが、いずれも《ロキ》がどこからか出したもので、皮は黄こ金がね色いろに輝かがやいていて、大きさは普通のリンゴの一〇倍はあって、巨人の手にはぴったりとしていた。

　彼らは、それ以外の食べ物は口にしていない様子だったが、少しも不満には感じていないようだった。いずれにしろ、ただのリンゴではあるまい。

　レインは近くに転がっていた、手付かずの実をひとつ取ると歯を立てた。

　しゃり、というみずみずしい音が聞こえてきそうだ。

　果汁が唇から顎あごを伝って滴したたる。

　食べてみたい、と真珠は思った。いったい、どんな味がするのだろう。

　その時、不意に映像が切り替わり、画面にはブーメランのような形をした、漆しつ黒こくの飛行機が大映しになった。巨大な翼つばさだけの上面には『ＥＵＡＦ欧州連合空軍』の文字が白く書かれている。ステルス爆ばく撃げき機きだ。

　機体の下部から黒い筒が切り離されて、山肌を、姉たちの頭上を目掛けて落ちていく。

　思わず、ミルキィの髪を撫でていた手が止まった。

　おそらくは爆弾だ。

　だが、その黒い筒は、落下の途中で突とつ如じよ、分解した。不良品だったのか、と思ったが、早計だった。

（クラスター爆弾！）

　心しん臓ぞうが跳ね、真珠は危うくミルキィの髪を摑つかんでしまいそうになった。

　クラスターとは葡ぶ萄どうなどの《房》のことだ。クラスター爆弾とはその名前の通り、ひとつの爆弾に見えて、その実、何十という爆弾を内に抱えているのだ。外装が剝はがれ、剝むき出しになった弾頭が、直後、弾はじけるように四方へ散った。

　無数の小型爆弾が地上を目掛けて落下していく。爆撃機はそれを見届けると、機体を傾けて反転にかかった。

（！）

　途と端たん、その下方で、次々と炎の華が咲いた！

　地上に着弾してのことではない。全すべての爆ばく弾だんはその、はるか上空で爆発していた。まるで、空中に炎の絨じゆう毯たんが広げられたかのように。

　モニターの照り返しに顔を赤く染めながら、真しん珠じゆは息をするのも忘れて見入った。

　ステルス爆ばく撃げき機きは、激しく機体を揺さぶられ、コントロールが利かない様子だった。

　爆発の輝かがやきが消える前に、ステルス爆撃機の翼つばさが突とつ如じよ火を噴ふき、半ばから折れ、引き千切られた。コックピット上部の装甲が吹き飛び、パイロットが脱出する。爆撃機はそのまま、きりもみ状態となって、雲の中へと消えると発光し、そして消えた。

（今度も、攻撃は失敗ね……）

　真珠は、思い出したかのように息をついた。知らず、前かがみになっていた体を、再び背もたれに預ける。肩が強こわ張ばっていて、少し痛んだ。

　再び映像が切り替わると、姉たちは自分たちの頭上でそんなことがあったことなど、まるで気が付かなかったかのように微笑ほほえみを交わしていた。

　じゃれあう《ロキ》と晶あきらの向こうに見える小高い場所に、黒いライダースーツのようなコスチュームに身を包み、狙撃銃スナイパーライフルを持った少女が見えた。

　ロシア支部で誕たん生じようした、最初の《ヴァルキュリア》──遺い伝でん上の欠陥が見つかって凍結されたはずの、一番上の姉。

　竜りゆう一いち郎ろうは彼女を、慣例に倣ならって、ドミトルヴュナと呼んでいる。

　彼女もまた、米国宇宙軍ＵＮＳＮを脱走して《ロキ》の下へ馳はせ参じた一人だったが、レインたちとは違って《花はな嫁よめ》ではないようだった。

　唇には常に微笑みを浮かべ、ドミトルヴュナは一人、銃を持ち、常に周囲を睨にらんでいる。

　その銃口からは、煙が一筋、立ち昇っていた。

　彼女は、あの場の守しゆ護ご者しやだった。

　爆弾とステルス爆撃機を狙そ撃げきしたのは、ドミトルヴュナだ。これまで行われた人間側の攻撃の悉ことごとくを退けている。

　武器も弾たまもまだまだたっぷりとあるはずだった。レインたちが脱走に使った、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》には様々な火器が搭載されている。彼女がいま手にしているのは、一二七ミリ劣化ウラン弾を使用する、晶の狙撃銃だった。足元には重機関銃マシンガンや突撃銃アサルトライフルも並べられていて、弾も高く積まれている。

《ロキ》は彼女には触れず、微笑みかけもしなかった。そこにいることさえ、気付いていないかのように振舞っている。食べているものも、黄金のリンゴではなく、ポッドの中に備え付けられている、サバイバルキットの非常用食料だった。

　不思議なのは、姉たちがそれを気にしていないと思えることだった。

　以前の彼女たちからは、信じられなかった。

　何日か前には、二〇〇体を超える数のＧ・Ｏジーオーが出現したワシントンへ降下したドミトルヴュナを、救いに行こう、と言っていたのに、いまは、どうでもいいかのように振る舞っている。リンゴを差し出しもしない。

　姉たちの関心はひたすら、大きくなった自分の下腹部と、《ロキ》にのみ、向いているように見えた。爆ばく撃げきにも気が付かないほど、自分のことに没頭している。

　確かに《ロキ》は魅み力りよく的だ。

　それは、真しん珠じゆも認めていた。その顔も、体も、こうしてずっと見ていても飽きることがなく、翌日なると、また見たくなる。それに、気のせいだとは思うが、時折、《ロキ》はカメラを──真珠を見て微笑ほほえむことがあるのだ。すると体の奥の方に、ぽっと火が点ともったようになって、芯がとろりと溶け出しそうになる。

　しかし同時に、何とも言いようのない薄うすら寒さを、彼には感じるのだった。

　それが、真珠が《ロキ》へと走らなかった理由だった。

（信用できない……）

　そう思うのだ。何か、おかしな感じがする。

　と、ポン、と音がして、サロンの壁かべにある小さなドアが開いた。部屋全体のスケールから見ると、猫の戸口か何かのようだが、ドアの高さは二メートルほどある。それは《ヴァルハラ》の中心部を貫くように走る、人間用のエレベーターのドアで、中から現れたのは、

「隊長さん」

　竜りゆう一いち郎ろうだった。どこか、疲れた感じがする。

　真珠はソファーに寄りかかるのをやめて、彼の方へ向き直った。

　隣となりでミルキィが目を覚まして目を擦こする。

「んん……」

　その様子を見て、彼は微笑みながら足元へとやって来た。真珠は体を屈かがめると、掌てのひらに彼が乗るのを待って、ソファーへと持ち上げてやる。竜一郎が下りるとき、彼の靴が肌を擦るのがくすぐったかった。

「あ、隊長さんだぁ……」

　眠い声で言って、ミルキィは竜一郎を摑つかむと、抱き上げて膝ひざの上に乗せた。彼は身長が一八〇センチほどあったが、一四メートルある少女の手に収まると、人形にしか見えない。竜一郎はされるがままになっていたが、しばらくするとミルキィは、また、うつらうつらし始めた。

　やがて、本格的に眠ってしまったとわかると、竜一郎は静かに彼女の手を抜け出した。真珠が手を借して、いつものようにソファーの肘ひじ掛かけに乗せてやる。彼は疲れた声で、ありがとう、と言うと、モニターを向いた。

「……ＥＵＡＦの攻撃は、失敗したようだな」

　画面には、仲なか睦むつまじい様子の《ロキ》と晶あきらの姿が映し出されている。

　真しん珠じゆもそれを見ながら、小さく頷うなずいた。

「爆ばく弾だんは全すべて、ドミトルヴュナ姉さんが撃うち落しました」

「さすがだな。彼女がいる限り、レインたちは大丈夫だろう。粒子ビーム砲でも持ち出されない限りは」

「そんな攻こう撃げき計画があるんですか？」

「いや。ＥＵＡＦには長距離粒子ビーム砲の施設はない。懸け念ねんがあるとすれば、ＥＵＳＮの護ご衛えい艦かんの粒子ビーム砲を使った軌道上からの艦砲射撃だが、大気中でほとんど減衰されて影えい響きようはないだろう」

　真珠は胸を撫なで下ろした。ミサイルなどと違い、ビームは撃ち落すことができない。どんな能力があるのか未知数の《ロキ》が、攻撃されるのを黙だまって看かん過かするとは思えないが、不確実なものに期待したくはなかった。

「それで……会議の方は、何か進展はありましたか？」

　ああ、と竜りゆう一いち郎ろうは言ったが、気が晴れた様子はなかった。進みはしても、《騎き兵へい隊たい》にとっては好ましいものではなかった、ということだろうか？　彼はそれきり黙ってしまい、真珠は、竜一郎がもう一度口を開くのを待った。

　ミルキィの寝息だけが、サロンに大きかった。

　一〇分も過ぎた頃ころ、竜一郎は深く息をつき、ようやく真珠を振り向いた。その顔には、作られたような笑顔があった。

「とりあえず、《ノルン》を何とかしよう、ということになったよ」

「でも、前回の会議でそれは決まったんじゃなかったですか？」

「ああ。しかし、システム班が根を上げてね。コンピューターに強いスタッフが手伝うことになった。……三日後を目め処どに、プログラムを停止させる。だから、その前後は、ここにも影響が出ると思う」

「影響、ですか？」

　真珠が言うと竜一郎は、安心させるためか、薄うすく微笑ほほえんだ。

「そんな顔をするな。生命維持に関係するシステムはその前に切り離す。影響があるのは《ヨートゥンハイメン》からの中継と、あとは端末だな。しばらく使えなくなるかもしれない」

「そうですか……」

《ロキ》の──いや、姉の姿を見ることができないのは残念だが仕方がない。

「あの、隊長さん？」

「ん？」

「《ノルン》が復活して出撃可能になったら、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はどうするんですか？」

　竜一郎は再び黙もくし、真珠は辛しん抱ぼう強つよく待った。

「……まだ決まっていない」

　やがて、彼がまた口を開いた時、その顔にはやはり笑みがあった。

「《ＣＯＶ委員会》が壊かい滅めつして以来、国連では《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の指揮権を巡って会かい議ぎを続けているが、まだ対応を決めかねているらしい。とりあえず決議を待つが、それに従うかどうかは、司令次第だな。──だが、大丈夫だ。俺おれが、悪いようにはしない」

　真しん珠じゆは、それが慰なぐさめであるとわかっていた。

　竜りゆう一いち郎ろうは本気だろうが、自分たちをかばってくれている彼に、味方が少ないことは理解できていた。彼一人では、どうにもならないことはある。

　だが、自分たちには、まだ彼がいてくれる。しかし──

「あの……姉ねえさんたちは、どうなるんでしょう」

　一番気にかかるのは、そのことだった。

《ＵＮＣＯＶ》に出しゆつ撃げき命令が下った場合、敵は《ロキ》だ。彼に敵対すれば、姉たちが彼をかばう可能性は高い。

　そうなったら、戦えるのだろうか？　レインたちは自分に銃を向けるのだろうか？

　竜一郎はモニターを振り返った。

　真珠も視線を追う。切り取られた景色の中で、姉たちはやはり、幸せそうだった。

　その顔を見ている内に、

（姉さんたちは、躊躇ためらわないかもしれない）

　不意に、そう思えた。

《ロキ》を倒す、というのは、あの幸せを奪うということだ。微笑ほほえみを剝はぎ取るということだ。それを彼女たちが、黙だまって受け入れるはずはない。しかもその攻撃は、彼女たちを思ってのことではなく、人間が安心したいがためだ。《ロキ》が、Ｇ・Ｏジーオーの進化の果ての存在であるかもしれず、どんな《ＧＯＣゴツク》──巨大生物ジヤイアント・オーガニツクによる大規模な惨事──を引き起こすかわからないからだ。

（もしかしたら、何も起こらないかもしれないのに）

　この七日、姉たちの様子を見ていると、そんなことを思えなくもなかった。

　彼らは《ヨートゥンハイメン》からまったく動いていない。確かに被害は出ているが、それは人間の側が攻撃を仕掛けたからだ。ドミトルヴュナは防ぼう衛えいのために応戦はしたが、積極的に攻撃を仕掛けてはいない。

　あの場所は、巨人族の故郷と言われている地だ。《ロキ》はただ、あそこに帰って穏おだやかに暮らしたいだけだったのかもしれない。

（もしそうなら、あの辺りを立ち入り禁止にして、自由にさせてあげることはできないのかしら──《ヴァルキュリア自治区》とでも名付けて）

《ロキ》がテレパシーとでも言うべき手段で自分たちと会話ができることはわかっていた。それが人間とも可能なのかどうかはわからなかったが、意思の疎通が図れるのなら、あの一帯から出ないという約束を取り付けることも可能なのではないだろうか？

「真しん珠じゆ君、どうした？」

　竜りゆう一いち郎ろうの声に、真珠は我に返った。振り向けば、いつからなのか、彼はモニターを見てはおらず、自分を見上げていた。

「あ、あの、ちょっと変なことを考えてて……」

「変なこと？」

「はい。その……もし《ロキ》が《ヨートゥンハイメン》から出ないって約束したら、姉ねえさんたちとあそこで静かに暮らしていくのを許してもらえないかな、って……」

　竜一郎は目を瞬まばたくと、手を顎あごに当てるようにして、何かを考える様子になった。

（隊長さん……）

　ただの思い付きであったのに、真剣に検討してくれている──その姿を見て真珠は、胸の奥が暖かくなるのを感じた。《ロキ》には決して憶おぼえることのない温ぬくもり。じわりと広がるそれを感じながら、

（やっぱり、残ってよかったんだ……）

　と、いまこの一時は、思うことができた。

　やがて竜一郎は手を膝ひざの上に置くと、真剣な様子で顔を上げた。

「興きよう味み深ぶかい提案だと思う。司令に相談してみよう」

　真珠は、ぱっと顔を輝かがやかせた。

「はい！　ありがとうございます！」

「だが、楽らつ観かんはしないほうがいい。《ロキ》に──Ｇ・Ｏジーオーに殺された人々は、あまりにも多すぎる。彼らの怨えん嗟さの声は、生なま半なかに収まるものじゃない。この《ヴァルハラ》にも、家族や友人を亡くしたかもしれないスタッフは多いんだ」

「それは……わかります」

「レイン君たちのこともあるから、真珠君の提案だと知れば反発は大きいだろう。あくまで、俺おれの思いつき、という形で司令には掛け合ってみるよ」

「ありがとうございます！」

　真珠は大きく頭を下げた。すると、長い黒髪が、ざあ、と流れ落ちて、竜一郎を覆おおい隠すような格好になった。

　ぽつ、とおでこに何か熱を感じて視線を動かすと、竜一郎が腕を上げて触れていた。

　彼の、目を細めた笑顔を見た途と端たん、真珠の心臓は、ど、と跳ねた。

（た、隊長さん……？）

　竜一郎は、ひたひたと真珠のおでこを撫なでるようにした。

「はじめて会った時も、こんな感じだったな。オーストラリアの海岸で黒髪のスコールに包まれて、俺は君の顔を見上げていた」

「……憶おぼえています」

「《ヴァルキュリア》の正体が機械などではなく、巨人の少女だということは知っていたが、あのとき初めて、この子は俺おれたちと何ら変わらない、ただ体が大きいだけの女の子なんだ、と実感することができたんだ」

「隊長さん……」

　やっぱりこの人は変わっている、と真しん珠じゆは改めて思った。身長が一六メートルもある存在を見て、普通の女の子だなんて思うのは、ちょっとおかしい。これまでいっしょに過ごした時間がなければ、ただのご機嫌取りだと思ったことだろう。

　けれどいまは、それが噓うそでもご機嫌取りでもないとわかる──そう、信じられる。

　真珠の胸の奥の温ぬくもりは、熱を持って涙に姿を変え、ポロリ、とこぼれた。

「し、真珠君!?」

「な、何でもないです」

　真珠は顔を上げると手の甲で涙を拭ぬぐい、にっこりと微笑ほほえんだ。

　もう一粒、涙が頰ほおを伝った。

「うれしいです。隊長さん──あなたを好きになってよかった」

　自分でも思っても見なかった告白がするりと飛び出して、真珠ははっと口を押さえた。

　サロンに沈ちん黙もくがゆっくりと降りてくる。
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　竜りゆう一いち郎ろうは何も言わず、ただ……少し困ったように微笑ほほえんでいた。




　カリウスが音を立てずに椅い子すを立つのを見て、ヘルガは読んでいたレポートを閉じた。

　細いリボンを使って、両耳の上で縛しばられた長い黒髪のおさげが、ふわりと動く。広いおでこが愛らしいゲルマン系のきつめの顔立ちは、一二歳という実年齢よりは大人おとなびている。

　ベッドの上でヘルガは、無地のモスグリーンのパジャマを着て、その上にＷＷⅡ第二次世界大戦時代のドイツの軍服を思わせる上着を羽は織おっていた。入院をしていても、これだけは手放せない。眠る時は上掛けの上に載せていないと安心できなかった。

　濃こいブラウンの瞳ひとみが、燕えん尾び服ふくの大きな背中を追い、彼が自動拳銃オートマチツクをホルスターから抜くのを見て、ヘルガも枕まくらの下から二二口径のワルサー社の小型拳けん銃じゆうを取り出し、安全装置セーフテイユニツトを外した。彼女はポリシーとして、銃器はドイツ製と決めている。

　カリウスの背中に隙すきはない。

　兄のヴィクトル・アデナウワーに刺殺されかけて以来、彼は地球にいた頃ころのように、始終気を張り詰めるようになっていた。

　世界経済を支える企業の後継者候補ともなれば、こちらの意思に関係なく、色々と思惑が絡んで、ライバルを暗殺してでも蹴け落おとそうと考える輩やからも出てくる。カリウスはヘルガの執事であると同時に、優秀な護ご衛えいでもあった。

　幾度となく危ない目にあったが、ヘルガが傷付くことはなかった。

　それが今回、少しだけあちらの世界を覗のぞく羽目になって、彼はひどく責任を感じているらしい。《ヴァルハラ》に来てから見せるようになった、表情の柔らかさは影をひそめ、以前のようにいつもどこか張り詰めている顔しか見せなくなっていた。

　ヴィクトルのことは、ヘルガは不可抗力だと思っているが、カリウスは自分の注意不足だと考えている。

　だが、エマージェンシー・エレベーターのセキュリティが、ああも易やす々やすと破られるのを予測するのは無理な話だ。事前のチェックは十分にやったのだ。現在《ノルン》がこちの意思に反していることを考えると、今度の暗殺未遂事件は、《ヴァルハラ》建造時にはもう計画されていたのかもしれない。

（奴やつの掌てのひらは大きい）

　ヘルガは、表向きは祖父という関係になっている《ガルド》総そう帥すい、ロイヤル・アデナウワーのたるんだ顔を思った。だが、あの男は実際は『父』だ。当時彼の屋や敷しきにメイドとして仕えていた母をあの男は力づくで犯し、ヘルガを妊娠するまで陵辱を続けたのだ。

　今日まで、それは欲望に任せての仕儀だと思っていたのだが、自分の暗殺未遂事件が、《ラグナロク》のきっかけとなった神話上の事件を再現しようとした《見立て殺人》だったことを思うと、実は冷れい徹てつな計画の一いつ環かんであったのかもしれない──《ヴァルキュリア》たちが、《ロキ》の花はな嫁よめとして誕たん生じようしたのと同じく。

（狂信者め）

　ヘルガは手の中の銃を撫なでた。強化プラスチックの肌触りが好きだ。

（いつかこいつを、貴様の頭にぶち込んでやるぞ）

　ロイヤルの蠟ろうのように白い額ひたいに赤黒い穴が開く様子を思い描くと、傷の痛みも和らいだ。もはや永遠に戻らない、卵巣のお礼もしてやらねば。

　その時、病室のスライド式のドアがノックされて、ヘルガは妄想を追い払い、トリガーに指をかけて腿ももの上に手を置いた。カリウスはすでにベッドと入り口を結ぶ線を遮断する位置に立っている。

「……どちらさまでしょうか？」

　回診にはまだ早い。

「天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中ちゆう尉いであります！　風かざ花はな班長を伴い、お見舞いに上がりました！」

　ホッと肩の力を抜いて、ヘルガは指をトリガーガードに置いた。しかし、カリウスはまだ警けい戒かいを解いていない。銃を手にしたまま、鍵かぎを外し、ドアをスライドさせる。

　隙すき間まから見えた竜一郎と夏なつ美みが、ギョッとしたのがわかった。

　カリウスは二人を中に入れると、廊下を確認してドアを閉め、しっかりと施せ錠じようした。それからやっと銃をホルスターに戻して、立派な白い髭ひげの下に微かすかな笑みを浮かべた。

「すまんな」

　言って、ヘルガもワルサーの安全装置セーフテイユニツトをかけて枕まくらの下に戻した。

　この二人は信用できる。彼らに裏切られるようなら、それはもう、仕方がない。見る目がなかったということだ。

　いえ、と言って、二人はベッドの脇わきに来て椅い子すに腰を降ろした。夏美がカリウスに持ってきた花束を渡す。これで三回目だ。まだ食事は摂とれないので見舞いの品としては妥当だが、いいかげん病室が甘ったるい。

「ナツミ、来るたびに持ってくることはないのだぞ？」

「ええ？　だって司令チャン、手ぶらで来たら、薄はく情じようだとかケチだとか言いそうじゃん」

「おまえ、私をどういう目で見ているのだ？」

　ヘルガが苦笑すると、夏美は、冗談よ、というように片目を瞑つむって見せた。

「……お二人とも、紅茶でよろしいですか？」

　ひとまず花をテーブルに置いたカリウスが訊きかれ、竜一郎と夏美は頷うなずいた。

　カリウスはベッドから少し離れた場所にあるシンクへ行き、ケトルに検査済みの水を入れて火にかけた。ティーポットを用意して、手て際ぎわよく準備を進めていく。

　ヘルガは手元のリモコンを操作して、もう少しベッドを起こして二人を向いた。

　夏美はあいかわらず元気そうだ。食も良く進んでいるのだろう。比べて、竜一郎の方は疲れが滲にじみ出ていた。ろくに食べていないに違いない。そんな顔をしている。

「私の代わりはどうだ？」

　少し意地悪く訊きくと、中ちゆう尉いは何とも情けない顔をしたが、口に出しては、快適です、と強がって見せた。思わず笑いそうになって、ヘルガは堪こらえた。まだ、傷に響ひびく。

「そうか。私も、数日の内には退院するつもりだ。医師同伴だがな。──おい、あからさまに嬉うれしそうな顔をするな」

「い、いえ、自分はそんな……」

「まったく、仕方のない奴やつだな」

　我慢できずに、ヘルガは喉のどの奥で小さく笑った。下腹部に、ちり、とした痛みが走ったが、十分耐えられるレベルだった。

「──それはお嬢じよう様さまもですよ」

　カリウスが言って、竜りゆう一いち郎ろうと夏なつ美みにソーサーに載ったカップを渡した。琥こ珀はく色いろの紅茶は、湯気と素す晴ばらしい香りを立てている。飲みたかったが、まだダメだった。

「どうして大人おとなしくしてくださらないのか……私の苦労は増えるばかりです」

「仕方がないだろう、カリウス──地球の危機なのだ」

　それは事実だったが、ヘルガの唇には微笑ほほえみが浮かんでいた。

「ふざけて言うことじゃないって、司令チャン」

　少し頰ほおを膨ふくらませて、夏美は紅茶を啜すすった。竜一郎の目も少し非難めいている。

「気に障さわったか？──だがな、正直なところだぞ？　私はそんな崇高な人間じゃない。私が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令になり、リューイチローを隊長に据えて《ヴァルキュリア》たちの教育を任せ、Ｇ・Ｏジーオーと戦ったのは、全すべてあのロイヤル・アデナウワーに一泡吹かせてやりたかったからだ。あの男の思うままにことが進むのが、我慢できなかったからだ──結果的にそれが、世界を救う道と一致しただけさ」

「……照れ隠し？」

「違う、本心だ」

　言うと夏美は、ふふふ、と微笑んだ。

「ま、そういうことにしておきましょ。司令チャンは恥ずかしがりやさんだから」

「違う、と言ってるだろうが。──まあいい。好きなように思ってくれ。それよりも中尉。状況はどうなっている？　カリウスは、傷に触るから、と教えてくれないのでな。《ロキ》の下へ走った連中はどうなった？」

　竜一郎はカップを腿ももの上のソーサーに置くと、ふう、と息を整えた。

「《ロキ》は健在です。ＥＵＡＦの攻こう撃げきは悉ことごとく失敗、相当数の航空戦力がドミトルヴュナ──《黒のヴァルキュリアBlack Valkyrie》によって削そがれました。レイン・ジースト伍ご長ちよう、ルビー・フォレスト伍長、水みず樹き晶あきら伍長の三名も生存。スキャンの結果、彼女たちの妊娠が確認されました」

　妊娠、のところで竜りゆう一いち郎ろうの眉み間けんに深い皺しわが寄った。

　彼が《ヴァルキュリア》たちに対してどのような感情を抱いていたのか、ヘルガにはわからなかったが、少なくとも他ほかの男に孕はらまされたのを悔しく思うくらいの好意は抱いていたらしいことが、その顔からわかった。

（別に、恋人だったわけでもないだろうに、ショックなのか。ふうむ……好きなアイドルの結婚や妊娠を、悔しく思うのと似たようなものか？　わからんな、男は）

　竜一郎には酷だろうが、情報は集めなくてはならない。ヘルガはさらに重ねて訊きいた。

「それで？　何が生まれる？」

　透過スキヤンして妊娠が判明したというのであれば、すでに骨格がわかるほどに成長しているということだろう。ならば、何が宿ったのかもわかったはずだ。

　だが、竜一郎は黙だまった。見かねた夏なつ美みが口を開きかけたが、ヘルガはそれを指の動きで止めた。これは、彼の役目だ。

「中ちゆう尉い、答えろ」

「は。……ジースト伍ご長ちようの宿した胎児は《人》、フォレスト伍長の宿した胎児は《犬》、水樹伍長の宿した胎児は《蛇》に、それぞれ近い骨格をしています。出産予定は三日後です」

「《女神ヘル》、《フェンリル狼おおかみ》、《ミドガルド蛇》、か……《教団》の連中の考えた通りに事態は進行しているというわけだ。生まれた魔ま物ものを率いて《ロキ》は《ラグナロク》を始める。そして世界は炎上して滅びる、というわけだ」

　ヘルガの言葉に、竜一郎の体が一いつ瞬しゆん強こわ張ばった。

「司令……その、彼女たちから生まれるのが、確かにその通りのモノだとして、本当に《ラグナロク》は起きるのでしょうか？」

「何故なぜだ？」

「《ロキ》や、誕たん生じようする生物が、どのような能力を有しているのかは不明ですが、たったあれだけの戦力で、全世界を炎上させることができるとは思えません」

「そうかな？　現に世界は焦土と化しているぞ？」

「五〇〇〇万のＧ・Ｏジーオーと黒のヴァルキュリアがいたからこそ、できた芸当です。その頂点に立ったからといって、たった一人で何ができるのでしょうか？」

「何が言いたい、中尉？」

　訊くと、竜一郎は僅わずかに身を乗り出した。

「……《ロキ》の目的は、別にあるのではないでしょうか？　彼の地は《ヨートゥンハイメン》──《ヴァルキュリア》居住区の《ヨトゥンヘイム》と同じ意味を持つ、巨人族の住んでいたとされる場所であり、彼女たちの《母》が発掘された地です。《ロキ》はただ、あの地に帰り、そこで暮らしたい、と願ねがっていると考えるのはおかしなことでしょうか？」

「面おも白しろい意見ではあるな」

　ヘルガが言うと、竜りゆう一いち郎ろうはさらに身を乗り出した。

「海かい津づ院いん伍ご長ちようによれば、《ロキ》には、少なくとも彼女たちと同等の知能はあるようです。もし《ロキ》があの一帯から出ないことを確約するなら、共存も可能ではないでしょうか？」

　彼の隣となりで、夏なつ美みが目を丸くした。

「ちょっと天あま宮みやクン、本気!?」

「ええ。このままじゃ被害は増える一方です。我々は、初めから《ロキ》を敵と決め付けて考えていますが、もしかしたら違うのかもしれない」

「じゃあ、いままでの《ＧＯＣゴツク》は!?」

「《ロキ》以前のＧ・Ｏジーオーに、人類を滅ぼそうという明確な意識があったとは思えない。被害者の気持ちは晴れないとは思うけど、戦えば、さらに酷ひどいことになる気がする。勝てるかどうかもわからない。──司令、《ラグナロク》は戦いの果てに世界が炎上するんですよね？」

「そうだ」

「ならば、それを回かい避ひする最もいい方法は、戦わないことではないのですか？」

　ヘルガはふっと微笑ほほえんだ。

「なかなか考えたな。……なるほど、《ロキ》は戦うつもりなどないのかもしれない。《ヴァルキュリア》たちが、神話をなぞるように《アングルボザ》と同じ魔ま物ものを孕はらんだのは偶然で、《ロキ》は異い形ぎようの子供を可か愛わいがって、あの地で静かに暮らすことが望みなのかもしれない。だが、そうでなかったらどうする？　三体の魔物が生まれた後のちに《ロキ》が人類の抹殺を宣言でもしたら？　その時には何もかも遅いかもしれないぞ？　私なら、魔物どもがうまれる前に、母体もろとも滅ぼすがな」

　竜一郎の顔色が変わった。

「司令！」

　ヘルガは気にせず、表情を引き締しめ《司令》の顔になった。

「それが一番安全だ。──ナツミ、《ミョルニル》は使えるのだな？」

「え？　あ、うん……」

　ちら、と夏美は竜一郎を見た。彼は僅わずかに小首をかしげ、

「《ミョルニル》……？」

「北欧神話の雷神《トール》の武器の名前だけど、前に《ヴァルハラ》の機密区画についての情報を手に入れた時に、この要よう塞さいの下部に強力な粒子ビーム砲が装備されていることがわかったの。その名前が《ミョルニル》」

「この軌道上から地上を撃うち抜けるほどの威力がある。空間転移能力を持つ《ロキ》はわからないが、《ヴァルキュリア》たちは《神の雷》からは逃れられないだろう。うまくいけば、大きく敵の戦力を削そぐことができる。──中尉、おまえがかつての部下と戦いたくない気持ちはわかるがな、《ロキ》に善意を期待するな。それに軍規に照らせば、脱走は銃殺だ」

「し、しかし……」

　カタカタとソーサーが震ふるえている。

（少し、やり過ぎたか？　だが、中ちゆう尉いは少し《ヴァルキュリア》に肩入れし過ぎている。このぐらいの《薬》は必要だろう）

　ヘルガは表情を少し緩めた。

「……しかし、いま《ヴァルハラ》は移動できないからな。《ヨートゥンハイメン》の直上に要よう塞さいを持っていかなければ《ミョルニル》は使えん──残念だ」

　わかっていて言っていたことが理解できたのか、竜りゆう一いち郎ろうはヘルガを睨にらんだ。

「司令……」

「そんな目をするな。中尉の意見はわからないではないが、いまそれを口にするのは得策ではない。ここで言ったのを最後に、胸に秘めて置け。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》はＧ・Ｏジーオーと戦うための組そ織しきだ。スタッフを敵に回せば、どうしようもなくなるぞ？」

「……申し訳ありません」

　と言った竜一郎の表情は硬かった。

「まあ、何にせよ、我々が動けるのは《ノルン》が復旧してからだ。そっちの方は目め処どはついたのか？」

「いえ、まだです」

「わたしが手伝うことになったんだけどね。システム班の人からは歓かん迎げいされてないみたい」

　彼女は肩を竦すくめた。

「ナツミが？　それは頼もしいな。せいぜい尻しりを叩たたいてやってくれ」

　せいぜいそうするわ、と笑う夏なつ美みから、ヘルガは竜一郎へ視線を移した。

「……中尉、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は常に最悪の事態を想定して事態に備えなければならない。おまえが言ったようなことが、絶対に起きないとは言えないが、《ヴァルキュリア》たちと戦うことも視野に入れて戦せん闘とう準備を進めろ。戦いの中に活を見出せ。おまえたちが戦わなければ、連中が死ぬ確率は高くなるぞ？　人間は《ヴァルキュリア》を助けようとはしないはずだ」

　殺さなくても、戦闘不能状態に陥らせる方法は幾つもある。

　だがそれには手間も危険も伴い、竜一郎が《ヴァルキュリア》たちを率いて戦わなければ、決して成せないことだった。

　真意を理解できたのか、竜一郎はしっかりと頷うなずいた。

　彼の瞳ひとみの奥の意思の光を確認すると、ヘルガは肩から力を抜き、ベッドに背中を預けた。少し疲れた。まだまだ本調子ではない、ということだ。

（……あと三日か）

　下腹部に鈍い痛みを覚えつつ、ヘルガは天てん井じようを睨んだ。













　　　　　Ⅱ．ハッピー・バースディ！







「母体、破水しました！」

《ヴァルキュリア》たちの様子を二四時間態勢で監かん視ししていた、生物方面対策班のスタッフの声が作戦指令区《ビフレスト》に響ひびいて、仮眠を取っていた他ほかのスタッフを叩たたき起こした。

　入浴を終えて、司令長官席に戻ったばかりだった竜りゆう一いち郎ろうは、髪を拭ふいていたタオルを椅い子すに投げるようにした。

「緊きん急きゆう呼こ集しゆう！」

　命令を発すると、《ヴァルキュリア》居住区《ヨトゥンヘイム》を除く全区画に、耳みみ障ざわりな警報アラームが鳴り響ひびいた。

「映像をメイン・スクリーンへ！」

「映像、メイン・スクリーンへ回します」

　復唱の後、報道関係者や軍の無人カメラの無線をハッキングしたものや、監かん視し衛えい星せいからの映像が次々と映し出される。《ヨートゥンハイメン》は快晴。映像はクリアだ。

「私の目算した通りでしたな」

　イングマンの声がそう聞こえて振り返ると、白衣の彼がシリアルバーを手に階段を上がってくるところだった。唇には微笑ほほえみが浮かんでいる。学者として純粋に嬉うれしいのだとわかって、竜りゆう一いち郎ろうは嫌な気分になったが、それを顔に出さないことには成功した。

「受精から十日。どれもよく育っている──オペレーター、Ｃ─６の映像を最大に」

　女性スタッフが確認をするように振り返り、竜一郎は頷うなずいた。すぐに、イングマンが指定したカメラからの映像が、スクリーンの大半を占める。

　それは監かん視し衛えい星せいからの映像で、三人の様子を真上から捉とらえていた。レインたちは頭を外にして、立てた膝ひざを大きく割り、等間隔に雪の中に横たわっている。中心には《ロキ》が医者を気取るように立って、かわるがわる彼女たちの腿ももの付け根を見ていた。

　竜一郎は怒りに、ぎり、と唇を嚙かんだ。

　レインたちは、ただ寝かされているわけではなかった。ドミトルヴュナが、撃げき墜ついした航空機から回収した鋼こう材ざいを加工して造った拘束具によって、手足を地面に固定されている。

　少女たちの下腹部は、風船を飲み込んだかのように大きく膨ふくれ、いまにも破裂しそうだった。ひどく痛むのか、体をよじる度に拘束具が擦こすれて手首や膝の皮ひ膚ふが破れ、周囲は赤く染まっていく。足の間からは、黄色く濁にごった羊よう水すいが僅わずかに流れ出て、雪を溶かしていた。

「……主任、母体は大丈夫なんでしょうか？　自分は、出産に立ち会ったことがないのでわからないのですが、これは正常なんですか？」

「陣痛が始まって破水まで一二時間。彼女たちが初産であることを考えれば、妥当な時間だと思いますよ。これから数時間以内に、胎児は娩べん出しゆつされるでしょう」

「じゃあ、大丈夫なんですね？」

「レイン・ジーストの出産はおそらく問題はないですよ。胎児の頭はしっかりと子宮口を向いている。だが、残る二人は正直わかりません。私も、人間が狼おおかみや蛇を生む例は、知りませんからな。それに、仮に無事、出産を終えたとしても、母体は著しく体力を消耗している。あのまま拘束された状態で放置されれば、まず確実に死亡するでしょう」

「ＥＵＦのこともある」

　竜一郎は呟つぶやくように言った。欧州連合軍ＥＵＦが、出産前を狙ねらって攻こう撃げきを仕掛ける作戦を準備中である事実を、彼は摑つかんでいた。《ロキ》の目的がレインたちの産む魔ま物ものだけにあるのだとしたら、出産後は、彼女たちは用済みとばかりに捨て置かれる可能性はある。攻撃が続いていれば格好の標的だった。ドミトルヴュナが守ってくれるのを期待するのは、楽らつ観かんが過ぎるだろう。

　ぎりぎりまで竜一郎は、《ロキ》はあの場所で安住を得たいだけなのだ、という可能性に懸かけていたが、レインたちの扱いを見る限りにおいては、もはやその望みは消えたように思えた。彼の少女たちに対する扱いには、愛情の欠片かけらもない。

　スクリーンの中で、ルビーの体が大きく仰のけ反った。背骨が折れるのではないか、と心配するほどであり、それは、ずいぶんと長く続いた。続いてレイン、そして晶あきらが同じような様子を見せた。肌に汗をびっしりと浮かせ、体から湯気が立っている。

　心を決め、竜りゆう一いち郎ろうは手元のコンソールを操作した。すぐに小さなモニターに、真しん珠じゆの顔が映し出される。

『隊長さん』

　と言った声は、明るくはあったが、どこか硬かった。頰ほおが微かすかに赤い。

　真珠の『好き』という告白に関しては、竜一郎は特に返事をしていなかった。すでに知っていた上でもあったし、決意した上ではなく、勢いであったと思われたからだ。

　あれきり彼女も答えを求めるでもなく、何もなかったように振る舞っている。

　いまは、それに甘えることにしていた。

『どうしたんですか？』

　ギクシャクと微笑ほほえむ。

　彼女はいま、地上で起きていることを知らない。《ノルン》の復旧作業の影えい響きようという名目で、一二時間前から、サロンのモニターをＯＦＦに、各部屋の端末の回線も物理的に遮断（ソフトでは切れないため、ケーブルそのものを切断した）してあった。

　真珠は一六歳、ミルキィは一五歳だ。

　彼女たちに、姉が、《蛇》や《狼おおかみ》を産むところを見せるのは、ショックが大き過ぎる、と判断してのことだった。

「海かい津づ院いん伍ご長ちよう、コーラル伍長と共に戦せん闘とう待機に入ってくれ」

　さっ、と真珠の顔色が変わって、何を考えたかがわかった。

「いや、ジースト伍長たちとの戦闘は想定していない。彼女たちは《ロキ》によって無力化されている。《ノルン》の復旧次第だが、救出作戦を敢かん行こうする」

「救出作戦……」

　一言一言嚙かむように呟つぶやく。曇っていた顔が、ゆっくりと晴れていく。

「わかりました！　海津院伍長、コーラル伍長と共に戦闘待機に入ります！」

　小さなモニターの中で、真珠は笑顔で敬礼した。

　竜一郎は頷うなずくと、回線を切り替えて宇宙港《ノーアトゥーン》を呼び出した。こちらもすぐに整備班に繫つながり、夏なつ美みの顔が大映しになった。

「天あま宮みやクン？　何？」

「風かざ花はなさん、《スレイプニル》の準備をお願いします。それと《ジークフリート》も」

「って《ノルン》はまだ、復旧していないわよ？」

「わかってます。万が一のためです。《クレイドル》の方もいつでも《ヨトゥンヘイム》へ送り出せるよう、準備してください。《ヴァルキュリア》は戦闘待機に入らせました。麻ま酔すい弾の準備もお願いします」

　麻ま酔すい弾は、《ヴァルハラ》がドミトルヴュナに攻こう撃げきされたのを受けて生物方面対策班で提案されて、《ヴァルキュリア》ように調整されたものだ。理論上は一発で、中枢神経を麻ま痺ひさせることができる計算になっている。

「……了解。早速かかるわ」

　回線を切ると、竜りゆう一いち郎ろうは顔を上げた。

「《スレイプニル》のクルーは発進準備にかかれ！　《ノルン》が復旧次第、出しゆつ撃げきする！」

　命令を受け、椅い子すを蹴けるようにしてマリア少しよう尉い以下、艦かんのクルーは、オペレーター補助の役目を他ほかのスタッフに任せて、セントラルエレベーターへ走った。

「復旧の目め処どが立ったのですか？」

　スクリーンから目を離さず、イングマンが訊きいた。画面の中では、陣痛が続いている。

　竜一郎も背筋を伸ばして、その様子を見た。

「いえ。実行中の命令の停止は困難です……しかし、その終了は近いかもしれない」

「ほう……？」

「《ノルン》に仕組まれていたのは、この出産を邪じや魔まさせないための命令です。なら、それが終わればシステムは再び我々の手に戻るかもしれない、というのが司令の考えです」

「なるほど。しかし《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》が世界の破滅を望んでいるなら、このまま《ヴァルハラ》を活動不能に陥らせておいたほうが効率がいいのでは？」

「ええ。しかしロイヤル・アデナウワーという人物は、常に万が一のことを考えている男のようです。この《ヴァルハラ》には《ミョルニル》というとんでもない規模の粒子ビーム砲があるのを知っていますか？」

「初耳ですな」

「司令によれば、それは『保険』なのだそうです。しかし、それも《ノルン》が復旧しなければ使えない。《ロキ》の思惑がわかるのは出産の直後です。復旧するとすれば、その時点での確率が高い、と」

「なるほど。しかし、この救出作戦を面白く思っていないスタッフは少なくないですよ？」

「……知ってます。けれど、彼女たちを回収して《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に復帰させれば、《ロキ》を倒せる確率は現在よりも上がる」

「意見としてはわかりますがね。世論は納得しないでしょうな。国連もしかり。それと《ヴァルキュリア》たちが、自分の産んだ子供と戦えるかどうか……それも疑問ですな」

　それについては竜一郎も懸け念ねんはしていた。《ロキ》を相手にするのとはわけが違う。彼女たちは同族意識が強い。ましてや、自分の子供と戦うというのは……無理かもしれない。

　しかし、だから見殺しにする、というのは、これはまた違う話だった。

「その時は……自分にも考えがあります」

　竜一郎は言ったが、それがどんな考えであるのか、イングマンからあえて尋ねられることはなかった。




　竜りゆう一いち郎ろうたちと同じ映像を、ヘルガは統括指令区《ニブルヘイム》のベッドで見ていた。

　医い療りようセンターでは情報を集めるのに必要な機器を持ち込むことができず、昨日きのう、業ごうを煮やして強制的に退院をしたのだった。一応、傷口は塞ふさがっている。あまり急激に動けば、再び開く可能性もあったが、それについてはカリウスが無理はさせないと医師に約束していた。

　いまのところ、それは守られている。

　執務室の奥にある、小さな扉を抜けた先のヘルガの自室は、これが軍事要よう塞さいの中なのか、と目を疑わせるほどの壮そう麗れいさだった。そろえた家具は全すべてアンティーク。ベッドは一九世紀にドイツの貴族が使っていた逸品で、ベルガならば、五人は並んで眠れるほど大きい。天井や窓はスクリーンになっていて、そこには好きな映像を映すことができる。

　普ふ段だんは景色などを映しているのだが、いまは窓のひとつに地上の──《ヨートゥンハイメン》の様子がライブで映し出されていた。

（まるで拷問のようだな……）

　鋼こう材ざいで拘束され、血を流しながら身み悶もだえている三人の《ヴァルキュリア》を見て、ヘルガはそんな感想を持った。

　彼女たちの白い顔は、熟うれたトマトのように真っ赤になっている。誰だれでも力めば多少は顔が赤くなるが、その比ではない。まるで赤く化粧を施したようだ。

　命をひとつこの世の中に誕たん生じようさせるというのは、あれほどの苦痛を味わわなくてはならないのだろうか？　それとも、生まれようとしているのが異い形ぎようのものだから、あれほど苦しそうなのだろうか？

　出産はおろか、妊娠すらしたことのないヘルガには、想像もつかなかった──ヴィクトルに刺された時よりも、痛いのだろうか？

　ヘルガは手を上掛けの下に入れて、パジャマの上着をたくし上げた。ズボンとショーツは着けていない。丁度、傷口を圧迫するからだ。指を滑らせると、骨こつ盤ばんが浮き出てしまっているのがわかった。ずっと点滴だけだったので、体重はずいぶんと落ちていた。やっと昨日、ベビーフードのようなものは食べることが許されたが、味は最低だった。

「かつての《ヴァルキュリア》の食事も、これとほぼ同じだったようですよ」

　そうカリウスは言って、どろりとした灰色のペーストをスプーンにすくい、全部食べるまで許してくれなかった。史上最悪との声も高い米国宇宙軍ＵＮＳＮの携帯食料レーシヨンでも、あれに比べれば高級洋菓子だ。食後に彼も一嘗なめして、もう少しマシなものにする、と言ってくれたが、それが実現することを、ヘルガは何より祈る思いだった。

　骨の窪くぼみをなぞるように指を動かすと、すぐに絆ばん創そう膏こうに辿たどり着いた。

　上から力を入れると、軽い痛みが走る。

　この奥に卵巣があったのだ。見たこともなく、また、機能していると実感できたこともないのに、奇妙な喪失感があった。からっぽ、だとわかる。まるでそれを埋めるかのように、こうして撫なでるのが癖くせになってしまっていた。

「お嬢じよう様さま、お体に障さわりますよ」

　その声に顔を向けると、刻まれた皺しわをより深くして、カリウスがベッドを向いていた。

　彼は、ほんの半月前までは、七〇という年ねん齢れいの割には若く見えた方だったのだが、今度のことで一気に老いてしまったように見えた。動作に衰えはないが、表情には疲労と心労が色いろ濃こく影を落としている。

　彼は戸口のところに置いた椅い子すに、ずっと座っていた。出入りはその一箇所からしかできないから、そこを抑えておけば容易に襲しゆう撃げきはされない──《ニブルヘイム》ごと吹き飛ばそうと襲撃者が考えない限りは。

　ヘルガは手を上掛けの下から抜くと、元の通りに腿ももの上に置いた。そうして大きな枕まくらを背もたれ代わりにして、再びスクリーンに目をやる。《ヴァルキュリア》たちの苦痛は続いていたが、まだ生まれる様子はなかった。

　その時、カリウスの携帯無線の呼び出し音が鳴り、彼はすぐに出て二言三言、話をすると通話を切って再びヘルガを向いた。

「天あま宮みや様が《ヴァルキュリア》に戦せん闘とう待機を命じたそうです。本気で《Ｖ─01》たちを救出するおつもりです」

「だろうな……冗談であんな嘆たん願がんはしないだろう」

　数時間前、竜りゆう一いち郎ろうは《ニブルヘイム》を訪れて、出産後に母体が打ち捨てられた場合の救出作戦の提案をしていた。《ノルン》復旧の見込みは立っていなかったが、すぐ動けるように準備だけはしておきたい、ということだったらしい。

　直立不動の竜一郎に向かってヘルガは、

「好きにすればいいだろう？　私は、退院はしたが、復帰はしていない。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の全権は代理のおまえのものだ」

「ありがとうございます！」

　竜一郎は敬礼をした。だが、すぐには彼は立ち去らなかった。

「……何だ？」

　ヘルガが片方の眉まゆを上げるようにすると、彼が固かた唾ずを吞のんだのが、喉のどの動きでわかった。

「じ、実は、自分が病み上がりの司令の私室に御お邪じや魔まいたしましたのは、これからが本題でありまして──」

「ふーん……なんだ、言ってみろ」

「は……その、ジースト伍ご長ちようたちの脱走ですが……あれは、不問に処すことはできないでしょうか？」

　す、とヘルガは目を細めた。

「恩おん赦しやせよ、と言うのか？」

「はい！」

　竜りゆう一いち郎ろうは軽く足を開き、両腕を腰の後ろに回して胸を反らすようにしている。額ひたいには、汗がじわりと滲にじんでいた。緊きん張ちようしているのだろうが、当然だ。彼は軍規を破れ、と言っているのだ──上官に向かって。

《ヴァルキュリア》たちは様々な権利を得たと同時に、伍ご長ちように任じられ、軍人となった。軍にとって規則は絶対だ。個人が勝手な行動をすれば、成り立つ作戦も成り立たなくなる。ゆえに、これを破った者に罰を与えるのに例外はない。

　ひとつの例外を作れば、際限がなくなるからだ。

　しかも彼女たちの犯した罪は、最重要機密物資の強ごう奪だつ、敵前逃亡、敵対勢力への寝返り、である。これは銃殺に値する。

「中ちゆう尉い。自分が何を言っているのか、わかっているのか？」

「もちろんであります！　しかし、《ロキ》に対抗できる勢力は、やはり《ヴァルキュリア》しかないと考えます！　それに、この一連の事件が《歓かん喜きの黄たそ昏がれ教きよう団だん》の思惑であるのならば、彼女たちが《ロキ》の下へ向かったのは、《教団》の──《ガルド》の意向であり、彼女たち自身に責任はない、と自分は考えます！」

　竜一郎は、言うことは言った、というように唇を結んだ。

（そう来たか）

　顔には出さず、ヘルガは胸の内でニヤリとした。

　早そう晩ばん、もう一度、助命嘆たん願がんにやってくるとは思っていたが、こうした理論武装をしてくるとは思わなかった。せいぜい戦力としての重要性を説く程度だと思っていたのだが、国連や委員会の連中に少しは揉もまれたらしい。

「私を脅すか」

「い、いえ！　そんなつもりは──」

「ふふ、構わんさ。おまえの言う通り、《ヴァルキュリア》は初めから《ロキ》の下へ向かうことになっていた。《ノルン》が実行中のプログラムを見ればそれは明らかだ。──いいだろう。仮に、あれが脱走でなかったとしよう。しかし、連中が《ロキ》と仲良くやっている様子は、世界中に流されているのだぞ？　あれも、騙だまされていたとでも言うつもりか？　いったいどう説明する？」

「それは、ただひとつのやり方で」

「なんだ？」

　竜一郎は、静かにひとつ、深呼吸をした。

「《ロキ》を倒します」

　ヘルガは、彼の黒い瞳ひとみを真っ直ぐに見つめた。適当なことを言ってこの場を乗り切ろう、という意思は見えなかった。あくまで真しん摯しに、本気でそう考えいてる目だ。

「……なるほど。それ以上の証明はないな」

　腿ももの上で、ヘルガは指を組んだ。

「だが、連中が拒んだらどうする？　《ロキ》はもちろん、連中が産むであろう魔ま物ものや、《Ｖ─00》と戦うのは嫌だ、と。ひょっとしたら《ロキ》をかばって、おまえに銃を向けるかもしれないぞ？」

「……その時は、自分が部下たちを処罰します」

「できるのか、中ちゆう尉いに？」

「やります」

　竜りゆう一いち郎ろうの声には、できるできないではなく、やるのだ、という鉄の──軍人としての意志が感じられた。

「司令は『戦いの中に活を見出せ』とおっしゃいました。自分は、これが最良の道だと考えます。《ロキ》を倒し、それでも世の中が『彼女たちを許さない』と言うのであれば、その時は……自分は、彼女たちと共に戦います」

「人類を敵に回すと言うのか？」

「顔も知らない市民より、自分は、彼女たちの方が大切です」

　即答だった。その顔は、なぜかとても、さっぱりとしていた。

「ならば、どうして《ロキ》と戦う？」

　すると竜一郎は少し考えて、照れたように微笑ほほえんだ。

「そうですね……正直に言ってしまえば、私し怨えん、です。嫉しつ妬とと言ってもいいかもしれない。自分は、数ヶ月共に戦ってきて、多少は上官と部下というだけではない、司令に命じられたような良い関係が築きずけた、という自負がありました。しかし《ロキ》は、簡単にレインたちを魅み了りようし、連れ去ってしまった。それが悔しいんです。それと──」

　雪が解けるように、顔から笑みが消えた。

「──憎い。本当に《ロキ》が、レインたちをただの器うつわとしか考えていないとしたら、自分は奴やつを許さない」

「本気のようだな」

　薄うすら寒くなるような目の光を消し、竜一郎はいつもの顔に戻って背筋を伸ばした。

「はい。……もっともまだ、奴があの地で平和で暮らすことを考えている可能性を、完全に捨てたわけではありませんが」

「いいだろう。《ロキ》が人類に敵対した場合、奴を倒すことと引き換えに、連中の罪は問わないことにしよう。国連へは私が掛け合う。もし、地上の連中が嫌だと言うなら《ミョルニル》でニューヨークを掘ってやるさ」

　ヘルガは笑い、竜りゆう一いち郎ろうも笑顔になった。

「あくまで、私個人の考えだが──」

　言って、ヘルガは《ノルン》復旧の目め処どについての考えを、竜一郎に話して聞かせた。

　──彼の戦せん闘とう準備は、それを信じてのことだ。

「お嬢じよう様さま、ドミトルヴュナが動きます」

　カリウスの言葉に、ヘルガはスクリーンの一角に開いたウィンドウを見た。《Ｖ─00》は狙撃銃スナイバーライフルとありったけの弾薬を持って、レインたちの傍そばを離れ、丘の上に登るところだった。

「ＥＵＡＦの攻こう撃げきが始まるな」

「管制システムのデータを表示いたします」

　カリウスが手元のリモコンを操作すると、別のウィンドウが開いて、《ロキ》に近づきつつある爆ばく撃げき機きの編隊を表示した──五機。一昨日に撃げき墜ついされたステルス爆撃機と同型機だ。護ご衛えい戦闘機の姿はない。

　ドミトルヴュナは斜面に腹はら這ばいになると、コッキングレバーを引いた。射撃体勢に入ったことが伝わったのか、爆撃機は散開にかかる。

（遅い）

　マズルフラッシュが輝かがやき、一二七ミリ劣化ウラン弾が発射された。弾道は肉眼では確認できないが、レーダーから一機の機影が消失した。ほとんど同時にドミトルヴュナは二発目を薬室に送り込み、素早く引き金を引く。銃声、というよりも砲声と言った方が正しい轟ごう音おんが、辺りには響ひびいているだろう。

　爆撃機は散り散りになりながら、何とか狙そ撃げきをかわして《ヨートゥンハイメン》に近づこうとしているようだが、その間にも、一機、また一機と撃墜されていき、一分も立たない問に全ステルス爆撃機は、爆弾を抱えたまま、ただの残ざん骸がいと化して墜落した。

「山やま裾すその村や町には、大都市からの避ひ難なん民みんが多く集まっているのではなかったか？」

　そんな情報を聞いた気がして問うと、カリウスはモバイルを何やら操作していたが、すぐに顔を上げて頷うなずいた。

「そのようです。Ｇ・Ｏジーオーは都市部に多く出現したために、人々は人口の少ない地方へと避難をしています」

「信管が作動しないといいがな」

　ヘルガの言葉に、カリウスは、麓ふもとに近い町に入っているＴＶ局の衛えい星せい回線を傍受して、スクリーンの一角に表示した。多数の人々が通りに溢あふれて、山脈を見上げている。レポーターが何かを懸命に喋しやべっているが、音声は拾っていないので、何を言っているのかはわからなかった。

　と──空から真っ黒い塊が落ちてくるのが見えた。

　誰だれかが気がつき、それは波のように広がって、皆が顔を空に向けた。途と端たん、閃せん光こうが走り、映像はそこで途切れた。

　カリウスがすぐに映像を切り替える。

　山に近い別の地点からのカメラが、様子を捉とらえていた。閃せん光こうの直後、町は真っ赤な囊ふくろに包まれて、直後、茸きのこ状の雲が立った。

「……燃料気化爆ばく弾だんか」

　核兵器を除けば、いまもＴＯＰの地位を譲ゆずり渡してはいない、通常爆弾では最強の爆弾だ。最初に使用されたのはベトナム戦争の後期だが、現在のものは威力は桁けた外れに高い。あの街の人間は、誰だれ一人生きてはいないだろう。

　だが、まだ核を使う決断はできていないらしい。Ｇ・Ｏジーオーとの初期の戦いで懲こりたということもあるだろうが、ＥＵ各国間で協調が取れていないのだろう。アメリカやロシアがかつての権力を持っていれば、問答無用で大陸間弾道弾を使ったかもしれないが、維持費だけでも莫ばく大だいな金を食うそれらの兵器は、真っ先に放棄された。といっても、解体されたわけではなく、単に地下に封印されただけのことだが。

「誤作動したのは、あの一発だけのようです。他ほかの爆弾は、機体の破片と共に周辺に落下しました。……洋上より第二波。巡航ミサイル《ジャベリンⅡ》です。タイプＣ。通常弾頭搭載型です。数、三」

「こっちも始まったようだぞ」

　ヘルガの言葉にカリウスは窓を向いた。

　一番大きく映し出されたスクリーンの中では、大きく割り開かれて固定された、三人の《ヴァルキュリア》の足の間から、赤黒い塊が顔を覗のぞかせつつあった。膨ふくらんだ腹は細かく震ふるえ、白い肌のあちこちに血管が青く浮き上がっている。顔はますます赤く染まり、それは胸のすぐ上辺りにまで広がっていた。

　ドミトルヴュナは、いち早くミサイルの存在に気づいたらしい。狙撃銃スナイパーライフルを手に跳ねるようにさらに高台に上ると、北を向いて腰を下ろした。台だい尻じりを肩の窪くぼみにしっかりと沿えて、銃と腕が一直線になるように構える。

　不意に、晶あきらが大きく仰のけ反り、ほとんどブリッジをするような格好になった。剝むき出しの白い喉のどには静脈がくっきりと浮かび上がり、大きく張った乳房が震ふるえている。見えない手で殴りつけられたかのように体が跳ねるが、拘束されているために大きくは動けず、鋼こう材ざいと擦こすれた箇所が裂けてひどく出血した。と──

　──ずるり

　足の間から、彼女の拳こぶしほどもありそうな、白い囊のう状じようの軟体が一気に押し出されるように滑り出して、雪の中に落ちた。同時に、血の混じった大量の羊よう水すいがあふれ出だして囊の表面の滑ぬめりを洗い流す。

　囊は半透明で、中でずるずると長いものが動いていた。

　晶は目を開けていたが、ぐったりとして動かなかった。目ま蓋ぶたは痙けい攣れんしている。開かれたままの足の間からは、まだ羊よう水すいがたらたらと流れている。

　ドミトルヴュナがトリガーを引き、肩が衝しよう撃げきで震ふるえた。コッキングレバーを引く。薬室から黄こ金がね色いろの薬やつ莢きようが、煙と共に排出されて雪の中に落ちて蒸気を立てた直後、ミサイルの一機がレーダー上から消失した。

　晶あきらの隣となりで、ルビーの褐かつ色しよくの体が、大きく捩よじれた。引き締しまった臀でん部ぶが持ち上がる。骨こつ盤ばんが開くのが薄うすい皮ひ膚ふの上からでもわかった。歯を食いしばり過ぎたのか、口の端から血が流れる。

　直後、震える腿ももの間から、血の混じった粘膜に包まれた長い顔が、ぬるりと現れた。ルビーとも《ロキ》とも似ても似つかない、獣けものの、狼おおかみの顔だった。それは一度吸い込まれるように引っ込んだが、腹部に力がはっきりと入ったのが見えた途と端たん、羊水とともに、一気に全身が押し出されてきた。

　血の混じった池ができ、その中で狼の乳児はまだ目の開かない顔を仰あお向むけて口を開けた。産うぶ声ごえを上げたのかもしれない。

　ルビーもまた失神したようだった。汗に濡ぬれた体は小刻みに震えるばかりで動かない。

　レーダーから、二つ目の《ジャベリンⅡ》の表示が消えた。

　それが合図であったかのごとく、レインの出産が始まった。ひときわ捩られた体は、全身が紅こう潮ちようして、肌の下で毛細血管が切れていくつもの痣あざが浮く。限界まで膣ちつ口こうが開き、ぴり、と会え陰いんが裂けたのがわかった。頭が見える。

　赤ん坊は、簡単には出てこなかった。抵抗するように、幾度か中へと引っ込み、その度にレインの腹部は激しく収しゆう縮しゆくした。

　ヘルガは思わず自分の下腹部に──傷に触れていた。

　ちら、と見ると、カリウスは青い顔をして画面から目をそむけていた。惨むごたらしい死体すら平気で見下ろす彼にしては珍しい反応だ。

　やがて抵抗を諦あきらめたのか、赤ん坊は児頭を露ろ出しゆつした。話には聞いていたが、これが人の頭かと思うほど細長い。が、それは見る間に丸みを帯びて、頭ず蓋がい骨こつが本来の位置に戻ったのがわかった。赤ん坊の体は再びレインの胎内に戻ろうとしたが、頭が引っかかってもはや戻ることはできなかった。

　一方、晶の産み落とした囊ふくろでも変化が起きていた。

　萎しぼんだ風船のような薄い皮を破り、三角形をした、白い鱗うろこに覆おおわれた頭が現れた。黒々とした目に目ま蓋ぶたはなく、乳白色の膜がかかっているだけだった。それはどこからどう見ても《蛇》の頭でしかなかった。

　一旦破れると、《蛇》はその小さな穴からずるりと這はい出して、羊水の中へと落ち、落ちつかなげに泳ぎまわった。

　隣で《狼》は、すでに立ち上がろうとしている。小刻みに震える四肢を踏ん張り、懸けん命めいに立とうとしていた。一、二度、膝ひざをついたものの、それきり倒れることはなく、濡れた耳をぴんと立て、黒い鼻をひくひくと動かした。そうして口を開けると、小さくても鋭するどく生えた歯を、母体といまだ繫つながったままの臍へその緒おに立て、これを嚙かみ千切った。

　レインの足の間では、赤ん坊が抵抗を諦あきらめ、とうとう全身が娩べん出しゆつされるところだった。

　彼女を、雪と羊よう水すいが優やさしく抱きとめた。四肢を縮ちぢめ、もぞもぞと動いていたが、やがて顔をくしゃくしゃにゆがめて歯も何もない口を開けた。音声は拾っていないのに、その産うぶ声ごえは何故なぜかヘルガにも聞こえた。

　ほぼ同時に、最後の《ジャベリンⅡ》が撃げき墜ついされた。

　薬やつ莢きようを排出して次弾を装そう塡てんすると、ドミトルビュナはしばらく構えを解かなかったが、それ以上ミサイルの飛来がないとわかると、狙撃銃スナイパーライフルを肩に載せるようにして山を降りてきた。その表情には一貫して変わらない微笑ほほえみがあって、まるで仮面をつけているかのようだった。

　彼女は三人の《ヴァルキュリア》が作った血と羊水のサークルに近づくと、狙撃銃を落として、太ふと腿もものベルトから刃渡りが二メートルはあるサバイバルナイフを抜いた。レインの足の間に膝ひざをつくと、そのナイフで臍の緒を切る。

　赤ん坊は泣き止まない。

　ドミトルヴュナは、子供の濡ぬれた額ひたいにキスをし、彼女をレインの胸へと乗せた。

　赤ん坊は──《ヘル》は、すると、ぴたりと泣き止んだ。小さな手で的確に乳房を探し当て、そのやわらかな丘を這はい上がって乳頭へと吸い付いた。頰ほおがぺこりと凹んで、いかに強く吸っているのかがわかる。

　ドミトルヴュナは、今度は立ったばかりの《狼おおかみ》の赤ん坊──《フェンリル》を抱き上げると、同じようにルビーの褐かつ色しよくの胸に乗せた。《フェンリル》はしばらく鼻を動かしていたが、やがて母乳の臭においを嗅かぎ付けると、嚙み千切るように乳首に喰くらい付いた。鋭い爪つめが乳房に引っかき傷を作り、たらたらと血を流す。

　最後は晶あきらだったが、ドミトルヴュナが振り返ったとき、《蛇》──《ミドガルド蛇》──《ヨルムンガルド》は、彼女の腹の中へと戻ろうとするかのように、閉じかけた柔肉の中へ頭を突っ込んでいた。

　ドミトルヴュナは容よう赦しやなくぬらぬらと光る白い鱗うろこの胴体を摑つかむと、暗い穴から《ヨルムンガルド》を引きずり出した。

「う……」

　その光景には、さすがのヘルガも嘔おう吐と感かんを憶おぼえた──《蛇》はその口に、晶の胎たい盤ばんを咥くわえていたのだ！　《ヨルムンガルド》は、ほとんど血の塊としか見えないそれを一ひと吞のみにすると、ドミトルヴュナの手を逃れて羊水の池に落ちた。

　晶の体が震えて、足の間から大量の血液が流れ出した。残っていた胎盤も共に娩出される。ほぼ同時にレインとルビーも後産が始まり、胎盤と血が膣ちつから、ごぼ、と押し出された。羊水は見る間に赤く染まり、《ヨルムンガルド》がその中をするすると泳ぎながら、胎盤に喰らいついていった。

　耐え切れなくなったか、カリウスはトイレに駆け込んだが、ヘルガは傷を撫なでながら、スクリーンから目を離さなかった。

　変化は、すぐに起こった。

　一心不乱に乳房に吸い付いている《ヘル》と《フェンリル》の体が、一ひと吞のみ毎ごとに大きくなっている。体毛が、髪が伸び、四肢も引かれるように伸びていく。同時に、《ヨルムンガルド》は《ロキ》とドミトルヴュナの足元で、幾度となく脱皮を繰くり返しているようだった。抜け殻が浮かび、その度に体は長く、太く変わっていった。

（ここで、一気に成長するつもりか！）

　ある種の蜘蛛くもは、子供が生まれた直後に、最初の栄養として喰くわれてしまうことがある。《ヘル》と《フェンリル》も同じことをしていると見えた。レインとルビーの肌からは見る間に艶つやが失われていく。晶あきらだけは、母乳を吸われてはいなかったが、血の気はさらに引いていた。後出血が止まらないようだ。羊よう水すいの池は、ますます赤く染まっていく。

「申し訳ありません、お嬢じよう様さま」

　トイレから戻ったカリウスの顔はまだ青い。

「構わん。──それより、見ろ」

　容よう赦しやなく、ヘルガはそう促した。カリウスはおそるおそるといった様子で、窓を見たが、その時には三姉弟はすっかり成長していた。

　レインの乳房を揉もむようにして母乳を吸っているのは、赤ん坊ではなく、彼女よりも二つ三つは上に見える全裸の女だった。漆しつ黒こくの髪は四方へ長く広がり、その肌は死人のように青黒く、ところどころぬめるような桃色が斑まだらに浮いている。

　一方、ルビーの上に馬乗りになっているのはもはや彼女よりも巨大になった、灰色の毛皮の狼おおかみだった。その口からは涎よだれの代わりに炎が滴したたり、ルビーの乳房を焼いている。彼女の胸には無数の嚙かみ跡があって、そこから流れる血が火を消していた。

　羊水の池では、真っ白な大蛇がぐるぐると泳ぎまわり、その体の隙すき間まに水があるような様子だった。胴体の太さは四メートルはある。口を開くと、それは軽く胴体の太さを上回り、《ロキ》でさえ一吞みにできてしまいそうだった。

　カリウスは言葉もない。

　ヘルガは上掛けの下で、いつの間にか傷口を毟むしっていた。チリチリとした痛みが、かろうじて正気を保ってくれているような感じだった。

「怪物どもめ」

　呟つぶやきが聞こえたわけではあるまいが、《フェンリル》、《ヘル》、《ヨルムンガルド》は一斉に顔を上げると、しばらく天を見上げていたが、やがて《ロキ》を振り返った。

　父親である巨人は、優やさしげな瞳ひとみで一人一人を見ると、何事かを呟いた。唇の動きからは何を言ったのかはわからなかった。少なくとも英語やドイツ語ではない。古い、人間にはわからない言葉であったのかもしれない。

　だが、魔ま物ものたちは理解したようだ。

　最初に《ヨルムンガルド》が姿を消した。

　彼の《蛇》は血の混じった羊よう水すいを跳ね散らして身を翻ひるがえすと、海へと向かった。海岸線へ辿たどり着くまでにさらに三回脱皮し、フィヨルドから身を躍おどらせた時には、その体長は一〇〇メートルを超していた。洋上から《ジャベリンⅡ》を発射した《イージス・オブ・アテナ》級の艦かんをたちまち撃げき沈ちんし、《ヨルムンガルド》は深海に消えた。

　次に《フェンリル》が動いた。

　彼の《狼おおかみ》は、ルビーの乳房を最後に一嘗なめすると、強きよう靭じんな後肢で、すっかり凹へこんだ腹を蹴けるようにして飛び上がると、灰色の風となって山を登り南へ──ヨーロッパ大陸の方へと駆けて行ってしまった。《ヴァルハラ》の監かん視しシステムはその姿を追っていたが、《フェンリル》は途中で、本当に風になってしまい、大気に溶けてしまった。

　最後に《ヘル》が立った。

　肌を除けば、顔立ちは美しく整い、体つきも完かん璧ぺきで肉感的だった。彼女は無造作にレインを踏みつけたまま、東を──アジア大陸の方を見ていた。彼女の足の裏からは何か毒が染み出しているのか、レインの肌は腐敗したような色に変わりつつあった。よく見れば《ヘル》の髪は一本一本が線せん虫ちゆうのようであり、勝手に動き回っては、ぽろぽろと雲うん脂しのような卵を落としている。その髪が翼つばさのように広がって《ヘル》を繭まゆのように包むと、空に飛び上がり、そうして、無数の蝙蝠こうもりへと姿を変えて、南へと飛び去った。
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　あとには、四人の《ヴァルキュリア》と《ロキ》が残った。

　ドミトルヴュナは、明らかに失血死しかけている晶あきらを跨またぎ越えて、自分のポッドへと向かうと、中から《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を取り出した。

（とどめを刺す気か!?）

　ヘルガは緊きん張ちようしたが、ドミトルヴュナにその気はないようだった。彼女は《ロキ》の傍そばに戻ると、寄り添い、そうして瞳ひとみを閉じた。《ロキ》は肩を抱き寄せ、レインたちを睥へい睨げいして薄うすく微笑ほほえみ、そして──唐突に消滅した。

（空間転移したのか！）

　ヘルガは別のウィンドウを見た。監視システムには《ＬＯＳＴ》の表示が並んでいた。再出現する様子もない。

「お嬢じよう様さま！　《ノルン》の最さい優ゆう先せんプログラムが終了しました！　全システム通常モードへ移行します！」

　その時ヘルガの瞳は、管制システムに新たな機体が表示されるのを見ていた。ＥＵＡＦの第二次攻こう撃げき隊たいが出撃準備に入ったのだ。

　かり、と指が傷口を搔かいた。

「……急げよ、中ちゆう尉い」




「出港許可が下りました！」

　コンソールに向かっていたマリア少しよう尉いは、キャプテンシートを振り返り、そう叫んだ。

　司令の読み通りだ！──竜りゆう一いち郎ろうは思わず腰を浮かして、命令を発した。

「《ヴァルキュリア騎き兵へい隊たい》に出しゆつ撃げき命令！　《クレイドル》接せつ舷げん後、緊きん急きゆう発進！」

「了解！」

　少尉がコンソールに向き直ってから三〇秒を待たずして、艦かんに軽い振動が加わり、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》が二基、接舷したのがわかった。細かい震ふるえと共に、宇宙港《ノーアトゥーン》の外に突き出た《根》のようなアームが伸びて、衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター《スレイプニル》を出港安全圏へと運ぶ。

　じりじりとした時間が過ぎていく。

　竜一郎はシートに座り直すと、こつこつと肘ひじ掛かけを指で叩たたきながら、その時を待った。

　安全圏ぎりぎりのところで、マリア少尉はアームを止めると、艦を《ヴァルハラ》に対して横倒しにした。

「《スレイプニル》出港します」

「許可する。目標、ノルウェー中部《ヨートゥンハイメン》上空」

「了解。《ヨートゥンハイメン》へ向かいます」

　アームが外れ、《スレイプニル》は押されるように《ヴァルハラ》を離れた。

　姿勢制御ノズルが間欠的にガスを吹き、艦かんが回頭する。足に見立てたポッドが要よう塞さいの外がい壁へきに擦こすりそうだ。八基の内、現在、接せつ舷げんされているのは五つ。三基は地上にある。コントロールが戻ったいまなら、遠隔操作で打ち上げも可能だったが、レインたちを残して回収するつもりはなかった。

　マリア少しよう尉いは完かん璧ぺきな操船を見せた。《スレイプニル》は接触事故を起こすことなく、回頭を終えると、停止後、メインノズルに点火した。艦はゆっくりと加速を始める。

「《ビフレスト》！　一〇秒後に、座標三─八─九に向け、重レーザー砲三斉射！　当該区域の宇宙塵デブリを除去！」

『了解』

　オペレーターからの回答を待って、竜りゆう一いち郎ろうはシートのベルトを外した。

「マリア少尉、自分は出しゆつ撃げき準備に入る。《クレイドル》を切り離し後、《スレイプニル》はその場で待機。ＥＵＡＦへこれが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の作戦だと伝え、出撃を中止するよう勧告を繰くり返せ。ただし、ＥＵＳＮが出てきたら交戦せずに逃げろ」

「了解」

　振り返らずに答えた少尉に背を向け、竜一郎は重力シューターまで飛ぶと、扉を引き開けて中に入り、内側からしっかりと閉じた。すぐにランプが点ともる。壁かべにあるボタンを押すと底が抜け、内ない臓ぞうが吸い取られるような感覚に襲おそわれた。細いチューブの中を、押されるような、引かれるような気持ち悪さに脳を揺さぶられた。

　だが、数秒耐えればよかった。

　シューズが隔かく壁へきの裏に張り付き、竜一郎は体を丸めた。背中でハッチが閉まる。靴裏の電磁石のスイッチが切れるのを待って体を回転させると、隔壁を押してからスライドさせた。

　蹴けるように外に出ると、そこは格納庫で、十数人のスタッフが艦かん載さい武器のチェックなどを行っていた。彼らは竜一郎を見ると敬礼をして、その中の一人が近づいてきて、近くのコンテナに摑つかまるようにして止まった。

「準備はできています。Ｎｏ．07へどうぞ！」

　頷うなずき、竜一郎は《クレイドル》へ続く通路に入ると、直結している《ジークフリート》のコックピットへ体を滑り込ませた。シートに体を固定し、機体のハッチを閉める。自動的にモニターが点つき、ＯＳが起動した。『日につ帝てい重じゆう工こう業ぎよう』のロゴが、でかでかと日本語で表示される。

　チェック用の機体の三面図が表示され、各部の自動検査が始まった。

《ジークフリート》は対Ｇ・Ｏジーオー用兵器として試作されたが、浮遊砲台《シグルズ》とのコンペに負けて、お蔵入りになっていた兵器だ。完全人型をしていて、その外見は、中世紀の西洋の甲かつ冑ちゆうに近い。

　搬はん入にゆうされた時には、兜かぶとの下の顎あご当あてに当たる装甲のせいで首が回らなかったが、これは取り外してもらって、今は稼か動どうするようになっている。兜は、面めん頰ぼおに当たる部分が西洋甲冑のように不透明ではなく、透明な超高弾性炭素繊維強化プラスチックＳＣＦＲＰ製で、その奥に人の目を思わせる二つのカメラアイが装備されていた。

　全体の装甲も同じＳＣＦＲＰでできていて、竜りゆう一いち郎ろうのカラーであるブルーで塗装されており、夏なつ美みの趣しゆ味みか、それとも何かの効果があるのか、美しい溝の彫刻が施されている。

（……やはり《シグルズ》とはずいぶん違うんだろうな）

　シミュレーターで何度も操そう縦じゆう練習はしたが、やはり実戦で使うとなれば不安がある。

　シートにしても、ほとんど立っている感じである。下半身の基本動作はパイロットの足元のペダルの強弱と捻ひねりによって可能となっている。腕の操作は、武器使用時と、マニピュレーター使用時では、入力方法が違う。

　対Ｇ・Ｏ用浮遊要塞フロートフオートレス《シグルズ》の操縦はヘリコプターのそれに近い。マニピュレーターの操作も簡便で単純な作業向きのものだ。そもそも人型をしていないので歩く必要がない。

「《ようこそ《ジークフリート》へ》」

　内蔵コンピューターの合成音声がそう話し掛けてきた。女性の声だ。なぜ合成音声には男性バージョンが少ないのだろう、と竜一郎は不ふ思し議ぎに思った。

「《貴官の所属、姓名、官位をどうぞ》

「──《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機動騎き兵へい隊たい中ちゆう尉い、天あま宮みや竜一郎」

「《確認しました。初めまして中尉。わたしは《ジークフリート》の操そう縦じゆうサポートシステム《クリームヒルト》です。シート脇わきのボックスを開けてください》」

　竜一郎は言われた通りにした。小さな箱の蓋ふたを開けると、中には銀色をした指ゆび輪わがひとつ入っていた。

「これは？」

「《指にはめてください。どの指でも構いません》」

　ならば、と竜一郎は右手の薬くすり指ゆびにリングをはめた。左にしなかったのは、真しん珠じゆたちの心を悪戯いたずらに乱したくなかったからだ。根元まで押し込むと、ちくっとした。

「《中尉のＤＮＡを採取させていただきました。以後、その《ニーベルンゲンの指輪》が起動キーとなります》」

「ああ、そうか……そうだったな」

　シミュレーターではこうした手間が要いらなかったので、説明されたのを忘れていた。

「《これよりポッドと艦かんの通路を切り離します》」

《クリームヒルト》の報告後、すぐに《クレイドル》の気密隔かく壁へきが閉じたのがわかった。それを受け、《スレイプニル》側の隔壁も閉じ、機密通路が艦に収納される。《クレイドル》の中には気圧一に保たれて、十分に空気もあるが、鋼こう板はん一枚向こうは真空の宇宙だ。

「《切り離し完了しました。省エネルギーモードへ移行します》」

「許可する」

　コックピット内の明かりが消えて、あとはモニターの淡い輝かがやきだけになった。

「《クリームヒルト》、ポッドのＮｏ．04と05を呼び出してくれ」

「《了解しました》」

　すぐに正面のモニターにウィンドウが開いて、真しん珠じゆとミルキィ、二人の姿が映し出された。彼女たちは、体には何も着けてはいない。二人のモニターにも、竜りゆう一いち郎ろうと互いの姿が映っているはずだ。

『あ、隊長さん……』

　と言った真珠の声には、緊きん張ちようが滲にじんでいた。ミルキィは大きな青い目をきょろきょろとさせている。

　無理もない。彼女たちは《ヨートゥンハイメン》で何が起きているか知らないのだ。

　降下の前に、それを話さなくてはならなかった。

　竜一郎は渇き気味の唇を嘗なめた。

「二人とも聞いてくれ。──十数分前、レインたちが出産を行った。だが、生まれた子供は去り、《ロキ》もドミトルヴュナと共に《ヨートゥンハイメン》から消えた。行方ゆくえはわからない。雪山には、出産で傷付いたレインたちが取り残されている。我々はこれを救出する」

「《ロキ》が──」

　真珠の顔は見る間に血の色をなくしていった。

「そうだ。結局、奴やつが欲しかったのは子供だけだった。奴はレインたちを捨てた」

　ミルキィの大きな目には涙が溜たまり、真珠は力なくうつむいた。

「顔を上げろ、二人とも！」

　竜一郎はわざと声を荒げた。反射的に真珠とミルキィは顔を上げ、涙が頰ほおをこぼれた。

「ＥＵＡＦの第二次攻こう撃げきは、すでにカウントダウンに入っている。攻撃中止を勧告しているがおそらくは聞き入れないだろう。爆ばく撃げきが始まれば、ドミトルヴュナがいないいま、攻撃を防ぐ者はいない。我々は直上から《ヨートゥンハイメン》に降下し、レインたちを救出、離脱する。二人は彼女たちをポッドに押し込めろ。抵抗はしないはずだ」

「どうしてですか？」

「彼女たちは、気を失っている。まず、目を覚まさないだろう」

　それは、怪け我がが酷ひどいのだ、ということを暗に言っているということに、真珠は気づいた様子だった。

「全員を収容したら、二人も続け。すぐにポッドが打ち上がる。安全圏への脱出が確認されたら、最後に俺おれが脱出する。なお、俺が脱出に失敗した場合、ひとまずはマリア少しよう尉いに従え。《ヴァルハラ》に戻ることを最さい優ゆう先せんに考えろ」

「そんな！」

「これは命令だ。──心配するな。あくまで、万が一の場合だ。それよりも、心をしっかり持つことだ。地上は酷ひどいことになっている。動転せず、冷静に行動するんだ。いいな？」

　二人は、ただならぬことが起きたのだと理解したのか、神妙な様子で、はい、と答えた。

　頷うなずき、竜りゆう一いち郎ろうはマリア少しよう尉いとの回線を開いた。

「少尉、天あま宮みやだ。状況は？」

『進路上の宇宙塵デブリは排除されました。あと二分で《ヨートゥンハイメン》上空に到達します。現地の天候は快晴。気流も問題ありません。ＥＵＡＦは爆ばく撃げき機きの発進に遅延が見られます。理由は不明です』

「了解した。一分前からカウントダウンを開始。作戦リミットは一五分。それを過ぎても自分のポッドが脱出しなければ、《ヴァルキュリア》のポッドを回収して《ヴァルハラ》へ戻れ」

『了解しました』

　竜一郎は時計を見た。作戦空域まであと三〇秒……二〇……一〇……〇。

「……よし、作戦を開始する」

『作戦、開始します』

　モニターが暗転し、隅のカウンターがポッド切り離しまでの時間表示を始めた。真しん珠じゆたちとの交信は成層圏を突破後に、自動的に再開されるように設定した。

　軽い振動が機体から伝わってきて、竜一郎の体は反射的に緊きん張ちようした。

「《ポッド、切り離されました》」

　淡々と告げる《クリームヒルト》の声を聞きながら、何度も唇を嘗なめた。宇宙遊泳ならなんということもないが、《クレイドル》での大気圏突入はまだ二度目だ。大丈夫だと理性ではわかっていても、肉体は正直に反応してしまう。真珠たちの方が、よほど落ち着いているに違いなかった。

「《ポッド、熱圏へ突入しました。通信、一時、途絶します》」

　竜一郎は両腕を操作するレバーを握る指を何度も動かした。

　モニターには恐ろしい勢いで上昇していく外殻の温度が表示されている。《スレイプニル》の外装甲には、一定の温度を超えると相転移を起こして結晶状態が変化し、装甲それ自体が冷却効果を現す特とく殊しゆ鋼こうが使われているが、《クレイドル》の外殻は特殊なセラミック製の断熱材が使われているのみだ。

　だが《クレイドル》での突入は、『揺り籠クレイドル』の名前通りにとても優やさしく、航宙自衛隊ＳＳＤＦにいた頃ころに何度も使った、シャトルでの往おう還かんよりもよほど快適だった。

　次第に気持ちも落ち着いてくる。

「《成層圏に到達。──オゾン層を突破しました。通信回復します。《スレイプニル》からのデータ受信を確認。着陸地点の映像を表示します》」

　すぐに幾つかのウィンドウが開いて、地上の様子を映し出した。

　胃が絞られて、竜りゆう一いち郎ろうは唇を嚙かんだ。

　出産の様子は《スレイプニル》で見ていた。マリア少しよう尉いなどは眉まゆを顰ひそめただけで席を立たなかったが、竜一郎は堪こらえきれずに、一度ならず吐いてしまった。嘔おう吐としたのは、男性スタッフに多かったようだ。

「《ヴァルハラ》の医い療りよう班はん・班長、ドクター・東あずまを」

「《お待ちください……繫つながりました。回線、開きます》」

　線の細い、度のきつそうな眼鏡めがねをかけた白衣の女性がモニターの隅に映った。会かい議ぎの席では見慣れた顔だ。その顔の横で、第一制動がかかったことが表示される。

『中ちゆう尉い、何か？』

「ドクター、《ヴァルキュリア》たちの容態をどう見ますか？」

『わたしの所見は出しゆつ撃げき前と変わりません。《Ｖ─01》及び《Ｖ─02》は股こ関かん節せつ脱だつ臼きゆうと拘束部位からの出血により軽いショック状態にあります。加えて体力の低下も著しいようです。分ぶん娩べん直後から分泌が見られたことから、なんらのかの方法で強制的に分泌を促された可能性があります。できる限り速すみやかに体力を回復させてやる必要があります』

「水みず樹き伍ご長ちようの容態に変化は？」

『悪くなっています。《Ｖ─03》の出血は続いています。班の、弛し緩かん出血だろうという見解は変わっていません。早急に子宮筋きん縮しゆく剤ざいの投与と輸ゆ血けつが必要です。──薬と《Ｖ─03》の保存血液は中尉のポッドに積み込みましたね？』

「はい。指示通り、ありったけ積み込みました」

　そう報告すると、画面の中でドクターは誰だれかから何事か報告を受け、そうしてカメラの方を振り返った。

『中尉、必要なメディカルプログラムが揃そろいました。ファイル名は『ＯＡＧ─01』です。そちらのポッドにダウンロードしてください』

「了解しました──《クリームヒルト》、《ヴァルハラ》の医い療りようセンターのメインサーバーからファイル『ＯＡＧ─01』を《クレイドル》にダウンロードしてくれ」

「《了解。ダウンロード開始……終了しました》」

『中尉、《ヴァルキュリア》の命を助けたいのなら、急ぐことです』

「ありがとうございます、ドクター」

　竜一郎が言うと彼女は微かすかに眉を顰め、命令ですから、と言って回線は切れた。

《ＵＮＣＯＶアンコヴ》内部でも不協和音は広がりつつある。班長たちに真相を話したのはヘルガの了解を取ってのことだったが、話自体に胡う散さん臭さを覚えながらも《ガルド》が関与していたと聞いて、司令自身にも疑惑の目を向ける者が増えつつあった。

　無理もない──彼女のとった行動はあまりに消極的で突拍子もないものであったし、一部は《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》の思惑と完全に重なっていた。その辺りの誤解は、ヘルガ自身で解いてもらうしかない。

「《第二制動かかります。着地まで、三〇……二〇……一〇……五、四、三、二、一──着地しました》」

　ずん、と軽い振動が足下から脳天へと抜けた。とはいえ、落着したのは山地であるはずなのに、《ジークフリート》の足のダンパーはほとんど沈まなかった。

　竜りゆう一いち郎ろうはシートの上のヘルメット一体型のヘッドマウントディスプレイを装着した。これは《ジークフリート》のカメラアイからの情報を網もう膜まくに直接投影するタイプのもので、竜一郎の頭と眼球の動きに合わせて、ヘッドとカメラアイが連動するようになっている。

　種々の情報は、視界の中に空中投影されているかのように映し出されるが、その代わり、機体操作はブラインドコントロールが要求される。

「オープン・アイズ」

　ぶん、と音がして《ジークフリート》と竜一郎の目が一体化した。目を動かして《クレイドル》の内部を見る。システムは良好のようだ。機体の大きさは車を運転するくらいには感覚で摑つかんでいた。酔えない酒に溺おぼれかかっていたところを、夏なつ美みにハンガーに引き立てられ、気晴らしがしたいならこれでやれ、とコックピットに押し込められて連日教習を受けた賜たま物ものだった。

「伍ご長ちようたちを」

「《了解。回線開きます》」

　真しん珠じゆとミルキィの顔の映った窓が、真正面に浮かび上がった。

　二人とも、すでにドレスアップを終えていて、対衝しよう撃げき性せいに優すぐれた特殊ポリマーアロイのインナーウェアの上に、ボディアーマーとケープを纏まとっていた。頭には翼つばさを後ろへ伸ばした白鳥の姿を模したヘルメットを被かぶっており、その姿は、古代ヴァイキング族を思わせた。

　バイザーは上がっていて、その顔は緊きん張ちようしていた。

「状況は切迫している。最さい優ゆう先せんで水みず樹き伍長を俺おれのポッドへ収容しろ。残る二人はその後、それぞれのポッドへ。いいな？」

『はい』

『うん』

「よし。──アクション！」

　ぷつ、と窓が消え、視界にはまた《クレイドル》のハッチが大映しになった。

「ハッチ開放」

「《ハッチ開きます》」

　機械音がして、すぐに上部から強い光が射し込んできた。自動的に明度が調整される。

　ハッチは思いのほかゆっくりと開いていった。

　前の時は緊きん急きゆう開放を行って吹き飛ばしたので早かったが、晶あきらを収容して打ち上げる必要があるため、今回はできなかった。

　そのとき電子音が鳴って、何の予告もなくウィンドウが開いた──マリア少しよう尉いだった。

『中ちゆう尉い、ＥＵＡＦのステルス爆ばく撃げき機き五機が発進しました。搭載されているのは、やはり燃料気化爆弾です。《ヨートゥンハイメン》上空まで五分──あ！』

　彼女が声を上げた原因は、《クリームヒルト》の方でも捉とらえていた。

「《巡航ミサイル接近。《ジャベリンⅡ》です。到達まで一分》」

「くそっ！」

　じりじりとした気持ちで、竜りゆう一いち郎ろうはハッチが開くのを待った。

　外に出られるほどになるまで、さらに五秒を要し、ようやく這はい出せるくらいの余裕ができた時点で、架台のロックボルトを開放し、ペダルを踏み込んだ。登坂訓練をしておいてよかった、と思った。

　外に出ると、竜一郎は《ジークフリート》を走らせた。目標は、ドミトルヴュナが捨てていった晶の狙撃銃スナイパーライフルだった。

（う……）

　すぐに、レインたちの姿が目に入った。

　彼女たちは、ぴくりともうごかない。レインとルビーの足は異様な角度で開きっぱなしになっていて、拘束された手足は、皮ひ膚ふはおろか肉までが裂けていた。特にルビーは《フェンリル》にあちこちを嚙かまれ、中でも乳房はひどい有あり様さまだった。

　晶は脱だつ臼きゆうこそしていなかったが、肌にはほとんど血の気がなく、瞳ひとみには白く濁にごりが浮いている。時間が切迫しているのは素人しろうと目でも明らかだった。

　走りながら首を捻ひねると、真しん珠じゆとミルキィがポッドの傍そばで立ち尽くしているのが見えた。

「止まるな！」

　竜一郎は怒鳴った。二人は、びくっと震ふるえ、ぎくしゃくとではあったが、姉を救うために走り出した。

　それを見届けると、竜一郎は視界を前方へ戻し、さらに一〇数メートルを走って、雪の中に膝をついた。そうして目の前の狙撃銃に腕を伸ばす。銃を摑つかむ動作はＯＳが自動的に行ってくれる。右手の五本の指がグリップを握り、自動的に銃の種別を判定してくれる。竜一郎は弾数を確認した。マガジンにはまだ一二発ほど残っている。

　そのとき、警けい戒かい警報アラームがヘルメットの中に鳴り響ひびき、視界に《ジャベリンⅡ》と表示された。無論、まだ見えない。竜一郎は膝ひざをついたまま銃を構えた。照準が表示される。

「望遠」

　命じると、一部が拡大されて飛来中の巡航ミサイルが映し出された。照準が小刻みに震えて動きを追う。一秒……二秒……十字線がぴたりと重なり、それきり離れなくなった。

　竜りゆう一いち郎ろうはボタンを押した。

　着地の時よりもよほど大きな振動に機体が震ふるえ、直後、ミサイルは爆ばく発はつした。

（よし！）

　初戦果だ。しかし、いつまでも感かん慨がいに耽ふけってはいなかった。立ち上がると同時に、ウィンドウが閉じる。竜一郎は《ジークフリート》の踵きびすを返した。

　真しん珠じゆたちは、まだ晶あきらを救出できていなかった。二人とも、顔は涙でべちゃべちゃになっている。ミルキィの顔は真っ赤だ。すでに嘔おう吐としているのがわかった。それでも手を休めてはいない。血ち溜だまりに膝をついて必死に鋼こう材ざいを抜こうとしている。

「どうした！」

　外部スピーカーで呼びかけると、真珠が振り返って、

「抜けないんです！」

　と叫んだ。ミルキィは、手を血で赤く染めながら、わんわんと泣き出してしまったが、それでも力を抜いてはいなかった。竜一郎は、狙撃銃スナイパーライフルの銃架を血の池の中に突き立てるようにすると、晶の横に回った。

「衝角ラム」

　命じると、両下腕の外側の装甲から、鉤かぎ爪づめが飛び出した。レバーを捻ねじるようにして前方へと押し込む。腕が伸びて、鉤爪が半円になった鋼材を挟む。

「スパイク」

　足の裏から杭くいが突き出て機体を固定する。腕を組むようにして、竜一郎は《ジークフリート》を立ち上がらせた。鋼こう材ざいは数秒の間抵抗を見せたが、結局は屈服した。Ｕ字型のそれは、硬い大地からずるりと抜けて、晶を解放した。だが、時間がない。

「掘れ！　掘るんだ！」

「は、はい！」

　真珠は立ち上がるとポッドへ向かった。竜一郎はその間にも晶の足を縛しばり付けている鋼材を引き抜きにかかる。反対側でミルキィは手で土を掘っていた。

「どいて、ミルキィ！」

　そう言って、真珠が地面に突き立てたのは《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》だった。必死の形ぎよう相そうで、何度も何度も刺す。その内に地面が柔らかくなって、ミルキィの力でもついに抜けた。

「早く、俺おれのポッドへ！」

「はい！」

　真珠は《槍ランス》をミルキィに渡すと、晶を抱きかかえてポッドへ走り出した。折り畳まれた太ふと腿ももの付け根からは、まだ出血が続いている。ミルキィはそれを見送るようなことはせず、もう泣くのはやめて、唇を嚙かみしめながらルビーの枷かせを外すために地面を掘り始めた。

「いいぞ、ミルキィ！」

　そう声をかけ、竜りゆう一いち郎ろうは衝角ラムを格納すると、狙撃銃スナイパーライフルを手にした──爆ばく撃げき機きが近づいている。

《ジークフリート》を高台へ上らせ、腰を据えて狙そ撃げき体勢に入った。

「望遠」

　黒い、線のような機体が見えた。

「威い嚇かく射撃」

　命じると、ぴたりと合っていた照準が、僅わずかに上にずれた。撃げき墜ついするつもりはない。

「《クリームヒルト》、爆撃機との無線を開けるか？」

「《お待ちください。……周波数同調。回線開きました》」

「よし。──爆撃機のパイロット。こちらは《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機動騎き兵へい隊たい隊長、天あま宮みや竜一郎中ちゆう尉いであります。現在、我々は《ヨートゥンハイメン》において、拉ら致ちされた騎兵の救出作戦を進行中です。当該地域への爆撃は、国連に対するテロになります。即刻、爆撃を中止し、帰投してください」

　一〇秒ほど待ったが、応答はなかった。無論、機首を返す様子もない。

　その間にミルキィは、拘束のひとつを外すことに成功していた。

（しかたない）

　同じような勧告は再三《スレイプニル》からも送られているはずだ。

　竜一郎は引き金を引いた。

　山肌に、砲声が響ひびいた。雪が少し崩れ、先刻まで晶あきらが仰あお向むけに寝かされていた場所に落ちて赤く溶けた。一二七ミリ劣化ウラン弾は、戦せん闘とうのステルス機の上麵を掠かすめた。衝しよう撃げきで機体が振られたのがわかった。爆撃機隊は一斉に散開したが、基地に帰るつもりでしたわけではないだろう。

　コッキングレバーを引いて排はい莢きようし、次弾を装そう塡てんする。

「晶姉ねえさんの収容完了しました！」

　真しん珠じゆの声を外部マイクが拾い、竜一郎は《クリームヒルト》に、遠隔操作でポッドのハッチを閉じるように命令した。

「オートナース作動。水みず樹き伍長の身体状態をモニターに。ファイル『ＯＡＧ─01』を最さい優ゆう先せんに、《自動治療オートメデイカルトリートメント》を実行」

「《了解》」

　すぐに血圧、体温、心拍数、脳波などの各種データが視界の隅に表示される。

　竜一郎は、誰だれにも聞こえないほど小さく舌を打った。どれもこれも『Emergency』サインが点ついている。よくわからない専門用語がずらずらと流れていく。治ち療りようが開始されたようだった。

　またひとつ拘束が外れ、これでルビーを縛しばめるているのは、あとひとつになった。

　竜一郎は高台を降りず、真珠たちの様子を見守った。もはや拘束を外す手伝いはできない。ここで砲台となり、爆ばく撃げき機きの接近を阻はばむ必要がある。

「《ステルス機、全機、爆撃コースに乗りました》」

「一番近い機体に照準。威い嚇かく射撃」

　すぐに機体が自動的に体ごと西へ向き直り、銃を構えた。照準が機影を捉とらえる。竜りゆう一いち郎ろうは、警けい告こくをせずに引き金を引いた。再び砲声が雪山を揺るがし、弾丸は翼つばさを掠かすめた。今度はもっと近い。翼の一部が剝はがれ、機体はしばらくの間コントロールを失っていたが、何とか立て直すとやっと警告に従ったようだった。

　しかし、まだ四機残っている。

　ようやくルビーを解放した真しん珠じゆは、ミルキィに手伝ってもらって彼女を背負い、ポッドへ走った。ルビーは筋肉質なこともあって、晶よりも重い。ミルキィはレインの拘束を外しにかかる。手て際ぎわはずっと良くなり、真珠が後ろ向きにルビーをポッドに押し込んだ時には、もうひとつ外していた。

　その間に、竜一郎はもう一発撃うっていたが、今度のパイロットはひるまず、爆撃コースから外れようとはしなかった。

（何故なぜ、逃げない！）

　ぎり、と竜一郎は奥歯を嚙かんだ。

「……威嚇中止」

　砂を嚙かむ思いで命じると、照準がぴたりとステルス機の翼に合った。

（殺すか、殺されるかだ……これは、戦争だ！）

　竜一郎はボタンを押した。

　意思を感じて、《ジークフリート》の体温のない指がトリガーを引く。マズルフラッシュがカメラ・アイを一いつ瞬しゆん白く染め、それが収まった時には、ステルス爆撃機のブーメランのような機体は二つに折れて、大きくコースを外れた。

　やがて機体は爆発し、腹に抱えた燃料気化爆弾が誘爆を起こして、奇妙な炎の華が咲いた。空気がびりびりと震ふるえる。押し寄せた風が、一瞬後には逆風に変わり、吸い込もうとする。

「隊長さん！　レイン姉さんの拘束、外し終わりました！」

　振り向くと、ミルキィが血に濡ぬれた白い臀でん部ぶを必死に持ち上げるようにして、レインを真珠に背負わせていた。

「彼女を収容したら、自分のポッドへ戻れ！」

　ミルキィは真珠を追い抜いて先にレインのポッドに寄ると、二人が来るのを待って真珠がルビーを下ろすのを手伝い、股こ関かん節せつが抜けて安定しない足を二人がかりで押し込めると、ポッド外のボタンを叩たたいた。雪を搔かくようにしてハッチが閉まり始める。

　それを確認して、真珠とミルキィは自分のポッドへを駆け出した。

「《ＥＵＡＦ機、爆撃コースから外れました》」

《クリームヒルト》が淡々と告げる。

（あきらめてくれたのか？）

　だが、空から薬やつ莢きようを排出しながら、竜りゆう一いち郎ろうは胃の辺りに重いしこりを感じていた。向けるはずのない相手に銃口を向けたのだ。パイロットは脱出したようだったが、爆ばく発はつに巻き込まれた可能性は高かった。

　真しん珠じゆとミルキィは、転がるようにポッドに辿たどり着くと、中へ飛び込んだ。焦げた外殻に血の手形がついている。すぐにハッチが閉まり始める。

　竜一郎は《スレイプニル》を呼び出した。すぐに、マリア少しよう尉いの顔が現れる。

「少尉、ハッチが閉まり次第、打ち上げを──」

「《巡航ミサイル接近》」

　声がヘルメット内に響ひびくと同時に、周辺のマップが表示され、洋上から五発の巡航ミサイルが発射されたことがわかった。潜せん水すい艦かんが浮上している！

「《ジャベリンⅡ》です。到達まで一分」

「隊長さん！」

「出るな、海かい津づ院いん伍ご長ちよう！」

　竜一郎は銃を構えた。

「行け！」

　伸ばされていた手が、びくっと震ふるえて中へと引っ込んだ。ハッチが閉じる。ミルキィのポッドが僅わずかに遅れてハッチを閉ざすのを待って、五基の《クレイドル》は一斉にその下部から激しく高熱のガスを噴ふん出しゆつし、ゆっくりと上昇を始めた。

　辺りに蒸気の煙幕を張りつつ、ポッドは徐々に加速をつけて重力を振り切りにかかる。晶あきら、ルビー、レインの身体数値はまだ危険域にあるものの、安定しつつあった。ミサイルが上昇する気け配はいはない。《ジャベリンⅡ》は《クレイドル》そのものではなく、ポッドが着陸していたその地点を目標にしているはずだった。

　トリガーを引き、一発を破は壊かいしたが、

（間に合わないっ）

　突撃銃アサルトライフルを持ち出さなかったことを、竜一郎は後悔した。

　重ねてトリガーを絞り、もう一発破壊することに成功したが、そこまでだった。《ジャベリンⅡ》はその名の通り、正確無比な投なげ槍やりとなって《ヨートゥンハイメン》の地に突き刺さり、爆ばく発はつした。

　暴力的な炎風が吹き荒れ、《ジークフリート》の手から狙撃銃スナイパーライフルをもぎ取った。竜一郎は機体を伏せさせて、山肌にしがみつかせるのが精一杯だった。爆音と揺れが収まるのを待って顔を上げると、黒煙が辺りに満ちていた。伏せたまま、山風がそれを晴らしてくれるのを、待つしかなかった。爆撃機は一旦コースを外れていたが、再び戻ってきつつある

（──くそっ！）

　煙の向こうに覗のぞき見えた景色に、竜りゆう一いち郎ろうは唸うなった。

　晶あきらの乗ってきたポッドは、ミサイルの直ちよく撃げきを受けて、半分ほどが完全に吹き飛んでしまっていた。その上、弾たまが誘爆を起こして跳ね回っている。

　数秒して、ひときわ大きな爆ばく発はつが起こり、《ジークフリート》は自動的に頭部をかばった。

　カメラ・アイが再び同じ場所を捉とらえた時、《クレイドル》は跡形もなかった。残っていた燃料に引火したのだ。バラバラと破片が降り注ぎ、それには燃料が付着してまだ燃えていた。

　晶の狙撃銃スナイパーライフルは、遠く弾はじかれてしまって見当たらない。各種装備の中で、高々度を飛行する航空機に直接攻撃が行えるのは、彼女の狙撃銃だけだった。それが失われてしまったいま、爆撃を防ぐ手立てはない。

（何か手はないか、何か……）

　竜一郎はマップを呼び出した。この辺りには《アングルボザ》が見つかった洞どう窟くつがあったはずだ。そこへ逃げ込めば──

「！……ダメかっ」

　洞窟はあるにはあったが、入り口は完全に埋められていた。他ほかの箇所の天井は、地上まで一〇〇メートルはあって、厚い岩がん盤ばんで覆おおわれている。今の《ジークフリート》の装備ではどうにもならない。

　そのとき視界の端に、横倒しになった灰色の物体が見えた。ところどころ焦げていて、半ば、爆発で穿ほり返された土に埋もれている。

「《クリームヒルト》、あれは何だ？」

　竜一郎の視線を捉とらえて《クリームヒルト》は映像を拡大した。見覚えがある。焦げた装甲に描かれているのは《白はく頭とう鷲わし》──アメリカ合衆国のシンボルだ。

「《あれは米国宇宙軍ＵＮＳＮ所属の強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《コフィン》です》」

　やはり！　僅わずかな望みが見えた。

「《スレイプニル》！　ここにある《コフィン》にアクセスできるか!?」

『やってみます』

　マリア少尉の返事を聞いて、竜一郎はじりじりとしながら待った。彼女は視線を手元のコンソールに落としたまま、一心にパネルに触れている。

（まだか!?）

　声を上げそうになった時、少尉の顔が上がった。

『アクセス成功しました。一〇秒でシステムを書き換えられます』

「よし！　自分は《コフィン》で脱出する！」

『えっ……ち、中尉、それは無む茶ちやです！　《コフィン》は人間が乗るようには調整されてはいないんですよ！』

「だが、他ほかに手はない！　《コフィン》に乗り込んだら、そちらですぐに打ち上げてくれ！　もしもの時は、《ヴァルキュリア》たちを回収して《ヴァルハラ》に戻れ！」

『……どうなっても知りませんよ！』

　そう言い残して、回線は切れた。

　竜りゆう一いち郎ろうは《ジークフリート》を立ち上がらせると、オートバランサーに頼って一気に高台を駆け下りた。不安定な感じはあったが、転ぶことはなかった。ミサイルの爆ばく発はつで開いた大穴を回かい避ひし、横倒しになった《コフィン》に取り付くと、ざっと調べる。あちこち装甲は剝はがれていたが、見えている部分に関して言えば、分解の心配はなさそうだった。

「スパイク」

　足裏から杭くいが大地に突き刺さる。土を払い、《コフィン》の外殻に手をかけて、一気に立てにかかった。重量は機体に負担がかかるほどではなかった。反対側の地に着陸脚が着いたところで、大きく穴が開いたところへ土を押し込み、踏み固める。おそるおそる手を離すと、《コフィン》は何とか倒れずに済んだ。

　ハッチの脇わきの三角形のマークのついた装甲を叩たたいて剝がし、中のレバーを引いた。《クレイドル》とは異なり、《コフィン》のハッチの開閉は早い。竜一郎は機体を後ろ向きに中へ押し込むと、内側からハッチを閉じるレバーを引いた。軋きしむような嫌な音を立ててハッチが起き上がってくる。《ジークフリート》が自動的に架台に固定された。

　あとは運を天に任せるしかない。

「《クリームヒルト》、ＨＭＤの映像を衛えい星せいからのものに切り替えてくれ」

「《了解しました》」

　それまで映っていた薄うす暗ぐらい倉庫の中のような映像が、鮮あざやかな《ヨートゥンハイメン》の景けい観かんへと替わった。小さく《コフィン》も映っている。竜一郎はシートをできる限り倒し、体が天井を向くようにした。体にかかる圧力を散らすためだ。

（間に合うか……？）

　小さく表示されているレーダーには、四機の爆ばく撃げき機きが接近してくる様子が映っていた。じきに爆弾が投下されるはずだ。その前に安全圏へと脱出できるかどうかは賭かけだった。

　目の前に見えている《コフィン》の周囲に、真っ白な蒸気が湧わいたのが見えた途と端たん、突然、直下型の大だい地じ震しんのような振動に襲おそわれた。《コフィン》が上昇を始めたのだ。

（これは、き、つい……）

　体が押し潰つぶされてしまいそうな、強烈なＧが圧しかかってくる。しかも、体勢が不完全なために、通常の打ち上げよりも体の負担は大きかった。骨が軋きしんで悲鳴を上げる。だが《コフィン》順調に上昇を続けていた。が、その時──

（！）

　真っ黒な機影が三つ、画面に入り込んできたかと思うと、一気に《コフィン》へと近付き、その周辺を飛び抜けた。気流に巻き込まれ、ポッドは螺ら旋せんを描くように揺さぶられた。

　直後、下方で立て続けに爆ばく発はつが起こった。投下された燃料気化爆弾が炸さく裂れつしたのだ！

　押されたように、Ｇがさらにきつくなる。そこへ回転も加わり、その圧力は人間の耐えられる限界をついに超え、竜りゆう一いち郎ろうは意い識しきを失った──




　気が付いた時、《コフィン》は宇宙空間に、宇宙塵デブリのように漂っていた。

　だが、竜一郎は慌てなかった。

　ディスプレイには、《クレイドル》の回収を終えて、ゆっくりと近づいてくる《スレイプニル》の姿が、はっきりと映し出されていたからだ。













　　　　　Ⅲ．決意







　竜りゆう一いち郎ろうがセントラル・エレベーターを降りた時、ヘルガはすでに準備を済ませていた。

　電動車くるま椅い子すに座った彼女は、見慣れた軍服姿で、髪はいつものように細いリボンでおさげに纏まとめていた。後ろには影の如ごとくカリウスが従っている。

「司令……座ったりして大丈夫なのですか？」

　ドアが閉まらぬように押さえながら訊きくと、ヘルガは心配ない、という風に手を振った。

「少し傷は撚よれるがな。まさか、ストレッチャーに寝そべって会議に出るわけにも行くまい？」

　滑らかな動きで車椅子はエレベーターの中に収まると、その場で回転して向きを変えた。カリウスが後あとに続き、油断なく中を見回す。まるで、天井に暗殺者が潜ひそんでいる、とでもいわんばかりだ。

　最後に竜一郎が乗り、ドアを閉めた。《ビフレスト》の七階のボタンを押す。エレベーターは静かに、そして高速で下降を始めた。

　今日はこれから、ヘルガが刺されて以来初めて、各班長に対して、彼女自身からの説明が行われる。それは彼らの強い希望でもあった。

　一体何が起きているのか、職しよく員いんたちはそれを強く知りたがっていた。

　竜りゆう一いち郎ろうの説明だけではわからないことが多く、かろうじて理解できたことは、ひょっとしたら自分たちは、人類滅亡の手助けをさせられていたのかもしれない、ということで、日々、不満の目は大きく育っていたのだった。

　噂うわさはすでにかなりの範はん囲いで広がっており、《ガルド》の系列企業からの出向者に対する、暴ぼう行こう事件なども起きている。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の軍人は、竜一郎が航宙自衛隊ＳＳＤＦから派遣されたように、国連に参加している国の軍から集められた人々だったが、彼らの不信も大きくなりつつあり、《ガルド》の人間が整備した航宙機には乗れない、と言う者も出てきていた。

「連中の口も案外軽かったな」

　報告を聞いたヘルガは苦笑し、竜一郎は恐きよう縮しゆくした。あれはあくまで班長会かい議ぎの席だけでの話だったのだ。

「まあ、仕方あるまい。おまえが、もう少し狡こう猾かつなら、連中を煙に巻く手立てを授けたんだが、どうせ、すぐに噓うそだと見抜かれてしまうからな」

「申し訳ありません……」

「冗談だ。《ノルン》のこともある。私が話したとしても、すぐにばれたさ」

「それなんですが……どうして《ノルン》はあのような、明らかに裏切り行為だとわかるような受け答えをしたのでしょうか？」

《ヴァルハラ》を支える、ネオ第三世代コンピューター《ノルン》は、その思考方法から三つの擬ぎ似じ人格を持っている。その内のひとつ、現状分析用の《ベルザンディ》は、竜一郎の命令を拒否した際に、《クレイドル》地球降下作戦を中止するにはロイヤル・アデナウワーの承認が必要である、と告げたのだ。

「初めから計画されていたことなら、事故であるとか、外からハッキングされている、とか噓のつきようがあったと思うのですが？」

「それは簡単だ。総そう帥すいは、作戦司令に関かかわるスタッフを全員、《ガルド》の息のかかった人間で固めるつもりでいたのだ。だが、私が直前で横よこ槍やりを入れた。総帥が気が付いたときには、もう遅かった」

「気が付いていて、それで何故なぜ、放っておいたのでしょう？」

「放っておいたわけじゃない。ライアーとヴィクトルが送り込まれてきただろう？　実際、あれで私は指揮不能になり、《ＵＮＣＯＶ》は混乱した──おまえは良くやったがな」

「申し訳ありません」

「そう謝あやまるな。責めているわけじゃない」

　言って、ヘルガは笑ったが、傷に響ひびいたのか微かすかに顔を顰しかめた。

「大丈夫ですか、司令!?」

「何でもない。少し攣つれただけだ。私のことより、おまえには他ほかに、心配する相手がいるだろう？」

　竜りゆう一いち郎ろうがきょとんとした顔をすると、ヘルガはにやりとした。

「《ヴァルキュリア》たちのことだ。連中の容態はどうだ？」

「あ、ああ……伍ご長ちようたちでしたか。全員、命に別状はありません。水みず樹き伍長の弛し緩かん出血も、処置が間に合いました。現在は、保存血液による輸ゆ血けつを行っています。フォレスト伍長は、《フェンリル》による嚙かみ傷が心配されましたが、細菌の感染などはありませんでした。三人の手足に付いた拘束時の傷も問題ありません。傷も残らないでしょう」

「うらやましいことだな。私にも連中のように、Ｇ・Ｏジーオー並の自己治ち癒ゆ力りよくがあればよかったのだが……残念だ」

　ヘルガは微笑ほほえんでいたが、彼女の怪け我がを思うと、それは笑えない冗談だった。

「それで？　いつ《クレイドル》からは出られる？」

「もう数日かかる見込みです」

「そうか。しかし、大変なのはこの後あとだぞ？　問題は体よりも心だ」

「はい……わかっています」

　レインたちに、何をどう説明するか……それが難しかった。真実をそのまま話して、自分が生んだのが、《蛇》や《狼おおかみ》だと知った時、心がそれに耐えられるのか、わからないということもある。

　医い療りよう班はんでも大まかには、何であれ自分が産んだ子供には愛情を覚えるだろう、という意見と、ありえないものを生んだショックで精神の均衡が崩れるに違いない、という二つの意見が出ていて纏まとまっていなかった。

　過去に人間が《蛇》や《狼》を生んだ事例はないからだ。

　そもそも《ヴァルキュリア》を人間の尺度で測って見極められるのか、という話もあった。

　だが、それについては、竜一郎は、彼女たちも人間となんら変わりない、と断言していた。

　根拠があってのことではない。

　数ヶ月を共に過ごし、そう素直に感じたのだ。

　結局、精神の均衡が崩れた場合の対処として、彼女たちに効果があるような精神安定剤を用意しておくということに落ち着いていたが、医療班は、レインたちを《クレイドル》に入れたまま真実を告げるのが望ましいと主張している。

　ポッドの中にいれば、万が一の時でも拘束が用意であり、安定剤の投与や、場合によっては、ショック状態を引き起こすアレルゲンの投与すら容易に行えるからだ。

　だが、竜一郎にそのつもりはなかった。

　話すのであれば、全員で顔を揃そろえて話すべきだ、と考えていた。彼女たちは、まだこれから命を懸かけなければならないのだ。それを告げるのに、ポッドに閉じ込めて、自分は安全な場所から話をすることなどできない。

　愚かしいこだわりかもしれないが、何と言われようと変えるつもりはなかった。

「それで？」

　つい考え込んでしまっていた竜りゆう一いち郎ろうは、ヘルガの声に目を上げた。

「おまえの方はどうなんだ？　体はいいのか？」

「自分は大丈夫です」

　そう答えはしたものの、首にコルセットを巻いていては説得力はなかった。《コフィン》での打ち上げで、軽い鞭むち打ち症になったのである。もっともそれは幸運であったようで、彼を診た医者は、よく首の骨が折れなかったものだ、と感心していた。

《ジークフリート》の方もまったく無事で、あの戦せん闘とうを臨りん機き応変に耐え抜いたことで、夏なつ美みは彼かのマシンの優ゆう秀しゆうさを、人型機械の開発は趣しゆ味みなんかじゃないということを、誰だれ彼かれ構わず力説して回って、少し煙たがられていた。

　ヘルガのところにも行ったらしい。

　やがて、エレベーターは目標階に到着し、竜一郎が一番前に、すぐ後ろにカリウス、その背後にヘルガという順番で、ほぼ直線に並んだ。これはもちろん、彼女を守るためである。ドアが開いた瞬しゆん間かんに銃じゆう撃げきされても、二人いれば盾になることができる──もっとも、バズーカでも持ち出されたらどうしようもないが。

　背中でカチッという音がして、カリウスが自動拳銃オートマチツクの安全装置セーフテイユニツトを外し、ハンマーを起こしたのがわかった。

　竜一郎は小さく深呼吸をして、現在任意設定になってるドアの『開』ボタンを押した。

　シュッと空気圧の下がる音と共に、ドアは静かに左右に開いた。

　いきなり銃弾が飛んでくることはなかった。

　ドアの向こうには、自動小銃で武装した歩ほ哨しようが二人立っていて、竜一郎たちを出迎えた。

　一瞬、緊きん張ちようが走ったが、彼らは敬礼をすると、三人に先せん導どうして歩き出した。

　順番を変えずに後に続く。

　人ひと気けのないよく磨みがかれた床をしばらく行く間、五人の間に会話はなかった。ただ靴音と、車くるま椅い子すのモーターの、低い唸うなりだけが聞こえていた。カリウスの手は懐ふところに収まったままだ。緩やかなカーブした道をしばらく進むと、ひとつの扉の前にまた歩哨が立っているのが見えた。

　扉の向こうには、すでに班長たちが集まっているはずだった。

　歩哨はこちらに気が付くと、銃口を下げて敬礼をした。

　それからエレベータのところにいた歩哨とも敬礼を交し合うと、彼らが戻っていくのを待ってから扉を叩たたいた。

「司令がご到着なされました」

　声を受けてすぐに扉が開いた。椅い子すを立つ音が聞こえて、中に入った時には、一人を除いて全員が立って敬礼していた。座ったまま、手をひらひらと振っているのは、言うまでもなく夏なつ美みだ。

　ヘルガが、カリウスの背中から顔を覗のぞかせて頷うなずくと、皆、着席した。その後ろを通り、ヘルガは扉の真正面の席に車くるま椅い子すを止めた。隣となりには竜りゆう一いち郎ろうが座る。カリウスは扉の前に手を後ろに回して立っている。格好はいつもの燕えん尾び服ふくだが、今日きようの立ち姿は訓練された軍人のそれだ。後ろ手に銃を持っていることも、竜一郎は知っていた。さりげなく懐ふところから抜くのを見たのだ。

　ヘルガは一同の顔を見回した。

　竜一郎から見ても、どの顔も厳きびしかった。例外は夏美だけで、彼女はヘルガと目が合うと、ウィンクをして見せたりした。さすがにそれには応こたえず、ヘルガはただ視線を通過させた。

「まずは謝しや罪ざいしよう」

　そう、ヘルガは言った。

「私の不徳で、肝心な時に《ＵＮＣＯＶアンコウ》の指揮を取れなかったことは、まことに遺い憾かんだ。ヴィクトルの件がなければ、物理的に《クレイドル》の発進を阻止することもできたのだが、生あい憎にくとここにいるアマミヤ中ちゆう尉いは事情を知らなかった。残念だが、遅れをとった」

　誰だれも、何も言わなかった。ヘルガは構わず続けた。

「……しかし二人の《ヴァルキュリア》が《ロキ》の誘惑を跳ねつけたおかげで、奴やつには選択の余地が消えた。これは僥ぎよう倖こうだ。もしかすれば、カイヅイン伍ご長ちよう、コーラル伍長が生めば、より強力な力を持った魔ま物ものが生まれたかもしれない。だが、奴には選べなかった。さらに、皆の努力によって、欺あざむかれ、誘拐された三人の奪だつ還かんにも成功した。彼女たちは順調に回復しつつある。これまで以上に人類のために戦ってくれるだろう」

「誘拐、ですか？」

　そう言ったのは、《ＵＮＣＯＶ・第一支援砲兵班》のザック中尉だった。

「連中は、自分の意思で騎き兵へい隊たいを脱走し、《ロキ》に抱かれたように見えたんですが？　そうではないとおっしゃる？」

「無論だ。《ヴァルキュリア》の脱走は、初めから計画されていたことだ。《クレイドル》が射出された際に、アマミヤ中尉の命令を拒否した《ノルン》の返答を聞いた者も、この中にいるだろう？　あのプログラムは、私にも止められないものだった。作戦を中止するにはロイヤルアデナウワーの承認が必要だったのだからな」

「では、天あま宮みや騎兵隊長が我々に話したことは──《ＵＮＣＯＶ》はＧ・Ｏジーオーから人々を守るために作られたのではなく、《ラグナロク》に必要な魔物を産む《花はな嫁よめ》を教育するために作られたという話は──」

「事実だ」

　ヘルガの言葉に、座は一気に落ち着きをなくした。驚おどろく者、ため息をつく者、怒りを顕あらわにする者、様々だったが、いつ暴ぼう漢かんに変わるかもしれないことを警けい戒かいしてか、カリウスの目は冷静に班長たちを観かん察さつしていた。

「だが！」

　傷に響ひびくのでは、と心配になるようなヘルガの大きな声に、騒さわぎはぴたりと収まった。

「……だが、それは設立当初の目的に過ぎない。諸しよ君くんらは事実、《ヴァルキュリア騎き兵へい隊たい》をサポートし、Ｇ・Ｏジーオーの驚きよう異いを一度ならず退けてきた。たとえそれが、Ｇ・Ｏの進化と彼女たちの戦士としての成長を促す目的であったとしても、多くの人命が救われた」

「し、しかし、結果的には、地上は蹂じゆう躙りんされたではありませんか！」

　そう言った《ＵＮＣＯＶアンコヴ・第三工兵班》の周しゆう少しよう尉いを、ヘルガはじろりと見た。

「何の関係がある。アマミヤ中ちゆう尉いが《ヴァルキュリア》を出しゆつ撃げきさせなかったのは、魔ま物ものを産めなくなると困ると考えたからか？　違う。どのみち出撃はさせられなかった。たまたまそれが《ＣＯＶコヴ委員会》の思惑と一致したに過ぎない」

「ですが、アーバンカム卿は《安全装置セーフテイユニツト》が解除されたことに非常に驚おどろいていましたが？」

　そう竜りゆう一いち郎ろうは訊きいた。

「連中は知らなかったのだろう。《首輪チヨーカー》が外されることが、地球降下作戦開始の合図になっているとは。私も知らなかった。おそらく知っていたのはロイヤル・アデナウワー一人だ。実際にプログラムを組んだ連中もわかってはいなかったはずだ。分担して作業をしていれば全体像を把握するのは難しい。あれを統括していたのは、総そう帥すい本人だ。委員会の連中は連中で《首輪》を使って《ヴァルキュリア》を地上に降ろすことを考えていたようだ。驚いて当然だな」

「司令」

　と手が挙がった。《ＵＮＣＯＶ・第一防ぼう衛えい航宙班》のマッカラン中尉だった。

「細かなことはこの際、お訊きいたしません。我々が知りたいのは、アデナウワー一族である司令が、人類の滅亡を望んでおられるのか、そして自分たちが知らずしてとはいえ、その計画に加担していたのか、そのことなのです」

　多くの班長は賛同して頷うなずいた。

「私の立場は、兄に刺されたことで明らかだと思うが？」

「失礼を承知で申し上げますが、ヴィクトル・アデナウワーは、もしかすると計画を止めたくて司令に危害を加えたのかもしれない。だからこそ《ガルド》から派遣されていた、ニル・ライアーに殺された──そう考えてもおかしくはないと思いますが？」

「なるほどな」

　ヘルガは楽しそうに微笑ほほえんだ。

「面おも白しろい意見だ。では先に、あとの方の質問に答えよう。諸君らが《ラグナロク》計画に加担していたのかといえば……その通りだ」

　誰だれかはわからないが、小さな悲鳴が漏れた。

「だがそれは同時に、人類を守る戦いでもあったことは事実だ。《ＵＮＣＯＶ》がＧ・Ｏと戦わなくともＧ・Ｏジーオーは進化し、《ロキ》は出現しただろう」

「しかしその場合、《ヴァルキュリア》は《花はな嫁よめ》としての適性を欠いたかもしれない。そうなれば、魔ま物ものは生まれず《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》の望む《ラグナロク》は実現しなかったのでは？」

「かもしれない。だが、それはあくまで仮定の話だ。《ＧＯＣゴツク》に苦しんでいた人類が、《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔコヴブロジエクト》に飛びついたとしても、それを誰だれも責めまい。事実、多くの人類が消滅を免れたのだ」

「だが《ヴァルキュリア》の産み落とした魔物が、それをはるかに上回る被害を人類にもたらす可能性を、誰も知らなかった。人類を滅亡させるほどの《ＧＯＣ》の引き金を、我々は自分たちで引いていたということでは？」

「そうとも言える。だが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》ができなければ、人類は《ロキ》に対抗する望みなく、ただ蹂じゆん躙りんされるがまま滅んだだろう。奴やつもまたＧ・Ｏなら、人類の保有するいかなる兵器であっても殺すことはできないのだからな。それが可能なのは、唯一、《ヴァルキュリア》の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》だけだ」

「ゆえに、脱走した伍ご長ちようたちを許す、と？」

「許すも何もない。あれは誘拐だ。脱走ではない。我々は、ただ奪だつ還かんしただけだ。中ちゆう尉い──いや諸しよ君くん。今度は私が問おう。《教団》のシナリオ通り、すでに魔物は誕たん生じようした。それが《ラグナロク》かどうかはさておき、消えたままということはないだろう。だが《ＵＮＣＯＶ》には騎き兵へいが残った。我々の手には武器がある。諸君らは、ただ座して地上を見ているつもりか？」

　ざわめきが起こった。竜りゆう一いち郎ろうはヘルガの隣となりで、ただその様子を見ていた。

（ありがとうございます）

　胸の中で、竜一郎はそう呟つぶやいた。いまでは、ヘルガの《ヴァルキュリア》に対する厳きびしい言葉は、自分を奮起させるためのものであったと思える。もとより処罰する気などなかったのだろう。

　やがて手を挙げたのは、ザック中尉だった。

「司令……しかし《ヴァルキュリア》は戦えるのですか？」

「戦う、とアマミヤ中尉は言っている」

　ヘルガが急に振り返り、竜一郎は目を瞬またたかせた。話を振られるとは思わなかった。

「あ、はい……えーと、少なくとも、海かい津づ院いん伍長とコーラル伍長は戦せん闘とうの意思を自分に表明しています。彼女たちは《ロキ》に強い怒りを覚えています。躊躇ためらいはないでしょう」

「《ロキ》に対たい峙じして、魅み了りようされることはないのですか？」

　竜一郎には答えられない質問だった。ちら、とヘルガを見ると彼女は皆に、

「それは対峙してみなくてはわからない。だが、今度そんなことがあれば、アマミヤ中尉が隊長として行動するだろう」

　それは、竜一郎が彼女たちを撃うつということを意味していた。それが約束だ。実際にそうした場面に直面した場合、自分がどう行動するかはわからなかったが、そのぐらいの心構えがなければ、彼女たちの生は勝ち取れないだろう。

　竜りゆう一いち郎ろうは無言で頷うなずいた。

「諸しよ君くんらはよもや、アマミヤ中ちゆう尉いのことは疑ってはいまいな？」

　座は沈ちん黙もくした。それが是ぜという答えの代わりだった。

　ヘルガは大きく頷いた。

「さて……マッカラン中尉の、ひとつ目の質問だが。要は、私がロイヤル・アデナウワーの手先ではない、ということを証明すればいいのだな？」

　中尉は小さく頷いた。

「証明すれば、再び私を司令として信頼するのだな？」

　再び座は沈黙した。全すべての目が、ヘルガに向けられている。

「いいだろう。──二日待て。そうすれば証明して見せよう」

　そう宣言して、ヘルガは不敵な笑みを浮かべ、長いおさげの髪を払った。




　その日、ロイヤル・アデナウワーは珍しく体を起こしていた。

　揺り籠クレイドルのような椅い子すの背を目一杯起こして、緑の広場で何をするでなく、ただ座っているように見えた。藍あい色いろをしたガウンに包まれた、体の肉は全てたるんで垂れ下がり、一人では満足に動くこともできない。肌の色はくすんだ灰色をしており、あちこちに茶色の老人斑が浮いていた。肉の重みで口角が下がった唇の端からは黄色い涎よだれが垂れている。

　一見したところ、死んでいるのかとも見えたが、ときおり肉が震ふるえるところから、そうではないとわかった。こめかみから目を覆おおう眼め鏡がねは、遮光変化を起こして、いまはその奥の瞳ひとみを見せてはいない。眼鏡の端からは黒いコードが延びて椅子へと繫つながっていた。

　腐臭が漂ってきそうな姿である。

　だが、醜みにくい肉体とは対照的に、周囲の様子はとても美しかった。

　彼のいる広場の周囲には、南国を思わせる背の高い木々が伸び、重く、たっぷりとした果汁の詰まった果実を実らせている。根元には濡ぬれたエメラルドのような葉を付けた緑が茂り、周辺には原色も鮮あざやかな花が咲き乱れていた。その木々の上を、様々な宝石をちりばめたような鳥や、宝石そのものと見み紛まがうばかりに美しい蝶ちようが気ままに飛んでいる。

　ここは《ガルド》総そう帥すい、ロイヤル・アデナウワーの私邸──彼が《楽園ヴアルハラ》と呼ぶ、人工ドームの中だった。

　透過性の高い特殊樹じゆ脂しの外がい壁へきの向こうでは、常と変わらぬ吹雪ふぶきが吹き荒れている。近づく者は少なく、また、容易なことではなかった。広こう範はん囲いにわたるジャミングと電子的カモフラージュによって、どんな優ゆう秀しゆうな監かん視し衛えい星せいであってもその姿を捉とらえることはできない。そこにロイヤルは、もう何年になるか忘れるほど長く、暮らしていた。

　体がいうことを利かなくなってから、楽しみや喜びは少なかったが、いま彼は、久しぶりにそれを覚えていた。

　かけている眼め鏡がねはＨＭＤヘツドマウントデイスプレーになっている。

　それを使ってロイヤルは、繰くり返し、繰り返し、《ヴァルキュリア》の出産シーンを見ていた。

　何度見ても、悦よろこびが薄うすれることはない。

　時に猜さい疑ぎの念に蝕むしばまれながら待ち続けた年月の答えが、ようやく形になって表れたのだ。

（これで、救われる）

　緩んだ肉を震ふるわせて、ロイヤルは笑った。

（儂わしの投資は無駄ではなかった。色々気も揉もまされたが、全すべては彼き奴やつの言った通りになった。……しかし儂もよう信じたものよ、あのような話を）

　その男──ニル・ライアーと名乗る男が病室に現れたのは、二〇三五年──最初の《ＧＯＣゴツク》が起こった年だった。

　当時、ロイヤルは死の床にあった。進行性の癌がんに昌されて、余命、幾いく許ばくもなかった。傘さん下かのＢＴバイオテクノロジー機関《ワイズリー》には最さい優ゆう先せんで治ち療りよう薬やくの研究をさせ、少しでも効果があるとわかった薬くすりは片っ端から試していた。だが、病状は思うように改善されず、副作用もあって、体を内側から食われていく痛み、熱、何もない真っ暗な闇やみへと落ちていくような恐怖に、ただひたすら、（死にたくない！）

　と胸の内で叫ぶ日々が続いていた。

　彼は、人前では尊大に振舞っていたが、その実は、人を信じられず、幼い頃ころから何より死を恐れる小心者だった。人は死んだら一体どうなるのか……そればかりを考えていた。

　最初に死を恐怖したのは、祖父の葬式でその亡なき骸がらを目まの当たりにしたことだった。

　動かない体からは、なんともいえない嫌な臭においがして、その頰ほおにキスをしなければならないとわかった時は、肌が粟あわ立だった。やがて自分もこうなるんだ、と思うと、恐ろしかった。

　しかし、最もぞっとしたのは、死んだら何も残らない、という父の言葉だった。

　父は科学者で、魂の存在など、これっぽっちも信じてはいない男だった。

　一族では《変人》で通っていて、《ガルド》の最高責任者になっても経営は母と幹部に任せきりで、研究にばかり没頭していた。もっとも悪い面ばかりではなく、《ワイズリー》が世界最高のＢＴ機関になりえたのは、父の功こう績せきだった。

　その父は、ことある毎ごとに、全ての生物は化学反応で動く機械なのだ、と話していた。感情も、思考も、記き憶おくも、全ては化学物質が結合して起こる反応に過ぎず、それ以外の要素が介在する余地はない、というのが持論だった。

　もっともそれは、生化学者の間では珍しくもない、一般的な意見だったのだが、幼いロイヤルは恐怖を覚えた。

　魂がないのだから、もちろん天国も地獄も存在せず、神も悪あく魔まもいない。ならば、人だけが死後別の世界に行くことなどありえず、他ほかの生物同様ただ腐り、何も残らない、と父はいつも話していた。

　人は死ねばただ消滅するしかない──その教えは、ロイヤルに強く死を意い識しきさせ、忌き避ひさせる呪のろいの言葉になった。

　思春期を迎える頃ころには、死後も何とか意識を残せないものか、といつも考えるようになっており、その方法を探し求めた。最も注目したのは意識の電子化だった。人間の思考が化学反応であるのなら、それをシミュレートできるのではないかと考えたのだが、全すべての条件を解析するのは不可能であり、さらに、自分の思考パターンを仮に電子化しても、それは自分ではなく、死ねばやはりただ消滅するしかないとわかっただけだった。

　その後、《ガルド》の総そう帥すいになったロイヤルは才能があったのか、素す晴ばらしい経営手腕を発揮して世界を牛ぎゆう耳じるほどの大企業へと発展させたが、不老不死の研究には投資を惜しまなかった。

　だが、皮肉にもそんな彼が癌がんに昌され、日々、近づいて来る《消滅》の日に怯おびえるしかないという不条理さに、怒りと、恐怖とが交じり合った思いに翻ほん弄ろうされるしかなかった。

　そんな折、グレースーツに眼め鏡がね、という格好で、ライアーは現れたのである。

　どうやって警けい戒かい厳げん重じゆうな病室へ入ったのか見当も付かなかった。ロイヤルはすぐに護ご衛えいを呼ぼうとしたが、そのボタンは男の手と、口に指を当てた、しっーという仕し草ぐさに止められた。

「神の意思で参りました」

　ライアーとの話は、そんな胡う散さん臭い一言から始まった。

　彼は、北欧神話の終末思想を根幹に据えた活動を行っている《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》という組そ織しきからやってきたのだと語った。彼らの信じる思想とは、《ラグナロク》の果てに世界は炎上して滅び、後、選ばれた一握りの民が永遠の繁はん栄えいを約束されており、教団の信者こそがその選ばれた民である、というよくある話だった。

「しかし、ただ座していては《ラグナロク》は起こりません。我ら選ばれた民は行動する必要があるのです。いま《歓喜の黄昏教団》は一大プロジェクトを実行しようとしています。貴方あなたにはぜひ、同士になっていただきたい」

　ロイヤルは笑った。

「この私が、それほど愚か者に見えるか？　テロに手を貸すつもりなどない」

「テロ？　いえいえ、とんでもない。我々が目指すのは神と、彼の僕しもべの復活です。そのためには《ガルド》の持つ資金と力が必要なのです」

「金の無心か。くだらん。だったら地道に募金活動でもしたらどうだ？　神の復活？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。神なんぞというのは、人間が作り出した妄想だ。人間は死ねばただ腐るだけだ。魂もなければ、神も、悪あく魔まもこの世にはいない」

「なるほど。それで怯おびえていらっしゃる」

「何……？」

「私にはわかります。貴方あなたは、口では神はいないとおっしゃりながら、本当はいて欲しいと心底、願ねがっている。しかし、見たこともないものをどうして信じられようか──わかります、当然のことです」

　ライアーは微笑ほほえみ、胸に手を置いた。

「我が《教団》は、様々な奇跡をお見せできます。例えば、そのお体に巣食った癌がん細さい胞ぼうも、同士になるとおっしゃられるのならきっと治るでしょう。しかし、それを貴方は奇跡とお認めにはならないかもしれない」

「そうだ。もし、そんなことが起きたとしても、それはやっと薬くすりが効いただけのことだ」

「貴方なら、そうおっしゃるとわかっていました。ですからもっと確かな証拠を、貴方ご自身の手で見つけられてはいかがですか？」

「証拠……？」

「そうです。北欧神話において《オーディン》らと《ラグナロク》を戦った神《ロキ》の一族──巨人族が存在したという証拠を」

　その時ライアーが提案したのが、《ヨートゥンハイメン》における《アングルボザ》の発掘だった。ロイヤルは笑い飛ばし、すぐに護ご衛えいを呼んだが、何故なぜか彼らは、ライアーを捕まえることができなかった。

（くだらん）

　そう思ったが、その夜、鎮ちん痛つう薬やくも効かないほどの凄すさまじい痛みに襲おそわれて、一いつ睡すいもできずに過ごした翌朝には、考えが変わっていた。

　地面を掘り返すくらい、たいした時間も金もかからない。余よ興きようと考えれば、それもまた面おも白しろいのではないだろうか？──そう自分を納得させた。

　すぐに指示を出し、まんじりと二週間を過ごした。

　あれきりライアーは姿を見せず、幹部役員はとうとうおかしくなったか、と噂うわさしているのも知っていた。自分でも馬ば鹿かなことをやっている、と思ったが、毎日、今日きようは出るか、明日あすは出るか、と知らせを待つのは思いの他ほか気晴らしになった。

　しかし、それもいいかげん限界に達した頃ころ、ついに巨人のミイラが発見され、大きな騒さわぎとなった。

　再び、ライアーが現れたのは、その翌日だった。どうです？　と彼は問い、ロイヤルは投資を約束した。

　一ヶ月後には《奇跡的に》癌は消滅し、その後は、彼から伝えられる《神の意思》とやらに従って、全すべての計画を進めてきた。

　もっとも、それが《ガルド》にとってまったく利益をもたらなさい計画であったのなら、総そう帥すいといえどもごり押しはできなかっただろう。だが、《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔコヴブロジエクト》も《ＵＮＣＯＶアンコヴ》計画も、設立に伴う設備のほとんどを《ガルド》の系列企業が受注したことで、グループ全体で多大な利益を生み出すことになった。

　だが、まったく疑いを抱かなかったわけではない。そのために、幾つかの保険もかけておいた。

　しかし結局、杞き憂ゆうに終わったようだ。《教団》が裏切ることはなく、ついに《ロキ》と魔ま物ものたちは誕たん生じようし、《ラグナロク》は目の前に迫った。本当の《楽園ヴアルハラ》は目の前だった──こんな紛まがい物ではない場所で、消滅の恐怖のない、永遠の繁はん栄えいを謳おう歌かできることを、もはや疑ってはいなかった。

　一心不乱に母体の乳房に吸い付いている《ヘル》と《フェンリル》の姿を見ながら、ロイヤルは、また笑った。肉が波打つように震ふるえた。

（儂わしは功労者だ！　選ばれし者なのだ！）

「その通りですよ」

　不意にそう声が聞こえて、ロイヤルはハッと身構えた。ここへは誰だれも入っては来れないはずなのに！　震える指でガウンの下のボタンを押すと、映像が消え、ディスプレイは透過スキヤンした。

『ライアー……』

　合成音声の声が、椅い子すに取り付けられているスピーカーから流れた。喉のどを使うと聞き取りづらいゴロゴロという耳みみ障ざわりな音が混じるため、直接会話をする際には、思考を声に変換する装置を使っていた。

『どうやってここを突き止めた？──いや、おまえはどこにでも現れる男だったな』

　グレースーツに身を包んだ彼は、初めて会った時のように、胸に手を当てて深く頭を下げた。唇にはあいかわらず抜け目のなさそうな微笑ほほえみがある。

「総そう帥すい。長い間、お疲れ様でした。一部に狂いは出たものの、計画はほぼ順調に進みました。やがて世界には黄昏たそがれが訪れるでしょう」

『ヘルガめ。小こ癪しやくな娘よ。儂には忠誠を誓っているような顔をしておきながら、よもや《ヴァルキュリア》を《ロキ》と会わせないように策を練っていたとはな』

「しかし、彼女はよい教育係を選んでくれましたよ」

『あの隊長のことか？』

「はい。彼のおかげで《ヴァルキュリア》はとても感情豊かに成長を遂げました。恋の甘みを知り、失恋の苦味を知り、嫉しつ妬との黒い熱、裏切りの後ろめたさ……それらが、強い子供を産む糧かてとなったのです！」

　どこか芝居がかった様子で、ライアーはそう言った。眼め鏡がねの向こうの瞳ひとみは、熱っぽく潤うるんでいる。やがて彼は、震えるように息をついた。

「……そうでなければ、あれほどの肉の甘美さは、味わえなかったことでしょう」

　ゴロゴロとロイヤルは笑った。

『まるで、おまえ自身が《ヴァルキュリア》を抱いたかのようではないか』

　すると、ライアーは否定をせず、奇妙にも微笑ほほえんだ。

　その口元を見た途と端たん、ロイヤルは脳のう髄ずいを稲妻に打たれたかのように、一いつ瞬しゆんにして彼が何者であるかを理解できていていた。

『……そうか、おまえが──』

　ライアーは病室での出来事を再現するかのように、立てた人差し指を唇に当てた。

「私の名は、貴方あなたの心に納めておいてください、総そう帥すい。今日きようはお別れに参ったのです」

『別れ？』

「何、それほど長い間のことではありません。じきに、世界には黄昏たそがれが訪れます。誰だれ一人逃れられない夜に包まれて、炎の中で古き者は消え、選ばれし者だけの夜明けが訪れるのです。貴方は一足先に、その曙しよ光こうに身を委ゆだねてもらいます。──ご覧なさい」

　言って、ライアーは天井へ指を向けた。

　ロイヤルは、導みちびかれるように天を仰いだ。ドームの向こうは、あれだけ吹き荒れていた吹雪ふぶきが噓うそのように治まり、いつのまにか厚い鉛色の雲が見えていた。だが、それだけだ。雲はうねうねと、生きているかのように動いている。

　と──ドームの直上、その鉛雲の一点に、ぽつ、と針で突いたかのような穴が開いた。

　見上げる内にそれは次第に大きく、円形に広がっていき、晴れた空が見えた。魂が吸い取られるようなそんな、鮮せん烈れつな青い空──そして、光があった。

　太陽ではない。

　もっと眩まぶしく、もっと輝かがやかしい光。

　ああ、これが──




　これより十数分前。

《ヴァルハラ》の作戦指令区《ビフレスト》には、緊きん急きゆう呼こ集しゆうによって集められた各班長が集結していた。

「全員いるか？」

　車くるま椅い子すで、一段高い場所にある司令官席についたヘルガは、周囲をぐるりと見回した。その表情はいつもと変わらないように見えたが、竜りゆう一いち郎ろうには微妙な固さがあると思えた。

　それは夏なつ美みも感じたようだ。

「……ねえ、司令チャン、何かぎくしゃくしてない？」

　と竜一郎に囁ささやいて、彼は同意して頷うなずいた。

「緊きん張ちようしているみたいですね」

「ええ。珍しいわ。……それより、司令チャン、何をするつもりなの？　マッカラン中尉の質問に対しての答えを見せるつもりなんだ、っていうのはわかるけど」

「自分も、聞いてないんですよ。夏美さんこそ、カリウスさんからは何か聞いていないんですか？」

「なーんにも。最近メールしても気のない返事ばっかりだし」

　ごほん、と咳せき払ばらいが聞こえて、見れば、そのマッカラン中ちゆう尉いから睨にらまれていた。

　夏なつ美みは小さく肩を竦すくめ、竜りゆう一いち郎ろうは背筋を伸ばした。

「いるようだな」

　そんな二人をちらと見下ろすと、ヘルガは無理に作ったように見える不敵な笑みを浮かべ、元げん帥すい杖じようで、こつ、とコンソールを叩たたいた。

　空中投影型のメインスクリーンが現れ、一面の銀世界が唐突に映し出された。どこかの雪山のようだが、場所はわからない。直上からの映像のため、標高なども、これだけでの情報ではわからなかった。それに雲も多い。

「これは、《ヴァルハラ》の下部にある精密偵察カメラからの直接映像だ。つまり《ヴァルハラ》はいま、この映像の真上にいることになる」

　竜一郎にはまだ、ヘルガの意図はわからなかった。《ヨートゥンハイメン》だろうか？　しかし見る限り、爆ばく撃げき痕こんなども見られない。早くも雪に覆おおわれてしまったのだろうか？

　考えている内に、横で夏美が手を上げた。

「ねえ、司令チャン、ここどこ？」

　マッカラン中尉はあからさまに不快そうな顔をして彼女を睨んだが、ヘルガは気にした様子はなかった。もっとも夏美以外がそんな口のきき方をすれば、恐ろしい懲ちよう罰ばつが待っているだろうが。ヘルガはいつもの、仕方のない奴やつめ、という表情をして杖つえで掌てのひらを叩いた。

「アコンカグアだ。標高六九六〇メートルの、南半球で最も高い山──これはその山頂付近のライブ映像だ。一年を通して、融けることのない万年雪と氷河に閉ざされている。ここに面白い物がある。……《ベルザンディ》拡大しろ」

　さっと皆の顔に緊きん張ちようが走った。《ノルン》がまた、命令を拒否するのではないか、という想像が浮かんだのだ。だが──

「《了解しました。拡大します》」

　素直な返答と共に、映像が段階的に拡大され始めた。

　あの特別プログラム終了後、夏美が中心となって不信なファイルの洗い出しと削除というクリーニング作業を徹てつ底ていして行ってはいたが、それでもまだ、実際に命令を下す時には、ひょっとしたら、という気持ちが抜けてはいない。

　メインコンピューターの命令拒否、というのは、それほど衝しよう撃げき的な事件だった。

　現状、《ヴァルハラ》において生せい殺さつ与よ奪だつ権けんを握っているのは、実は人間ではなく、コンピューターだということに多くの人間が気付かされてしまったのだ。だが、それでも自分たちはそれを使うしかないということも、また事実だった。

「見ろ」

　ヘルガの声が辺りに響ひびいて、スクリーン上には鉛色の雲が大映しになっていた。

　だが、何を見ればいいのか？

　階下のざわめきを楽しむように、ヘルガは微笑ほほえんだ。

「このままでは何もわからないか？　確かに分厚い雲しか見えないな。ところで私はすでにこの地点に《メイフライ》を向かわせてある。その映像を見せよう。《ベルザンディ》、映像を切り替えろ」

《メイフライ》とは昆虫のカゲロウの英語名で、基本的に使い捨てで短命なことからそう名付けられた超小型の偵察機のことだ。

　スクリーンの画は、鉛色のうねりから一転、吹雪ふぶきに変わった。ホバリングが安定していないのか、映像はかなり揺れが激しい。長い間見ていると酔いそうだ。それを我慢して、皆はしばらく眺めていたが、一体、司令が何を見せたいのか見当も付かなかった。

　いい加減、目が回り出した頃ころ、竜りゆう一いち郎ろうの目がそれを捉とらえた。

　何かが、きらり、と光ったのだ。

　他ほかのスタッフも気が付いたようだった。全員が、食い入るように目を凝こらす。

　まるでそれを待っていたかのように、映像がさらに拡大された。

　やがて映し出されたのは、

（こんなところに温室……？）

　そう見えた。桟さんには雪が積もっているものの、透過性の高い外がい壁へきの向こうには、亜熱帯性と思われる樹じゆ木もくが生えている。さらによく見れば、ドームの向こう側には対照的に無む味み乾かん燥そうな色合いのビルがあって、その屋上には明らかに軍事用と思おぼしきレーダードームやアンテナが立ち、まるで最さい新しん鋭えい護ご衛えい艦かんの艦橋部分だけを持ってきたかのようだった。

　皆の注目を集めるためか、ヘルガは杖つえで、こん、とコンソールの縁ふちを叩たたいた。

「こいつは《ガルド》総そう帥すい、ロイヤル・アデナウワーの私邸だ。最近までその場所はようとして特定できずにいたのだが、私が入院しいている最中に、長年の探索の努力が身を結び、ようやく突き止めることができた」

　ヘルガは、ちらとカリウスを見て頷うなずいた。

　彼は、ただ静かに頷き返しただけだったが、ここしばらくで一番誇らしげな顔をしている、と竜一郎には見えた。

「奴やつはこの数年、ここから一歩も出ず、あらゆる指示を出してきた。いまもここにいる。──《ベルザンディ》最大望遠」

「《最大望遠にします》」

　揺れながら、映像はドームへと近づいて行き、やがて、おお、と言う声が人々の間から起こった。小さくではあったが、カメラはドームの中、緑の広間の中で揺り籠クレイドルのようなものに納まって体を起こしている、ガウン姿の肉塊のような老人の姿を捉とらえたのだ。補正がかかり、そこからさらに、予測映像としての拡大映像が表示された。

　それは確かに、資料にあるロイヤル・アデナウワーだった。

「奴やつは、ぬくぬくと世界の終末を眺めるつもりで、あのドームを作った。だが、そうはさせるものか。──マッカラン中ちゆう尉い」

「は！」

　竜りゆう一いち郎ろうより一〇は歳としが上の中尉は、ヘルガを振り返って背筋を伸ばした。

「これより、貴様の──いや、ここにいる人々の疑念を晴らして見せよう。私は《ガルド》と決別する！　《ベルザンディ》！　《ミョルニル》発射スタンバイ！」

「ヘルガ司令！」

「司令チャン！」

　竜一郎と夏なつ美みは、ほぼ同時に叫んでいた。だが、他ほかの人々は何のことだかわからず、困惑した表情を浮かべている。

　どこか狂喜めいた微笑ほほえみを浮かべてヘルガは二人を見たが、何も言わなかった。

「《──声紋をヘルガ・アデナウワーと確認。《ミョルニル》、粒子加速開始します》」

「司令！　お祖父じいさんを殺すつもりですか!?　──カリウスさん、やめさせてください！」

「お嬢じよう様さまのお決めになったことです。私はそれに従います」

「そんな！──マッカラン中尉！　司令は潔けつ白ぱくだ！　そうでなかったら、自分たちに《教団》の作戦を話すはずがない！　言い逃れの方法はいくらでもあるんだ！　その証明のために肉親を殺させるなんて間違っている！」
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「ま、待て、私はそんなことを望んだ憶おぼえは──」

「その通りだ」

　うろたえたマッカランの声を遮ったのは、ヘルガだった。

「これは私が決めたことだ。それにひとつ間違っているぞ、中ちゆう尉い。ロイヤル・アデナウワーは祖父ではなく、私の父だ。対外的には祖父ということになっているがな」

「まさか──」

「だが事実だ。私もまた、《ヴァルキュリア》と同じく、《ラグナロク》のためだけにこの世に産み落とされた存在なのだよ。奴やつは《教団》の命令で、私を身み籠ごもるまで母を犯し抜いたのだからな。しかし、私は人形ではない。誰だれがあんな肉塊の思い通りなどになるものか。それを証明するだけのことだ。──マッカラン中尉、よく見ておけよ」

　だが、彼は何も答えなかった。その目にははっきりと動揺があった。

「《発射可能まであと一分です》」

　淡々と告げる《ベルザンディ》の声だけが大きく響ひびき、ヘルガは一同を見回した。

「ここにいるほとんどの者は、《ミョルニル》のことは知らないだろう。こいつは総そう帥すいが《保険》のために秘密裏に《ヴァルハラ》に設置していた強力な粒子ビーム砲だ。雷神トールの武器の名を冠しているように、こいつの威力は半端ではない。あんなドームなど一いち撃げきで消し去ることができる。私はそれを持って、身の潔けつ白ばくとしたい。それでもまだ疑う者があれば申し出よ」

　誰だれも声を出さず、手を挙げる者もいなかった。

　止めることはできない、と竜りゆう一いち郎ろうにも理解できた。同時にヘルガが、厳きびしいことを言いながら《ヴァルキュリア》をかばってくれていた本当の理由がようやくわかったような気がした。そう──思えば、ヘルガは常に、彼女たちの安全を優ゆう先せんしてくれていた。無論、様々な状況を利用してきた面はあるが、人らしい生活の環かん境きようを確保し、人権を認めさせ、作戦においても、Ｇ・Ｏジーオーに対抗する唯一の武器であるという理由で、時に冷れい徹てつに人間の方を切り捨てようとしたこともあった。

　彼女は、いつだって《ヴァルキュリア》を救おうとしていたのだ──彼女なりのやり方で。（確かにロイヤル・アデナウワーを憎んではいるんだろう……でも、司令は業ごうを背負うつもりなのかもしれない）

　竜一郎には、そう思えた。

　この先、説得に応じればレインたちは、自分たちの産み落とした子供と戦うことになる。その果てに死が待ちうけている可能性は高い。このことには、まずは自分が行動をして見せるという意味があるのかもしれない、と竜一郎には思えた。

　無論、状況はまったく違う。

　それでも、親殺し、という刻印は、彼女に深く刻まれて、消えることはないはずだ。

「《司令、《ミョルニル》即時発射可能です。目標の入力をどうぞ》」

「《メイフライ》のデータをアップしろ。目標はロイヤル・アデナウワー私邸──エメラルド・ドームだ」

「《了解。何時いつでも発射命令をどうぞ》」

　ヘルガはもう一度、皆を見回した。どの顔にも、とまどいがあった。それを見やりながら、彼女は判決を下すが如ごとく言った。

「……見るがいい、これが私の決意──私の裁きの槌つちだ！」




「おお、これが夜明けの輝かがやき……」

　ロイヤル・アデナウワーは椅い子すに横になり、晴れた空を見上げ、涙していた。

　かつて、人間には魂などなく、死ねばただ腐り、消滅するしかないと心に刻まれた呪のろいは、いまや完全に消えていた。

　信じられる──来世を。

　この輝きに身を委ねれば、永遠の繁はん栄えいの待つ世界へ逝くことができるのだ。

　そこに、もはや恐怖はないだろう。

　ロイヤルは、ガウンに包まれた腕をゆっくりと上げた。袖そでがずるりと落ちて、汚く斑まだらになった肌が露あらわになる。

　いつのまにか、ライアーの姿は消えていたが、気にもならなかった。

　やがて涙も乾き、あとには白い塩の跡が残った。

　老人は体を震ふるわせ、光を摑つかむように、さらに手を伸ばした──その時。

　ぼっ、と音を立て、ガウンが燃え上がった。

「ごっ！」

　ロイヤルは驚おどろいて声を上げた。そうして、濁にごった瞳ひとみで呆ぼう然ぜんと炎を見つめた。

　炎はそれ自体生きているかのように、蠢うごめくように広がっていく。

　──ギャーッ！

　そんな奇声が聞こえて、動かぬ頭を無む理り矢や理りに回すと、視線の先で、鮮あざやかな原色の鳥が炎に包まれて落ちるところだった。

　哀れなその鳥は茂みに突っ込むと、しばらく翼つばさをばたつかせていたが、すぐに動かなくなった。炎を纏まとった羽根が散り、周囲の草や葉に燃え移る。

　これは……どういうことだ？　何故なぜ、燃える？

　じわり、と汗が湧わいた。

　こんなことは予測していなかった。もっと穏おだやかに優やさしく、新世界へ移行できるはずだと思っていた。

　無数の針で刺されるような痛みを感じて、ロイヤルはうろたえた。

　違う！　こんな最期は望んでいない！

　周囲に炎の蝶ちようが飛び、棕しゆ櫚ろの木が燃え上がった。ドーム全体が発光しているかのごとく強い輝かがやきを発している。

　嫌な臭においがして、気が付けば僅わずかに残っていた白髪が燃えていた。皮ひ膚ふが熱で膨ふくれ、それが弾はじけて体液を飛び散らせた。

「あづい！　あづい！」

　ロイヤルは叫び、ほとんど動かぬ体をばたつかせた。ぶすぶすと焦げていく手で、護ご衛えいの人間を呼ぶためのボタンをまさぐったが、プラスチック製のそれは融けて動かなかった。

　老人はようやく、これが新世界の曙しよ光こうなどではないことを悟った。

　これは──衛えい星せい軌道上からの粒子ビームの輝きだ！

　そして、そんな威力を持つビーム砲は、この世でただひとつしかなかった。

「べるがあーっ!!」

　蒸発し、干し葡ぶ萄どうをおもわせる姿に縮ちぢみ上がった眼球の残った眼孔を開き、渇いた舌と喉のどで、ロイヤル・アデナウワーは呪のろうように、娘の名を叫んだ。

　それが最期の言葉となった。

　直後、アコンカグアの山頂に近い場所に光の柱が出現し、ドームは爆ばく発はつすることもなく、ほぼ一いつ瞬しゆんにして溶解した。

　あとにはただ、周りの雪と氷が融けてできた、巨大な湖が残った。




「《エメラルド・ドームの消滅を確認。《ミョルニル》、冷却に入ります。次の発射には、二五分のインターバルが必要です》」

　淡々と《ベルザンディ》は告げた。

　スクリーンには、ぽっかりと大地に穿うがたれた穴に周囲から、どうどうと融けた古き水が流れ込む様子が映し出されていた。

　それを見上げながら、誰だれも口をきかなかった。

　かつ、とヘルガは元げん帥すい杖じようでコンソールの縁ふちを叩たたいた。

「《ガルド》総帥、ロイヤル・アデナウワーは、光の中で死んだ。これでも、まだ私を疑うものはいるか？」

《ビフレスト》は沈ちん黙もくした。

　他ほかに、どうすることができただろう。竜りゆう一いち郎ろうは、制服の胸に当てていた拳こぶしに、強く力を入れた。夏なつ美みは気遣わしげにヘルガを見上げている。一二歳の少女の唇が微かすかに震ふるえていることに、一体どれくらいの人間が気付いただろう。

「マッカラン中尉、どうだ？　私は、おまえの問いに答えられたか？」

　彼は答えられず、目を泳がせた。明らかに、ヘルガの苛か烈れつな行動に戸惑っている様子だった。他ほかのスタッフも同様だ。

（まずい）

　竜りゆう一いち郎ろうは振り返って、カッ、と踵かかとを打ち合わせると、敬礼した──大おお仰ぎように。

「司令のお心、確かに見せていただきました！」

　朗々と彼の声が《ビフレスト》に響ひびき、誰だれもが自分を見るのがわかった。

「この未み曾ぞ有うの危機を乗り切るため、これよりはいっそう司令の下もとで、粉骨砕身、任務に励みます！……そうですねマッカラン中ちゆう尉い」

　竜一郎は、否いなとは言わせぬぞ、との思いを込めて、彼を睨にらむようにした。

　中尉はわずかな逡しゆん巡じゆんを見せたが、やがて竜一郎と同じようにヘルガに対して敬礼をした。

「申し訳ございませんでした、司令！　どのような処分も、甘んじて受けるつもりでおります！」

　ざわめきは静まっていき、班長たちは次々と彼に倣ならって敬礼した。

　それを見下ろし、ヘルガはおさげを揺らして、淡く微笑ほほえんだ。

「中尉を罰するつもりはない。私も、おまえたちを信じ切れずにいたのだからな。……だが、これからは違うぞ」

　ヘルガは、杖つえを頼りに立ち上がった。支えようとしたカリウスの手を押し返し、自分の足で立ち、部下たち一人一人の目を見るようにして、ゆっくりとフロア全体を見回した。

「いずれ《ロキ》は動く！《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は、総力を上げてこれに立ち向かう！　地上にいる肉親を思え！　友を思え！　彼らを守れるのは我々しかいない！　地球に生き残るのが、人類か！　奴やつか！──決戦だ！」

　ヘルガは、鼓舞するように元げん帥すい杖じようを振り上げた。

「おお！」

　と竜りゆう一いち郎ろうは腹の底から声を上げた。倣ならうように、マッカランが、そしてスタッフたちが続いた。熱が、伝染をするように広がっていく。

（何とか乗り切ったか……まったく、冷や汗ものだ……）

　繰くり返し声を上げながら、竜一郎は司令官席を見上げた。ヘルガは傷が痛むのか、広いおでこに汗を浮かべ、目を閉じている。だが、方法はともかく彼女は決意を示した。次は自分が腹を括くくる番だ。

　竜一郎は、一人、踵きびすを返して人々の間を歩きだした。向かうは《ヨトゥンヘイム》──真しん珠じゆたちの、《ヴァルキュリア》の住居。













　　　　　Ⅳ．悪夢の目覚め







「あ、隊長さん」

　セントラル・エレベーターのドアが開き、サロンヘを出た竜りゆう一いち郎ろうの頭に、真しん珠じゆの声がそう降って、彼は顔を上げた。

　ソファーを立った、身長一六メートルの少女が早足で近づいて来る。

　真珠は今日きようはエメラルドグリーンのノースリーブのワンピース姿だった。戦せん闘とう待機中ではないので、私服が許されている。

　すぐ後ろを、『不ふ思し議ぎの国のアリス』のアリスのようなドレス姿で、エナメルの靴をパタパタといわせながら、ミルキィがついて来る。彼女は竜一郎を摑つかみ上げると、持っていた三メートルの兎うさぎのぬいぐるみと一緒に、胸に抱いた。

　逆らわず、好きにさせてやりながら、竜一郎は、さっきよりは顔が近くなった真珠を向いた。彼女の大きな瞳ひとみの下には隈くまができている。

「レインたちは？」

「さっき見たら、まだ眠ってました。でも、顔色はずいぶんと良くなったし、傷もほとんど目立ちません」

「良かった。女の子だからな。残ったら気にするかもしれない」

　そう言うと、真しん珠じゆは嬉うれしそうに目を細めた。その表情は、とてもやわらかく、綺き麗れいで、それでいて疲れのせいか、どこか憂うれいを含んでいて、竜りゆう一いち郎ろうはドキリとさせられた。

「隊長さんは、そんな風に気にしてくれるんですね。姉ねえさんたちが聞いたら喜びます」

「ど、どうかな」

　小さく咳せき払ばらいをして、竜一郎は目を泳がせた。

「え……？」

「彼女たちは、俺おれを恨むかもしれない。《ロキ》から引き離した、と」

「そんな！　だって、姉さんたちを捨てたのは、あいつじゃないですか！」

「そう思わせようとしている、と考えるかもしれない。誰だれかに恋をするというのは、相手を何より信じることらしい。信じられなくなったら、それが恋の終わりなんだそうだ。──心理カウンセラーはそう言っていた。そしておそらく、彼女たちはまだ《ロキ》を信じている」

　竜一郎はミルキィの胸で大きく深呼吸をした。

「──彼女たちは、自分たちに何が起きたのかを知らない。それに、君たちもだ」

「あたしたち、も……？」

「そうだ。俺おれは、君たち全員に隠していたことがある。正直、いまでも伝えなくて済むのであれば、そうしたい、と思う。──だが、レインたちは、俺や君たちがどんなに言葉を重ねても納得はしないだろう。無む理り矢や理り連れ戻された、と思うだろう」

「一体……」

　不安げに眉まゆを顰ひそめた真珠から目を逸そらすように、竜一郎は腕の時計を見た。

「レインたちの薬くすりが切れるまで、約三時間か。……そうだな、二人には、先に話しておくとしよう──事実を」




　遠くで、誰だれかが木を叩たたいている──コツコツ、と。

（うるさいな……）

　ルビーは眉を顰め、耳を塞ふさごうとしたが、何故なぜか腕は動かなかった。おや、と思い、首を巡めぐらせると、両腕は真っ黒い蔦つたに絡め捕られて、頭の上でひとつに括くくられているのだった。

（何だよ、これ）

　体を返そうと腰を捻ねじると、再び叶かなわないことがわかった。ピリッとした痛みが内うち腿ももに走って、見れば、何故か全裸で、両足も蔦に絡め捕られていた。太腿がふくらはぎにぴったりと付くように括られて、その上、恥ずかしいまでに大きく股またを広げさせられていた。

　わけがわからずに、じわり、と褐かつ色しよくの肌に汗が浮く。

　コツコツ、という音は続いている。

　ルビーは何とか逃れようと右に左に体を捩よじった。だが、蔦つたはびくともせず、虚むなしく、大きな褐かつ色しよくの胸が、ゆさり、ゆさり、と揺れるだけだった。

　その時、奇妙な声が聞こえた。

　──グルルル

　低く、喉のどを鳴らすような音。本能的に危険を感じて、ルビーは動くのをやめた。

（何だ……？）

　目だけで素早く辺りを見回す。だが見えるのは、真っ黒な闇やみばかり。と──

　開かされた足の間に、ぽっ、と点ともった二つの赤い光を見つけた。左右対称で、鋭するどく切れ上がっている。

（瞳ひとみ……？）

　そう思えた。何か、得え体たいの知れないモノの目だ。

　──グルルル

　もう一度、唸うなりが聞こえて、今度は、はっきりと出所がわかった──こいつだ！

　途と端たん、闇がぱっくりと口を開けた。真っ赤な舌がぬらぬらと蠢うごめき、唾だ液えきは炎を纏まとっていた。それが股こ間かんに滴したたり落ち、パッと炎を散らして肌を焼き、ルビーは声を出しそうになるのを、すんでのところで飲み込んだ。

　闇が細い前足を上げ、ひた、と腹の上にのしかかってくる。自分の肌の上に、影絵のように浮かんでようやく、それが何か巨大な獣けものだとわかった。鼻先が肌に近づいて、ふんふんと腹部に縦たてに走る凹へこみに沿って臭においをかぎながら上ってくる。

　ルビーは、息を殺すしかなかった。声を上げたらその途端、食い殺される──そんな予感があった。

　胸に行き当たると、獣は、濡ぬれた鼻先でふくらみを何度も押すようにしていたが、やがて、口を開けた。それはまるで笑ったかのようにも見えた。

　炎に包まれた舌が伸びてきて、べろり、と胸を、その先端を、嘗なめた。

　じゅっ、と肌を焼かれる痛みに、ルビーは唇を嚙かみ、動かぬ体を仰のけ反らせた。

　──姉ねえさんっ!!

　聞き覚えのある声と共に、頰ほおに強い痛みを感じたと思った途端、獣は闇と共に去っていた。

　代わりに、自分に覆おおい被かぶさるようにしているのは、

「し、んじゅ……？」

　間違いない。それは遺い伝でん上の妹の、真珠だった。彼女は体を起こすと、ベッドに横座りになって、こっちを見下ろした。

「様子を見に来たら、すごくうなされてるんだもの。思わずほっぺた叩たたいちゃったけど……大丈夫？」

「あ、ああ……」

　では、夢だったのだ。ため息をついて、汗を拭ぬぐおうと、ルビーは手を挙げた。途と端たん、びくっとして、彼女は腕を止めた。手首に、うっすらとではあるが生々しい傷の跡がある。それは、拘束されていた、その箇所に違いなかった。慌てて起き上がり、貫頭衣の裾すそを捲まくって、足を見た。すると、腿ももや足首にも、同様の傷があった。

（待てよ？　どうして真しん珠じゆがいるんだ？　それにここは──）

　ルビーは素早く辺りを見回した。

（オレの部屋じゃないか!?　一体、何がどうなってるんだ!?　オレたちは確か《ヴァルハラ》を脱走して、あいつのところへ行ったはずだ。それから……）

《ロキ》に抱かれた時のことを思い出して、ルビーの頰ほおは赤くなった。

（そうだ。オレたちは、あいつに愛されて、それで……くそっ、思い出せねえ。頭の中に靄もやがかかっているみたいだ）

「ルビー姉ねえさん、大丈夫？」

　心配そうに伸ばされた真珠の手を、しかし、ルビーは払った。

「姉さん……」

「何がどうなってるかはわかんねえけど、俺おれたちを無む理り矢や理り連れ戻したんだな？　それでおかしな薬くすりを使ったんだろう!?　だから、記き憶おくが曖あい昧まいなんだ！　ちきしょう、汚い人間どもめ！」

　途端、頰がパシッと鳴った。

　驚おどろいて振り向けば、真珠が目に涙をためて、唇を嚙かんでいた。その瞳ひとみには、はっきりとした怒りが燃えていた。

「し、真珠……？」

「……いくら姉さんだって、隊長さんのことを、そんな風に言うのは許さないわ。あの人が、命懸がけで助け出さなかったら、姉さんたちは今いま頃ごろ、爆ばく弾だんに焼かれて、骨も残らなかったんだから。──来て」

　真珠はルビーの手を摑つかむと、無理矢理立たせて引っ張った。

　足の裏に床が冷たい。スリッパも履はかせてはもらえなかった。

　歩くとまだ足元がおぼつかなかったが、お構いなしだった。逆らう気持ちにならなかったのは、薬がまだ残っているせいばかりではあるまい。さっきの真珠はまるで別人みたいだった。

　手を引かれて進む廊下は、ここを離れたのがまるで昨日きのうのように、違和感がない。これも薬のせいなのだろうか？

　向かっているのはサロンらしかった。見慣れた角が近づいてくる。そこを折れると──

「レイン……晶あきら……」

　二人が、自分と同じクリーム色の貫頭衣姿で、ソファーに座って暗い目を向けてきた。

　その様子はまるで、映画で見た、連行されてきた囚人か、捕ほ虜りよだった。

　彼女たちの対面、大きなモニターの前には浮遊台フロートスタンドに乗った竜りゆう一いち郎ろうが腕組みをして、難しい顔で立っていた。

　思わず、ルビーは目を逸そらしてしまっていた。決意して《ヴァルハラ》を出て行ったのに、何故なぜか胸の中で後ろめたさが渦を巻いた。

　彼のすぐ横にはミルキィが立っていて、竜一郎が頷うなずくと、末妹は小走りにソファーに駆け寄って一番端に座った。どうしてか彼女は、ぬいぐるみを持ってはいなかった。

「姉ねえさんも」

　真しん珠じゆに言われ、ルビーは素直にレインと晶あきらの間に座った。二人とも自分と同じく、一体何がどうなっているのか、わからないといった顔をしていた。ミルキィと反対側の端には、真珠が腰を下ろす。

　竜一郎はそれを待ってから、大きくひとつ深呼吸をした。

「……さて。レイン、ルビー、晶君、君たちは自分が何故ここにいるのか、わからないことと思う。そして、俺おれがいくら言葉を重ねたところで、おそらく信じないだろう。ゆえに、俺は君たちに、この半月に起きた出来事を映像として見せよう。話はそれからだ」

　彼は、ポケットからリモコンを取り出すと、ボタンを押した。映像が、スクリーンセイバーから切り替わる。

「……これが、事実だ」

　手を後ろに組み、竜一郎はそう呟つぶやいた。




　──やがてサロンに、少女たちの裂くような悲鳴が響ひびき渡った。




　ぐったりとなった姉たちに、真珠は冷えた水の入ったコップを渡した。

　三人はそれを奪うようにすると、喉のどを鳴らして、それを飲のみ干した。足元には彼女たちの吐いた胃液が滴したたっている。辺りにはつんとした臭気が立ち込めていた。

　真珠とミルキィは、一足先に説明を受けていたが、だからといって慣れるというものではない。レインたちを見つめる、二人の顔は青白かった。

「……噓うそだ」

　やがて、搾しぼり出すように呟いたルビーの第一声はそれだった。

「あいつがオレたちを捨てたなんて、噓だ！　だって！　だって、あいつはオレたちを好きだって、愛してるって言ったんだぞ！　キスもしてくれた！　抱きしめて、裸の胸にキスもしてくれたんだ！　それなのに、オレたちを捨てたっていうのか!?　噓だ！」

　ルビーはコップを投げ付け、それは竜一郎を掠かすめて後ろの壁かべに当たって砕けた。

　破片が、さっくりと彼の頰ほおを切り、血が流れた。

　拭ぬぐうこともせず、竜一郎はただルビーを見つめた。ここで殺されるというなら、それも仕方ない──そう、思い決めて事実を話したのだ。

「それに！　オレたちが、あんなものを産んだなんて、そいつも噓うそだ！」

　ルビーはモニターを指差し、泣きそうな表情になった。

「なあ、隊長……こいつは《ヴァルハラ》で作ったんだろ？　そうなんだろ？　だって、犬だぜ？　そんなものが生まれてくるはずないじゃんか。そうだろ？」

　竜りゆう一いち郎ろうは黙もくして答えなかった。

「そうに決まってる！　だって、憶おぼえていないんだぞ！　あんなの何にも憶えてない！　あんたたちが記き憶おくを消したんだろ!?　それなのに、何だってこんなものを見せるんだ！　ちきしょう！　卑ひ怯きようだぞ！　オレたちをあいつのところへ帰してくれよ！　帰せよ！」

　ルビーは空になった腕を振りかざして、竜一郎に襲おそいかかった。

　だが、それは簡単に真しん珠じゆによって止められてしまった。普ふ段だんの彼女なら、楽に跳ねつけていたかもしれないが、いまのルビーは隙すきだらけだった。

「ルビー姉ねえさん！　これだけは言えるわ！　少なくとも《ロキ》が、怪け我がをして死にかけていた姉さんたちを見捨てて、いなくなったのは本当よ！　だって、あたしとミルキィが姉さんたちの拘束を解いたんだもの！」

「噓だ！　きっとあんたがあいつを追い払ったんだ！」

　指が、髪先を掠かすめる。それでも竜一郎は動かず、じっとルビーを見つめていた。

「噓なんかじゃないわ！　あたしたちは、《ロキ》がいなくなってから出しゆつ撃げきしたんだもの！　人間が姉さんたちを攻撃する前に助けるために！　見たでしょう!?　隊長さんは、あたしたちを無事に宇宙に逃がすために、危うく死にかけたのよ！　あたしとミルキィが《クレイドル》の中で、どんな思いでそれを見ていたと思うの!?　それを噓だなんて言うことだけは、あたし、許さない！」

「噓だ……そんなの噓だ……うう……うわーっ！」

　ルビーは、まるで赤ん坊のように泣きじゃくった。

「Ｎｏ……ワタシ、信じナイ……Ｎｏ……Ｎｏ……Ｎｏ……」

　首を振り、レインは体を丸めた。背中が震ふるえ、彼女は声を殺すようにして泣いた。

　晶あきらは瞬まばたきもせずに、ただ虚こ空くうを睨にらんでいる。そうして無言で、見開いた瞳ひとみから、ぼろぼろと涙を流していた。

　口の奥で、バキッと音がして、竜一郎は舌に鉄の味が広がるのを感じた。強く嚙かみしめ過ぎて、奥歯が割れたらしい。口の端から流れた血を、気付かれないように手の甲で拭ぬぐい、泣いている少女たちを見つめた。

（許せん……）

　嫉しつ妬ととかそういう自分の感情の都合ではなく、純粋に怒りが湧わいた。

　こんな風にレインたちを泣かせたことが、許せなかった。彼女たちが、こんなひどい目にあっていいはずがない。

　できれば、このまま落ち着くのを待ってやりたかった。心に傷が残らないように、ゆっくりと何が起こったのかを理解させてやりたかった。

　だが、状況がそれを許さない──そのことを竜りゆう一いち郎ろうは悔しく思った。

　いつ《ロキ》が魔ま物ものたちを率いて現れるかわからないのだ。

　そのとき《ヴァルキュリア》が出しゆつ撃げきしなければ、今度こそ人類は、この娘たちを許さないだろう。それは地上の人間ばかりではない。いまは、彼女たちが戦うという前提で《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は団結している。拒否すれば、どういう行動に出るかわからない。それはヘルガにも止められないだろう。

　竜一郎は口の中に溜たまった血を飲み込んだ。

「……君たちがこの世に生を受けた、その本当の目的……それは、先ほど映像を見ながら聞かせた通りだ」

　びくっと、レインの背中が大きく震ふるえた。

「君たちは《魔物》を産むための器うつわとして誕たん生じようし、育てられた。《ＵＮＣＯＶ》での作戦は、魔物により力を与えるため、そして君たちが戦士として成長するための訓練であり、同時に《ロキ》の進化を早め、より強きよう靭じんな個体を得るためのものだった」

　竜一郎は、微かすかにうつむいた。

「そう……全すべては、最初から仕組まれていたことだった。ヘルガ司令にしても同じだ。彼女は先刻、自分もまた《ラグナロク》のためにこの世に生を受けたと、君たちと同じだと皆に告白した。彼女は両親が愛し合い、生まれた子供じゃない。《教団》の命令で、ロイヤル・アデナウワーが、彼女の母親となる女性を無む理り矢や理り、妊娠するまで犯し抜いた、その結果だった」

「司令が……」

　ポツリ、と真しん珠じゆが呟つぶやいた。彼女はもう、ルビーを押さえてはいなかった。その肩を抱くようにして、竜一郎を見つめていた。

「そうだ。目的までは話されなかったが、《ＵＮＣＯＶ》の司令長官になること……そのために、司令は生まれたのかもしれない。しかし、司令は言いなりにはならなかった！　反抗の思いを深く胸に秘めて、一二年を生きてきた！　なぜなら、どんな目的があって生まれてこようと、生まれたその時から人生は、誰だれのものでもない、その子供のものだからだ！」

　顔を上げ、竜一郎は拳こぶしを強く強く握った。

「狂信者どもが！　《ガルド》が！　どんな目的を持って君たちをこの世に誕生させたのだとしても！　君たちの人生は、君たちのものだ！──だから、君たちがどのような選択をしようと、俺おれは責めない。《ロキ》や魔物、それにドミトルヴュナと戦うか──それとも、人類と戦うか。それは、君たち次第だ。どのみち、生は戦いの中で摑つかみ取るしかない。程度の差はあれ、俺はそう思う」

　竜りゆう一いち郎ろうは手を開いた。力を入れすぎて爪つめが掌てのひらを破って、血が出ていた。

　ルビーを置いて真しん珠じゆが立ち上がり、傍そばに来ると彼の腕をつまむようにして、その舌で血を嘗なめてくれた。

「……ありがとう」

　真珠は小さく首を振ると、腕を取ったまま、竜一郎を見つめた。

「……あたしは《ロキ》と戦います。姉ねえさんたちがどうであれ、あたしはそうします。──あたしがそうしたいから。あたしが、あいつを許せないから」

「ミ、ミルキィも！」

　すくっと立ち上がった一番年の下の少女は、しかし、いつもよりも大人おとなびて見えた。

「ミルキィも戦う！　《ロキ》と一緒に生きて行きたくなんかない！　ミルキィはこれからも隊長さんと一緒にいたい！　だから、隊長さんと一緒に戦う！」

　竜一郎は、大きく頷うなずいた。事前に示し合わせていたわけではない。彼女たちにも、状況と事実しか、説明はしていなかった。

　浮遊台フロートスタンドの上から、竜一郎はレインたちを見た。

　彼女たちは泣き止やみつつあったが、誰だれ一人、竜一郎をまともに見ようとはしなかった。

　だが、その瞳ひとみには、明らかに動揺と迷いがあった。

「……今すぐに決められないなら、それでもいい。いずれ《ロキ》が現れたとき、どうするか聞かせてくれ」

　言って、竜一郎は浮遊台を降下させた。真珠の指が離れる。着地し、降りると浮遊台は自動的に格納庫へ帰っていく。サロンを横切るようにして、セントラル・エレベーターの前まで行き、ボタンを押した。

　カーゴは待っていたのか、すぐにドアは開いた。

　乗り込むと、竜一郎は振り返った。真珠と目が合い、彼女は微かすかに頷うなずいて見せた。レインたちのことは、彼女に任せても大丈夫だ、と無条件に信じられた。

　階上の医い療りようセンターがある階のボタンを竜一郎は押した──気になることがあったのだ。そろそろ、レインたちの体に異変がないかどうかの最終的な検査結果も出ているはずだった。

　静かにドアは閉まり、カーゴは竜一郎を一人、運ぶために動き出した。




　竜一郎を見送った真珠は、立ち上がると姉たちを向いた。

　そうしてソファーに近づくと、まだ床に伏せたままのルビーの腕を取った。彼女はもう、泣いてはいなかったが、まだ、混乱しているのは明らかだった。

　立ち上がらせると、すっと顔を、彼女の綺き麗れいな褐かつ色しよくの首筋に寄せて鼻を動かし、ぼおっとした瞳ひとみで怪け訝げんそうな顔をした姉に、

「ルビー姉さん、ちょっと汗臭いよ？　ま、二日ベッドで寝てたんだから仕方ないけど。──ほら、レイン姉ねえさんも、晶あきらも立って」

　と言った。真しん珠じゆがレインの手を引き、ミルキィが晶の腰を支えるようにして、ソファーから二人を立たせる。

「皆でシャワー浴びよ？　熱いお湯を頭からかぶれば、少しは気持ちも落ち着くよ？」

「行こう、お姉ちゃんたち」

　ミルキィに腕を引かれることに、晶は逆らわなかった。真珠もレインとルビーの背中を押すようにしてサロンを出ると、軽く湾曲した廊下を皆で進んだ。その先にあるシャワールームには、完全個室のカプセル型と、戦闘航宙訓練艦バトルトレーニングシツプ『霧む忍にん』のそれのように大人数で一遍に使えるタイプの二種類がある。真珠たちはその内の、大浴場タイプのシャワールームに姉たちを押し込むと、自分たちも中に入って彼女たちの着ていた貫頭衣を脱がせた。

　そのときになって気が付いたのだが、レインたちは下に何も着けていなかった。姉とは言え、人の裸をまともに見るのは何となく気恥ずかしかったが、そんなことは言っていられない。

　貫頭衣を洗せん濯たく籠かごに放り込むと、真珠はミルキィと頷うなずきあって、自分たちも服を脱いだ。真珠はワンピースだから脱ぐのも早かったが、ミルキィは、着るときも真珠に手伝ってもらったほど重ね着をした、ドレスだったので、脱ぐのにも手間取っていた。

　真珠はブラとショーツと言う格好で彼女を手伝おうとしたが、ミルキィは首を振った。

「ミル──わたし、自分でできる」

　瞳ひとみに宿った強い意志の光に、真珠は頷くと、自分のブラを外し、ショーツを足から脱いでこれは別の洗濯籠に入れた。

「先に入ってるよ？」

「うん」

　ペチコートを脱ぐのに悪戦苦く闘とうしているミルキィを脱衣所に残して、真珠は裸の姉たちをシャワールームに押し込むと、一人一人、シャワーヘッドの下に壁かべを向いて立たせた。お湯の設定を四二度にして、ひとつずつ蛇口を捻ひねってやる。すぐに、お湯がヘッドの無数の穴から、糸のように噴ふん出しゆつして姉たちの頭にもろにかかった。

　姉たちは、冷えた体に熱めのお湯の不意打ちを食らって体をびくっとさせた。

　真珠は、手に芳香性のオイルをたっぷりととって擦こすり合わせると、まずはレインの後ろに立って、お湯を出したまま肩に手を置いた、ゆっくりとマッサージをするように、首筋、そして背中へと動かしていく。掌てのひらに骨が当たる。《ヘル》に吸い取られてしまったのか、ずいぶんと瘦やせていた。

「大変だったね、姉さん」

　真珠は呟つぶやくように言った。──が、気持ちはわかる、とは言えなかった。

　真珠たちも、姉たちより一足先にあの録画映像を見せられ、《ラグナロク》に関する話を聞いた時は、パニックになりそうになった。だが、二人は《ロキ》を信じてはいなかった。それゆえ、彼が裏切ったという事実、姉たちが神話で伝えられていた通りの魔ま物ものを産んだという事実から、竜りゆう一いち郎ろうの話は信じられた。

　信じられてしまったがゆえに、自分たちの存在意義自体が揺らいだが、それは姉たちにも言った彼の言葉──自分の人生は自分のもの──という言葉に救われた。

　特にミルキィは少し変わったように思う。

　自動ドアを開けて入って来、オイルを手にとって、ほとんどぶつかるように晶あきらの肩に手を伸ばした妹を見て、真しん珠じゆはその思いを新たにした。ぬいぐるみを手放したのがその表れのような気がする。

　掌てのひらに微かすかな震ふるえを感じて、振り向くとレインはまた泣いているようだった。涙はシャワーに混じって見えない。

　真珠は片手を伸ばして、ルビーを引き寄せるようにして並ばせて、二人の背中を同時に撫なでた。レインとルビーは、悲しみを共有するかのように、肩を寄せ、互いの額ひたいを、こつん、と付けた。

「わ、ア、アキラお姉ねえちゃん？」

　ちら、と見ると晶はしゃがみこむようにして、ミルキィにしがみついていた。いつもは逆の立場に、彼女は目を白黒させていたが、やがて濡ぬれた頭を撫でて、それからおさげを解き始めた。外し忘れた眼め鏡がねのレンズで、お湯がはじけている。

「でもね、姉さんたちも大変だったと思うけど、隊長さんだって、大変だったんだよ？　姉さんたち知らないでしょ？　シュナイダー少尉が死んじゃったってこと？」

　びくっ、と二人の肩が震えて、背中で「えっ!?」というミルキィの声が聞こえた。

「シンジュお姉ちゃん、ほ、ほんと……？」

「うん……理由は教えてもらえなかったけど、ニル・ライアーという人に殺された、って隊長さん、言ってた」

「それって……いつ？」

　晶のおさげを持ったまま、ミルキィは訊きいた。

「少なくても、姉さんたちが出て行く前。あたしが聞いたのは、ドミトルヴュナ姉さんが《ヴァルハラ》を襲おそったそのあとよ。……ごめんね、黙だまってて。でも、あたしから言うのは違う気がしたし、隊長さんは、そんな時でも、あたしたちのことを心配してくれてたから。あたしに喋しやべったのは、はずみだと思ったし」

　誰だれも、何も言わなかった。真珠は二人の背中をさすり続けた。それを見て、ミルキィも思い出したように残ったおさげを解いた。

「隊長さんは、そんな状況の中でも、姉さんたちを命がけで助けに行った。……姉さん、言ったよね？　これからは自分のために戦う、って。それって、隊長さんが言っていた、生は戦いの中で勝ち取るしかないっていうのと同じことだよね？　だったらあとは、誰と戦うのか──それだけだよね？」

　掌てのひらの下で二人の体が強こわ張ばるのがわかった。

「あたしは隊長さんを信じて《ロキ》と戦うわ。魔ま物ものたちとも。それに、あくまで《ロキ》の味方をするなら、ドミトルヴュナ姉ねえさんとだって戦う。──だって、やっぱりあたし、隊長さんが好きだもの」

　肩越しに振り返ると、ミルキィも大きく頷うなずいていた。

「隊長さんが、あたしを好きになってくれるかどうかはいいの。あたしが隊長さんを好きで、隊長さんを信じられるから戦うの。だから……姉さんたちが《ロキ》を好きで、《ロキ》をまだ信じられるなら《ヴァルハラ》を出て、あいつのところに行くのもいいと思う。あたしたちは姉妹だけど、人生は一人一人違うもの」

　真しん珠じゆはもう一度姉たちの方を向くと、背中からそっと二人を抱きしめた。ミルキィも晶あきらに同じようにする。

「でも、その時は敵同士だね。……だけど、好きよ、姉さんたち」

「ミル──わたしも」

　蒸気で煙るシャワールームで、レイン、ルビー、晶の三人は、何も答えず、ただ妹の肌の温もりを感じながら、何かを考え込むかのように、じっとシャワーに打たれ続けていた。
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　医い療りようセンターの一室に案内されたとき、部屋の中にはすでに、ドクター東あずまと、イングマン主任の二人が揃そろっていた。

「早いですね、お二人とも」

　相談がある、と二人に集まってくれるように連絡をしたのはセントラル・エレベーターの中からだ。まだ一〇分と経たっていない。

「早いも何も、ここは私のオフィスですよ、中ちゆう尉い？」

　白衣姿の東は、そう言って片方の眉まゆを大おお仰ぎように上げた。その仕し草ぐさは、つまらないことを、と言っているようだった。

「私の方も同じ階にあるのでね」

　と言ったのは、こちらも白衣姿のイングマンだった。

　二人は低いテーブルの左右に置かれたソファーに分かれて座っていた。こういう並ばれ方をすると、どちらに座っていいものか悩む。

「どうぞ？　中尉」

　見透かしたかのように、少し濃こい目の口紅を刷はいた口元に微笑を浮かべ、東が自分の隣となりを竜りゆう一いち郎ろうに勧めた。断る理由もないので、失礼します、といって腰を下ろすと、微かすかに消毒液の香りがした。

　その時ドアが開いて、コーヒーの入ったカップをトレーに載せた男性が現れ、どうぞ、と三人の前にそれを置いた。淹いれ立ての素す晴ばらしい香りが辺りに広がる。

「ありがとう、金キム君」

　金、という名であるらしい若者は、照れたように微笑ほほえんで軽く会釈をすると、邪じや魔まをしないように気を遣ってか、そそくさと出て行った。

「恋人ですかな？」

　楽しげに背中を見送っていた東に、イングマンがそう訊きいた。彼女は、さあどうかしら、と口元の笑みを消さぬままに言って、コーヒーを一口飲んだ。カップには、薔薇ばらの花びらのような唇の跡が残った。

　イングマンは、こちらは含みのある笑みを浮かべて、彼女と同じ様にコーヒーを飲んだ。だが、カップをソーサーに戻して、竜一郎を振り向いた時には、いつもの落ち着き払った表情に戻っていた。

「……それで、中尉？　急にどうしました？」

「あ、はい」

　口をつける前に問われて、竜りゆう一いち郎ろうは慌ててカップを置いた。

「その、いま《ヴァルキュリア》たちと話をしてきたんですが、それについて、少しご意見をお伺いしたくて」

　東はちら、と壁かべの時計を見た。

「《Ｖ─01》から《Ｖ─03》の《ヴァルキュリア》のことですね？　もう麻酔から覚めている時間だわ」

「ええ、そうでなんですが……あの、すいません、彼女たちを番号で呼ぶのは──」

「ああ、そうでしたね。うっかりしていたわ」

　そうは言ったものの、ドクターに悪びれた様子はなかった。

「それで、彼女たちが何か？」

「ええ。自分がお尋ねしたいのは、彼女たちが、自分の産んだ魔ま物ものに対してどのような感情を抱いているのか、ということなんです」

「好きか、嫌いか、ということですか？」

「いえ、そうではなく……なんて言えばいいのかな……つまり、母親としての自覚があるか、ということなんですが」

　東あずまはカップをソーサーに戻して、手を膝ひざの上に置いて組んだ。

「何か、それを疑わせるような発言が？」

「全員に出産の映像を見せたんですが、フォレスト伍ご長ちようはそれを信じられない様子でした。それに、地上に降りたあとの記き憶おくが、曖あい昧まいでほとんどない様子なんです。医い療りよう班はんの方で、何か処置を？」

「記憶喪失にさせたのかとお疑いでしたら、それをわたしに問うのは間違いですわ、中ちゆう尉い。わたしは、あなたか司令から指示を受けなければ、どんな処置もいたしません」

「記憶については、私の方で説明がつくと思いますよ、中尉」

　そうイングマンが言った。

「《ヴァルキュリア》が地上で、黄金のリンゴを主食にしていたのはご覧らんになりましたでしょう？　あの欠片かけらが、ジースト伍長の髪の間に挟まっていたので、調べたところ、あれには強烈な酩めい酊てい作用があることがわかりましたよ。一種の麻ま薬やくですな。常習性はないが、思考を奪い、多幸感が得られるようです」

「他ほかに体に影えい響きようは？」

　東は脇わきに置いていた、プリントアウトしたデータの束を取り上げて、ざっと眺め渡した。

「……麻薬常習者に見られるような身体からだの異常は、どこにも見つかってませんね」

「ちょっといいかな？」

　イングマンが手を伸ばし、東はそれを渡した。帯のように長いそれを、彼は手早く見て行ったが、全すべてを見終わるにはそれでも一五分はかかった。

「なるほど」

　データの束を元のように畳んで積み重ね、イングマンは顎あごをさすって竜りゆう一いち郎ろうを向いた。

「中尉は、母性、というものをどのようにお考えですかな？」

「は？　母性、ですか……？　ええと、愛情、でしょうか。体内で育っていくのを日々感じ、それを愛いとおしく思う気持ちが、母性を生む……そんなところですか？」

「ふむ。確かに、感情面におけるそうした反応が、一因として影えい響きようを及ぼすことは、私も否定しませんが……それでは、人間以外の動物で、誕たん生じよう、もしくは孵ふ化かした後にも、親──特に雌めすが子供を育てるのはおかしいでしょう？　愛情とは感情の創造性です。人間以外の動物は、脳の構造上、それを持たない──まあ、確認されていない、と言ってもいいですが。しかし、にもかかわらず、彼らもまた母性を発揮します。何故なぜだと思いますか？」

「もしかして……本能だから、ですか？」

　イングマンは大きく頷うなずいた。

「そうです。母性とは、愛情でも何でもない。種しゆを保存しようという生物としての本能なんですよ。産後に子供が保ほ護ごを必要とする生物は、妊娠、もしくは外的刺激によって、脳内にある種の化学物質が分泌されると、母性が生まれるのです。ほら中尉、時々あるでしょう？　猫が、犬の赤ん坊に母乳を与えるということが。母性が生まれると肉体にも変化が起き、子供を産んでもいないのに母乳が出たりする──それですよ」

　東あずまをちらりと見て、イングマンは薄うすく笑った。

「こういう言い方をすると、身も蓋ふたもありませんかな？　東先生」

「身も蓋もありませんね。妊娠中の母親たちには聞かせられませんわ」

「しかし、我々人間も生物であり、特別な存在ではないのだということは踏まえておいた方がいいと思いますがね。……まあ、喜びに水をさすつもりはありませんよ。人間の母親が自分の赤ん坊に抱く感情が、他ほかの生物に比べると、はるかに複雑で厄介だということは、我々も認めいますから」

　東は、どうだか、と言うように肩を竦すくめた。

「──さて、中尉。生物学的見地から言えば、《ヴァルキュリア》が出産を実感できていないことは理解できます。このデータを見る限り、あの三体の《ヴァルキュリア》には、母性が発揮されるのに必要な化学反応が、脳内で起こっていない。加えて、麻ま薬やくによって多幸感のある酩めい酊てい状態にあったことを考えれば、目が覚めたところにいきなり怪物のような赤ん坊を差し出されて『あなたの子供です』と言われた気分でしょうな」

「で、では、彼女たちは自分の生んだ魔ま物ものたちに愛情を抱いてはいない、と……？」

「それはわかりませんよ。すくなくとも母性本能には目覚めていない、というだけです。それは愛情とは別物です」

「けれど主任？　《ヴァルキュリア》は母乳を乳児に与えていたと思いますけれど？」

　組んだ膝ひざをマニキュアを付けていない指で叩たたきながら、東は訊きいた。

「これは推測ですが、その短い期間だけ反応が起きていたんでしょうな。しかし、それも授乳が終わった時点で消えた。だから《クレイドル》に回収したあとに取ったデータには、反応がない。つまり、生物としては《ヴァルキュリア》は、あの魔物たちを自分の子供とは認にん識しきしていない、ということです」

「そ、そうですか！」

　竜りゆう一いち郎ろうは喜色ばみ、そして安あん堵どのため息を深くついた。

　その隣となりで、東あずまは脚を組みかえて小首を傾かしげた。

「でも中ちゆう尉い？　あなたは《ヴァルキュリア》に、出産したことを教えたんですよね？　それは良かったのかしら？」

「え……？」

「憶おぼえていなかった《ヴァルキュリア》に出産シーンを見せて、そのために母性が目覚めることはないんですか、イングマン主任？」

　話を振られた主任は、ざらりと顎あごを撫なでた。

「……まあ、ありえなくはないですな」

「そ、そんな……」

「先ほども申し上げたように、母性は外的要因でも目覚めることがあります。──しかし、ドクター東。お聞きしたいのだが、あなたはあれを見て母性を刺激されますか？　腐ったような肌をした成人女に、自分よりも巨大な灰色狼おおかみ、それに巨大な白蛇だ」

「わたしはちょっと……自分に置き換えて考えたら、その場で発狂してもおかしくないでしょうね。──昔、そんな映画がありませんでしたっけ？　古典ＳＦに」

「さあ？　私は古い映画は見ないので」

「そうですか。確か、胃に巣食った怪物が腹部を食い破って出てくるのと、生んでみたら巨大な蛆うじ虫むしだった、というのを憶えていますわ」

　それを聞いた竜一郎とイングマンは、眉まゆを顰ひそめて互いに顔を見合わせた。

　あまりいい趣しゆ味みの映画ではないようだ。

「どちらにしても、悪夢を見せられているようなものでしょうね」

「しかし、下手へたに刺激をしたくなければ、もう見せるのは止やめた方がいいでしょうな。──あんな映像を、何度も見たがるかどうかはわかりませんが」

「わかりました。ご助言、感かん謝しやします」

　竜一郎は開いた脚の膝ひざに手を置いて、頭を下げた。

「いやいや。……ところであの魔ま物ものたちですが」

　イングマンはポケットから折り畳まれた紙を出して、テーブルの上に広げた。それには、バーコードのようなものが、幾つも印刷されていた。

「ＤＮＡの塩基配列ですね？」

　竜一郎が、何ですか、と訊きく前に、東が答えを言ってくれた。

「そうです。しかし、ただの塩基配列ではありませんよ？　これとこれとこれは、あの魔物たちのものです」

　驚おどろいて竜りゆう一いち郎ろうは目を見開いた。

「どうやって、手に入れたんですか？」

「《ヘル》の髪、《フェンリル》の体毛、《ヨルムンガルド》の抜け殻の一部──これらが《ヴァルキュリア》の髪や体に付いていたのですよ。急速な成長に伴い、大量に抜け落ちたのでしょうな。それを調べ、私は母体となった《ヴァルキュリア》の塩基配列と比較した。すると、面おも白しろいことがわかりましたよ」

「面白いこと？」

「ええ。──ご覧らんなさい。わかるでしょう？」

　そう言って指し示したイングマンの指先を見たものの、ただバーコードのようなものがあるばかりで、何が面白いのか、竜一郎には、さっぱりわからなかった。

「……わかりません」

「わかりませんか？　要するに、あの魔ま物ものたちと《ヴァルキュリア》の間に、遺い伝でん上の親子関係は成り立たない、ということですよ。この塩基配列は、そのことを示しているのです。親子であれば、必ず《ヴァルキュリア》の遺伝形質を受け継いでいるはずなのですが、それがまったくない。つまりあの魔物は、おそらくは《ロキ》のクローン」

「クローン、ですか？」

「そうです。《ヴァルキュリア》の遺伝形質が一切見られないのだとしたら、これは《ロキ》のコピーでしかありえない。《ロキ》と《ヴァルキュリア》の行為が、生殖を目的としたものであったのなら、これは推測ですが、ロキの精子はおそらく、異い形ぎよう配偶子ではなく、すでに核の状態で存在し、《ヴァルキュリア》の卵子の核を排除して受精卵となり、着床したのでしょう。これは原始的なクローン技術と同様の方法です」

「つまり、あの魔物たちは彼女たちの子供ではありえない、と？」

「ま、そうなりますな」

　イングマンは喉のどが渇いたのか、温くなったコーヒーを喉を鳴らして飲んだ。

「《ロキ》は様々な形質を経て、あの姿に辿たどり着いた。あの三体の魔物は、おそらくはその過程のひとつの姿でしょう。もっとも、神の遺い伝でん子しがどのように成長するのかなど、真実は理解の外ですがね」

「いえ、ありがとうございます！」

　竜一郎は、さっきよりも深く頭を下げた。

「これで、心おきなく戦える！　そうだ、真しん珠じゆ君にも教えてやらなくては──あっ！」

　立ち上がったとき、膝ひざをテーブルに引っ掛けて、竜一郎は危うくコーヒーをこぼしそうになった。危ういところでテーブルを押さえ、何とかそれは免れたが、膝は、じんと痛かった。




「あれ、司令チャンは？」

　セントラル・エレベーターを降りた夏なつ美みは、空っぽの執務机を見て、出迎えたカリウスにそう訊きいた。

「お嬢じよう様さまはお部屋の方に。ところで、どうされましたか？」

「え？──うん、ちょっと気になって」

　夏美は、弾だん痕こんの残るエマージェンシー・エレベーターのドアを見ながら、髪をいじった。

「司令チャン、大丈夫ですか？　怪け我がじゃなくて、心の方だけど。確かにアレは効果的な方法だったけど、祖父じいさんを撃うつなんて……」

「あの男に、同情など不要ですよ」

　ぴ、と夏美は、弄もてあそんでいたポニーテールの端を弾はじいた。

「カリウスさん、わたしは別に《ガルド》の総そう帥すいに、同情なんかしてません。何であれ、人を殺した、っていうことで司令チャンが傷付いているんじゃないか、って心配なだけ。──まあ、わたしは軍人さんじゃないから、わからないけど」

　そう言うと、カリウスの瞳ひとみが、ふっと和らいだ。

「そうでしたか……ありがとうございます。やはりあなたはお嬢様の大切なご友人だ」

「や、やだ、カリウスさん。誉ほめたって何にも出ませんよ？」

　カリウスは笑うと、夏美をヘルガの私室の前まで案内した。そうして、大きな拳こぶしで壮そう麗れいな扉をノックをすると、中から何故なぜか、慌てたような声がした。

「ま、まて！　何だ!?」

　こっそり『イタヅラ』をしていて、いきなり家族がやってきたような対応だ。

「お嬢様、風かざ花はな様が御お見み舞まいにお見えです」

「ナツミが？　そ、そうか……し、しょれは丁度いいところに来てくれた。入っていいぞ」

「はい」

　ノブを捻ひねり、カリウスは夏なつ美みを通した。

「へえ……」

　まるで中世ヨーロッパの貴族の宮殿の一室のような壮そう麗れいな様子に、夏美は感嘆した。どの家具も古びているが味がある。大きなアーチ状の窓には、夕方の湖のほとりの様子が、まるでその場にいるようにリアルに映し出されている。

　そんな部屋の壁かべの真ん中に寄せるように置かれた、巨大なベッドの上で、ヘルガは何故かブランケットを体に巻きつけるようにして、座っていた。

「カリウス、下がってよいぞ。飲み物も私が声をかけるまで持ってくるな」

「はい」

（何？　喧けん嘩かでもしたのかな？）

　しかしカリウスは顔色ひとつ変えることなく、礼をして下がった。

　背中で扉が閉じるをの待って、夏美はベッドの傍そばへ向かった。

（ああ）

　理由は簡単だった。ヘルガは、裸だったのだ。それに、ベッドの上には、薄うすくお湯を張った洗面器があって、その縁ふちにタオルがかかっている。どうやら体を拭ふこうとしていたらしい。

「司令チャン、まだシャワーできないの？」

「ちょっと傷がな」

「え？　また開いた、とか!?」

「いや、そうではない、引っかいてしまってな。それが治るまでは、こうして体を拭くしかないのだが……傷が攣つれて、なかなかうまくいかない」

「何だ、そんなこと。だったら呼んでくれればいいのに。カリウスさんに頼むのは、恥ずかしいでしょ？」

「ま、まあ、私も一応女だからな……」

「ほら、そんなブランケットなんかどけてどけて。わたしが拭いてあげるから」

「あ、ああ」

　ヘルガはブランケットを滑り落とすと、細い腕で胸を隠すようにした。白い頰ほおがほんのりと赤く染まっている。

　夏なつ美みはタオルをよく絞ると、背骨の浮いた背中をまず拭いた。ヘルガの肌は、《ジークフリート》のロールアウト時の表面装甲のように滑らかだ、と彼女は思った。脇わきに手を滑らすと、少女はぴくっと震ふるえた。
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「あ、痛かったか？」

「いや。くすぐったかっただけだ」

「良かった。──じゃあはい、腕上げて。腋わきは汗が溜たまりやすいからね」

　おずおずとヘルガは両腕を上げた。うっすらと浮いた肋ろつ骨こつの上に、ふくらみかけ、といった様子の胸が露あらわになって、ヘルガはますます恥らった。

「ふーん、また少し大きくなった？」

「み、見るな……恥ずかしい」

　ふふふ、と笑って、夏なつ美みは腕から腋にかけ手を丹念に拭ぬぐい、さらに首、肋骨の窪くぼみ、と手を動かして、それから痛くしないようにそっと胸を拭った。夏美にも経験があるが、このくらいの年とし頃ごろはちょっとの刺激でも痛むことがある。

「はい、横になって」

　言うと、ヘルガは素直に従った。鍛きたえられた腹筋を擦こすると、くすぐったいのかその度に、ひくひくと体が震えた。その斜め下に、生々しい大きな傷があって、指で触れるとぷっくりと盛り上がっているのが感じられた。

（この先は空っぽなんだ……）

　そう考えると、胸の中に何ともいいがたい空虚さが広がったが、あえてそのことには触れず、夏美はタオルを濯すすぎなおして、さらにヘルガの体を拭ふいていった。

「……ねえ、司令チャン」

「何だ？」

「《ビフレスト》での演説のことだけど……《ラグナロク》のために生まれた、って、どういうことなの？」

　タオルの下で、ヘルガの体が一いつ瞬しゆん強こわ張ばり、しかしすぐに、ゆっくりと解けていった。

「話したくなかったら、いいんだけど」

「……いや、いいんだ。たいしたことじゃない──《ヴァルキュリア》に比べれば、な」

　ヘルガはそう言ったが、そう思っていないことは体の反応が表していた。

「私が《教団》の命令によって誕たん生じようさせられた子供だと言うことは、話したな？　私も初めからそのことを知っていたわけじゃない。知ったのは、母の日記を読んでだ。ロイヤル・アデナウワーは、母を郊外の別荘に監かん禁きんし、精の続く限り犯し続けた。奴やつにとって、母は女でも、ましてや人間でもなく、私を産むための子宮という器官に過ぎなかった。その中で、母はゆっくりと壊こわれていった。そしてその間に、あの豚が口走った断片から知り得た限りのことを書き残したのだ──手が止まっているんだが、ナツミ？」

「え、ああ、ごめん」

　ナツミは優やさしく太ふと腿ももを擦こすり始めた。

「……母は壊こわれたと言っても、私には優やさしかった。普通の母親として接してくれたよ。ロイヤルとのことは憶おぼえていなかった。だが、私が真実を知ると、それを待っていたかのように逝った。カリウスは元々、それを──私が真実を知ることを未然に防ぐために、総そう帥すいが派遣した執事だったんだ。それを聞いたのは、先刻だ」

「先刻って──」

「演説のあとだ。だが、そんなことはどうでもいいことだ。そう言ってやったよ。だって、そうだろう？　カリウスはいつだって、私のことを思っていてくれている。私が偶然日記を見つけてしまった時にも、薬くすりによる短期記き憶おく消去を施さなかった。私は彼だけは信頼していたし、彼もそれを裏切らなかった」

　夏なつ美みは、そうだね、としっかりと頷うなずいた。

　そうだとも、と答えたヘルガの目には、決して揺るがぬ信頼の光があった。

「……日記に書かれていたのは、私が《教団》のために、何らかの目的を持って生まれてきたらしい、そのことだけだった。それからは必死に調べたよ。望まれた出産でなかったのだとすれば、自分は何のために生まれたのか──それが知りたくてな。そして《ラグナロク》計画を知った。私が子供だったこと、《ガルド》の人間であったことも幸いした。ようやく全ぜん貌ぼうを摑つかんだ時、私はそれをぶち壊してやろうと誓った。それが、それこそが自分がこの世に生を受けた意味なんだ、と思い込むことにして、な。もっとも本当は、ただ、母を苦しめたあの豚の鼻を、明かしてやりたかっただけなのかもしれないが」

　ヘルガは小さく笑った。

「しかし、間抜けなことに、自分の役割が本当の意味でわかったのは、ヴィクトルの奴やつに刺されたあとだった」

「前に言っていた《見立て》ってこと？」

「そうだ。《教団》は私を賢けん神じん《バルドル》に、ヴィクトルを愚神《ヘズ》に見立てて神話を再現しようとした。結果はご覧らんの通りだが、《ヘズ》に殺されること──それが私の役目だったに違いない」

「でも、どうして？　それに何の意味があるの？」

「指揮系統の混乱によって《ＵＮＣＯＶアンコヴ》を無力化し、Ｇ・Ｏジーオーの被害を防げなかった《ヴァルキュリア》への人間の怨えん嗟さを喚起させることで、連中を《ロキ》の下へ走らせる……一面には、その目的があったのだろうが、一番の理由は、おそらく──《儀ぎ式しき》だ」

「《儀式》、って魔ま女じよのサバトとかそういうの？」

「おかしなことを知っているな、ナツミは。──だがまあ、そうだ。言ってしまえば生贄いけにえだな。私は《ラグナロク》の引き金になる生贄として、この世に生を受けたんだよ」

「そんな……ひどい……」

「だが、狂信者どもの考えそうなことだろう？──まったく、危うくそうなるところだった。私にもう少し、自惚うぬぼれる気持ちがあれば、自分を賢けん神じんに置き換えることができたんだろうが、生あい憎にくとこれで謙けん虚きよな性格でな」

　言って、ヘルガはニヤリとした。そんな彼女を、夏なつ美みは肩を竦すくめてうつぶせにさせると、剝むき出しの丸いお尻しりを、ぺち、と叩たたいた。

「いつも自信満々なくせに」

「そうか？」

「そうよ。──だから、皆、信じられるんだけどね。でも、大丈夫なの？　ロイヤル・アデナウワーのこと。事情はわかったけど、それでも──」

「私は、父親を殺したんだからな」

　内うち腿ももを拭ふいていた手が止まり、ヘルガは小さくため息をついた。

「正直、こんなものか、と気が抜けたよ。いつか殺してやろうとは思っていたんだが、実感がない。時間があれば、もっと、じっくりいたぶってやったんだがな」

「……また、そんなこと言って。司令チャンにできるわけないじゃない」

　夏美は言ったが、ヘルガは小さく笑っただけで、肯定も否定もしなかった。

　正直、ヘルガの本心は読めなかった。決して、気持ちがわかるとは言えなかった。殺したいと思うほど、誰だれかを憎んだことはなかったからだ。

　だが、とりあえず苦しんではいないようで、ホッとした。

　あとはただ黙だまって、夏美はヘルガの体を拭いた。

「なあ、夏美……」

　しばらくして、ヘルガがぽつりと呟つぶやいた。

「全すべてが終わって、私が生き残ったとして……それで、私はそのあと、どうすればいいんだろうな？　《ラグナロク》のために生まれた私に、何の意味があるんだろうな？」

「別に、意味なんかなくたっていいんじゃない？」

　持ち上げたふくらはぎを拭ぬぐいながら、夏美はさらりと言った。

「ただの女の子として生きて、恋をして、結婚して、子供を産んで……それで、最後に幸せでした、って呟いて、それで旅立つの」

「……私に、それが許されるのかな？」

「あたりまえじゃない、女の子なんだから。女の子は誰だって、そうやって幸せになる権利があるのよ？」

「そうか……権利か……」

「そうよ」

「ああ……そうなれたらいいな……私も……それ、に……あの……連中、も……」

「司令チャン？」

　夏美は手を止めて、ヘルガの顔を覗のぞき込んだ。シーツに顔を埋めるようにして、少女は安らかな寝息を立てていた。

　タオルを濯すすいで、残った場所も綺き麗れいに拭ぬぐってしまうと、夏美はヘルガにパジャマを着せ、そうして洗面器を手に立ち上がった。

「……お休み、司令チャン。短くても、楽しい夢を見てね」

　夏なつ美みが出て行き、扉が閉まると部屋の明かりは自動的に落ちた。

　窓の向こうの景色はいつのまにか夜に変わり、湖が月の光を受けて、巨大な銀貨のように輝かがやいていた。




「ほんとですか、隊長さん！──はい、わかりました！　姉ねえさんたちに伝えます！」

　キッチンに備え付けてある、内線電話の受話器を置いた真しん珠じゆは、自分と同じくベーキングパウダーで鼻の頭を白くしたミルキィを振り向くと、

「ちょっと行ってくる！」

　と言い残し、ケーキ作りを途中で放り出して駆け出した。

　ミルキィは、ふるいを手に姉の背中を見送ったが、首を傾かしげると、キッチンへと戻った。

　──彼女が、三つの魔ま物ものが姉たちの子供ではないことを知るのは、もう数時間あとのこと。













　　　　　Ⅴ．出撃







　部屋の照明が血のような赤に切り替わり、けたたましい警報アラームが鳴り響ひびいた。

「《Ｇ・Ｏジーオー出現警報。同時刻に《フェンリル》、ドイツ、ノルトライン・ウェストファーレン州の都市エッセンに出現、《ヘル》、日本の都市、東京に出現、《ヨルムンガルド》、ブラジル、ミナス・ジェライス州の都市ベロオリゾンテに出現。スタッフは戦せん闘とう配置についてください。繰くり返します──》」

　仮眠を取っていた竜りゆう一いち郎ろうは跳ね起きると、騎き兵へい隊たいの制服へ着替えを急いだ。

　長ズボンに革靴を履はいて、色いろ鮮あざやかな上着の上にブルーのショートケープを羽は織おってそれを右肩で留める。最後に革ベルトを締しめ、その左腰へ軍刀を、右腰に自動拳銃オートマチツクを収めると、ケープを翻ひるがえして外へ出、通りかかった無人電動車エレカーを捕まえて、セントラル・エレベーターへ向かった。

　途中で何人か、エレベーターに急ぐスタッフを拾い、エレベーターホールに乗り着けた。待っていたカーゴに乗り込むと、

「おはようございます！」

　と声をかけられた。アジア系の若い女性スタッフだった。少しきつそうに見えるスーツタイプの制服姿で、ヒールの低いパンプスの踵かかとを鳴らし、伸ばした指をこめかみに当てるようにして敬礼した。

「お、おはよう、ラングール軍曹」

　比べると自分の格好が何だか間抜けなように思えて、竜りゆう一いち郎ろうの挨あい拶さつは口ごもっていた。

「頑張りましょう、隊長。わたしたちも精一杯フォローしますから！」

「あ、ああ……」

　軍曹は、自分に気合を入れるように、うん、と頷うなずいてこっそりと拳こぶしを握っていた。

　それきり特に口をきかなかったが、ちら、と見ると、その横顔には気迫がみなぎっていた。

　おそらくは全すべてのスタッフが同じ気概を抱いているのだろう。ヘルガの決意から五日──スタッフの士気は衰えを知らず、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が一丸となって人類を救うんだ、という、平時であれば、どこか胡う乱ろんな決意に要よう塞さい全体が固まっていた。

　エレベーターを降りると軍曹は、では、と言って自分の席へと急いだ。竜一郎も階段を上がって司令官席へと急ぐ。ヘルガは国連と最後の交渉に入るはずだった。それが済んで到着するまで、状況把握は竜一郎の仕事となる。

「《ベルザンディ》、《ビフレスト》の警報アラームを解除しろ」

「《了解しました》」

　サイレンが、ぴたりと止まり、照明も元に戻る。

「メイン・スクリーンに三体の映像を。透過スキヤン開始」

　すぐに魔ま物ものの姿が映し出された。監かん視し衛えい星せいからの映像のため、ほぼ真上からの姿となる。

　作戦室がどよめいた。

（でかい……）

《ヘル》こそ《ヴァルキュリア》と変わらないものの、崩ほう壊かいしたビルや倒れたバスなどの大きさと比べると《フェンリル》は、その体長がおよそ六〇メートル、《ヨルムンガルド》に至っては、頭の先から尾の先まで、一体どのくらいの長さがあるのか見当も付かないほど成長している。

　目の端に誰だれかが階段を上がってくるのが見えて、振り向けばそれはイングマン主任だった。彼の到着を待っていたかのように、

「《透過スキヤン開始します》」

《ベルザンディ》の声が響ひびいた。

「ずいぶんと育っていますな」

　彼は、竜一郎の隣となりに来ると、スクリーンを見上げて言った。

「主任。連中、これから何をすると思いますか？」

「さて……《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》とやらの思惑通りなら、人類の抹殺及び地上世界の崩壊でしような。どういう手段でくるのかは、これからですが」

「《透過スキヤン終了。表示します》」

　様々な方法・角度から調査された結果が、ライブ映像に重ねられるように映り、イングマンは食い入るように見つめ、竜りゆう一いち郎ろうも倣ならうようにした。

　彼にもわかるのは、どれもこれも骨格はしっかりしている、大きさを除けば同種生物との差は素人しろうと目にはわからない、というぐらいだった。

　いくら目を凝こらしても他ほかにわかることはなく、竜一郎はイングマンを見た。彼はしばらく顎あごを撫なでるようにしていたが、やがて、

「……爆ばく核かくがない」

　そう呟つぶやいた。爆核は、これまで出現したＧ・Ｏジーオーの全すべてが持っていた、恐るべき高性能爆発物質で、威力は核爆弾を凌しのぎ、かつ、放射能を発さないという、軍需産業が喉のどから手が出るほど欲しくなるような代しろ物ものだった。

「本当ですか!?」

「どこにも見当たらない。Ｇ・Ｏの進化の果てである《ロキ》のクローンであれば、爆核があってもおかしくはないんですが、少なくともこの三体にはないようです。……そうか、おそらくは種としての目的が違うのだ」

「目的、ですか？」

「そうです。Ｇ・Ｏの自爆が次への進化のステップのためであったのなら、《ロキ》へと辿たどり着いた以上、もはやそれは不要。おそらくあの三体は、あの状態でそれぞれが完成されている生物なのです」

「では、Ｇ・Ｏとは違う、その目的とは──」

「おそらくは殲せん滅めつ生物」

　イングマンは口の端に薄うすい微笑ほほえみを浮かべた。

「人類の抹殺、そして世界の炎上に向けた何らかの能力に特化していると思われます」

「殲滅生物……」

　不気味な響ひびきに、竜一郎は固かた唾ずを飲んだ。しかし、悪いことばかりではなかった。爆核がないのなら、戦せん闘とう時じにタイムリミットを気にすることも、いつ爆発するか恐れる必要もない、ということだ。

「！　Ｇ・Ｏ、三体とも動きます！」

「《ベルザンディ》、状況を把握したい。Ｇ・Ｏ出現各国の緊きん急きゆう報道を傍受してスクリーンに」

「《了解しました。……現在放送中の緊急放送の傍受に成功。どれを出しますか？》」

「《ヘル》から行こう」

「《了解。──東京からの緊急ライブ中継の映像を出します》」

　ウィンドウが開いて、あまり受信状態のよくない映像が映し出された。東京は昼間だった。

『廃はい墟きよと化した東京に、突とつ如じよ、《ヴァルキュリア》が現れました！　これは《ＵＮＣＯＶアンコヴ》で管理されている五体とも、ＵＮＳＮから脱走した一体とも違う、まったく新しい《ヴァルキュリア》です！　おそらくはノルウェーの《ヨートゥンハイメン》で誕たん生じようした《ヴァルキュリア》だと思われます！』

　どこか薄うす汚よごれた格好で、そのレポーターは叫んでいた。背後に、《ヘル》の姿が映っている。レポーターの周りには、どこか魂の抜けたような人々が多く集まっていた。多数の人々か都市に戻ってきているのは竜りゆう一いち郎ろうも知っていたが、どの顔にも絶望の色が濃こかった。

　彼らは、戻りたくて戻ってきたわけではない。被害の少なかった地方では、都会からの多数の人々の流入を拒否したのだ。かろうじて機能している政府は、大都市での配給を始めたが、それが戻る人を増やし、そうした人々を目当てにした闇やみ市いちも立っていた。

『我々を守ってくれると信じていた《ヴァルキュリア》は、進化したＧ・Ｏジーオーの雄と交尾をし、その子供が我々の街に現れました。これは彼女たちを育て、守ってきた人類に対する重大な裏切りです！　《ＵＮＣＯＶ》は、人類に対して、きちんとした説明をする義務があるのではないでしょうか!?』

　それを聞くと、隣となりでイングマンが首を傾かしげた。

「……中尉、このレポーターは何を言っているんです？　いや、言葉の意味は字幕でわかりますがね、まるで現実を認にん識しきしていない。いま、《ＵＮＣＯＶ》に説明を求めることに何の意味があるのですか？　一種の現実逃とう避ひですかな？」

「さあ？　ただ、いつもこんな感じですよ」

　ふうむ、とイングマンは顎あごをさすって、スクリーンに視線を戻した。

　義務だの、責任だの、とまだ的外れなことを言っているレポーターの、五〇〇メートルは離れた後ろで、廃墟の中に立ち、《ヘル》は辺りを見回していた。と──全身、青黒い肌の周囲に、黒い霧きりのようなものが立ち込め始めた。同時に、さわさわと髪が傘のように広がる。

「何だ……？　《ベルザンディ》、あの霧状物質を分析──」

　言い終わる前にそれは、ざあ、と広がって、あっという間にレポーターと、周囲に集まった人々のところにまで押し寄せた。

『ぐえええええっ！』

　踏み潰つぶされた蛙かえるのような声を上げ、レポーターは悶もん絶ぜつした。白目を剝むき、口からはおびただしい血を吐いて倒れた。カメラも転がる。おそらくはカメラマンも倒れたのだ。二人だけではなく、その場にいた全員が、同じように血を吐いて倒れ、そして二度と立ち上がらなかった。冷たいレンズの目だけが、急速に腐っていく肉の様子を映し出している。

「《ベルザンディ》！　何がどうなった！」

「《Ｇ・Ｏ《ヘル》の周囲約三キロメートルの全生命体、死亡しました。あの霧状物質は何らかの毒物であると思われます》」

「毒物……」

「《黒こく霧む、拡散していきます》」

　竜りゆう一いち郎ろうは拳こぶしを握り締しめると、舌打ちした。

「《スクルド》！　被害状況を予測しろ！」

「《りよーっかい！》」

　主として結果予測を行う《ノルン》の擬ぎ似じ人格のひとつ《スクルド》──北欧神話において《運命》の三女神の内で《未来》をつかさどる神──が、直ただちに予測にかかった。その間にも《ベルザンディ》からの霧きりの拡散状況は更新されていく。

「《完了したよ！　あの黒霧は、いまと同じ速度で放出と拡散が続くとね、一三時間五四分でほぼ日本列島を吞のみ込んで、約二五二時間後──大体一〇日と半日で、地球をすっぽりと包んで、地球上の全すべての生物は死滅すると思われまーす！》」

　明るい声に反して、作戦室は、しん、と凍り付いた。

「一〇日……」

「！──中尉！　《フェンリル》も何か放出してます！」

「何!?　《ベルザンディ》！　ドイツの報道を！」

「《放送、途絶しています。記き録ろく映像を戻して再生しますか？》」

「頼む！」

　すぐに東京の映像に変わって、数分前の夜のエッセンの映像が現れた。

『《ヨートゥンハイメン》から姿を消した巨大な狼おおかみのようなＧ・Ｏジーオーが、ここ、エッセンに姿を現しました！　すでに廃はい墟きよと化したこの大工業都市に、これ以上、一体どんな用があるというのでしょうか!?』

　レポーターの背後には、巨大は灰色狼がうろうろと動き回る様子が映っている。だらしなく開けた口から滴したたる炎の輝かがやきで、その姿が確認できた。

『ＥＵＦには緊きん急きゆう出動がかけられました。しかし、まだその姿は見られません。あ！　いまサーチライトが照らされました！　地元警けい察さつの僅わずかに残った車両によるものと思われます！　え、何？』

　カメラマンから何かを言われて、レポーターは眉まゆを顰ひそめ、その指の指す方向──背後を振り返った。

《フェンリル》が、まるで犬が体についた水滴を弾はじき飛ばすかのように、体を振っていた。何か蟲むしの羽ばたきのような音をマイクが、カメラが押し寄せる黒い雲を捉とらえ、次の瞬しゆん間かん、レポーターは悲鳴を上げた。オペレーターの何人かが、同じように叫ぶ。

　蟻ありのような蟲が、びっしりとレポーターにたかったのだ。

　彼女は車の上から中継をしていたらしいが、そのバンの手て摺すりがみるみる錆さび始めた。蟲の出す酸によるものかもしれない。そればかりではなく、蟲は、酸では変化のないプラスチックなどの合成樹じゆ脂し製の物質には、その強きよう靭じんな顎あごで嚙かみ付いていた。

　悲鳴だけが続き、おそらくは放送機器が破は壊かいされたのだろう、すぐに映像は途と切ぎれた。

「《ベルザンディ》、エッセンの上空からの映像を！」

　ウィンドウの優ゆう先せん順位が変わって、《フェンリル》のライブ映像が一番上に表示された。

　狼おおかみはまだ、灰色の毛皮を振り立てていて、黒い蟲むしの雲が周囲に広がりつつあった。

「くっ、《ベルザンディ》！　ブラジルは！　ベロオリゾンテの報道は！」

「《継続中です……出します》」

　再び優先順位が変わって、ブラジルの州都の様子が映し出された。

『──大な蛇は、次々と大地を吞のみ込んでいます！　あのＧ・Ｏジーオーはブラジルを食い尽くそうと言うのでしょうか！』

　悲痛な叫びとともに見えたのは、巨大な口を開いて、まるで重機か何かのように街を吞み込んでいく《ヨルムンガルド》の姿だった。ビルも車も死体も何であろうと関係なく、貪どん欲よくに喰くらっていく。

『人類は一体どうなってしまうのでしょうか!?　神よ！　あなたはどこにおられるのですか!?　どうか！　どうか、我々を──』

　カメラがめまぐるしく回転し、唐突に切れた。

「喰われましたな」

　冷静にイングマンがそう言った。映像はベロオリゾンテ上空からのものに切り替わり、それには《ヨルムンガルド》が、巨大なクレーターを穿うがっていく様子が映し出されていた。付近を流れる川の水と、溢あふれ出した地下水とで、見る間に湖へと化していく穴も多かった。

「地球の大地をすべて消すつもりなのか……？」

「《ヘル》が生命を根絶やしにし、《フェンリル》が金属やプラスチックを分解し、《ヨルムンガルド》が大地を吞み込む、ですか。そして、とどめが《ロキ》による世界炎上、ですかな？」

「……《ベルザンディ》、無人機を出して、《ヘル》のばら撒まいている毒素と思われる物質のサンプル及び、《フェンリル》の放った蟲を捕ほ獲かくして回収しろ」

「《了解しました。サンプル回収用の無人機を射出します。──帰投まで四〇分です》」

「主任、回収したサンプルの分析はよろしくお願ねがいします。結果を元に、対バイオ・ケミカル装備を準備しなくてはなりません」

「わかりました。サンプルが到着したら速すみやかに調べましょう」

　頼もしげにイングマンが頷うなずいた時、コンソールに見入っていたオペレーターの一人が、司令官席を振り返った。

「──中尉、ＥＵＦ、ＳＤＦ、ＢＲＦ、動きました。Ｇ・Ｏに対して、攻こう撃げきを仕掛ける模様です。近郊空港からの各空軍機の発進を確認しました。爆ばく撃げき機き及び、攻撃機です」

「モニターを続けろ。──《ベルザンディ》各空軍機の動きをトレースして表示しろ」

「《了解しました》」

　新しいウィンドウが開いて、それぞれの空軍機の動きが一目でわかるようになった。

　ＳＤＦは、中部航空方面隊所属の戦せん闘とう攻こう撃げき機きＦＡＸⅡ（Ｆｉｇｈｔｅｒ／Ａｔａｃｋｅｒ─ＸⅡ）を三機、ＥＵＦとＢＲＦはステルス爆ばく撃げき機きＢ１２５をそれぞれ、一〇機と四機、発進させていた。装備は不明だ。ＦＡＸⅡは通常爆弾しか搭載できないが、Ｂ１２５は核爆弾を装備することが可能だ。

「人類側の戦力は、意外と残っていますな」

「軍の基地は、大抵、人口密集地とは離れた場所にありますから。それで、難を逃れたんでしょう。……早まらなければいいが」

「核の使用を懸け念ねんしているのですか？」

「ええ。現段階で、我々の持っている対核装備は万全ではありません。微量の被爆は免れない。戦闘が長引けばどんな影えい響きようが、部下に出るかわかりませんから」

「しかし、Ｇ・Ｏジーオーに対する核兵器の使用は国連決議で禁止されたはずです」

「世界がこんな状況では、国連決議の遵じゆん守しゆも何もないでしょう。守らせるためには、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》が動いて見せなくては」

　竜りゆう一いち郎ろうは、天井を仰いだ。統括指令区《ニブルヘイム》では、ヘルガが国連の連中を相手に交渉を行っているはずだった。

「──各軍機、爆弾、投下しました。命中します」

　スクリーンの中の二つのウィンドウで、炎と黒煙の華が咲き、直後に巨大な茸きのこ雲ぐもが出現した。

　だがエッセンに投下された爆弾は不発だった。そればかりか、ＥＵＡＦのＢ１２５は蟲むしに取り付かれ、次々と墜つい落らくした。爆発した東京とベロオリゾンテの様子を映したウィンドウの隅には《ｕｎ　ｒａｄｉｏａｃｔｉｖｉｔｙ》と表示され、放射能が検出されていないことを示していた。通常の高性能爆弾だったのだ。

「《ベルザンディ》、《ヘル》と《ヨルムンガルド》はどうなった？」

　僅わずかな希望を抱いて竜一郎は訊きいた。だが──

「《両Ｇ・Ｏともに健在です。肉体損傷率〇パーセント。効果ありません》」

　その驚おどろくべき報告は、すぐに肉眼でも確認することができた。ベロオリゾンテでは、切れ切れになった黒煙の雲の中を泳ぐように、《ヨルムンガルド》の白い鱗うろこの胴体が動いているのが見え、また東京でも《ヘル》が、長い髪をアンテナのように広げて、天を睨にらんでいる様子がわかった。

「……これでは中ちゆう尉いの言う通り、連中、次は核を使うかもしれませんな」

　竜一郎は答えず、ただ拳こぶしを握った。

（──急いでください、司令！）




「ですから、先刻から言っているように、状況は変わったのですよ事務総長」

　イライラとマホガニーの執務机の表面を指で叩たたきながら、ヘルガは少し声を荒げた。

　通話の相手は国連の最高責任者である。

「《ヴァルキュリア》を強制的に戦わせることは、もはやできません。《安全装置セーフテイユニツト》が外れてしまったのですからね。──は？　ええ、外したのは我々ではありませんよ。連中の証言から、それを行ったのは《ロキ》だとわかっています。しかし、いまさらどうこう言ったところで、どうしようもないでしょう？　新しく《首輪チヨーカー》を付けるのは無理です。そもそも、誰だれが付けますか？」

　こと、と硬い音とともに、カリウスが紅茶のカップを置いてくれた。マイセンのロココ風のものだ。中でニルギリの濃こい琥こ珀はく色いろが揺れている。もうこれも飲めなくなるかもしれないな、と事務総長の声を聞きながら、ヘルガは思った。

「──は？　ええ、わかりますよ。確かに、連中は《ロキ》の下へ走った。しかしそれを言うなら事務総長、あなたがたもこの計画には、加担したことになる。あなたがたも《ヴァルキュリア》も、何ひとつ知らなかったんですから。連中の罪を問うと言うのなら、あなたがたも同様に裁かれるべきだ。そしてそれは、Ｇ・Ｏジーオーによってなされるでしょう」

　ヘルガはカップの縁ふちを指でそっと撫なでた。

「私の罪ですか？　──ええ、確かに、私は《教団》の計画を知っていた。その罪を問うと言うのなら、お好きになさい。しかしそれは、いま話し合うことですか？　こうして話をしている間にも、Ｇ・Ｏは世界を滅ぼしにかかっているのですよ？　ほら、ご覧らんなさい。いま、日本の関かん東とう地方の生物は○になった」

　空中に浮かんだスクリーンのひとつのウィンドウには、《ヘル》の振り撒まいている毒素と思おぼしき物質の拡散状況が表示されていた。

「状況は絶望的です。先の爆ばく撃げきをご覧になりましたか？　あの三体は核でも傷付かないでしょう。おそらく、効果があるのは《ヴァルキュリア》の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》のみだ。そしてそれを振るうのは、連中しかいない。これは取り引きですよ、事務総長。連中は、本来なら我々のために戦う義理はないのです。しかし、人と同じあらゆる権利を認めると言うのなら、戦うと言っているのです。──ええ」

　それからしばらく、ヘルガは電話の向こうの相手の話を聞いていたが、やがて大きく息を吸うと、机をバンと叩いた。カチ、とカップが鳴ったが、紅茶はこぼれなかった。

「事務総長！　何度も同じことを言わせないでいただきたい！　我々の主張を認めて連中に命を預けるか、認めずにそこで死を迎えるか、二つに一つしかない！　権利を認めず、命だけを懸かけさせようなどという、都合のいい話は通らない！　核を使いたいというのなら、お好きになさい！　その場合《ヴァルキュリア》の出しゆつ撃げきはないと心しておいていただきたい！」

　ふう、とヘルガは息をついた。

「……これが《ラグナロク》であるなら、世界は最後に炎上して滅びる。それが核の炎であっても、我々は構いませんよ。──いいでしょう。あなたの立場もわからなくはない。五分だけ待ちましょう。では」

　ようやくヘッドホンマイクを外すことができて、ヘルガは耳を揉もんだ。長いこと付けていたせいで、少し痛い。相互ＴＶ会話ができればこんな苦労はないのだが、国連の方のシステムが停止しているので仕方がなかった。

　カップを手に取り、ニルギリを飲むと、丁度いい熱さだった。会話の流れから、終わるおおよその時間を考えて、淹いれてくれたのだろう。カップを置いて、添えられたクッキーを取り、さくさくと齧かじった。甘さが疲れた体に心地いい。

「お嬢じよう様さまを罰することなど、誰だれにもできません」

　少し離れたところに油断なく立って、カリウスはいたって真ま面じ目めに言った。

　その様子に、ヘルガは薄うすく微笑ほほえんだ。

「……そうだな。勝てば《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は英雄だ。負ければ──人類は滅亡するのだから、誰も私を罰することはできないな」

　言ったが、それを信じているヘルガではなかった。国連にとって《ガルド》は邪じや魔ま者ものだ。この機に乗じて一気に解体し、資産を没収にかかる可能性もある。

　ヘルガは、スクリーンを見上げた。被害はますます広がりつつある。《ガルド》の工場の多くは、ロシアや中国の奥地にあるため、Ｇ・Ｏジーオーによる直接の被害は少なかった。だがそれも《フェンリル》の放っている蟲むしが到達するまでだ。蟲が広がった地域では、恐ろしい勢いで腐食が進んでいる。人間の作り上げた文明は壊かい滅めつするだろう。

　紅茶を飲み終わる頃ころ、コンソールの一部が点滅して、再び国連から連絡が入っているのがわかった。きっかり五分だ。

　ヘルガはもう一度、ヘッドホンマイクを装着すると、通話をオンにした。

「結けつ論ろんは出ましたか、事務総長？」

　それきり、ヘルガはしばらく沈ちん黙もくした。微かすかに目を伏せ、ヘッドホンの向こうから聞こえてくる、押し殺したような声に聞き入る。

　やがて、唇にふっと笑みが浮かんだ。

「……いいでしょう。では、そう伝えます。約束は守っていただきますよ、事務総長。もし反ほ故ごにすれば、今度は我々が、あなたがたの『敵』になる」

　スイッチをオフにし、ヘルガはコンソールに触れて《ビフレスト》を呼び出した。

　画面にすぐに、竜りゆう一いち郎ろうの半身が映った。

「中尉、私だ。国連は我々の要求を吞のんだ。《ヴァルキュリア》に最後の確認をしろ。私も《ビフレスト》に降りる」

『は！　これより《ヨトゥンヘイム》に向かいます！』

　モニターの中で、竜りゆう一いち郎ろうは明らかに喜色を浮かべて敬礼した。

　ヘルガは、感情を隠そうともしない彼の様子に苦笑し、また唐突に、可か愛わいい、と思った。年の差は関係ない。年上でも可愛いものは可愛いのだ。現に、カリウスにも、そうしたところがいくつもある。

「そうしてくれ。──すぐにでも出しゆつ撃げきは可能か？」

『申し訳ありません、毒物と蟲むしのサンプルの分析を待って、装備を決める必要があります』

「どのくらいかかる」

　竜一郎は隣となりにいる誰だれかに何事かを話しかけ、返事を聞いて頷うなずいた。

『おそらく、一時間以内には』

「わかった。その旨むねは、私から国連に伝えておこう。至急、作戦を立案しろ。時間がかかればそれだけ死者が増えるぞ」

『了解しています。──では』

　竜一郎の敬礼を見て、ヘルガは通話のスイッチを切ると、もう一度、国連を呼び出した。

「──私です。《ＵＮＣＯＶアンコブ》は一時間以内に出撃します。ええ、お任せください」




　セントラル・エレベーターを降りると、サロンには全員が集まっていた。

　五人とも、《ＵＮＣＯＶ機動騎き兵へい隊たい》の制服である、ヴァイキング族の戦士を模した服に着替えを終えて竜一郎を出迎えた。

　それを見れば、最終的な気持ちの確認など、必要なかった。レインたちは自分を選んでくれたのだ。しかし、一応、その口から聞く必要はある。

　竜一郎は手を後ろで組むと、軽く足を開いて彼女たちを見上げた。

「一五分ほど前に、《ヘル》、《フェンリル》、《ヨルムンガルド》の三体のＧ・Ｏジーオーが出現した。連中は特殊な能力を持っていて、そのための装備を整えるために、いま少し出撃までには時間がかかる。だから、その前に聞いておきたい。──君たちは、俺おれと共に奴やつらと戦う気持ちはあるか？」

　五人は躊躇ためらわなかった。顔を見交わすことも、目配せをすることもなく、大きく頷いた。

「ありがとう」

　竜一郎は心から言った。

　するとルビーは、照れたように鼻の頭を搔かいた。ビターチョコレート色の唇は尖とがっている。

「い、いいんだよ。その……いろいろ真しん珠じゆから聞いたよ、隊長。魔ま物ものたちのこと、調べてくれたんだな。やっぱり全然実感がなくてさ、それを聞いて、やっぱり、って思ったよ。それに……自分たちだけが不幸な目にあったような顔をするのって違うよな。隊長の方が、ずっと辛つらいと思うし……なんたって、恋人を亡くしたんだから」

「いや、そんなことは──って、は？　恋人を亡くした？　な、何のことだ？」

「隠すなよ、隊長。オレたちは、あんなところまで見られたんだぜ？」

　ぽ、とレイン、ルビー、晶あきらの頰ほおが染まる。あんなところ、とはおそらく《ロキ》とのＳＥＸのことだろう。思わず思い出して、竜りゆう一いち郎ろうは喉のどを鳴らしてしまった。

「シュナイダー少しよう尉いと付き合ってたんだろ？　俺おれたち、それを彼女から知らされて、それでちょっとやけになってたところもあって、そこを《ロキ》につけ込まれたんだよな……なんて、言い訳にもなんないけど」

「えっ!?」

　竜一郎は目を白黒させた。

「ち、ちょっと待った！　俺と少尉が付き合ってたって……それ、何のことだ!?」

「隊長、隠さなくてもいいですヨ。ワタシたちのことを信じてくれるなら、隊長の弱いところも見せてクダサイ。じゃないと不公平ネ」

　レインが体を屈かがめて、大きな青い瞳ひとみでウィンクした。

「ま、まて！　本当に何の事かわからんぞ！　一体、彼女が何を言ったって言うんだ!?」

　竜一郎が本気で額ひたいに汗を浮かべて言うと、真しん珠じゆたちは互いに顔を見合わせて、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「何って……少尉、どこかのオープンカフェで、隊長さんとキスしているホログラムを見せながら、自分を選んだ、って、やっぱり人間は人間同士なんだ、って、あたしたちに……」

「キ、キス？──あっ！」

　竜一郎は、少尉の不意打ちのキスのことを思い出した。それをホログラム写真に撮とっていたというのか！　からくりが見えた気がした。

（そうか！　司令が言っていた密命とは、このことだったんだ！）

　シトロン・シュナイダー少尉が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に派遣されたのは、《ヴァルキュリア》の感情を刺激し、恋に目覚めさせることが目的だった、とヘルガは以前、竜一郎に語った。だが、その他ほかにも何か目的があった可能性がある、と言っていた。シトロンは《ガルド》が選抜して送り込んできた人物だったからだ。

　少尉は目的は恋に目覚めさせるに留とどまらず、その先を──真珠たちに失恋まで味わわせ、その上で、人間に対する不信感まで植え付けることだったに違いない──所しよ詮せん、人間は人間同士、という。すべては《ロキ》の下へ、走らせるためだ。

（だが、少尉がそれを知っていたとは思えない）

　彼女は《教団》の人間ではなかったと、退院後にヘルガから聞いていた。

「ナツミの追加調査でわかったことだがな、シュナイダー少尉は恋愛に対しては非常に懐かい疑ぎ的な考えの持ち主だったそうだ。心理カウンセラーの分析によると、愛を求めながらそれを信じられない性格、とある。だが、言い方は悪いが、男をたらしこむのは得意だったようだな。彼女のせいで三人の上官が破滅している。いずれも不倫だったらしい。《ガルド》とのつながりは思想的な背景は一切なく、単に金の問題だったようだな」

　つまり、本当の意味で自分が何をやっているのか知らず、ただ金のために、命令をこなしたに過ぎなかったのだ。

　不ふ思し議ぎと怒りは湧わいてこず、ただ、哀れだと思った。怒ったところで相手は死んでいる。

　竜りゆう一いち郎ろうは、真しん珠じゆたちになんて言えばいいかを考えながら、頭を搔かいた。

「あー、そのことだけどな……それは……」

　拳こぶしを握り、くわ、と目を見開いた。

「噓うそだ！」

　大声で言うと、真珠たちの、えっ！　という声がハモった。

「ど、どういうことですか!?」

「あのキスは、まったくの不意打ちによるものだ。俺おれがコーヒーを飲んでいたら、そこへ少尉がやってきて、話をしている内に突然──されたんだ」

「ほ、本当に……？」

「ああ。俺は少尉と付き合ってなんかいない。おそらく彼女は、俺と君たちの間の信頼にヒビを入れる目的で、《ガルド》から派遣されてきたんだろう──《ロキ》が復活した際、奴やつの誘惑を容易にするために。すまない。俺はそれに気が付かなかった」

　真珠たちは、それを聞くと初めはぽかんとしていたが、しばらくすると、何故なぜかその顔には怒りではなく喜びが浮かんで、竜一郎を驚おどろかせた。

「じ、じゃあ、隊長は少尉と恋人同士ってわけじゃないんだな!?」

　ルビーが身を乗り出すようにして訊きいてきて、竜一郎は頷うなずいた。すると少女たちは彼をほっぽいて頭を寄せ合うようにした。

「なんだよ……じゃあ、オレたちにもまだチャンスがあるんじゃんか。くそっ！　そうと知ってれば、あんな優やさ男おとこに騙だまされなかったのによ！」

「そうネ。どうして隊長を信じられなかったのカシラ？　自分が情けないワ」

「でも、そりゃあ仕方ないんじゃないか？　実際、キスはしてるわけだし。──隊長にも隙すきがあったってことだろ？」

「それは言えるネ。隊長が悪いヨ」

　晶あきらが、その通りと言わんばかりに、大きく頷いた。

（おいおい……）

　竜一郎は苦笑いするしかなかった──内緒話のつもりなのかもしれないが、丸聞こえである。だが、どうやらいつもの調子が戻ってきたようだ。このほどよい緊きん張ちよう感かんのなさが、彼のよく知る《ヴァルキュリア》だった。

「けどよ──じゃあこれで勝負は、振り出し、ってことだよな？」

　ルビーが言うと、レインと晶が、当然です、というように頷いた。

（勝負……？）

　何のことだろう、と竜りゆう一いち郎ろうが首を傾かしげると、ルビーが振り返って、真っ直ぐに見下ろしてきた。そうして、もじもじと指を動かす。

「た、隊長！──そ、その、なんていうか、さ……オレ、隊長のこと、好──」

「だ、ダメよっ！」

　不意に大きな声を出したのは、真しん珠じゆだった。

「そんなのずるいっ！　姉ねえさんたち、一度リタイアしたんじゃない！　ダメダメッ！」

「な、何言ってんだよ。あれは無効だよ、無効。オレたちは騙だまされたんだからな」

　その通りとばかりに、レインと晶あきらは、こくこくと頷うなずいた。

「条件は同じだったじゃない！　だったら、振り出しなんておかしいわ！　それにあたしもう隊長さんに『好きです』って告白したんだから！」

「何いぃぃぃ!!」

　驚おどろきの声が重なって、サロンに朗々と響ひびき渡った。

　ぐるん、と四つの顔が竜一郎を向いて、彼は思わず一歩下がった。

「た、隊長……それで、何て返事を……」

「まさかＯＫしたんジャ……」

「…………」

「お、おにいちゃんっ！」

　じりじりと鬼気迫る迫力に、竜一郎はごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

「い、いや……まだ、返事はしていない」

　その答えを聞くと、少女たちは、あからさまにホッとした顔になった。ただひとり、真珠だけは少しばかり不満そうだったが。

「んじゃあ……」

　何かを企たくらんだように、ルビーはにやりとすると、すう、と息を吸った。

「隊長！　オ、オ、オ、オレも好きだぜっ！」

　ルビーが喧けん嘩かを売るように拳こぶしを握れば、

「ワタシも好きヨ……ハニー♥」

　レインはどこで憶おぼえたのか、そんなことを言って投げキッスをして見せ、

「……好き」

　晶は──あまり変わらず、

「お、おにいちゃんっ！　ミル──わたしも！　わたしも好きっ！」

　ミルキィは、兎うさぎのように飛び跳ねながら、そう言った。

「み、皆、ずるいっ！」

　それを聞いた真珠は、彼女にしては珍しく、皆を押しのけるようにして前に出てきた。そうして、自分を指差すと、

「た、隊長さんっ！　あたしが、あたしが一番初めに勇気を出して言ったんですからね！　それを忘れないで下さいねっ！」

　と、少し涙目になって主張した。

　あれはどう考えても、口が滑った、という感じだったが、あえて突っ込むようなことはしなかった。こんな真剣な顔の少女にそれはできない。

「待て！　とりあえず待ってくれ！」

　このままでは姉妹喧けん嘩かに発展しそうな少女たちに向かって、竜りゆう一いち郎ろうは腕を目一杯上げた。

「君たちの気持ちは、よくわかった。その……嬉うれしいとは思う。だが、今は状況が状況だ。俺おれもいい加減なことは言いたくないし、言うつもりもない。とりあえず時間をくれ」

　それを聞くと、姉妹は顔を見合わせた。

「……でもよ、隊長。今度の戦いは、これまで以上にシビアなんだろ？　だったらその前に、隊長の気持ちを聞いておきたいな。別に、誰だれかをここで選べ、何て言わないからさ。とりあえず、オレたちのことをどう思っているのか……それだけでも聞かせてくれないかな」

　ルビーが言うと、レインと晶あきらはもちろん、真しん珠じゆとミルキィも頷うなずいた。

　どの少女の瞳ひとみも真剣だった。

　そのひとつひとつを見て、竜一郎は、表情を引き締しめた。
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「わかった。正直なところを言おう。実はな……俺おれは、恋とか愛とかいう奴やつが、よくわからないんだ。この年まで、女性と付き合ったこともないしな。まあ、興きよう味みがなかったわけじゃないんだが、縁えんがなかったと言うか、そういう想おもいを抱ける相手と出会えなかった。だから、いま君たちに感じているものが、恋なのか、それとも別の感情なのか、オレには判断がつかない。じっくり考える暇もなかったしな」

　ふ、と竜りゆう一いち郎ろうは薄うすく微笑ほほえんだ。

「だが、これだけは言える。──俺は、君たちが大事だ。恋かどうかを問わなければ、全員のことが好きだ。誰一人、死んで欲しくないと思っている。いまの俺には、これくらいしか言えないんだか……それじゃダメか？」

　姉妹と竜一郎は、互いにじっと見つめ合った。

　それが、どのくらいの時間だったのかはわからない。やがて、先に表情が和らいだのは、姉妹たちの方だった。

「ま、隊長なら、こんなもんかな？」

　そんな少し酷ひどいことを言って、ルビーは肩を竦すくめて見せた。

「とりあえず、『好きだ』って言ってくれたし、いーんじゃないか？」

「そうネ。隊長にしては、勇気を出したと思うワ」

「……許す」

「ミル──わたしも我慢する。シンジュお姉ちゃんは？」

「あた、あたしも……いまは、これで……嬉うれしいし……」

　うつむいて、真しん珠じゆはケープの端をいじった。その頰ほおは、ほのかに赤かった。

　瞳ひとみには微かすかに涙が浮かんでいたが、それは真珠だけではなく、他ほかの姉妹たちもだった。

　口ぶりこそ素っ気なかったが、彼女たちには、自分の言葉がそれくらい嬉しかったのだということが、竜一郎にも実感できた。

（ああ……この子たちを、死なせたくはない……決して）

　ぐ、と突き上げるように湧わいたその決意に、竜一郎は知らず、拳こぶしを握り締しめていた。

　それは、少女たちの想いを摑つかんだかのように──とても、熱かった。




「《ビフレスト》展開せよ！」

　ヘルガの朗々とした声が司令室に響ひびき、公園の一部が割れるようにして、その下から巨大な空間が現れた。扇状を描く壁かべには、八つの扉があって、堅く閉ざされている。《ケイブ》の中央には、扉の数と同じ八つの椅い子すが並んでいたが、それはいずれも人間のサイズの一〇倍はあるものだった。

　作戦司令室全体が下降を始めると、それに合わせて《ケイブ》全体が発光を始め、やがて全すべてが銀色に輝かがやいた。それはまるで、ＥＵＡＦ欧州連合空軍の燃料気化爆弾で吹き飛ばされる前の《ヨートゥンハイメン》の雪に覆おおわれた山肌のようだった。

「《ヴァルキュリア》、到着します」

　オペレーターの声に、ヘルガは車くるま椅い子すを前に進めた。ぎりぎりまで縁ふちに出、下を覗のぞく。八つの扉がスライドして開き、内の五つから、五人の《ヴァルキュリア》が現れた。色とりどりのケープを纏まとい、顔はすべてしっかりと上がっている。その表情に迷いはない。

　ヘルガは、満足して微笑ほほえんだ。

　かつ、と靴音がして、見ると、竜りゆう一いち郎ろうが傍そばに立っていた。走ってきたのだろう、少し息が荒い。その後ろには、イングマン主任がいる。

《ヴァルキュリア》はヘルガを見上げると、綺き麗れいに揃そろって敬礼した。

「……休め。座ってよし」

　竜一郎の言葉に、真珠たちは静かに腰を下ろし、それを待って彼は、踵かかとを鳴らすように打ち合わせて敬礼した。青いケープが翻ひるがえる。

「司令！　《ＵＮＣＯＶアンコブ機動騎き兵へい隊たい》到着いたしました！」

「うむ。アマミヤ中尉、作戦を」

　ヘルガは、杖つえで車椅子の肘ひじ掛かけを叩たたいた。

「は。──《ベルザンディ》、Ｇ・Ｏジーオーの現在のデータを」

「《了解しました》」

　空中にスクリーンが投影され、ユニバーサル横メルカトル図法で描かれた、世界地図が表示された。その上に、三つの光点が輝かがやいている。

「《三体のＧ・Ｏジーオーの内、《ヘル》及び《フェンリル》はそれぞれ東京、エッセンからほとんど移動していません。残る一体の《ヨルムンガルド》だけは、大地を抉えぐり取りながら、現在はリオデジャネイロ方面へ向かっています》」

　ヘルガは元げん帥すい杖じようで掌てのひらを叩たたいた。

「《ヘル》の放出している毒の種類は特定できたのか？」

「それについてはイングマン主任から報告を」

　竜りゆう一いち郎ろうの言葉を受けて、イングマンは一歩前に踏み出した。

「《ヘル》の分泌している毒物は、呼吸酵素を不活性化することから、おそらくはシアン化合物がガス化したものに極ごく近い物質と思われます。カメラが捉とらえた犠ぎ牲せい者しやの死斑も、鮮あざやかな紅くれない色をしています。これは、青酸カリを服用した場合に現れる症状に非常に近い。しかし、近いだけで、シアン化合物ではありません。まったく未知の物質だ」

「防げるのか？」

「ガスに触れなければ、問題はありません」

「ガスの防ぼう護ごにつきましては」

　と、竜一郎があとを引き取った。

「Ｓ２装備で対処可能です。加えて、戦せん闘とうによってスーツが破れた場合を考え、インナーを形成する特殊ポリマーアロイの構造調整も行います」

「宇宙服か……それなら確かにガスも通さなそうだな」

「すでに回収したサンプルで、実験済みです」

　ヘルガは頷うなずいた。

「《フェンリル》の放っている蟲むしについてはどうだ？」

「アレはまったくの新種です。小さなＧ・Ｏジーオーと言ってもいい」

　イングマンが嬉うれしそうに答えた。

「さすがに、超高弾性炭素繊維強化プラスチックＳＣＦＲＰには歯が立ちませんが、並みの強化プラスチックならば簡単に嚙かみ砕き、食べてしまいます。そして腹部から分泌する液体は、強力な腐食性を持っていて、ステンレスやチタンなどの耐食合金ですら、瞬またたく間に腐食させてしまいます」

「では、どうするのだ？」

　ヘルガは杖つえでこつこつとおでこを叩たたいた。

「《ジークフリート》は出しゆつ撃げきさせられん、ということか？　そもそも《クレイドル》を降下させられないのではないのか？」

「いえ、司令」竜りゆう一いち郎ろうは言った。「彼かの蟲の腐食液は、金属には有効ですが、それ以外のものにはまったく無害なのです。そこで現在、整備班の方で《ジークフリート》及び《クレイドル》、その他ほか、兵装の、作動に支障がない範はん囲いで、特殊ポリマーアロイの塗布を行っております」

「出しゆつ撃げきは可能、ということだな」

「はい」

　ゆるぎない竜一郎の答えに、ヘルガは頷うなずいた。

「いいだろう。では、作戦を聞こうか」

「は。──《ヘル》の毒ガス、《フェンリル》の腐ふ食しよく蟲ちゆう、《ヨルムンガルド》の破は壊かい行為、いずれの対処も一刻を争います。各国の軍隊が独自に攻撃を行っていますが、被害の拡大を食い止められてはいません。そこで《騎き兵へい隊たい》に自分の《ジークフリート》を加えた六人を、二人ずつ三班に分け、同時に降下、電撃戦を仕掛けます──《ベルザンディ》作戦図を」

「《お待ちください》」

　すぐに記号化された《ヴァルハラ》の姿が映し出された。

「現在《ヴァルハラ》はブラジル上空にあります。《クレイドル》は地球の自転を利用して、時間を合わせ、エッセン、東京、リオデジャネイロを目指し、大気圏に突入。着陸後は個人の判断でＧ・Ｏを殲せん滅めつします」

　ＣＧ化された《クレイドル》が、大気圏に突入して目標地点へ落下する様子が、スクリーン上で繰くり返された。

「対《ヘル》には、ルビー・フォレスト伍ご長ちようと水みず樹き晶あきら伍長が。対《フェンリル》には、自分とミルキィ・コーラル伍長が。対《ヨルムンガルド》には、海かい津づ院いん真しん珠じゆ伍長とレイン・ジースト伍長があたります。先の各軍の攻こう撃げきで、既存兵器による攻撃は、ほとんど効果がないことがわかりました。残された手段は《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》による肉弾戦──それを仕掛けます」

「ずいぶんと大おお雑ざつ把ばだな。総がかりで各個撃破の方が確実ではないのか？」

「《ヘル》にしろ《フェンリル》にしろ《ヨルムンガルド》にしろ、既存の生物の形をしていても、その特質に当てはまらないのは確実です。人は青酸性のガスは吐かないし、狼おおかみは奇妙な羽は蟲むしを体内に飼ってはいない。それに蛇は、まるでミミズか何かのように、土を食ったりはしません。それに、先の進化のことがあります。どれか一体を倒すことで、他の二体が新たな形質を獲かく得とくしないとも限りません。毒を吐き、かつ、腐ふ食しよく蟲ちゆうを飛ばすような、複合生物──キメラに変へん貌ぼうした場合、防ぼう護ご装備を用意するだけでも、相当に時間をロスします。それよりも、三体に同時に攻撃を仕掛け、殲せん滅めつするべきだと考えます」

「だが、各個の勝算は低くなるぞ」

「承知しています。ですが、自分はキメラ化する可能性の方を恐れます。《ロキ》はそれを狙ねらっているのかもしれない」

　ヘルガはまた杖つえでおでこを叩たたきながら、竜一郎の言った可能性について考えた。

《教団》に伝わっている《ラグナロク》の話には、そうしたことは書かれていない。最終戦争についての記述そのものは短く、ただ、《ロキ》と三体の魔ま物ものが蘇よみがえって戦い、世界が炎上する、とあるだけだ。つまり、竜りゆう一いち郎ろうの言ったような魔物のキメラ化については、起こるとも起こらないとも言えなかった。

　こつ、と少し強く叩き、ヘルガは竜一郎を見た。

「……勝てるのか、中ちゆう尉い？」

「勝ちます」

　答えに、澱よどみはない。できるできないではない、やるのだ、という気迫が感じられる。

　ヘルガは《ケイブ》を見下ろした。《ヴァルキュリア》たちは椅い子すに腰掛けたままこちらを見上げていたが、怯おびえた様子も、不安な様子も見せてはいなかった。

（士気は高い、な）

　水を注さしたくはない、とヘルガは思った。それに戦いの方法が肉弾戦に限定されるのなら、各人の役割も何もない。それぞれが《槍ランス》を握り、魔物どもと戦うだけだ。

（やらせてみるか）

　もしも歯が立たないようであれば、その時は退却させればいい。ヘルガとしても、《ロキ》が姿を見せない内に魔物を片付けておきたかった。

　杖をくるりと回して、手袋をした掌てのひらを、ぱしと叩いた。

「……いいだろう。中尉の案を認めよう。存分にやれ。ただし、退却のタイミングは私が判断する。いいな？」

「は！　ありがとうございます！　必ずやご期待にお応こたえします！」

「期待しているぞ」

　ヘルガは、杖つえの飾りの方で竜りゆう一いち郎ろうの肩を軽く叩たたくと、それを《ヴァルキュリア》たちにもよく見えるように、高く掲げた。

　真しん珠じゆたちは、椅い子すを立つと、姿勢を正した。

「《ＵＮＣＯＶアンコヴ機動騎き兵へい隊たい》出しゆつ撃げきせよ！　決戦の前に邪じや魔まな雑魚ざこを片付けろ！」

「はっ！」

　少女たちは敬礼をすると、身を翻ひるがえしてそれぞれの扉へと消えた。人々の目には、鮮あざやかなケープの残像が、いつまでも残っていた。













　　　　　Ⅵ．ラグナロク







「《クレイドル06》《05》、切り離されました。熱圏下層へ突入を確認。続いて六〇秒後に《02》《07》の切り離しを行います」

　オペレーターの報告を聞きながら、ヘルガは投影型のメインスクリーンを見上げていた。切り取られたように開いたウィンドウには、大気との摩ま擦さつによって灼しやく熱ねつの砲弾と化していく強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドの様子が映し出されている。

《05》にはミルキィが、《06》には《ジークフリート02》と共に竜りゆう一いち郎ろうが乗り込んでいた。試作一号機は《コフィン》での無理な打ち上げが祟たたって、関節系がガタガタになってしまい、オーバーホール中だった。初出しゆつ撃げきで蓄積された内蔵コンピューターのデータは移植したらしい。

　続いて《02》《07》も切り離され、方向制御ノズルから青いガスを間欠的に噴ふいて角度を調整すると、降下を開始した。晶あきらの《クレイドル03》は、先のＥＵＡＦ欧州連合空軍の爆ばく撃げきによって、吹き飛んでしまっている。彼女の《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》は破は壊かいされてはいないはずだったが、回収出来てはいない。竜りゆう一いち郎ろうが晶あきらを、格かく闘とう戦闘力の高いルビーと組ませたのは、そのためだろう。銃じゆう撃げきによる援えん護ごが彼女の任務だ。

「一五秒後に《01》《04》を切り離します。その後、《スレイプニル》はドイツ上空へ移動の予定」

「《ベルザンディ》、《ロキ》及び《Ｖ─00》は発見できないか？」

「《いまのところ、出現は確認されていません》」

　ヘルガは杖つえで掌てのひらを叩たたいた。

（いつ出てくるか、だな）

　何故なぜ、姿を見せないのかはわからなかったが、いまは、竜一郎たちの戦いに、手を出さないでいてくれることを願ねがうしかなかった。魔ま物ものに加えて、《ロキ》とドミトルヴュナまでが相手では、たった二人では勝ち目はない。《ロキ》の戦闘力は不明だが、ドミトルヴュナには一度《ヴァルキュリア》は敗北しているのだ。

（ドミトルヴュナに守られているような奴やつだ。《ロキ》は、もしかすると最弱のＧ・Ｏジーオーという可能性もあるが……いや、あまりに楽らつ観かん的過ぎるな。バトルロイヤルで勝ち残ったＧ・Ｏの果てが奴だ。弱いはずがない。奴が、エッセン、東京、リオデジャネイロのいずれかに現れた場合、一旦退却させ──いや、全員をその地へ送り込むしかないな。やすやすと退かせてくれるとは思えん）

「《01》《04》切り離されました。突入を確認」

　ヘルガは真っ赤に焼けながら落下していく六つのポッドを見つめ、元げん帥すい杖じようを握り締しめた。

「着地まで一八〇秒……一五〇秒……」




「《中尉。通信、回復しました》」

「──よし。全《クレイドル》と回線を開いてくれ」

「《了解。回線、繫つなぎます》」

《ジークフリート》のメインシステムの擬ぎ似じ人格である《クリームヒルト》が、そう応こたえるとすぐに、網膜に直接投影された視界の中に、五つのウィンドウが開いて、《ヴァルキュリア》たちの顔が映し出された。事態が事態なので、着地後すぐに出撃できるように、すでに戦闘服への着替えは済んでいる。

　ルビーと晶は、ドミトルヴュナが《ヴァルハラ》を襲しゆう撃げきした際に着用していた、ダイバーのドライスーツのような簡易宇宙服を着ている。標準のＳ２装備より活動時間は短いが、格闘戦を挑むのであれば、こちらの方が断然動きやすかった。外気の遮断率はどちらも完全で、毒が侵入する危険性はない。万が一、スーツが裂けても、首のところでもう一段階密閉されており、首から下は特殊ポリマーアロイで保護されている。

　真しん珠じゆとレインは、標準の騎き兵へい隊たいの装備である。ミルキィもほとんど変わらないが、肌にたかる蟲むしの感触を減らすためにポリマーの厚みを倍にし、白鳥をかたどったヘルメットはバイザーを最大に下ろし、隙すき間まにはネットを張って侵入を防ぐようにしてもらっていた。

　いずれも整備班の必死の働きによって、短時間で用意されたものだ。

　竜りゆう一いち郎ろうは、心の中で夏なつ美みに感かん謝しやし、それから、真しん珠じゆたち一人一人を見つめた。

「ありがとう」

　と、彼は言った。ウィンドウの中で、皆が驚おどろいた顔になった。

「今日きようまで、よく、俺おれに付いて来てくれた」

『な、何だよ、急に……』

　焦ったように言ったのはルビーだ。

「こんな時に不ふ謹きん慎しんだし、自分でもおかしいと思うんだが……俺はいま、嬉うれしいんだ。ようやく、俺も皆と一緒に戦うことができる。俺は、あまりいい上官ではなかったと思う。なにしろ経験が少ない。自衛隊ＳＤＦで小隊の指揮を取ったことはあるが、Ｇ・Ｏジーオーなんてモノを相手にするのは、それとは訳が違う。それに、《スレイプニル》でただあれこれと指示を出しているってのは、正直、性しように合ってるとは思えなかった。こうして自ら出しゆつ撃げきする方が、気も楽だ」

『だったら、もっと早くそうすりゃよかったのによ』

　言って、ルビーは少し唇を尖とがらせた。

「そうしたかったがな。──実はそれも不満だったんだろ？　ひょっとすると《シグルズ》の量産機が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に納入されなかったのは、不満を助長するために《ガルド》がそうしたのかもしれないな」

　軽く笑い、レインとルビーはばつが悪そうに苦笑した。それに軽く頷うなずいて、竜一郎は表情を引き締しめた。

「だが、連中の企たくらみは決して成じよう就じゆしないだろう。《ＵＮＣＯＶ機動騎き兵へい隊たい》は健在だ。この戦いに勝利して、自由と権利を勝ち取ろう。人類のじゃない。自分たちの自由と権利を」

『隊長が、そんなこと言っていいのかよ？』

『ほんとネ。人間が聞いたら、きっと怒るヨ──裏切り者！ってネ』

　そう言って、ルビーとレインは笑った。

「いいさ。──とにかく、敵はまったく未知の生物だ。もし《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》による攻撃すら無効だとわかったら、構わないから逃げろ。無理はするな」

　はい、と全員の声が返り、竜一郎は頷くと、晶あきらを見た。バイザーの向こうの、さらに眼め鏡がねの向こうから、黒い瞳ひとみが見返してくる。

「晶君。君のポッドには、以前使用した狙撃銃スナイバーライフル『カスパル』を改造したものを搭載してある。どれほど効果があるかわからないが、ルビーの援えん護ごをしてやってくれ。たとえ爆ばく弾だんの熱で溶解しなくても、殴られればよろけもするだろう。『カスパル』の弾丸は、君の拳こぶしだ」

　こっくりと、晶は頷いた。

　次に竜りゆう一いち郎ろうは、ふわふわのブロンドを無む理り矢や理りメットの中に押し込んだミルキィを見た。

「ミルキィ。君はしばらく待機だ。俺おれには、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》は扱えない。そこでまず俺が《フェンリル》に攻こう撃げきを仕掛け、これを何とか押さえ込む。そうしたら、奴やつの体に《槍ランス》を突きたててくれ。頼むぞ？」

『う、うん！　ミル──わたし、頑張るよ、おにいちゃん！』

「……すまないな。また、前線に狩り出してしまって」

『そんなことない！　わたしだって、いつまでも皆に──おにいちゃんに、守ってもらってばかりじゃダメだもん。わたし、お姉ちゃんたちが行っちゃったときも、それを助けに行ったときも何もできなくて悔しかった。だから戦うの！　わたしだって《騎き兵へい隊たい》なんだから！』

　竜一郎は頷うなずき、それを見てミルキィは笑った。だが、その顔は青い。決意は本物だろうが、それで怖くなくなるというわけではない。

（怪け我がをさせたりするものか）

　改めてそう決めて、竜一郎は最後に、真しん珠じゆとレインを見た。

　真珠は、こちらをじっと見つめていた。晶あきらと同じ黒い瞳ひとみの奥に、何か熱に似たものを感じて、竜一郎は誰だれにも聞こえないように唾つばを吞のみ込んだ。気持ちがざわつく。

「あー……ヨ、《ヨルムンガルド》もおそらく強敵だ。その……あれだけの巨体と動きだ。それに口──口のこともある。奴が毒蛇かどうかはわからないが、十分注意してくれ。牙きばには毒があるかもしれない」

　竜一郎は、気持ちを落ち着けるためにひとつ咳せき払ばらいをした。

「しかし、体がでかいということは、それだけ的もでかいということだ！　狙ねらうのは頭だが、とにかくどこでもいい、突き刺して弱らせろ！　とどめはそのあとだ！」

『はい！』

『わかったヨ』

　真珠は十分に気が張っているようで、怯おびえは見られなかった。レインは落ち着いたものだ。気負いもまったくない。

　もう一度咳払いをしてから、竜一郎は一人一人を見た。

「……必ず生きて帰るぞ！　いいな!?」

　はい！　と決意に満ちた声が、ヘルメットの中に大きく反はん響きようした。




　軽い振動を感じて、真珠は《寝台バース》の取っ手を摑つかんでいた手の力を緩ゆるめた。ポッドの内側のモニターには、《ｌａｎｄｉｎｇ》と表示されていて、《クレイドル》が無事に着地したことを教えてくれていた。

　着地地点は、マップによれば、リオデジャネイロの北北東二キロの地点となっている。外の様子は、よくわからなかった。午前二時を過ぎたばかりで月もない。代わりに、北の方では激しく雷鳴が轟とどろいていて、その白光の中に時折、もうもう立つ土煙と、ギラギラと輝かがやく白い何かが浮かび上がっていた。

「ハッチオープン」

　真しん珠じゆが命じると、モニターの映像が消えて、ゆっくりとハッチが開き始めた。流れ込んでくる空気は、何となくオゾン臭かった。おそらく、あの雷のせいだろう。それに、生っぽい土の臭においも濃こい。

　ヘルメットの横、翼つばさに見える部分に触れて、バイザーに《ヨルムンガルド》の情報を呼び出した。

（やっぱり……）

　あの時折見える白いものは、《ヨルムンガルド》の胴体だ。現在、体長は三〇〇〇メートルを越えて、なお成長中とあった。直進してはいないが、あと五分ほどでリオデジャネイロに到達すると《スクルド》は予測していた。

　ハッチが完全に開くと、真珠は夜の大地に降り立って、銃架から《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を取り出した。

　今夜は風が強い、その音に混じって、すぐに《槍ランス》は歌うような音を奏で始める。

　この音波が、Ｇ・Ｏジーオーの細胞の原子核に作用して核力を失わせ、組そ織しき崩ほう壊かいさせているのではないか、と仮説が立てられている。だが、いまだ人類は同じ現象を再現できずにいた。

　真珠は《槍》に付けられたケーブルを手首に繫つないだ。投とう擲てきした場合に、返しで手元に引き寄せるためだ。何か銃を持って行くかどうか悩んだが、結局、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを三つほど腰のフックに下げた。目がある以上、光には反応するはずだ。

　準備を終えると、少し離れた場所に着陸した《クレイドル01》を向いた。

　レインは腰のホルスターに照明弾発射銃を下げていた。確かにこの暗がりでは、何よりも必要かもしれない。それに直接目に向ければ、武器としても使える。真珠は銃架から同じ物を取り出すと、ホルスターに収め、予備の照明弾もフックに下げると、闇やみに沈む地平線を睨にらむように見た。

「姉ねえさん、どう戦う？」

　両手に《槍》を持ち、具合を確かめるように指を動かしながら、真珠は訊きいた。

　その間にも《ヨルムンガルド》は近づきつつある。足の下から伝わる振動で、それがはっきりとわかる。

『とにかく、あのでかい図体に《槍》を叩たたき込むのが先決ヨ。アレがＧ・Ｏと同じなら、それで組織崩壊を起こして、ジ・エンド、ネ。でも、そうじゃないかもしれない。だから真珠、ワタシがまず、試してみるワ。それでもしダメだったら……その時は、あなたが別の手を考えて。お願ねがいネ』

「待ってよ、そんなの勝手に決め──」

『そうさせテ』

　有無を言わせない口調に、真しん珠じゆは思わず黙だまった。

『……ワタシは、隊長さんを信じられなかった。でもあの人は、そんなワタシを、また信じてくれたワ。それに応こたえたいノ。けじめだと思ってくれてもイイワ。お願ねがい、やらせテ』

　真珠はレインをじっと見つめた。《槍ランス》を手にした彼女の、バイザーの向こうの表情は、遠いこともあってよく見えない。だがそれは、以前にあったような、抜け駆けをしようとか、そういう気持ちじゃないことは明らかだった。

「……わかったわ」

『ありがとう、真珠。──それじゃあ、始めまショウ』

　レインはホルスターから照明弾発射銃を抜いて、真珠に軽く頷うなずきかけると、ブロンドの髪をなびかせて走り出した。

　真珠は足を軽く開いて、いつでも《槍》を振るえるように備えた。

　やがて、夜空にマグネシウムの華が咲き、その輝かがやきの中に、真っ白い鱗うろこが浮かび上がった。




「静かだな……」

　Ｓ２装備に身を固め、ポッドの外に出たルビーは、辺りの様子を見回して、そう呟つぶやいた。手にした《槍》の奏でる歌以外は、何の音もしない。風もなく、辺りにはただ、灰色の霧きりのような毒だけが漂っている。

　東京は午後の二時を回ったばかりだったが、辺りは薄うす暗ぐらかった。大量に撒まかれたガスが、太陽光を遮っているのだ。足元には、逃げる暇もなく黒こく霧むに吞のまれた、何百という死体が転がっている。ここが東京の何という場所かは知らないが、街そのものも廃はい墟きよと化しており、まさにゴースト・タウンだった。

　そんな場所の、四車線ある道路の交差点に、《ヘル》は立っていた。時折移動して、いまは出現地から西へ三キロほど移動した場所にいる。青黒い肌をさらして、その全身から、未知の毒素を滲にじみ出させている。黒い髪を生き物のように広げている様子は、まるで黒い花のようだった。

　こちらに気付いている様子はない。興きよう味みがないのかもしれない──これまでのＧ・Ｏジーオーもそうだった。彼らは目的の遂行（Ｇ・Ｏの場合は人口密集地での自じ爆ぼく）を妨げられて初めて、相手を敵と認にん識しきし、攻こう撃げきを仕掛けてきた。

（……一撃で、決着をつけられるか？）

　ルビーはざっと周囲を見回した。ここいらはビジネス街だったのか、半はん壊かいしたビルが多く建っている。それらを盾にして近づけば、至近距離から《槍》を打ち込むことができるかもしれない。

「晶あきら、どこにいる？」

　ルビーはポッドの後ろに隠れるようにすると、小声で呼びかけた。

　彼女のポッドは少し離れた場所に着地したようで、姿は見つけられなかった。廃はい墟きよといっても、ビルの中には傾いただけでまだ立っているもの、上半分だけが抉えぐり取られたものも多く、見晴らしは悪く、加えて、辺りには毒の霧きりも立ち込めている。

「こっちからは、おまえを目視できない」

『……ポッドの傍そば』

「おまえのところから、《ヘル》は見えるか？」

『……見えるわ。狙そ撃げきに支障なし』

「よし。いいか？　オレはこれから、崩れたビルに隠れながら《ヘル》に近づく。撃うつなよ。うまくいけば、一撃でしとめられるかもしれない」

『……何をするの？』

「あいつが、こっちを敵だと認にん識しきする前に倒す。オレが着陸したのは、ほぼ正面、五〇〇メートルだが、あいつはまったく気にしてない。これまでのＧ・Ｏジーオーと同じだ。だから──」

『……わかったわ。わたしは待てばいいのね』

「そうだ。──しっかり見ててくれよ？　オレの活かつ躍やくを」

　ルビーは少しおどけて言ったが、

『……そうするわ』

　返ってきたのはあいかわらずの、抑揚のない返事だった。

　だが、そのまったく変わらないいつもの調子が嬉うれしく、ルビーはヘルメットの下でニヤリとすると、《槍ランス》を宇宙服の背中のラックに収めた。手にしたままでは《槍》の歌う音で気付かれてしまうかもしれない。《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》はＧ・Ｏにとっては天敵にも等しい。

（さて、行くか）

　ルビーはグローブに包まれた手を擦こすり合わせると、ぺろりと唇を嘗なめ、崩れたビルのひとつを目指して、音を立てず、しかし素早く走った。




　軽い振動を感じ、《クレイドル》が着地したことがＨＭＤヘツドマウントデイスプレーに表示され、竜りゆう一いち郎ろうは操そう縦じゆうレバーを握る指を試すように動かした。

「外の様子を」

「《ＨＭＤの映像を、ポッドの外部カメラに切り替えます》」

《クリームヒルト》がそう応こたえた直後、しかし視界は真っ暗になって、何も見えなくなった。カメラの故障かと思ったが。よく見ればそうではなく、すでに蟲むしがびっしりと張り付いているのだった。

「ミルキィ？　聞こえるか？」

　竜一郎がそう呼びかけると、画面の端に《ＶＯＩＣＥ　ＯＮＬＹ》と表示されて、ミルキィの声が聞こえた。

『うん、聞こえるよ。いま着陸するところ』

「そうか。着陸したら、ハッチを開く前にエアカーテンを作動させるんだ。でないと、ポッドの中がたちまち蟲むしでいっぱいになるぞ」

　いやっ、という悲鳴がして、

「わ、わかった。おにいちゃんの言う通りにする」

　と返事があった。

　竜りゆう一いち郎ろうは自分も、《クリームヒルト》に命じてエアカーテンを作動させると、ハッチを開放した。どのくらい効果があるのかが不安だったが、少なくとも、直接飛び込んでくるようなことはなかった。だがポッドに取り付いた蟲が、ハッチの開口部の端から、一匹、また一匹と、じりじり中へ入ろうとしている。

　マニュピレーターモードにして、それを取り除くことも考えたが、おそらくは余計な時間がかかるだけだろうと考えて諦あきらめた。

　ハッチが完全に開くその間に、竜一郎は銃架から一振りの刀を取り上げた。大きく反りの入った鞘さやに収まったそれは、《ジークフリート》の近接格かく闘とう戦せん用武器──《京》だ。《ジークフリート》同様、日につ帝てい重じゆう工こう業ぎよう社しやの技術の粋すいを集めて作られた代しろ物もので、その刃やいばはモース硬度九のコランダムをクリームのように斬きることができる。

　それを手に外に出た《ジークフリート》に、たちまち蟲が群がってきて、竜一郎は夏なつ美みの助言を思い出した。

「《クリームヒルト》、アンチインセクトパルス発射」

「《了解》」

　答えが返った途と端たん、蟲は何かに弾はじかれたかのように《ジークフリート》から離れると、それきり、たかろうとはしなかった。代わりに、離れた場所から体液を吹きかけてくる。

（たいしたもんだ）

　竜一郎は感心した。あの短時間で夏美は、この蟲の嫌う波長を探し出して、それを発射できるようにプログラムを追加したのだ。

『おにいちゃん、見て見て』

　明るい声に振り向くと、通りをひとつ挟んだ向こうの、倒れたビルの成なれの果てである、灰色の砂山の傍そばに着地している《クレイドル》の横で、手にした《槍ランス》を振るミルキィの姿が、ポッド内部の非常灯の明かりに浮かび上がっていた。

　現地時間で、いまは午前五時三〇分を少し回ったところだ。夜が明けるまでには、もう少し時間がかかる。

『凄すごいよ！　《槍》が歌い出したら、周りにいた蟲、みーんな死んじゃった！　それで、Ｇ・Ｏジーオーみたいに消えちゃったよ！』

　言って、ミルキィは《槍》を動かした。よくは見えないが、言う通りなのだろう。

　では、やはりこの蟲むしもＧ・Ｏジーオーなのだ。イングマンの調査では、《フェンリル》同様、爆ばく核かくは確認できなかったが、《槍ランス》に触れずとも組そ織しき崩ほう壊かいをするとは、構造的に脆もろいのかもしれない。

「よし。それじゃあ、いまの内にハッチを閉じるんだ。開けたままそこを離れると、中に入り込まれて後で大変なことになるからな」

『うん、わかった』

　ミルキィの返事に、竜りゆう一いち郎ろうも自分のポッドに向き直ると、縁ふちにたかっている蟲を軽く掃はらって、ハッチを閉じるレバーを引いた。何匹か中に入り込んだかもしれないが、捕まえている時間はない。完全に閉まるのを待って《京》の鞘さやを左の腰のフックにかけると、《ジークフリート》を《フェンリル》の方へと向けた。

　デュアルカメラが、自らを照らし出す炎の涎よだれをたらしながら、立ったまま眠っているかのように、頭を下げている巨大な灰色狼おおかみの姿を捉とらえた。東京の《ヘル》同様、出現した場所からは僅わずかに南下していて、いまいるのはエッセンの街外れに近い公園の中だ。毛皮から、黒い霧きりのようなものが湧わいて空へと流れているが、あの全すべてが腐ふ食しよく蟲ちゆうなのだろう。

　蟲の一部は、すでにアルジェリアに達していることが、《ベルザンディ》から送られてくる拡散状況からわかっていた。

「……ミルキィ」

《フェンリル》に聞こえるはずはないのだが、つい小声になって、竜一郎は彼女を呼んだ。

　はい、とすぐに答えがあったが、先程、はしゃいでいたのとは裏腹に、声には緊きん張ちようがあった。おそらくは空から元気だったのだろう。

「これから俺おれは、陽動をかけつつ《フェンリル》の動きを何とかして止める。合図したらすぐに駆け付けられるようにしておいてくれ。それまでは隠れているんだ」

『えっ？　お、おにいちゃん、ミル──わたしもいっしょに戦った方が、いいと思うよ!?　だってあの犬は《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》でしか、やっつけられないんでしょ!?』

「だからこそ、だ。同時に挑んで、ミルキィが怪け我がでもして《槍》が使えなくなったら、それこそおしまいだ。《フェンリル》には、ミルキィが、確実にとどめを刺さなくてはならない。それには、俺が何とかして奴やつを押さえ込み、絶対に間違いない方法を取る必要があるんだ。──わかるな？」

『……うん』

　そう言ったミルキィは、遠目にも、はっきりとうなだれていた。やっぱり自分じゃ役に立たないんだ、とでも思っているのだろうか？

「ミルキィ？」

　やさしく呼びかけると、ヘルメットを被かぶった少女の顔がこちらを向いた。

　それを確認してから竜一郎は、

「……君が頼りだ。しっかり頼むぞ」

『う……うん！　わかった、任せといておにいちゃん！』

　メットの下で、パッと顔が輝かがやいたのが見えるようだった。《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を持ったまま、ミルキィは可か愛わいらしくガッツポーズを作った。

　この様子が中継されないのは残念だった。人間のために、年とし端はもいかない少女が命を懸かけて戦う様子を見れば、世間の連中も、少しは彼女たちに感かん謝しやするかもしれない。

　竜りゆう一いち郎ろうはミルキィに、力ちから瘤こぶを作るように《ジークフリート》の右手を曲げて見せると、顔を前に向け、ゆっくりと機体を前進させた。優ゆう秀しゆうなオートバランサーのおかげで、ほとんど揺れは感じない。

　人間の目と同じ、デュアルカメラの映像を網膜に直接投影するおかげで、遠近感も把握できる。間合いが大切な格かく闘とう戦せんにおいて、遠近感は重要な問題だ。真空の宇宙空間ではそれが喪失するため、よく知った相手ならともかく、そうでなければ組み打ちは難しい。

　速度を上げながら、竜一郎は《京》の鯉こい口ぐちを切った。すらりと抜き、下段に構えて進む。

　格闘戦のデモンストレーション用にプログラムされていた剣けん舞ぶのデータが、こんなところで役に立つとは、開発者も思ってもいなかっただろう。竜一郎の仕事は、間合いの確保と、斬きりつけるタイミングを計ることだけだ。

（気が付いたな）

　下からの炎に照らされて、隈くま取どりのように濃こい影のできた、獣けものの顔が上がる。目ま蓋ぶたが開くと、その下は血のように、真っ赤に輝かがやいていた。灰色の毛皮が逆立つ。毛先の一本一本は、まるで針のようだ。だが毛が立つと同時に、蟲むしの放出が止やんだ。

（来るか）

　竜一郎は《ジークフリート》の手首を動かし、刃やいばの向きを微妙に調節した。すると《京》は炎の照り返しでギラギラと輝いた。

　それを見て《フェンリル》は、濡ぬれた犬が水を振るい落とすように体を震ふるわせた。毛の間から残っていた蟲が落ちる。そうして、ぐぐ、と背を思い切り弓のように反らせると、高く、高く、遠とお吠ぼえをした──まるで世界の眠りを覚ますかのごとく。

　ちっ、と舌を打って、竜一郎は公園へ駆け込み、左下段から逆さか袈げ裟さに《京》を振るった。

　銀光が弧を描く。

　素早く《フェンリル》は後方へ飛び退すさっていた。だが──

「ギャン！」

　ぽろり、とその前まえ脚あしが半ばから切断され、地面に転がった。血が吹き出る。しかし、それはただの血ではなかった。

「何っ!?」

　ぼたぼたと落ちた先から炎が上がる。《ジークフリート》にも僅わずかにかかり、それは特殊ポリマーを溶かす勢いだった。竜一郎は土をかけて慌ててそれを掃はらった。《フェンリル》はその隙すきに落とされた足を咥くわえると、三本の足で立って唸うなった。

「《クリームヒルト》、あの血は何だ!?」

「《問い合わせ中……《ベルザンディ》の分析によれば、おそらくは腐ふ食しよく蟲ちゆうの体液と、《フェンリル》の唾だ液えきの、両方の特徴を兼ね備えた物質ではないかとのことです》」

「対策は？」

「《……浴びないようにしてください》」

「もっともな意見だが、あまり役立つとは言えないアドバイスだな！」

「《すいません》」

　擬ぎ似じ人格だから当たり前なのだが、まったく誠意の感じられない声で《クリームヒルト》はそう謝しや罪ざいした。

（要するに、斬きりつければこちらもただではすまない、ということだ。四肢を切断して取り押さえようと思ったんだが、あんな血を振り撒まかれたんじゃ《ジークフリート》も、どの程度耐えられるかわからないし、なにより、ミルキィが近づけない）

　竜りゆう一いち郎ろうは《京》を鞘さやに戻した。その間も《フェンリル》から目は離さない。

　魔ま物ものの方でも《ジークフリート》を睨にらんでいたが、ぼとりと咥えていた足を落とした。すると切断面から、おそらくは神経だとと思われる白い糸状物質が伸びて絡み合い、落とされた足を引き寄せた。たちまち元の通りに付いてしまう。《フェンリル》は、具合を確かめるように指を動かすと、姿勢を低くした。

（仕掛けてくるか……？）

　視界の隅で、自分とミルキィの位置関係を確認した。彼女は、斜め後ろのビルの陰に待機している。準備はできているようだ。《フェンリル》の動きにできる限り対処可能なよう、竜一郎は《ジークフリート》の腰を落とした。

「……さあ、来い。絶対に捕まえてやる」

　呟つぶやくと、応こたえて、《フェンリル》は後うしろ脚あしで土を蹴け立たてた。腐食した金属の混じった土砂が、爆ばく発はつ的に噴ふき上がる。《クリームヒルト》が土砂の量、高さ、向き、勢いから、瞬しゆん時じに《フェンリル》の移動予測を立て、《ジークフリート》を移動させた。

　だが灰色狼おおかみは、十数メートル手前の地点で、突とつ如じよ、方向を変えた。《ジークフリート》は動かない。ほぼ真横に並んだところで《フェンリル》は再び向きを変え、一気に襲おそい掛かってきた。真っ赤な顎あごが開き、炎の唾液が辺りに飛び散る。

　──だが、嚙かみ合わされた牙きばは、虚空を捉とらえることしかできなかった。

　瞬間、《ジークフリート》はスラスターを使って飛び退のき、ギリギリで《フェンリル》をかわしたのだ！　だが、ただ逃げたわけではない。その首を空中で捕らえて締しめ上げ、そのまま両腕をロックした。

「フルスパイク！」

　竜りゆう一いち郎ろうの声に、《ジークフリート》の足裏の杭くいが、深々と地面に突き刺さる。《フェンリル》は諸もろ共とも、大地へ引き倒された。もがいても無駄だ。《ジークフリート》の腕は、鋼こう鉄てつの首輪チヨーカーも同じだった。だがこの魔ま物ものは、《ヨートゥンハイメン》でしてのけたように、突然、搔かき消える可能性がある──急がねば。

「ミルキィ！」

　竜一郎は叫んだ。すぐにピンクのケープを翻ひるがえして、ミルキィが《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を手に、ビル陰から走り出してきた。




（いまだっ！）

　ルビーは、ビル陰から躍おどり出ると、一気に《ヘル》との間合いを詰めた。ぐんと青黒い肌が迫る。その爛ただれたような胸を目掛け、《槍ランス》を一気に突き出す。黄色い瞳ひとみがようやくこちらを向いたが、遅い。

　穂ほ先さきがギラリと光って、鈍い手ごたえがあった──骨に突き当たったような。

「！」

　だが、そうではなかった。間違いなく殺やった、と思ったのだが、必殺のはずの一いち撃げきは《ヘル》の髪によって阻はばまれていた。ぞろりと流れ落ちたそれが、まるで強固な装甲のように穂先を止めている。

　青紫色をした唇が、にたり、と微笑ほほえんだ。

（やばい！）

　肌が一気に粟あわ立だつような悪お寒かんを感じて、ルビーは後ろへ飛び退のいた。

　しかし、遅かった。

　それよりも早く《ヘル》の膝ひざが、Ｓ２装備の上から深々と右胸のすぐ下に食い込んで、はっきりと、骨の折れる嫌な音がした。体の中で抜き身の刃やいばが回転しているような痛みが広がって、全身が総毛立った。体がガタガタと震ふるえ出し、ルビーは、がっくりと膝をついた。吹き出た汗が、バイザーに雨のように落ちる。

　ぐずぐずになったアスファルトを踏みしめる、《ヘル》の足が目の前に見えた。その回りにぼとぼとと、白く細長い卵のようなものが落ちて、殻が割れる先から蟲むしのようなものが奇声を発して死んでいく。《ヘル》の、髪のように見える線虫が産み落としているのだ。

　青黒い足が上がり、みし、と音がして、ヘルメットが踏みつけられた。バイザーがアスファルトにめり込む。内側で、警報アラームがけたたましく鳴り、バイザーに異常な圧力がかかっていることが表示された。限界強度に、圧力値がみるみる近づいていく。

　ルビーは微かすかに呻うめいた。

　このままヘルメットを砕かれたら、毒によってあっという間に死に至るだろう──いや、その前に、このまま頭を踏み砕かれるかもしれない。

　警報アラームに混じって、やっとアヘンアルカロイド系の鎮ちん痛つう薬やくが投与されたのが、バイザーに表示された。

（はやく……効いて、くれっ！）

　痛みが退ひいて行くと共に、軽いショック状態に陥っていた肉体も徐々に回復していくのがわかったが、それよりも先にヘルメットが砕ける可能性のほうが高かった。腕だけでも動けば、《槍ランス》を回転させて足に斬きりつけることができるのだが、指は痺しびれたようになって、柄えを握ることができない。

　その時、まったく唐突に、ふっと足の圧力が減じ、《ヘル》が、よろけながら後ろへ下がるのが見えた。ルビーは、まだおぼつかない手で《槍》を握ると、間合いも見ずに横に薙ないだ。

　手ごたえはない。だが、牽けん制せいにはなったはずだ。

（やっと、効いてきやがった……）

　まだ痛みは残っている。それでも、びっしりと汗を額ひたいに浮かせながら、ルビーは何とか立ち上がった。

　何が起きたのかは、すぐにわかった。

《ヘル》が足を踏み出そうとすると、その膝ひざが、殴られたように下がり、ほぼ同時に銃声が聞こえた──晶あきらの狙そ撃げきだ。彼女が、いままさにルビーを踏み殺そうとしていた《ヘル》を撃うったのだ。

　だが、彼女の放った一二七ミリ劣化ウラン弾は、《ヘル》を下がらせはしたものの、肉体を損傷させるには至っていなかった。命中した箇所は、痣あざにすらなっていない。

（化物め……）

　ルビーは唇に流れてきた、拭ふくことのできない汗を嘗なめ取ると、震ふるえる膝に活を入れて立ち上がり、腕を持ち上げた。それだけで胸に痛みが走る。肋ろつ骨ことが二、三本、折れているのは間違いない。

（おまえが……おまえが、レインの子供なんかであるもんか……ちっとも似てないぜ。この、寄生虫め……）

　自分に言い聞かせるように考え、目に入った汗を落とすために瞬まばたいて、ルビーは《槍》を握り直した。

　──汗と痛みで、視界が霞かすむ。

　漆しつ黒こくの髪が、水の中であるかのように、風もないのにゆらゆらと動き、《ヘル》はただ、黙だまって微笑ほほえんでいる。




「ヤアアアアアアッ！」

　声を上げ、レインは高速で目の前を移動していく《ヨルムンガルド》の胴体に、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を突き立てた。激しい火花が散り、《槍》の立てる歌が大きくなる。柄を持つレインの腕は激しく揺さぶられ、そして──

「ああっ！」

　真しん珠じゆが悲鳴を上げた時には、彼女は弾はじき飛ばされて空中高く放り上げられていた。駆け寄ろうとして、しかし、足が止まった。彼女は、自分の身の危険を顧かえりみずに《ヨルムンガルド》に《槍ランス》が効くかどうかを試したのだ。それを確かめる前に、いまここで自分が動いては、それが無駄になる。

（それに、間に合わない……）

　どのみち、彼女の落下地点に駆け付けることは無理だった。《ロキ》のように瞬しゆん間かん移動でもできない限り、どうしようもない。

　レインは地面に叩たたきつけられると、僅わずかに弾み、それきり立ち上がらなかった。感電したかのように、体がビクビクと震ふるえている。

　真珠は、ぎゅっと唇を嚙かんで、それに耐えた。そうして《槍》を手に目を凝こらした。

（さあ、どうなの……？）

　雷鳴の中で、《ヨルムンガルド》の胴体が、時折、波を鯨くじらが割って現れるように、土を跳ね飛ばして現れる。だが──

（無傷!?）

　レインは間違いなく、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を突き立てたはずだ。しかし《ヨルムンガルド》が、組そ織しき崩ほう壊かいを起こしている様子はなかった。何事もなかったかのように、大地を抉えぐり、その巨大な口で吞のみ込みながら、近づいてくる。閃ひらめく白光に、ぬるりとした胴体が、ギラギラと輝かがやいた。

（鱗うろこ──鱗かっ！）

　真珠は、竜りゆう一いち郎ろうの下での実質的な初陣となった戦いを思い出していた。

　あの時のＧ・Ｏジーオーも、非常に強きよう靭じんな甲殻に覆おおわれていて、防御体勢直後の弛し緩かんした瞬間を狙ねらって、甲殻の隙すき間まからその体内に《槍》を突き刺し、やっと倒したのだ。しかし、爆ばく撃げきをものともしない《ヨルムンガルド》に、その隙はない。

（どうしたらいいの!?）

　じわり、と掌てのひらに汗が滲にじむ。頭の中が真っ白になってしまい、何の手も思いつかなかった。竜一郎に連絡を取りたい、という気持ちが喉のどまで込み上げる。だが、真珠はそれを無む理り矢や理り飲み込んだ。彼もまた、戦っているのだ。目の前に集中するために、互いの状況は知らせずにいるが、それぞれが強敵なのは間違いない。自分が連絡をすることで、竜一郎を危機に陥れてしまう可能性は十分あった。

　初めて真珠は、彼が《スレイプニル》で見守ってくれていたことが、どんなに心強かったかを理解した。もちろん、彼が保身のために戦場に下りてこないわけでないことは、理屈の上ではわかっていたが、それを不満に思うルビーやレインの気持ちもわからなくはなかった。

　だが、こうして竜一郎が後ろにいない状況で闘たたかってみて、初めてその心細さ、彼がいてくれるその心強さを知った。

（でも、いまは、あたしがやるしかない！）

　真しん珠じゆは《槍ランス》を握りなおし、『オパビニア』型Ｇ・Ｏジーオーとの戦いを必死に思い出した。確かに、奴やつは硬い甲殻に覆おおわれていた。しかし、まったく傷つけられなかったわけではなかったはずだ。

（そうよ、目だわ）

　衛えい星せい軌道上から、晶あきらが奴の目を撃うち抜き、Ｇ・Ｏの行動を鈍らせて、奴にグレネードを命中させることができたのだ。どんな生物でも目は弱い。それに目は脳の一部だ。そこへ《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を叩き込めば、どんな巨体であろうと一いち撃げきで勝負を決められるはずだ。

　よし、と心を定め、真珠は走り出そうとした。

『待って、真珠……』

　その声に振り向くと、レインがゆっくりと立ち上がろうとしているところだった。

「姉ねえさん！」

『まだ、ヨ……まだ、試していないこと、がある、ネ……』

《槍》を杖つえの代わりにして、ようやく、といった感じで立ったレインの左腕は、奇妙な方向へ捩ねじれていた。肩を脱だつ臼きゆうしているのは明らかだった。彼女は《槍》の柄を、右の肩に寄りかからせるようにすると、腰のホルスターから照明弾発射銃を抜いて、それを撃うった。

　途と端たん、《ヨルムンガルド》の動きが止まった。ようやく、レインの存在に気が付いた──そんな様子だった。巨大な蛇は、ゆっくりと鎌かま首くびを持ち上げると、ちろちろと赤い舌を伸ばし、何かを探っていると見えた。

『……目、をやるワ……そこなら、きっと……』

「姉さん！　それなら、あたしがやるから！」

　真珠は、自分の方へ注意を逸そらすために、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんに手をかけた。

『ダメヨ！』

　びくっと手が止まる。

『……これも、ダメだった場合……どうするノ？　試せるこ、とが、ある内は、ワタシが、やる、ワ。まったく……ワタシ、どう、も爬は虫ちゆう類るいとは、相性が悪い、ネ……』

　シャーッ！　と唸うなり、《ヨルムンガルド》は、まるでそれ自体、巨大な白い《槍》のようになって雷光の中を疾はしった。

　レインは、《槍》の穂ほ先さきに近い部分をしっかりと持って、一歩も動かなかった。そして《ヨルムンガルド》の頭が腹部にめり込むと同時に、その目を目掛け、《槍》を振るった！

「そんなっ！」

《槍》は届かなかった。瞬しゆん時じに瞳ひとみを覆おおった白はく濁だくした膜が、《槍》の穂先を柔らかく受け止めて、弾はじき飛ばしたのだ。《黄昏の槍》が奏でる歌が、Ｇ・Ｏの組そ織しきを崩ほう壊かいさせるにはタイムラグがある。だから、体内深く突き刺す必要があるのであって、それ以外はよく切れる刃物と変わらない。同じ箇所に長く押し当てていれば、そこから崩ほう壊かいさせられるだろうが、そんな悠長なことを許す敵はいない。

　レインは上空に跳ね上げられ、だが、それだけではすまなかった。落下した彼女に向かい、《ヨルムンガルド》は身を翻ひるがえして尾を振り、レインに叩たたきつけた。

「姉ねえさんっ!!」

　もはや我慢できず、真しん珠じゆは走り出していた。その横を《ヨルムンガルド》が、何の興きよう味みも示さず、再び地面を掘り返しながら、進んでいった。

　クレーターに足を取られながら、真珠は必死だった。急がなければ、レインは大地に吞のみ込まれてしまう！　どうどうと音を立てて、水があちこちから湧わき出している。泥だらけになりながら、ようやく姉の許もとに辿たどり着いた真珠は、だが、硬直してしまった。

　白鳥を模したヘルメットが割れ、房の部分は泥に塗まみれている。その下で、レインは僅わずかに目を開いていたが、まったく瞬まばたきをしなかった。口からは、おびただしい量の血が流れて、パープルのケープを黒く染めていた。

「ね、姉さん……？」

　どうしたら、どうすればいいのか。真珠はもう、何もわからなくなった。と──

『しっかりしないかっ!!』

　聞き覚えのある少女の声に、真珠は体を震ふるわせた。直後、バイザーの内側に、長い髪を耳の上でおさげにした少女の姿が映った。

『ボサっとするな！　さっさと伍ご長ちようを土から引きずり出して《クレイドル》へ放り込め！　間に合わなくなるぞ！　貴様らはアマミヤ中尉がいなければ何もできんのか!?』

「は、はいっ！」

　そうだ。呆ほうけている場合じゃない──姉さんを助けなくては！

『よく聞け、伍長』

　体に被かぶった土を除よけ、レインを抱き起こした真珠の耳に、ヘルガの声がそう響ひびいた。

『これから我々は《ヨルムンガルド》に攻こう撃げきを仕掛ける。うまくいけば、奴やつの動きを止められるかもしれない。そうしたら、口をこじ開けるなり、蛇じや腹ばらを押し開くなりして、何が何でも《槍ランス》をぶち込め。いいな？』

　彼女は、返事を待ってはいなかった。映像は消え、真珠は構わず、レインを何とか背中に負い、ポッドを目指して歩き出した。姉の体がどうなっているのかはわからなかった。ただ、肩にかかる、血の臭においだけが濃こかった。

　その頭上で急速に、雲が穴を穿うがたれたかのように消えていく──




「《目標《ヨルムンガルド》。《ミョルニル》精密照射まで、あと三〇秒……一五秒……》」

　ヘルガは元げん帥すい杖じようで、掌てのひらをパシッと叩いた。

　あの怪物に粒子ビームがどれだけ効果があるのかはわからない。だがいまは、イングマンが新たに見つけた可能性にかけるしかなかった。

　彼は竜りゆう一いち郎ろうたちが出しゆつ撃げきした後も記録映像を見続け、そして《ヨルムンガルド》のある変化を見つけたのである。それは、

「鱗うろこが開いています」

　そのことだった。

　爆ばく撃げきを受けたあと《ヨルムンガルド》の動きは鈍り、鱗が放熱をするように、開いているというのだ。もう一度映像を呼び出すと、僅わずかだが、それが確認できた。

　しかし、爆弾を落とすわけにはいかなかった。同様の熱量を与えられる爆弾を使用すれば、《ヴァルキュリア》にも被害が出る。それでは本末転倒だ。広こう範はん囲いにわたる攻撃ではなく、確実に蛇だけを狙ねらい撃うつ必要があり、それには《ミョルニル》を使う以外にはなかった。焦点を絞り、《ヨルムンガルド》の動きをトレースして撃ちこむ──試す価値はあった。

（うまくいってくれよ……）

　ヘルガは、スクリーンを見上げながら願ねがった。

　エッセンでは、竜一郎が何とか《フェンリル》を押さえ込んでいるが、ミルキィがなかなか狙ねらいを定められずにおり、東京でも、晶あきらの狙そ撃げきによって《ヘル》はその場に釘くぎ付づけになってはいるが、負傷して切れの悪くなったルビーの攻撃も、なかなか当たっていなかった。

　こうしている間にも腐ふ食しよく蟲ちゆうと毒どく霧むは広がっている。死者の数は考えたくもなかった。

「司令！」

　緊きん迫ぱくした声に、ヘルガは階下のオペレーターを見た。

「《ヨルムンガルド》が──」

　あとは聞かなくともわかった。巨大な蛇は、突とつ如じよ、その長大な尾で大地を打つようにしたかと思うと、まるでロケットのように、真っ直ぐに空へ──《ヴァルハラ》に向かって飛んでくる様子が、スクリーンにはっきりと映っていた。下では恐ろしい量の土砂が吹き上がっている。

「《……一〇……五……》」

《ベルザンディ》のカウントダウンが続く中、《ヴァルハラ》を巨大な振動が襲おそい、あちこちで悲鳴が上がった。ヘルガは車くるま椅い子すから転げ落ちそうになって、危ういところをカリウスに抱きとめられた。

「くそっ、化け物めっ！　一体どういう体をしているのだっ！」

　カリウスにしがみつきながら、ヘルガは吠ほえた。

　周囲の衛えい星せいからの映像には、《ヴァルハラ》の下部に巻きつきつつある白蛇の姿が、はっきりと映し出されている。

（！　まずい、《ミョルニル》が──）

　ヘルガは、《ヨルムンガルド》が砲を完全に包み込んで締しめ上げようとしていることに気が付いて、停止命令を出そうと口を開きかけた。だが、その時、脇わき腹ばらがずきりと痛んで、声は息と共に詰まった。

（しまった！）

「《二、一、発射──》」

　まるで、何万ものフラッシュが一斉に焚たかれたかのような発光が、《ヴァルハラ》の設計上の下層で起こった。続いて、明らかに爆ばく発はつであるとわかる振動が要よう塞さいを揺るがした。

「く……痛……べ、《ベルザンディ》！　被害を報告しろ！」

　肘ひじ掛かけにしがみつきながら、ヘルガは吠ほえた。

「《動力炉区画《ムスペルヘイム》の外殻に損傷多数。隔かく壁へき自動閉へい鎖さしました。《ヨルムンガルド》は現在《ミョルニル》に巻きついており、砲身を格納することはできません。なお、出力の低下により、生命維持装置《ガイア》の稼か動どう効率が九〇％に減少。《ミョルニル》の第二射に必要な出力確保まで、四五分必要です》」

「さっきの発光現象は何だ！」

「《あれは《ヨルムンガルド》の鱗うろこが粒子ビームを反射した輝かがやきです。《ムスペルヘイム》外殻の損傷は、反射したビームが原因です》」

　再び、爆発による鈍い振動が足元から伝わってくるのを感じて、見れば《ミョルニル》のあちこちで小さな爆発が起こっていて、砲身が崩ほう壊かいしつつあった。

「──くそっ！　《ベルザンディ》！　直ただちに《ミョルニル》を切り離せ！　スラスターを全開にして、奴やつごと地球へ送り返してやれ！」

　スタッフは、全員がぎょっとした顔になったが、誰だれも止めることはしなかった。他ほかにいい方法を思い付けなければ、ただ反対することはできない。

「《了解しました。《ミョルニル》を切り離します》」

　長く極秘区画だった《ミョルニル》は、ただ二射のみを行っただけで、要塞本体から切り離され、落下を始めた。

《ヨルムンガルド》は離れなかった。それどころか、内蔵されていた部分にも、その長い体を絡めると、まるで白い珠たまのようになった。

「ヨ、《ヨルムンガルド》、気圏に突入しました。戻って来る様子はありません」

　オペレーターのうわずったような報告を、ヘルガは、そうだろうな、と聞いた。《ヨルムンガルド》は別段、飛行する能力を持っているわけではないようだった。ここまで辿たどり着いたのも、大地を蹴けってのことだ。再び重力に摑つかまれば、抗あらがう術すべはない。

　やがて《ヨルムンガルド》は、大気との摩ま擦さつによって白い鱗を赤く灼しやく熱ねつ化かさせた。ゆっくりと、だが間違いなく鱗が開いていく。

　それを見て、ヘルガは真しん珠じゆとの回線を開いた。彼女はようやくレインをポッドに押し込めたところだった。彼女の《槍ランス》は、いまは真しん珠じゆの手にある。

「伍ご長ちよう、聞こえるか!?　《ヨルムンガルド》が行くぞ！　奴やつの鱗うろこは開いている。とどめを刺せ！」




　自動治ち療りよう装置が作動するの確認して、外からハッチを閉じた真しん珠じゆは、空を見上げた。

　どれが《ヨルムンガルド》なのかは、すぐにわかった。ひときわ大きい赤い星が、真っ直ぐに近づいてくる。

「！」

　だが、それは途中で二つに分かれると、ひとつはそのまま海へ、もうひとつはまるで傘か何かのように広がって空中でブレーキをかけたように見えた。

　海へ向かったのは《ミョルニル》であり、大きく広がったのは《ヨルムンガルド》がとぐろを巻いて、衝しよう撃げきを和らげようとしているのだとわかった。

　数秒を待たず、《ミョルニル》はバラバラになって、リオデジャネイロの向こうに次々と落下した。《ヨルムンガルド》の圧力が、結果的には原形を留とどめるのを許さず、大惨事を避さけた格好になった──それでも、巨大な水柱が幾つも上がったが。

　さらに数十秒後、《ヨルムンガルド》が落着した。

　こちらは陸地の方に落ち、相当減速したとはいえ、それでも土砂は吹き飛び、大地はひび割れ、リオデジャネイロの街の残っていた建物のほとんども倒れた。

　その寸前、真珠はレインのポッドを発射したが、真珠の《クレイドル》は落着の衝撃で割れた大地に半分ほど吞のみ込まれてしまい、彼女の自身も危うく、奈な落らくへ落ちるところだった。

「くっ……」

　疲労した体に鞭むちを打って何とか這はい出ると、真珠は《ヨルムンガルド》を見た。

　巨大な蛇は、その半ばを大地に埋めて動かなかった。

　体はまだ、橙だいだい色いろに輝かがやいている。離れていても熱を感じる。しかしその鱗は、まるで魚を丸ごと揚げたかのように、全すべて逆立っていた。鱗同士が重なっているのは、それぞれに面積の半分ほどに過ぎない。捲まくればそこには柔らかい、保ほ護ごすべき肉が覗のぞく──いまがそれだった。

　真珠はスカートを外し、折り畳まれた部分を広げて、巨大なマント状にすると、それをバイザーを半ば覆おおうように体に巻きつけて走り出した。《ヴァルキュリア》のスカートはただの布ではなく、防弾に優すぐれ、寒冷地では発熱し、熱帯地では冷気を発して装着者を保護するべくできている。

　それでも、進む毎ごとに感じる熱は高くなる。だが火傷やけどをしようが、それでも、進まなければならなかった。このチャンスを逃せば、おそらくはも倒せない。

　ずるり、と《ヨルムンガルド》が動いた──熱が冷めつつあるのだ。

　真珠は、さらに強く地面を蹴けった。

（もっと、もっと早く！）

　そのとき、おかしなことが起こった。ふっと目の前が真っ白になり、地面の感覚が喪失したのだ。思わずパニックになりかけ、真しん珠じゆは《槍ランス》をつかんだまま、思わず手を伸ばしていた。

　何か硬いものが触れ、掌てのひらに火傷やけどしそうな熱を感じて、真珠ははっとした。途と端たん、視力が戻り、すると目の前に何故なぜか、鱗うろこを開いたまま、ゆっくりと動き出している《ヨルムンガルド》の胴体があった。

（な、なんで──？）

　理由がわからなかった。まだ、数百メートルは離れていたはずだ。しかし確かに、目の前に蛇の胴はある。

『伍ご長ちよう！　伍長、やれ！　とどめを刺せ!!』

　ヘルガの声が、ヘルメットの中に反はん響きようして、真珠はハッとした。そうだ。いまは考えている場合じゃない。レインから預かった《槍》も構え、真珠は開いた鱗の下の肉を目掛け、一気に《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を突き立てた。信じられないほど簡単に、穂ほ先さきは皮を破やぶってめり込む。真珠はありったけの力と、体重をかけた。

《ヨルムンガルド》の口から、聞いたことがない奇妙な悲鳴が上がった。巨大な蛇は逃れようともがいたが、回復が追いついていないのか、思うようには動けない様子で、僅わずかに真珠を《槍》ごと数十メートル引きずったに過ぎなかった。

（歌えっ!!）

　真珠はさらに《槍》を押し込んだ。手の中で柄えが激しく震ふるえ、そして──崩ほう壊かいが始まった！

《槍》を中心にして、《ヨルムンガルド》の巨体に光が走り、さらさらと崩れていく。そしてそれは、まるで体感できない風に巻かれるように、夜空へと吸い上げられていく──




　腕の中で《フェンリル》が硬直したのを、竜りゆう一いち郎ろうははっきりと感じた。まるで、記き録ろく映像を一時停止にしたような、そんな硬直だった。

（何だ？）

　疑問に思ってしまったことで、ミルキィに指示を出すのが遅れた。千載一遇のチャンスを、逃したことに気が付いた時には、《フェンリル》は再び動き出していた。

　灰色狼おおかみは、何とか《ジークフリート》を振りほどこうと、地面を転げ、ビルに体当たりをし、捻ひねられるだけ首を捻って牙きばを立てていた。

　その動きにミルキィはついてこれず、《槍》を突き立てるチャンスを逸いつしていた。だが、あまり時間は残されていない。《ジークフリート》の関節はすでに悲鳴を上げている。

（何とか動きを止めなければ！）

　そう考えた時、異様な気け配はいに気が付いて、竜一郎はデュアルカメラをその方向へ向けた。

　信じられないものが見えた。

　それは、蛇のように首を伸ばし、蛇のように大きく口を開いて襲おそい掛かってくる《フェンリル》の恐ろしい顔だった。

『おにいちゃんっ!!』

　ミルキィの叫び声が聞こえた直後、竜りゆう一いち郎ろうの視界は真っ暗になった。




（チャンス！）

　一いつ瞬しゆんの硬直を、ルビーは見逃さなかった。《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を、真っ直ぐに《ヘル》の胸を目掛けて突き出す。穂ほ先さきは青黒い肌に吸い込まれ、それで終わる──はずだった。だが。

　銃声と共に、ぎぃん、と鈍い音がして《槍ランス》は逸それ、《ヘル》の腹部を切り裂いただけに留とどまった。溢あふれた血がアスファルトに落ちて炎になる。魂たま消げる悲鳴とともに、《ヘル》の硬直は解けた。

「晶あきら！　てめえ、何のつもりだっ！」

　穂先を逸そらしたのは、晶の撃うった一二七ミリ劣化ウラン弾に間違いなかった。

「裏切りやがったのか！」

『……ばか……言……いで』

　ざーざーと雑音がひどい。《ヘル》に踏みつけられた時に、故障したらしい。

『……司令……命令よ。《ヘル》……先……倒すと、隊長……死……』

「何のことだよ！──痛っ」

　思わず大声を出した途と端たん、痛みがぶり返して、ルビーは顔を顰しかめた。滲にじんだ涙の向こうで《ヘル》が裂けたわき腹を押さえて呻うめいている。と──

（何だ？）

　青黒い皮ひ膚ふの表面に、ぽつぽつと何か突起のような盛り上がってきた。そして、それは見る間に《ヘル》の全身を覆おおい、立派な鱗うろこ状の鎖くさり帷かた子びらになった。たちまち傷も塞ふさがる。

『……《ヨ……ガルド》倒……形質……得され……』

　そういうことか、とルビーは舌を打った。

　レインと真しん珠じゆによって《ヨルムンガルド》が倒されたのだ。それはいいが、案じていた通り、やはりキメラ化が起きたらしい。つまり、この鱗は彼かの蛇のもの、ということだ。

　ヘルガが、晶に命じて自分を止めた理由は、もしこちらが《フェンリル》よりも先に《ヘル》を倒せば、その形質は《フェンリル》に受け継がれることになるからに違いなかった。その場合、バイオケミカル対策をしていない竜一郎とミルキィは、毒にやられることになる。

　再び銃声が響ひびき、弾たまは《ヘル》の肩口に命中したが、今度は、彼女をよろめかせはできなかった。霧きりの放出が止まったことで顔を覗のぞかせた太陽と、足元で燃える血の炎を受けて、《ヘル》の鱗は禍まが々まがしく輝かがやいた。

　ルビーは、へへっと笑って、流れてきた汗を嘗なめた。

「ったく、とんだ貧乏くじだぜ……早くしてくれよなっ──隊長っっ!!」

　腰こし撓だめにした《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》で、ルビーは思い切り《ヘル》を突いた。

　火花が散り、歌が響ひびく。




「おにいちゃん！　おにいちゃん！」

　ミルキィは、《フェンリル》の回りをうろうろしながら、ただ涙するしかなかった。霧きりが立ち込めたように、視界がぼやけている。手の甲で拭ぬぐおうにも、バイザーとネットで届かず、可か愛わいらしい顔はぐちゃぐちゃになってしまっていた。

　いくら呼びかけても応こたえはない。

　時折、《槍ランス》を突き出してみるも、《フェンリル》の牙きばと、ある程度、自在に伸びる首に阻はばまれて、少しも近づけない。二、三度、突とつ貫かんを試みもしたが、鞭むちのようにしなる首に弾はじき飛ばされて、痣あざを作るだけだった。

　灰色狼おおかみの傍そばに、《ジークフリート》の姿はない。代わりに、狼の腹は異様なまでに膨ふくらんで、まるで童話の赤あか頭ず巾きんの一シーンを見ているかのようだった。

　竜りゆう一いち郎ろうと《ジークフリート》は、あの中だ。

　おそらくは《ヨルムンガルド》の特徴を手に入れたのだ。《フェンリル》の口は、信じられないほど大きく裂け、隊長機を丸まる吞のみにしたのである。果たして消化できるのかはわからない。だが、腐ふ食しよく蟲ちゆうのような怪物を体に飼っているのだ。いくら《ジークフリート》が特殊ポリマーでコーティングされているといっても、それすらも溶かす消化液を《フェンリル》の胃が分泌しないとは言えなかった。

（ミ、ミルキィが、ミルキィが助けなきゃ……ミルキィしかいないんだから……）

　すん、と鼻を啜すすって、少女は再び《槍》を腰撓めにした。これはルビーに習ったものだ。

　──いいか、ミルキィ。《槍》にしっかりと体重を乗せるんだ。そう。自分が《槍》の一部になったような気持ちでな。

　乱暴だが本当は優やさしい、ルビーの声が蘇よみがえって、ミルキィはもう一度、鼻を啜った。

（やるよ。ルビーお姉ちゃん、ミルキィ、やってみせる）

　柄えを握る手に力を込め、ミルキィは、

「わあああああああっ！」

　叫び声を上げながら、腹が膨れて動けない《フェンリル》目掛けて走った。

　──夜が明ける。

　太陽は運悪くミルキィの真正面に昇った。新しい朝を告げる光が、ミルキィの瞳ひとみに射さして、視界を奪った。全すべてが白一色になった瞬しゆん間かん、彼女は弾はじき飛ばされ、そのまま崩れかけたビルのひとつに叩たたき付けられた。

「う……」

　体中が痛む。それでも、なんとしても起き上がろうと瓦が礫れきに手をかけた途と端たん、凄すさまじい音を立てて、ビルが倒とう壊かいした。無数の瓦礫が降り注ぎ、ミルキィは声もなくその中に吞のまれた。

　カカカッ、と《フェンリル》が笑った。

　それは狼おおかみでも蛇でもない、まったく未知の声だった。もはやこの生物はそのどちらに属するものでもない、まさにキメラとなった証あかしだった。《フェンリル》は真っ赤な口を閉じると、のっそりと立ち上がった。そうして、崩れたビルへと近づいていった。ある程度まで近づくと、脚を止め、蛇というよりは狼のろくろ首といった様子で首を伸ばし、濡ぬれた鼻を瓦礫に寄せて、ふんふんと臭においを嗅かいだ。

「──ギャンッ！」

　その瞬しゆん間かん、《フェンリル》は犬系らしい声とともに、首を引っ込めた。その顔には大きく裂け傷ができ、じゅうじゅうと蒸気を上げつつ、危険な血を滴したたらせている。歯を剝むき、威い嚇かくするように唸うなるその先で、瓦礫の間から天を指すように《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》が突き出ていた。

　破片が落ち、その下から、ミルキィがゆっくりと体を起こした。埃ほこりにまみれ、バイザーにはヒビが入っている。インナーのおかげで裂傷はない。だが、体中がずきずきと痛い。ひょっとしたら、骨にヒビくらいは入っているかもしれなかった。

《フェンリル》は、まるで戦う意思などないように、腹はら這ばいいになった。そうして毛皮を逆立てると、再び腐ふ食しよく蟲ちゆうを放ち始めた。しかし、警けい戒かいは怠っていない。ひとつひとつの音に、敏感に耳が動く。

（ばか、にし、て……）

　残る瓦礫を落としながら、ミルキィは立ち上がった。

　おそらく《フェンリル》は、竜りゆう一いち郎ろうを溶かしてしまってから、ゆっくりと、自分のことを始末しようと思っているのだ。容易に吞み込もうとしないのは、この手に《黄昏の槍》があるからに違いない。そして、自在に動けるようになった暁あかつきには、この腕を嚙かみ千切り、それから丸吞みにしてやろうと考えているに、決まっていた。

（思い、通りになんか……ならない、んだから……）

　もう一度《槍ランス》の穂先を下げる。曙しよう光こうにそれは眩まぶしく煌きらめき、獣けものは苛いら立だたしげに唸った。

　と──その耳が、びくん、と伸びた。

「ギャンッ!!」

《フェンリル》は、突とつ如じよ、苦く悶もんの悲鳴を立てると、のたうった。炎が飛びちり、抉えぐられた土や、根元から引き抜かれた樹じゆ木もくが辺りに散乱する。無節操に伸びた首が、辺り構わず嚙かみ付き、ミルキィは既すんでのところで、足首をやられるところだった。凶悪な口は瓦礫を砕き、それを吞み込んだ。

　突然の狂乱に、ミルキィは《槍》を抱きかかえて動けなかった。

　何かを吐き出そうとしているのか、《フェンリル》は首をうなだれ、水を求める獣のように、ゆっくりと歩き出した。

　しかし、三歩目で灰色の怪物は立ち止まり、そのまま、どう、と倒れた。

　何が起きたのか──ふらふらとミルキィが立った時、それは現れた。

　ずう、と毛皮を割って《フェンリル》の体の内側から、血に染まって炎を纏まとった白刃が生えたのだ。それはそのまま、正中線に沿って滑り、解体するように獣の体を割った。その間《フェンリル》は体を震ふるわせるばかりで、何もできなかった。傷口は、端から再生しようとしていたが、それを止めたものがあった──手だ！

　燃えるブルーのガントレットが、傷を一気に大きく開いた。そうして中から現れたのは、

「お、おにいちゃん！」

　抜き身の《京》を手にした、全身を炎に包まれたブルーの機体《ジークフリート》！

『ミルキィ、いまだ！　とどめを刺せ!!』

「は、はいっ！」

　竜りゆう一いち郎ろうの声に叱しつ咤たされ、ミルキィは瓦が礫れきの山から出ると、ルビーに教わった通りにもう一度《槍ランス》を構えて、《フェンリル》を目掛け、走った。

「わあああああっ！」

　涙まじりの声に、獣の顔が彼女を向いた。その額ひたいに、ぶすり、と《槍》は刺さり、そのまま後頭部へと突き抜けて、斜めに地面に縫ぬい付けられた。

　拍子に、ミルキィは脚をもつれさせて転び、柄えから手を離してしまったが、歌は止やまなかった。痛みを堪こらえ、地面に伏せたまま顔を仰向いた時、砂袋が破裂したごとく、《フェンリル》の頭は弾はじけ、細かな粒子となった。体が続き、腐ふ食しよく蟲ちゆうが同じ運命を辿たどる。

　そうしてあとには、燃え残り、膝ひざを付いた《ジークフリート》と、涙の跡が頰ほおにくっきりと残ったミルキィが、朝日の中に残された。

《フェンリル》の体であったものは、旋風のように高く舞い上がっていく──




　強烈な《ヘル》の打だ撃げきを受け、ルビーは左腕の骨が折れるのをはっきりと感じた。

　アヘンアルカロイド系鎮ちん痛つう薬やくのおかげで、痛みはほとんど感じなかったが、体内の音は意外と大きく聞こえるものだ。後方へ吹き飛ばされ、アスファルトに倒れた人々の死体の中に突っ込み、ルビーはもがいた。

　銃声が聞こえて顔を上げると、《ヘル》の顔面で火花が散るも、僅わずかに首を振らせるだけに留とどまった。新たに獲かく得とくした《ヨルムンガルド》の鱗うろこの強度は、これまでのＧ・Ｏジーオーで最高のようだ。『オパビニア』型のＧ・Ｏですら、命中すれば大きく甲殻は凹へこんだ。しかし《ヘル》のそれは歪ゆがみもしない。晶あきらは何度か目を狙ねらったが、それは自在に動く髪によって阻まれていた。まさに無敵の鎧よろいである。

（やばいぜ……まだかよ……）

　そろそろ立つのもきつい。間違いなく足の骨にもヒビが入っている。それに、鎮ちん痛つう薬やくが規定量を超えて投与されているのも間違いなかった。視界が奇妙な感じに歪ゆがむのは、涙や汗のせいではなく、薬くすりのせいだ。

　座ったまま、ルビーはケーブルに繫つながれた《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を引き寄せ、そのまま《ヘル》が近づいてくるのを待った。

（しかし、あんなになっちまって、こいつで突き刺せるのか……？）

　穂ほ先さきを天に向けた《槍ランス》の柄えを握りながら、ルビーは考えた。鱗うろこはくまなく生えており、隙すき間まを探す方が難しい。不意に痛みが込み上げて、ゆっくりと息を吐いた。

　諦あきらめと思ったのか《ヘル》は、鱗の生えていない唇に、微笑ほほえみを浮かべた。

　それを見た途と端たん、ルビーの頭に閃ひらめくものがあった。

（……待てよ？　この女が、蛇の特徴を獲かく得とくしたんだとしたら、ひょっとして──）

　ミルキィと同じようにルビーも、《槍》を杖つえに立ち上がった。そうして、来るであろう一いつ瞬しゆんを信じて待った──エッセンで《フェンリル》が倒され、硬直する一瞬を。

「晶あきら、狙そ撃げきを止やめろ。どうせ効きやしない」

『……わ……った』

　銃声が止む。

　ルビーは《槍》をくるりと返して穂先を下にすると、なるべく短く持った。一歩、また一歩と《ヘル》が近づいてくる。そして──

（来たっ！）

　不意に、彼女は歩みを止め、ブルッと体を震ふるわせた。ルビーは風のごとく飛び出して、一瞬で《ヘル》の額ひたいを肘ひじで押して仰のけ反らせると同時に、同じ腕の掌てのひらで顎あごを押し、口を開かせた。

（ビンゴだ！）

　思った通り、口の中には鱗はなかった。ルビーは《槍》の穂先を口の中に突っ込むと、一気に押し込んだ。痙けい攣れんしたように《ヘル》の体が震える。広がった髪の間から、ぼろぼろと蟲むしが──腐ふ食しよく蟲ちゆうが現れ、ルビーの宇宙服に群がった。構わず、さらに力を込める。

　かつん、と奇妙な手ごたえがあって、穂先は《ヘル》の会え陰いん部の鱗の裏側に当たって止まった。それは、何とも曰いわく言いがたい感触だった。

　鎮痛薬が、呼吸中枢を昌し始めたのか、息が苦しい。

　喉のどの奥から猛烈に込み上げてくるものがあって、吐き出すとそれは血の塊だった。バイザーが真っ赤に染まり、それを目にした途端、力が抜けた。

（く……そ……）

　ルビーは柄にしがみつくように、がっくりと膝ひざをついた。すると、まるで底が抜けたかのように《槍》は突然《ヘル》の体を貫通し、次の瞬間、ざ、と細かい粒子になって、拡散した。

（やった……ぜ……）

　遠のく意い識しきの中で、バランスを崩し、倒れかけた体を支えてくれた手があったことを、ルビーは最後に感じた。




「お、おにいちゃん……大丈夫なの……？」

　ミルキィは、痣あざだらけの体を起こしてそう訊きいた。《ジークフリート》を包んでいた炎は消えつつあったが、その装甲はすっかり爛ただれてしまっている。

『ああ、何とか──熱っ！』

　特に痛みを堪こらえている風でもない、いつもと変わらない声が聞こえて、ミルキィはホッとした。本当に大丈夫みたいだ。

『だが、こいつはもうだめだ。データ抜いて脱出する！』

　そう言ったかと思うと、前面装甲の一部が爆ばく発はつしたように弾はじけ飛んだ。そうして、中から梯はし子ごが下ろされ、ディスクを咥くわえた竜りゆう一いち郎ろうが、ブルーのケープに火が点つかないように気を付けながら降りてきた。

　ミルキィも、ヘルメットに付けたネットを毟むしり取ってバイザーを上げると、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を支えに立ち上がった。痛みを堪えて《ジークフリート》の傍そばに行き、手を差し出す。その上に、竜一郎は飛び降りた。

　彼はディスクを手にして、少女を見上げると、

「……よくやったな、ミルキィ！」

　と言って微笑ほほえんだ。

　それを聞いた途と端たん、せっかく止まった涙がまた込み上げて、少女の頰ほおを濡ぬらした。その言葉だけで、苦労は十分に報われた。ようやく……ようやく、役に立つことができたのだ。

　泣きながらミルキィは微笑んだ。

　竜一郎は頷うなずき、それから辺りを見回すと、

「……他ほかの皆はどうしただろう」

　と呟つぶやいた。

「ミルキィ──じゃなかった、わたし《スレイプニル》に問い合わせてみる」

「ああ、そうしてくれ」

「うん」

　ミルキィは竜一郎を胸に抱いたまま、衛えい星せい軌道に待機しているはずの《スレイプニル》を呼んだ。なにやら雑音が酷ひどかったが、数秒してバイザーの内側に、マリア少尉の顔が映し出された。これにはミルキィは驚おどろいたが、向こうも同じだったようだ。《ヴァルキュリア》がいきなり回線を繫つなぐことなど、これまでなかったのだから。

「あ、あの、コーラル伍ご長ちようです。エ、エッセンの《フェンリル》は、ちゃんと倒せました。えと、おに──じゃなかった、隊長さんも無事です。《ジークフリート》は壊こわれちゃったけど」

　それを聞くと、少しよう尉いは安あん堵どしたような表情になった。

『……了解です。東京、リオデジャネイロ、共に作戦は成功しました。フォレスト伍ご長ちようと、ジースト伍長が負傷し、現在《クレイドル》にて治ち療りよう中ちゆうです。重症ですが、一命はとりとめそうです』

　ミルキィは顔色を一いつ瞬しゆんなくしたが、命が助かると聞いて安心した。

『《ロキ》はまだ出現していません。ひと──帰き還かん──て──』

　雑音が急にまた酷ひどくなり、音声が聞き取れなくなった。

「どうした、ミルキィ」

「うん……何か、急に聞こえなくなっちゃって……」

　ヘルメットの故障かと思い、こつこつと叩たたいたが、状態は回復しなかった。

　その時──突とつ如じよ、辺りが全すべて赤く染まり、ミルキィも、手の上の竜りゆう一いち郎ろうも反射的に、空を仰いでいた。

「何だ、これは……」

　空に、真っ赤な珠たまが浮かんで、それが血のように輝かがやいている。

　ヘルメットのスピーカーから、雑音に混じって、憶おぼえのある声が聞こえてきて、それは次第に大きく、はっきりとしてきた。

　そう、その声は──













　　　　　Ⅶ．黄昏







「エッセン、東京、リオデジャネイロの上空に未知の球体が出現！」

　オペレーターの報告がなくても、それは見ればわかった。スクリーンに開いた三つのウィンドウの中に、どれも同じ形の、巨大な、ぬめるような色をした球体が浮いている。

　全すべての地域で、時間に関係なく、空は血のように赤く染まっていた。

　──まるで、世界中に黄昏たそがれが訪れたかのように。

「《ベルザンディ》！　あの球体を透過して、正体を探れ！──くそっ」

　苛いら立だたしげに、ヘルガは杖つえで掌てのひらを叩たたいた。

　せっかく《ロキ》の尖せん兵ぺいである三体の魔ま物ものを倒したというのに、少しも喜びはなく、何故なぜか言葉でうまく説明のできない焦しよう燥そう感かんが、胸の内で渦巻いていた。何か、とんでもない思い違いをしていたのではないか──そんな苛立ちがあった。

「《報告します。あの球体は三つとも直径が一〇〇メートルと同一であり、過去のデータから照合して、九九・九％の確率で、Ｇ・Ｏジーオー体内に存在した爆ばく核かくと同一のものと思われます》」

「な、んだと……!?」

　思わず、ヘルガは言葉に詰まった。あれが爆ばく核かくだというのか──あんな巨大なものが。握り拳こぶし大だいの爆核でも、簡単に街ひとつを消し飛ばす威力がある。それなのに、もし、あれが爆発したら、一体どうなるというのか。

「《スクルド》……《スクルド》！　あの爆核が、同時に臨りん界かいに達したらどうなる！」

「《はーい、ちょっと待ってね！》」

　場の空気というものを読めない、擬ぎ似じ人格の底抜けに明るい声が、やけに空々しく響ひびく。

「《──はい、出たよー！　結果は、こっちをどうぞー》」

　スクリーンの中央に、ひときわ大きなウィンドウが開いて、地ち球きゆう儀ぎの立体図形が現れた。エッセン、東京、リオデジャネイロに、小さな赤点がぽつんと置かれている。

「《それじゃあ、カウント開始！》」

　ウィンドウの隅のデジタル表示の時計が数字を刻むと、合わせて赤点は瞬またたく間に大きく膨ふくらみ、やがてそれは、綺き麗れいな球形だったものが形が崩れて、周辺へと広がっていき、臨界が始まって三時間後には、地球が全すべて赤一色に塗りつぶされてしまっていた。

「《見ての通り、三時間後には地球全てが爆風と爆炎に包まれて、この状態がたぶん一二時間は続いて、全てを焼き尽くすと思われまーす！　以上っ!!》」

《ビフレスト》は、しん、と静まり返った。口をきく者は誰だれもおらず、ただオペレータ席のコンソールが、国連から緊きん急きゆう通信が入っていることを示すランプを、点滅させるばかりだった。

（三時間……三時間だと……？　一体、どうなってるんだ。アレはどこから現れた!?）

　その時突とつ如じよ、《ビフレスト》に乾いた拍手が鳴り響いた。

　ヘルガは、思わず体を震ふるわせてしまい、杖つえを取り落としてしまった。それは床で乾いた音を立てて転がり、カリウスが拾ってくれたが、彼の顔もまた少し青かった。スタッフは不安げに顔を見合わせるばかりで、誰がこんな不ふ謹きん慎しんなことをしているのか、わからなかった。

「……お嬢じよう様さま、これはスピーカーからです」

　カリウスに囁ささやかれ、よく聞けば確かにそれは、あちこちに設置されたスピーカーから聞こえてきている音だった。いまアクセスしているのは、《スレイプニル》と《ヴァルキュリア》たちだ。彼らが勝利に浮かれているのだろうか？

『いやいや違いますよ、ヘルガ司令』

　まるで心を読んだかのように、そう声がした。やはりどこかからの通信だ。《ベルザンディ》に通信の出所を探らせようと口を開きかけた時、不意に、立体地球図が突如消え、代わりに人の顔が映し出された。

「！　貴様っ……《ロキ》か!!」

　ヘルガが声を荒げると、《ビフレスト》は、驚おどろきとどよめきに包まれた。だが、間違いない。一見、人畜無害そうな甘いマスク──あの《ロキ》だ。

　彼は、怖いほど魅み力りよく的な微笑ほほえみを浮かべると、再び手を叩たたいた。ぱんぱんと乾いた音が響ひびいて、それは酷ひどく神経を逆さか撫なでした。

『彼らも驚おどろいていますよ。せっかく私の子供たちを倒したと思ったら、急にこんなことになってね。さっきから必死にあなたに呼びかけていますが、一時、我慢してもらいましょう。私はあなたと話がしたい』

　じわりと冷たい汗が滲にじむのを隠して、ヘルガは不敵な笑みを浮かべた。

「こっちには話などない。貴様、どこにいる？　臆おく病びような狐のように、どこかの穴倉に頭を突っ込んでガタガタ震ふるえているのか？」

　どこか気けだるい様子で、《ロキ》は微笑みを返した。

『司令。そんな風に挑発するのは、あまり賢けん明めいとは言えませんよ？　もし私が機嫌を損ねて、あの爆ばく核かくを、いま臨りん界かい突破させたら、どうなると思いますか？　言葉には気を付けていただきたい。──何、そう長い時間は取らせません。お話がすめば、すぐに姿を現しましょう』

「…………」

　ヘルガは、杖つえを回しながらしばらく沈ちん思しした。

　確かにこの顔は《ロキ》だ。だが、本物だろうか？　竜りゆう一いち郎ろうが《ヴァルキュリア》から聞き取った報告では、人語を解すというが、《ヴァルハラ》にハッキングする技術も持ち合わせているというのか。

（いや《教団》の仕し業わざか？　こちらの混乱を狙ねらっている、と考えた方が妥当だ）

「……いいだろう。聞いてやる」

　ヘルガは言った。うまくすれば、あの爆核に関する情報を引き出せるかもしれない。

『ありがとうございます』

　まるで騎き士しのように、《ロキ》は胸に手を当てて会釈をした。その優雅な仕し草ぐさに、オペレーターの何人かは、魂を吸われたかのように見入っている。《ロキ》が顔を上げ、白い歯を見せて微笑むと、呆あきれたことに、三人ほど失神した。

「罪な男だな《ロキ》。《ヴァルキュリア》だけでは飽き足らず、今度はうちのオペレーターを骨抜きにしようというつもりか？」

『まさか、とんでもないことですよ。──そうですね、あなたなら一度、お相手願ねがいたい、と思わなくはありませんが』

「残念だな。お断りだ」

　ヘルガは言って、コンソールの下で手を動かし、カリウスに通信の出所を突き止めるように命じた。

　彼は後ろ手にこっそりとパーム端末を取り出すと、ブラインドタッチで《ベルザンディ》に回線のチェックと発信位置の特定を命じた。

『それは残念ですね。私は前から、あなたの気の強いところが気に入っていたんですが』

「前から？」

『この顔ではわかりませんか？　では、これでいかがです？』

　ざ、とノイズが走ったかと思うと、次にはまったく別の顔が現れた。それは──

「ニル・ライアー!?」

　ヘルガは思わず身を乗り出し、それからふっと息をついて、車くるま椅い子すに体を戻した。

「……バカめ。自ら馬脚を露あらわすとはな。ライアー、こちらの混乱を狙ねらってのことだろうが、そうはいかんぞ。真空中を生身でうろうろしていたというが、どうせホログラムかマネキンでも使ったんだろう？　何が《ロキ》だ。ふざけるな」

『ふざける？　とんでもありませんよ。この通信が《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》の仕し業わざと思っていらっしゃる？　残念ながら違います。信用できないと言うのなら……これでどうです？』

　ライアーが言った途と端たん、《ビフレスト》のＧ・Ｏジーオー出現警報アラームが鳴り響ひびいた。

「どこだ!?」

「《新たなＧ・Ｏを《ロキ》と確認。場所は《ヨートゥンハイメン》ＥＵＡＦ爆ばく撃げき跡地です》」

「映像を！」

　すぐにライアーの顔の横にウィンドウが開いて、黒く焼け爛ただれた大地に立つ、ライアーの顔をした《ロキ》とそのすぐ後ろに控えるドミトルヴュナの姿が映し出された。

「《ベルザンディ》！　この映像に干渉している者はいないのか!?」

「《おりません》」

　答えは明めい瞭りようだったが、ふと疑いの蛇が頭をもたげた。信用していいものだろうか？　もしかすると、また、自分の知らないプログラムを、実行しているのかもしれない。徹てつ底てい的にチェックはしたが、それでも見落とすことはある。

　すると、そんなこちらの思いを見抜いたかのように、ライアーの顔をした《ロキ》が二つのウィンドウの中で同時に首を振った。

『なかなか疑り深い。お望み通り、姿まで現して差し上げたというのに』

「……信じる方がどうかしている」

『ではもうひとつ。つまらない言い合いで私の時間を浪費した罰として、爆核の状態を一歩進めましょう』

　言って、ライアーは指を鳴らす仕し草ぐさをした。途端、

「《爆核内部のエネルギー反応が上昇しました。質量から計算できる爆発限界点まであと──》

「わかった、やめろ！」

　ヘルガは叫ぶように言って、拳こぶしを握り締しめた。カリウスがそっと近づいてきて、同じ現象が《ノルン》とは関係のない観測機でも測定されたことを告げ、ヘルガは心を隠すように不敵な笑みを浮かべた。

「なるほど……どうやらこいつは本物のようだ。私もこれまで、色々とおかしなものを見てきたが、貴様は極めつけだ。ええ？　まんまと騙だましてくれたものだな、ライアー」

『お褒ほめに預かり、恐きよう縮しゆくです、司令。まあ、ニル・ライアーというのは正確には《ロキ》の精神だったんですがね。個体を個体ならしめているのが、記き憶おくや意思であるのなら、確かに私こそが《ロキ》そのものと言えるでしょう。いやいや、この数年は本当に楽しかったですよ』

　ライアーは、再び《ロキ》の顔に戻って微笑ほほえんだ。

『あなたはなかなか奮ふん闘とうした。よもや、感情で《ヴァルキュリア》を縛しばろうとするとは、私も驚おどろきましたよ。けれど惜しかったですね。結局は、私に花はな嫁よめを差し出すことになった』

「だが、貴様は選べなかった。──本当は、残った二人がよかったんじゃないのか？」

『まさか。そんなことはありませんよ』

「強がりを言うなよ？　現に、貴様の下僕は全員、私の《騎き兵へい隊たい》に倒されてしまったぞ」

『ええ……』

　ふっと甘いため息をついて、《ロキ》は悲しげに眉まゆを寄せた。

『けれど、仕方ありません。倒され、爆ばく核かくとなる──それが彼らの役目だったんですから』

「なっ──」

　言葉に詰まったヘルガに向かい、《ロキ》は哀れむように微笑んだ。

『そうですよ。あなたは、まんまと私の計略に引っかかったのです、ヘルガ司令。忘れたのですか？　《ラグナロク》とは戦いの果てに神と神が相打ち、世界が炎上するのです。そしてあなたがたは戦い、まさに神話を再現した。《フェンリル》は腹を割かれて死に、《ヨルムンガルド》は《ミョルニル》によって地に伏した。──どうです？　同じだ』

[image: ]

　喉のどの奥で笑った《ロキ》を睨にらみ付けながら、ヘルガは歯を食いしばった。

『ですが、あなたの判断は間違いではありませんよ、司令。何故なぜなら、もしあなた方が戦わなかったとしたら、もし敗北していたとしたら、地球上の人類は、ただの一人も残れず、死に絶えていたでしょうからね。しかし、私の子供たちを倒したことで、生き残れる可能性ができたのです』

「どういうことだ……貴様の目的は、人類の抹殺だろう？」

『ああ！　それは大いなる誤解です、司令。私は、そんなことは望んでいない。望んだのは、あなた方だ。そう……あなた方が黄たそ昏がれを望んだからこそ、私はいまここにいる』

「何を言うか。貴様の出現を望んだのは極ごく一部の人間だ──《歓かん喜きの黄昏教団》という、狂信者どもだ」

《ロキ》は頷うなずいた。

『表立ってはそうです。しかし、人間は誰だれでも、胸の内に絶望を抱えている。そしてその深さが、地の底に眠る私を呼んだのです』

「勝手なことを言うな。誰でも落ち込む日はある。人生に絶望することもある。だが、それは一時だ。一時、そう願ねがったとしても、ほとんどの人間は立ち上がり、また希望を抱く」

『司令。それは、あなたがお強いからですよ。あなたは知らないのです。地上の人々が、どれほど自分の生を嘆いて日々を暮らしているか。天国に暮らすあなたのような人には、わからないのですよ。明あ日すの食べ物を案じて暮らす毎日の辛つらさが。いっそ何もかも終わってしまえば──そうした声が、地上には満ちている。繁はん栄えいの光が強ければ、影もまた濃こくなるのは道理。そして光は僅わずかであり、影は大きいのですよ』

「甘ったれたことを抜かすな！」

　ヘルガは元げん帥すい杖じようでコンソールを殴りつけた。

「この私が強いだと!?　好きでこうなったんじゃない！　だが、私は世界の滅亡など望まないぞ！　誰が言いなりになどなるものか！　地上の連中も、たとえ日々嘆いていても、生きているだろうが!?　それは、もしかしたら、という希望を持っているからだ！　そんなに滅ぼしたかったら《歓喜の黄昏教団》の連中だけを滅ぼし、その魂を持って地の底へ帰るがいいだろう！」

　すると、《ロキ》は再び、ぱちぱちと拍手をした。

『いやいやご立派なご演説です。一二歳で、人生のなんたるかを知っていらっしゃるとは。ご高説はごもっとも。もちろん《教団》の連中は残らず連れて行きますよ。この私──教祖であるニル・ライアーがすでに命令は発してあります。今いま頃ごろは一斉に自殺しているでしょう』

　それを聞くと、オペレーターの一人が言われる前に監かん禁きんしてある信者の部屋をモニターし、絶句した様子を見せた。

「報告しろ」

「は、はい……全員、死んでいます。方法は──」

「いい。自殺の方法などいくらでもある」

　舌を打って、ヘルガは《ロキ》を見上げた。

「……貴様が教祖だったのか。気付けなかったとは、まったく不覚だよ」

『そうご自分を責めることはありませんよ。誰だれも知らなかったのですから。──そう、あなたがその手で殺した、お父上のロイヤル・アデナウワーですら、最後の最後でようやく気付いたのですから、ご自分を卑ひ下げする必要はありません』

「余計な御世話だ。──さあ、《教団》の連中が残らず死んだのなら、もういいだろう。あの物ぶつ騒そうな爆ばく核かくを持って、どこへなりと消えるがいい。そうすれば見逃してやらないこともない」

『それはお優やさしい』

《ロキ》は軽く頭を下げた。

『しかし、そうは参りません。眠りを覚まされた以上は、私は、私の使命を、果たさせてもらいます。私は、人の絶望が呼んだ存在。ならば、私を押し返すのは、人の希望でなくてはならない。それを行動で見せてもらいましょう』

「どういうことだ」

『簡単です。あなたの誇る、人類の最後の希望である《ＵＮＣＯＶアンコヴ機動騎き兵へい隊たい》と、絶望の象徴である私が戦うのです。わたしが勝つか、引き分ければ、世界は破滅。しかし、あなた方が勝利すれば、爆核も私も消える』

　かつ、とヘルガはコンソールを叩たたいた。

「ふざけるな。信用できるものか。貴様と戦うことが、爆核の限界点を突破させる鍵かぎでないとどうして言える？」

《ロキ》は微笑ほほえんだ。

『言えませんね。何の保証もありません。しかし、戦わなければ人類は決して助からない。地上が滅べば、月基地も、そして《ヴァルハラ》もやがては滅びる。あなたがたの希望は、戦いの中にしかないのですよ。そして、人間はいつの時代にも、そうしてきたはずです。何を躊躇ためらいますか？』

「……《ヴァルキュリア》は貴様の眷けん属ぞくだろう。それを人間の代表というのか？」

『彼女たちの半分は人間ですよ。それに戦いにはあの中ちゆう尉いも参加するのでしょう？　ならば立派な代表だ。さて──』

　何故なぜか《ロキ》は手首を見るようにした。

『いやどうも、いけませんね……人間のように暮らしていた頃ころの癖くせが、なかなか抜けない。さて、タイムリミットを三時間後にしましょう。それまでに私を倒せれば、あなたがたの勝ちです。それではお待ちしてますよ』

「待て！」

　ヘルガは言ったが、通信は切れ、《ロキ》の顔が映っていたウィンドウには、再び地球の三次元図が映し出され、爆ばく核かくのシミュレートが繰くり返された。《ビフレスト》は静まり返り、誰だれもが自分を見つめていることに、彼女は気付いていた。

（戦い、勝利したとしても、《ロキ》が約束を守る保証はない。だが、戦わなければ、その時は確実に《ロキ》は爆核を爆発させるだろう。奴やつは、アレを自在に操れることを、証明して見せた……選択肢はない、ということか）

　ヘルガは、こつ、と杖つえの飾りでおでこを叩たたくと、言った。

「──アマミヤ中ちゆう尉いを呼び出せ」




「話は聞いていました」

　ミルキィのヘルメットに顔を突っ込むようにして、竜りゆう一いち郎ろうは、バイザーに映ったヘルガと向き合い、そう言った。

「風かざ花はなさんに、《ジークフリート》の三機目を予備のポッドに入れて、《ヨートゥンハイメン》に送ってくれるよう伝えてください」

『……やってくれるのか？』

　断られるとばかり思っていた、というような口調に、竜一郎はこんな時なのに笑った。

「どうして断れます？　《ロキ》を倒すのは、当初からの目的だったじゃないですか。奴やつを倒さなければ、人類と同じく、伍ご長ちようたちにも未来はない」

『そうだな……』

　ヘルガは頷うなずき、おさげの髪がふわりと揺れた。

『頼むぞ。タイムリミットはあと一七五分だ』

「最善を尽くします」

　竜一郎は敬礼をして、そうして、ヘルガの顔が消えると、ミルキィに《スレイプニル》を呼び出してくれるよう頼んだ。

　すぐに小さなウィンドウが開いて、

『──あ、隊長』

　今度は竜一郎だとわかったマリア少尉は、あからさまにホッとしたような顔をした。

「少尉。そっちでも話は聞いていたか？」

『……はい』

「よし。時間がない。《ヴァルハラ》から新しい《ジークフリート》を乗せたポッドが射出される。そちらで時間を合わせて、他ほかのポッドを打ち上げて《ヨートゥンハイメン》にそのまま再突入させてくれ。燃料は十分あるはずだ」

『あ、待って下さい。海かい津づ院いん伍ご長ちようの《クレイドル》は土砂に埋まってしまっています』

「《08》が残っているだろう？　それを直ただちに投下しろ。こちらの準備が整い次第、直ちに打ち上げてくれ。頼んだぞ」

『はい。……あの隊長、それに……コーラル伍長も、お気を付けて』

　突然そんなねぎらいの言葉をかけられて、ヘルメットを少し持ち上げるようにしていたミルキィは、目を瞬またたかせてから、顔をパッと輝かがやかせると、

「うん！　ミル──わたし、頑張るね！」

　と言って、今度はマリア少しよう尉いを驚おどろかせた。彼女は少し照れたように笑い、それから真ま面じ目めな顔になると、敬礼をしてウィンドウを閉じた。

「……おにいちゃん。少尉さんが気を付けて、だって」

「ああ。俺おれだけじゃなくて、他ほかにも、わかってくれる人はちゃんといるってことだよ」

「うん！」

　にっこりと笑ったミルキィの、可か愛わいらしい鼻を、竜りゆう一いち郎ろうは軽く叩たたくようした。

「よし。じゃあ、真しん珠じゆ君と晶あきら君を呼び出してくれ」

「うん。──シンジュお姉ねえちゃん、アキラお姉ちゃん、聞こえる？」

　ミルキィが呼ぶとすぐに、真珠のいつもと変わらぬ声が返ってきた。

『ミルキィ？　大丈夫なの？』

　無事なのはわかっていたが、実際にこうして声にして聞くとホッとする。

「うん。シンジュお姉ちゃんも大丈夫？」

『あたしは平気。たいした怪け我がもしてないわ。レイン姉さんのおかげ』

「良かったあ……アキラお姉ちゃんは？」

『……無事』

「良かった。レインお姉ちゃんもルビーお姉ちゃんも、怪我はしたけど大丈夫だって」

『うん、聞いたわ。それに、いまの話も──』

「そうか、なら話は早いな」

　竜一郎は、姉妹の会話に横から話に割って入った。

「真しん珠じゆ君は、新しいポッドが到着次第、乗り込んでくれ。晶君はポッドは無事だな？　ルビーの《槍ランス》はどうした？」

『……借りました』

「よし、上出来だ。ならば、そいつを持って自分のポッドで待機してくれ。俺おれはミルキィと共に彼女のポッドで出発する」

『隊長さん、大丈夫なんですか？　《ジークフリート》が壊こわれたって──』

「ああ、何ともない。風かざ花はなさんには怒られるだろうが、よく動いてくれたよ」

　竜一郎は、ちら、と膝ひざをついて動かない青い機体を見た。あれから侵食が進んで、いまは装甲は融けて固まり、巨大な彫像のように見えた。

「最後の一機を送ってもらうことにした。──いよいよだぞ。勝って、そして必ず生きて帰るんだ。いいな!?」

『はい！』

『……はい』

「うん！　絶対、勝つよ！」

　少女たちの力強い返事に、竜りゆう一いち郎ろうは頷うなずいた（真しん珠じゆと晶あきらには見えないことは忘れていた）。

「──ならば行こう、《ヨートゥンハイメン》へ！」




「《クレイドル》、再突入しました！　着地まで三分です！」

　オペレーターの報告に返事もせず、ヘルガはじっとスクリーンを見つめていた。

　再突入までに要した時間は三〇分。その他ほかもろもろの時間を加えて、残り時間は一三〇分ほどにまで減っていた。

　ここで、こうして見ていることしかできない自分が、もどかしい。

（頼むぞ、中ちゆう尉い……）

　ヘルガは、コンソールの上で祈るように組んだ手に、力を込めていた。

　自分が勝利を願ねがうのが何のためなのか、よくわからなかった。ただ、もはや単にロイヤル・アデナウワーの思い通りにさせたくはない、という理由だけでないことは確かだった。

　そして、それよりも、さらに強く願ねがうのは、

（全員、無事に戻って来い）

　という、そのことだった。たとえ人類が助かっても、そのために、彼らの内の一人でも犠ぎ牲せいになるのはお断りだった。

「《クレイドル》全基、着陸します！　《ロキ》とドミトルヴュナ、共に動きません！」

　ヘルガは手を解ほどくと、この戦いを敬意をもって見届けるべく、背筋を伸ばした。

　いま、ハッチが開く──




　竜一郎はディスクを急いでスロットに押し込むと、データが更新されるのを待った。

　外では、真珠たちが《ジークフリート》を守るように展開してくれている。

　いまのところ、《ロキ》は手を出す様子を見せていないが、それもいつ気が変わるかわかったものではない。

（あれが、ライアーさんだって……？）

　話を聞く限り、そういうことらしいが、しっくりはこなかった。確かにそれなら、彼が宇宙空間に生身でいた理由にはなる──神だから──それでしまいだが、だからと言って、そうですか、とすぐに納得などできるはずはない。

「《各種データ更新されました。──おはようございます、天あま宮みや中ちゆう尉い》」

「おはよう《クリームヒルト》。すぐに行けるな？」

「《はい》」

　よし、と竜りゆう一いち郎ろうは《ジークフリート》を立ち上がらせた。

　銃架から予備の《京》と突撃銃アサルトライフルを取り出し、安全装置セーフテイユニツトを外す。真珠たちもそれぞれ、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》の他ほかに銃を手にしている。《ロキ》への効果は不明だが、ドミトルヴュナには間違いなく効果があるはずだ。

　機体を前進させ、焼け焦げた大地に脚を踏み出した。素早く周辺を見渡す。ＥＵＡＦの爆ばく撃げきによって、辺りは円形の窪くぼ地ちになっている。まるで古代の闘とう技ぎ場じようのようだった。

「……皆、気分はどうだ？　大丈夫か？」

『大丈夫です、隊長。目の前にしても、何にも感じません』

　そう真しん珠じゆの返事が、最初に聞こえた。

『ミル──わたしも平気だよ。嫌な感じしかしないもん』

「──晶あきら君、君はどうだ？」

『……平気です』

　と返った声を、竜一郎は嚙かみ締しめるように吟ぎん味みした。彼女は一度魅み了りようされている。出産のことを覚えていないのだとしたら、再び同じことが起こる可能性はあった。

（大丈夫そうだな）

　彼女の声は落ち着いていて、少しも乱れたところがなかった。それに、もし不ふ審しんな点があれば、真珠がすぐに気付くはずだ。

　コクピット内で一人頷うたずき、竜一郎はさらに機体を前進させ、部下たちの前に出た。

　黒い大地に《ロキ》は、あいかわらず全裸で佇たたずんでいた。黄金の糸のような髪は風に嬲なぶられて揺らめき、その手には《黄昏の槍》が握られている──それも二本。

　一本はここへ残していった晶のものだろう。そして、残る一本はおそらく、どこかの研究所にあったはずの七本目だ。

　血のような色の空の下で、巨人たちは対たい峙じした。ダイヤモンドダストが赤く輝かがやく。

　竜一郎は外部スピーカーとマイクをオンにした。

「……聞こえますか、ライアーさん」

　そう呼びかけると、嬉うれしそうに《ロキ》は微笑ほほえんだ。まったくその気がなくても、思わず胸がざわめく笑みだ。

「お久しぶりですね、中尉」

　はっきりと《ロキ》はそう言ったが、その声はライアーのものとはまったく違っていた。

「……本当に、ライアーさんなんですね？」

「ええ。もっとも自分が《ロキ》であると完全に自覚したのは、最近のことですけどね。時々記き憶おくが飛ぶからおかしいな、と思っていたんですが……いまは、すっきりとしていますよ」

「聞かせてください。シトロン・シュナイダー少尉をどうして殺したんですか？」

　何故なぜ、いまさらそんなことを、というように《ロキ》は首を傾かしげた。

「何、簡単ですよ。彼女は秘密を喋しやべる可能性があった。自分があなたと恋人同士だと《ヴァルキュリア》をペテンにかけたことをね。そんなことになったら、せっかくの計画が台無しだ。それを恐れたロイヤル・アデナウワーの命令です。……ふふふ、しかし彼女の命乞いは、なかなか見物でしたよ」

《ロキ》は恍こう惚こつとした表情を浮かべ、明らかに彼女の最期を反はん芻すうしていた。

　竜一郎は怒りに震ふるえる手を何とかなだめた。まだ、聞きたいことは残っている。

「もうひとつ……あなたは《ヴァルキュリア》たちを、どう想おもっていたんですか？」

「どうとも」

　人間臭い仕し草ぐさで《ロキ》は肩を竦すくめた。

「彼女たちは、私が使命を果たすためのワン・ステップに過ぎない。役目を果たせば、それでおしまいだ。中尉。あなただって飲み終わったビールの缶かんに用はないでしょう？　感かん謝しやだってしないはずだ──いただいている最中は美味おいしいと思ってもね」

　言って、《ロキ》はぺろりと唇を嘗なめた。

（下げ衆すめ）

　竜りゆう一いち郎ろうは吐き捨てるように思った。これで心置きなく、こいつを殺すことができる。

　そんなこちらの考えを知ってか知らずか、《ロキ》は両手の《槍ランス》をすり合わせて、美しいハーモニーを奏でた。

「さあ、もういいでしょう？　おしゃべりを楽しむ時間など、ないはずですよ。人類の《絶望》が呼び起こした我々か、それともその中から拾い出した微かすかな《希望》であるあなた方か、人間の本当の望みがどちらであるのか──その答えを出そうではありませんか！」

《ロキ》は抱ほう擁ようを誘うように両手を広げる。

「ええ……そうですねっ！」

　竜一郎は突撃銃アサルトライフルを構えると、何の警けい告こくもなしにいきなり発砲した。熱く焼けた空から薬やつ莢きようが次次と排出される。だが、命中弾は一発もなかった。《ロキ》の前に飛び出したドミトルヴュナが回転させた《槍》が、その全すべてを弾はじき落としたのだ。

《ロキ》は、彼女のヘルメットの上に手を置いて、撫なでるようにした。

「ふふふ……彼女のことを忘れてましたか？　私は『我々』と言ったでしょう？　この娘は私の可か愛わいい人形です。──さあ、おまえ。存分に彼と遊んで上げなさい。私はおまえの妹たちと遊ぶから」

　こっくりと頷うなずくと、ドミトルヴュナは竜一郎に向かって突進してきた。

（速いっ！）

　トリガーを引くも、黒い風のように弾道をかわし、彼女は《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を振るった。咄とつ嗟さに下がったものの、穂ほ先さきが突撃銃アサルトライフルを半ばですっぱりと切断し、散った火花で誘ゆう爆ばくを起こしたマガジンが爆発した。破片が、彼女の頰ほおを切る。

　だが、感じていないのか、まったく意に介した様子なく《ジークフリード》に肉にく薄はくしてくる。

「くそっ」

　もはや、彼女とは戦いたくない、とか甘ったれたことを言っている場合ではない。大気ごと装甲を切り裂こうとする切っ先を避さけつつ、竜りゆう一いち郎ろうは《京》を抜いた。

　幾度も《槍ランス》と《刀》が激突し、激しい火花が散って、オゾン臭が立ち込めた。




「さあ、君たちの相手は私だ」

　二本の《槍》を手に、近づいてくる《ロキ》に向かって、真しん珠じゆは突撃銃の銃口を向けた。ミルキィと晶あきらも倣ならう。そして、タイミングを合わせたように同時に、一気にトリガーを引いた。マズルフラッシュが輝かがやき、薬やつ莢きようが飛ぶ。だが──

（消えたっ!?）

　弾丸は全すべて焼け焦げた土を抉えぐったに過ぎなかった。避けられたわけではない。十字砲火であれば、どの方向へも逃げられるはずはない。まさしく消えてしまったのだ。

（どこっ……）
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　全員で辺りを見回した。しかし、いない。

　その時、ぞく、と悪お寒かんがして、真しん珠じゆは反射的に腰を屈かがめた。風を切る音が聞こえ、ぎらり、と首のあった辺りを、光が横よこ薙なぎに疾はしった。

　後ろに《ロキ》がいる！──振り向こうとした体を捻ねじったときを狙ねらわれて、真珠は、腹を思い切り蹴けり上げられた。息がつまるのと同時に、何もかもが吐き出されそうになる。

　為なす術すべもなく体が宙に浮き、《ロキ》の顔が見えた。狂喜めいた笑いが見えた瞬しゆん間かん、真珠は思い切り顔を殴られ、千切れそうなくらいに首が捻れた。ツンとした鉄の臭においが鼻の奥に広がって、目の前にオーロラがかかった。

「あ……が……」

　気が付けば、地面に転がっていた。手足に力が入らず、ぼろぼろと涙がこぼれた。

　裸足はだしの足が近づいてくる。真珠は必死に顔を上げた。

「お姉ちゃんっ！」

　ミルキィの声がして、銃声がそれに続いた。

　再び《ロキ》の姿は消えて、次の瞬間、ミルキィの背後に現れると、その背中に思い切り蹴りを入れた。ミルキィは吹き飛び、《クレイドル》に激突して、仰あお向むけに地面に倒れた。

（瞬間移動！）

　それは、Ｇ・Ｏジーオーが最後の最後に獲かく得とくした能力だった。《ロキ》も一度、この地から立ち去る際に使って見せたが、このように使うとは──

「はははははは、さあどうした！　貴様らは人類の希望なのだろう？　もっとしっかりしたらどうだ？　そんなことでは誰だれも救えないぞ？」

　笑いながら《ロキ》はミルキィに近づいて行く。その両手では、《ヴァルキュリア》たちが持った時と同様に、歌が奏でられている。

　その背に向かい、晶あきらが手にしていたライフルを発砲した。一二七ミリ劣化ウラン弾は真っ直ぐに飛んで、その背にぽっかりと赤黒い穴を穿うがつかと思われたが、またしても《ロキ》は消え失うせ、弾たまは《クレイドル》に命中して、外殻にめり込んだ。

「おしかったですねえ」

　姿より前に声が聞こえて、《ロキ》は晶の目の前に現れた。彼女は、咄とつ嗟さに銃を構えようとしたが、《ロキ》が《槍ランス》の柄えでそれを叩たたき落し、膝ひざで下腹部を思い切り蹴り上げた。

「……っ！」

　ふわり、と体が浮く。その顎あごを、《槍》を放した《ロキ》の右手が、トラバサミのようにがっちりと摑つかんで持ち上げ、そのまま背後の岩肌に押し付けるようにした。

　晶は必死に背中を《槍》を取ろうとしていたが、ラックがめり込んでいて外れなかった。

「ふふふ……どうしました？　私のことが忘れられなくて戻ってきたのですか？　あなたも覚えているでしょう？　ここは二人の思い出の場所だ」

　眼鏡めがねの奥の黒い瞳ひとみに、じわ、と涙が浮かんで、次の瞬しゆん間かん、晶あきらは《ロキ》の手に嚙かみ付いた。

　悲鳴が上がり、すぐに、ぶつり、と肉が千切れる音がして、《ロキ》は血の噴ふき出す手を押さえながら、獣けもののように喚わめいた。

　解放された晶は、血にまみれた《ロキ》の、人差し指の付け根と親指の付け根の間の肉を吐き出すと、口の回りの血を拭ぬぐうのを後にして背中から《槍ランス》を外そうとした。

　だが、その手は柄えを摑つかむことはできなかった。

　晶の腕は《ロキ》手にがっちりと摑まれ、そのまま一気に捩ねじ上げられた。ボキ、と嫌な音がして、骨が折れたのが、はっきりとわかった。

「──っ!!」

「あ、晶姉ねえさんっ！」

　思うように動かない体に鞭むち打って、真しん珠じゆは必死に立とうした。一度は成功したものの、何故なぜか足がしっかりと大地を捉とらえられない。

　焦りに、体中に汗が浮いた。《ロキ》の形ぎよう相そうが変わっている。

「この……クソがあっ!!」

　ヘルメットが毟むしり取られ、めき、と《ロキ》の拳こぶしが晶の顔面に叩たたき込まれた。眼鏡が砕け、曲がったフレームが顔にめり込む。

「許さんぞ！　道具の分際で、この私に傷を付けるなど、許すものかあっ！」

　完全に《槍》を手放し、《ロキ》は晶をめちゃくちゃに殴った。

「クソが！　クソが！　クソが！」

　その上、その頭を摑むと、何度も何度も岩肌に打ち付けるようにした。折れた腕の指が痙けい攣れんしている。殴り、打ち付け、その一いち撃げきごとに、血が糸を引く。

　真珠は、震ふるえる手で何とか銃を持ち上げたが、だが、撃うてなかった。瞬間移動をされたら、弾たまは晶に当たることになる。

（くっ）

　銃口を下げ、《ロキ》の足元を狙ねらうように撃った。

　するとまたその姿は搔かき消えて、晶は前のめりに倒れ、動かなくなった。岩肌にはべっとりと血がついて、倒れたその頭からもじわじわと流れ出している。

（どこっ!?）

　座り込んだまま、真珠はじりじりと辺りを見回した。

『くそっ！』

　そのとき竜りゆう一いち郎ろうの声がして、思わず振り向くと、ドミトルヴュナによって《ジークフリート》が右足を砕かれたところだった。システムがエラーを起こしたのか、倒れこむと青い機体はそのまま動かなくなった。

「隊長さんっ！」

　近づこうとするドミトルヴュナの足元に向かって、真しん珠じゆは発砲した。彼女は素早く飛び退のくと、まるで命令を待つロボットのように、その場から動かなくなった。

「そう、それでいい」

《ロキ》の声が聞こえたかと思うと、真珠はまた蹴けり飛ばされ、うつぶせに転がった。息が詰まる。何とか起き上がろうとしたが、頭を踏みつけられた。

「中ちゆう尉いを殺すのは最後だ。彼にはじっくりと、可か愛わいい部下たちが、嬲なぶり殺しになるところを見学してもらわなくては」

「貴様あッ！」

　動かない《ジークフリート》からそう叫び声が上がった。

「そう熱くなることもないだろう？　所しよ詮せん、こいつらは肉の道具。それに中尉、君は人間だ。それなのに何故なぜ、こんな化物に肩入れするのかね？」

《ロキ》は真珠の腕を取ると、その指を捻ひねった。

「あーっ！」

　凄すさまじい痛みと共に、指の骨が折れたのがわかった。ふっと意い識しきが遠のく。

「あああああ……」

「答えろ、中尉。何故だ？」

「やめろっ！　彼女たちも人間だからだっ！　俺おれの大切な──家族だっ！」

「た、隊長……」

　それを聞くと、《ロキ》は一いつ瞬しゆんきょとんとした顔になって、もう一本、真珠の指を折った。

　もう悲鳴は出ず、ただ恐ろしい痛みに体が痙けい攣れんした。アヘンアルカロイド系の鎮ちん静つう薬やくが投与されたはずだが、まだ効いてこない。

「人間？　家族？……ふふふ、これは傑作だ。この連中のどこが人間だと言うのかね？　遺い伝でん子しの半分はそうかも知れないが、こいつらは、どこからどう見ても巨人族ではないか。しかもただ私の下僕を産むためだけに造られた存在だ。そんなものを家族とは……愉快だなあ」

　また一本──ビクビクと真珠は震ふるえた。

「貴様っ……くそっ！　動けっ！　何で動かないっ！」

「ははは、とても愉快だよ、中尉」

　手を離し、《ロキ》は立ち上がると、ドミトルヴュナを手招いた。ざくざくと焼けた土を踏みしめる音が近づいてくる音が聞こえ、彼女がすぐ傍そばに立ったのがわかった。

「……もういい。この出来損ないを殺せ。私はあっちの二人を始末する」

「やめろ、ドミトルヴュナっ！　その娘はお前の妹だぞっ!!」

　抗議は無視して《ロキ》は《ジークフリート》の方を向くと、ふっと微笑ほほえんだ。

「中尉。審しん判ばんは下ったようだ。人間は滅びる。しかしこれは君たち自身──人間という種が望んだ結果だ。私を怨うらむなよ？」

「ふざけるなっ！」

「ははははは、何とでも言いたまえ。そこで部下たちの最期を見届けるんだな」

　別れを告げるように、《ロキ》は手を挙げて踵きびすを返した。と──

「え……？」

　突然《ロキ》の背中に、どす、と《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》が突き刺さり、そのまま胸へと抜けた。

《ロキ》は信じられないものを見たという顔で、自分の血のこびりついた穂ほ先さきを眺めていたが、やがてゆっくりと振り返ると、引きつった笑顔を浮かべた。唇の端からは、血が流れだして垂れている。

「ど、どういうつもりだ……？　ああ……？」

　真しん珠じゆは、鎮ちん痛つう薬やくのおかげで痛みが遠のき始めた体を捻ひねった。

　ドミトルヴュナが真珠を挟むようにして《ロキ》と向かい合っていた。その手に《黄昏の槍》はない。いつも微笑を浮かべている唇が、小刻みに震ふるえていた。

「……わた、しも……はんぶ、んは……にんげ、ん……な、まえ……よん、でくれた……それに……か、ぞく、だって……」

「は、はは……そんな、そんなくだらない理由で、貴様は……貴様はあっ!!」

《ロキ》はドミトルヴュナを蹴けり飛ばすと、真珠の突撃銃アサルトライフルを拾い、残った弾たまを一気に撃うち込んだ。彼女は陸に上がった魚のように跳ね、それきり動かなくなった。

「ドミトルヴュナ！」

　竜りゆう一いち郎ろうの悲痛な叫び声が聞こえた。

《ロキ》はライフルを捨てると、《槍ランス》を引き抜き、大量の血を吐いた。

「くそっ……予定外だ……まったく予定外だ……だが、それでも、人間の勝ちはないぞ！」

　踵を返すと、ドミトルヴュナの傍そばに立ち、自らの血に濡ぬれた《槍》の穂先を彼女の胸にぴたりと当てた。

（姉、さん……）

　焦げた大地に這はいつくばりながら、真珠は指の折れた手を伸ばした。せっかく──せっかく正気を取り戻したのに、これでお別れなんて！

「やめろ！」

　竜一郎が叫ぶ。それを楽しむかのように、血に濡れた唇で《ロキ》は微笑ほほえんだ。

「これで一人、だ！」

　ぐ、と腕に力がこもったのが、傍はた目めにもハッキリとわかった次の瞬しゆん間かん、不意に目の前が真っ白になった。そして視力が戻った時、真珠は自分でも信じられないものを見た。

　それは、少し離れた場所で、何もない大地に《槍》を突き立てている《ロキ》の姿だった。

（な、何……？）

　そればかりではない。座り込んでいる自分の腕の中には、ぐったりとして動かないドミトルヴュナの体があって、焦げたスーツの臭においが辺りに漂っていて、背中には《クレイドル》の冷却しきっていない外殻の温もりが感じられた。

　呆ぼう然ぜんとしていると《ロキ》が振り返り、口から、ごぼり、と血をこぼした。

「バカな……貴様のような玩具おもちやが、私と同じ能力をだと……」

（同じ能力!?）

　真しん珠じゆの頭の中で、《ヨルムンガルド》と戦った時に起きた同じ現象が思い出された。

（！　まさか、あたし瞬しゆん間かん移動を──）

「真珠！」

　竜りゆう一いち郎ろうの声にハッとすると、ロキがドミトルヴュナの《槍ランス》を手に、獣けもののような声を上げて突進してくるところだった。真珠は腕を後ろに伸ばし、銃架から突撃銃アサルトライフルを取り出すと、素早く安全装置セーフテイユニツトを外して、《ロキ》を目掛けて五五・六ミリ弾たまを一連射した。

《ロキ》の姿は消え失せ、弾たまは空を切った。しかし──

（分かる！）

　虚空へ消えたはずの《ロキ》が、何ど処こに現れるかが、真珠にはハッキリと分かった。理由など知らない。とにかく分かったのだ。自分の感覚を信じて、銃口を移動させる。そして──トリガーを引いた！

「があああああっ！」

　目の前で悲鳴が上がり、胸板の白い肌に、いくつもの銃じゆう創そうが穿うがたれ、ぱたぱたと血が降りかかる。《ロキ》は銃じゆう撃げきを受けた反動で後ろへタタラを踏んで倒れ、のた打ち回った。

「があああっ　ばがなっ！　ごんな、ごんなごどがっ!!」

「真珠！」

　竜一郎の声が、ヘルメットの内と外、両方から聞こえた。

「いまだ！　奴やつを倒せ！　《槍》を突き立て、歌を!!」

「は、はい！」

　真珠は、薬くすりの影えい響きようで痛みが引いた代わりに、ふらつく体を叱しつ咤たした。いくら銃を撃うち込んだところで駄目だ。《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を突き立て、何が何でも組そ織しき崩ほう壊かいを起こさせるのだ！

《ロキ》の体から銃弾が押し出され、銃創が再生していく。彼はゆっくりと立ち上がると、ドミトルヴュナの《槍》を投げようとするが如ごとく、振り上げた。だが──

「が……がぐあっ！」

　その腕は、肘ひじの所からすっぱりと切断され、《槍》ごと地面に転がった。

　岩がん盤ばんに、白刃が突き刺さる。竜一郎の《ジークフリート》が、腕だけを何とか動かし、抜き身の《京》を回転させつつ投げてくれたのだ！

　それが最後の力であったかのように、《ジークフリート》は関節から蒸気を吹き上げて、完全に動かなくなった。

《ロキ》は転移をしなかった。胸に銃じゆう撃げきを受けて酷ひどく傷ついたために、できないのかもしれない。血が吹き出す傷口を押さえ、咆ほう哮こうしている。

「真しん珠じゆ！　行けーっ!!」

「はい！」

　真珠は、ドミトルヴュナを脇わきに寝かせると立ち上がり、手首を返して《槍ランス》を引き寄せて構え、最後の力を振り絞って走った！

「やあああああっ!!」

　切断された腕を拾おうとするように体をかがめていた《ロキ》が気付いた時には、真珠は目の前に肉にく薄はくしていた。

　ずん、と鈍い手て応ごたえがあって、《槍》がしっかりと食い込んだ手応えを感じた。

「があああっ！　は、離せえっ！」

「──お願い、歌って!!」

　手に力を込める。全身がカッと熱くなり、掌てのひらが焼けるように痛んだ。そして──

「ぎゃああああっ！」

　真珠の手の中で《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》は、これまでに聞いたことがないほど大きく、そして美しい歌を唄うたった。

《ロキ》の体は震ふるえ、それ自体が発光体であるかのように、凄すさまじい光を放った。《槍》がさらに熱を帯び、手が焦げるのがわかったが、それでも離さなかった。
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（負けるもんかっ！　勝って、みんなで帰るんだからっ!!）

　真しん珠じゆは、きつく歯を食いしばった。

　光は徐々に広がり、ゆっくりと《ヨートゥンハイメン》を包み込んでいった。




　レバーを捻ひねると、火か薬やくが作動してハッチが強制排除され、燃えるような輝かがやきがコックピットに飛び込んできた。

　一いつ瞬しゆんとてつもなく嫌なこと──《ロキ》が爆ばく核かく化かしたのではないか──を、竜りゆう一いち郎ろうは考えたが、そうではなく、それは、沈み逝く一日の終わりの輝きだった。

　禍まが々まがしい血の色ではない、優やさしい、包み込むような黄こ金がね色いろの炎……本物の黄昏たそがれは、こんなにも美しいものだったのか、と竜一郎は思い、そして、横倒しになったコックピットの縁ふちに立って、《ヨートゥンハイメン》を一望した。

　辺りに《ロキ》の姿はない。

　他ほかのＧ・Ｏジーオーと同じように消滅したのか、それとも最後の力を振り絞って逃げたのか、それはわからない。だが、タイムリミットの三時間は過ぎているはずだ──もう夕方なのだから。それでも、こうして空を見ることができるということは、爆核は爆発しなかったのだろう。

　黒い大地には、少女たちが倒れ伏し、そうして動かなかった。壊こわれてしまったのか、彼女たちの状態をモニターする、ライフチェッカーは電源すら入らない。

（真珠……）

　竜一郎はコックピットから飛び降りた。ぐずぐずに焼けた大地は柔らかく、膝ひざはついたが衝しよう撃げきはあまりなかった。足を取られそうになりながら、彼は走りだした。

　体がやけに重く、視界もぼんやりと定まらない。

　それでも彼は走った──シルバーホワイトのケープを目指して。

　焼けた大地に、海かい津づ院いん真珠は仰あお向むけに倒れていた。

　黒い髪が優しい夜のように地面に広がって、雪の結晶がその上に落ちて、まるで宵よいの明星のように輝いている。

　夕ゆう陽ひに照らされた横顔には、苦痛の色はまったく見られない。穏おだやかに……本当に穏やかに、ただ、眠っているだけのように見えた。

（……生きて……生きていてくれ……）

　走っても、走っても、少しも辿たどり着けないような気がした。とても、遠い。足がもつれ、竜一郎は倒れた。焦げた臭においが鼻を突く。

（皆で帰ると約束したじゃないか……頼む……）

　もう一度立ち上がり、竜一郎は再び走り出した。

（世界が助かったって、おまえたちが一緒じゃなかったら、何の意味がある？　俺おれたちは、死ぬために戦ったんじゃない。この手に、生を摑つかむために戦ったんだろう？　頼む、生きていてくれ……）

　唇を嚙かみながら、髪の海をかき分けるようにして進んだ。永遠と思われた道程も、ようやく──ようやく真しん珠じゆの顔が近づいてきた。あと少し、あと少しだ。ふらつく足を叱しつ咤たし、竜りゆう一いち郎ろうは手を伸ばした。

　ひた、と掌てのひらが、その柔らかい頰ほおに触れた。

（ああ……暖かい……）

　──それは、生の証あかし。

　知らず頰を涙が伝い、竜一郎は真珠の白桃のような頰を抱きしめた。

　どのくらい、そうしていただろう。

　腕の下で肌が動くのを感じて顔を上げると、目ま蓋ぶたがぼんやりと開いて、黒い瞳ひとみが、竜一郎を見つめていた。それは、涙を湛こらえて潤うるみ、夕陽の輝かがやきに炎のように揺らめいていた。

「……隊、長さん……？」

「ああ……」

「《ロキ》は……他ほかの……皆は……？」

「わからない……まだ、見に行っていないんだ。《ロキ》は、きっと倒した。俺おれたちがこうして生きて話をしているのがその証だ」

「良かった…」

　真珠は、ゆっくりと息をついた。

「……隊長さん、姉ねえさんが……ドミトルヴュナ姉さんが、あたしのこと、助けてくれたんですよ……？　やっぱりドミトルヴュナ姉さんは、あたしたちのお姉さんだった……」

「ああ、そうだとも」

　竜一郎は微笑ほほえみ、ゆっくりと真珠の頰を撫なでた。

　すると、彼女は瞼まぶたを閉じて、小さく吐息を漏らした。

「……隊長さん、あたし、少し眠いです。早く帰って、ベッドで眠りたいな……」

「そうだな……ゆっくり眠れるさ」

　その答えに、真珠は、唇にうっすらとした微笑みを浮かべた。

　そのとき、黄昏たそがれに燃える雲の向こうから、轟ごう音おんが聞こえてきて、竜一郎は空を仰いだ。雲を割り、白銀の船体を炎と輝かせ現れたのは──衛星軌道輸送艦オービツト・トランスポーター《スレイプニル》。

　降下してくる船体を見上げながら、竜一郎は微笑み、そうして、真珠の頰に静かに寄り添い──囁ささやいた。

「さあ、帰ろう……俺たちの家へ──」













　　　　　Ⅷ．楽園







『いま、人類の希望を担になって、惑星探索船《ヴァルハラ》が、衛えい星せい軌道を離れようとしています！　遠い将来必ず訪れる、太陽の新星化に備え、広い銀河系の中から、新たに人類が居住可能な惑星を探すこのプロジェクトは、《ガルド》の新総帥、ヘルガ・アデナウワーによって提案され、満場一致で国連で承認され、僅わずか一年で実現の運びとなりました』

　興こう奮ふんした様子で喋しやべるリポーターを、髪を耳の上でおさげにしたスーツ姿の少女は、アンティークで家具をそろえた豪華な部屋で見ていた。

　マホガニーの机の上には、決済を待つ山のような書類が積まれ、その中に埋もれるようにして椅い子すに座っている彼女の手には、マイセンの紅茶のカップがあった。

『第一回の探索に参加するメンバーは、一年前、地球を襲おそった未み曾ぞ有うの危機を救った、我らが英雄《ＵＮＣＯＶアンコヴ機動騎き兵へい隊たい》の面々です。六人の《ヴァルキュリア》の少女を率いるのは、もちろん天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう少佐！　彼は《ヴァルキュリア》と共にこの重大な任務に志し願がんし、現在、少女たちと共に《ヴァルハラ》の中で冷凍睡眠処置を施されて眠っています。彼らが再び目覚めるのは、《ヴァルハラ》のメインコンピューター《ノルン》が、居住可能な惑星を見つけたあとになります。それが一体どのくらい先のことになるのかは、誰だれにもわかりません』

　カチ、とカップの底がソーサーに当たる音がして、少女は書類の隙すき間まから音の出所を覗のぞいた。

　それは、執務机のほぼ真正面に置かれたソファーに座った女性が、立てた音だった。

　彼女は少女を同じモニターを見ながら、小さくため息をついた。

「なんだ、ナツミ？」

　少女が問うと、その女性──日につ帝てい重じゆう工こう業ぎよう・総合研究所所長、風かざ花はな夏なつ美みは、ほんの少し肩を落とした。いつもと変わらないポニーテールが揺れる。彼女はカップを置くと、背もたれに腕をかけるようにして振り向いた。

「何だ、って、司令チャン──」

「ナツミ、私はもう、司令チャン、ではないぞ？」

「はいはい、そうでした。いまは《ガルド》の総そう帥すいチャンだもんね、ヘルガ・アデナウワーお嬢じよう様さまは」

「そうだ。いいかげん憶おぼえたらどうだ？」

　言って、少女──ヘルガは、カップに添えられたチョコチップクッキーを齧かじった。ほんのりとした苦味を伴った甘みが舌の上に広がる。

「だってさー、呼びにくいんだもん、総帥チャン、って。それになんか響ひびきが可か愛わいくないし」

「そうか？」

「そうよ。絶対、司令チャン、のほうが可愛いわよ」

　ヘルガにはどちらも同じに思えるのだが、何やら微妙なこだわりがあるらしい。

　だが、自分はもう司令ではない。

　あの《ラグナロク》事件のあと、二ヶ月を待たず、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は解隊になっていた。

《ガルド》と《歓かん喜きの黄昏たそがれ教きよう団だん》の事件への関与は、世の中の知るところとなったが、それを立証する証拠は何もなく、結果的には《ＣＯＶ・Ｐｒｏｊｅｃｔコヴ・ブロジエクト》が世界を救ったという事実が優ゆう先せんされて、噂うわさ話ばなしの域を出なかった。

　無論、アメリカなどはその話を元に、《ガルド》に対して莫ばく大だいな保障を求める決けつ議ぎを国連に提出したが、逆に各国から、米国宇宙軍ＵＮＳＮに所属していたサーシャ・ドミトルヴュナ騎き兵へいが破は壊かいした航こう宙ちゆう艦かんと乗員の賠ばい償しようを求められる始末だった。

　ではなぜ《ＵＮＣＯＶ》は解隊となったかといえば、それは《ヴァルキュリア》たちの負傷が酷ひどく、もはやＧ・Ｏジーオーとの戦せん闘とうに耐えることのできない体になってしまったからだった。

　骨は脆もろくなり、内臓も内出血が止まらず、もはや銃を取ることはおろか、地球に降下することもできない状態である、と診断が下されたのだった。

《ロキ》の戦いのあと、二ヶ月間、Ｇ・Ｏが出現しなかったこと、さらに《ガルド》のＢＴバイオテクノロジー機関《ワイズリー》が《ヴァルキュリア》と《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》の関係をついに突き止めて、人工的にＧ・Ｏジーオーの組そ織しき崩ほう壊かいを起こさせる共振に成功したとの発表を行ったことも、解隊を後押しした。

　もっとも《ヴァルキュリア》の診断書は、ヘルガの命令で出された、まったくの偽造であったし、《ワイズリー》の発表も、試しようのないでたらめだった。

　真しん珠じゆ、レイン、ルビー、晶あきら、ミルキィ、の五人は、それぞれ治ち療りようは必要だったが、全員がほぼ半月で完治していた。さらに竜りゆう一いち郎ろうによって、サーシャ、と名付けられた《Ｖ─00》までもが加わり、妹たちの献身によって、徐々に自我を取り戻しつつあった。彼女は、防弾性に優すぐれたスーツを着ていたおかげで、《ロキ》の撃うった五五・六ミリ弾は、ひとつも貫通せずにすんでいたのだった。

　だが、虚偽の報告を事実として、ヘルガは国連で《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の解隊を提案し、元々、貸たい与よに近い形で国連に渡していた《ＵＮＣＯＶ》の全すべての備品を、多額の援助と引き換えに《ヴァルキュリア》ごと引き取るという話を持ちかけ、これを了承させたのだった。

　その決定後、ヘルガは退役して《ガルド》の新しい総そう帥すいとなった。

《ＵＮＣＯＶ》のスタッフは、《ヴァルハラ》で見聞きしたことは口外しない、という誓約書を書いて、慰い労ろう金きんという名目の口止め料を受け取って、ある者は原隊に復帰し、ある者は元の会社へと戻っていった。

　竜一郎は昇進し、国連軍に残った。それは、国連安保理におかしな動きがあった時、すぐに行動を起こせるようにするためだった。

　──そしてやはり、人間は裏切ったのである。

　事件から半年後、安保理で極秘に、ある会議が開かれた。それは《ヴァルキュリア》を最後に残った驚きよう異いであるとして、一度は認めた人権を剝はく奪だつし、将来Ｇ・Ｏが再出現した際の対処のための、生体解剖などの各種実験に使おうという内容だった。

「まったくふざけてる！」

　あの時の竜一郎の怒りの凄すさまじさは、いまもはっきりと覚えている。

「これが人間の本性なら、いっそ《ロキ》に滅ぼされてしまえばよかったんだ！」

　そう言って、彼はこの部屋で涙を滲にじませていた。

　ヘルガはしかし、報告を聞いたとき、やはりな、と思っただけだった。

　予測していたことだ。

　人間は、自分より優すぐれたものに嫉しつ妬とする。それが別種ともなれば、恐怖し、滅ぼそうとするのは、種の保存本能だ、とイングマンは言っていた。

　怒りに拳こぶしを震ふるわせる竜一郎に、ヘルガは、かねて用意されていた計画の、その骨子をまとめたレポートを投げて与えた。

「これは……？　《フォレスト　オブ　ホドミーミル　プロジェクト》？」

「《ホドミーミルの森・計画》──ロイヤル・アデナウワーが《ラグナロク》に際してかけていた、もうひとつの保険だ。《ホドミーミル》は《ラグナロク》によって地上が炎上した時に、唯一残ったとされている場所。永遠の繁はん栄えいを約束された《楽園ヴアルハラ》だ。これは地球を脱出し、他惑星へ移住する、その計画書だ」

「地球脱出計画……」

「そうだ。リューイチロウは《ヴァルハラ》が、恒星間飛行も可能なスペックを備えているのは知っているな？　それはこの計画のためだったのだ。驚おどろくべきことに、すでに人間が居住できる可能性のある惑星が、リストアップされている。そこで、だ」

　ヘルガは机に肘ひじを付いて手を組み、竜りゆう一いち郎ろうを見た。

「どうだ？　いっそのこと《ヴァルキュリア》を地球から脱出させては」

「どういうことでしょうか？」

「この星にいる限り、連中は、よくても一生を軟禁されて生活を終えるしかないだろう。それならばいっそ、新天地を目指し、そこで自由に暮らした方が幸せなのではないか？」

　竜一郎はレポートを捲めくり、眉まゆを顰ひそめた。

「……体ていのいい追放に聞こえますが？」

「実のところはそうだ。だが、連中を守るにはこれしかないとも思う。現状では《ガルド》も、国連に対して、昔ほどゴリ押しが利かない状況だ。決議されてしまえば、正直なところ逆らうことはできない。そうなった場合《ヴァルハラ》は渡してやるが、連中だけで欧州宇宙軍ＥＵＳＮと戦えるか？」

「……無理でしょう」

「だからだよ。私だって、連中を殺したくはないんだ」

　これは本心だった。

　それがわかったのか、竜一郎はため息をつくと、そして──

　歓かん声せいがスピーカーから聞こえて、ヘルガは物思いから覚めた。画面の中では、いよいよカウントダウンが始まるところだった。

「でもさあ、まさか天あま宮みやクンが一緒に行くとは思わなかったなあ……」

　何やら残念そうに、夏なつ美みは言った。

　そうなのだ。

　竜一郎はヘルガの計画に対して、彼女たちがこの計画に参加するなら、自分も彼女たちと行きます、と言ったのだった。

　真しん珠じゆたちは、竜一郎から話を聞くと全員が、

「隊長さんが一緒なら、どこにだってついて行きます！」

　と即答したらしい。

　ヘルガは、その返事を聞いてすぐに行動を起こした。安保理の決議の前に、了承させる必要があったからだ。根回しや裏工作は、元より得意な《ガルド》である。竜一郎が言った通り、追放に等しい処置であることも、説得の有利な材料となった。

　行動を始めて一週間で《フォレスト　オブ　ホドミーミル　プロジェクト》は了承され、《ヴァルハラ》は半年をかけて大改造を受け、新たな姿に生まれ変わった。

　あの船の冷凍睡眠装置の中で、竜りゆう一いち郎ろうと《ヴァルキュリア》たちは、早、眠りについている。冬眠状態を安定させるために、一ヶ月の調整が必要だったからだ。だからこそ、ヘルガも夏なつ美みも、彼らの旅立ちの日に、こうして地上で中継を眺めているのだった。

　別れは、処置が施された日に済ませてある。

「さらばだ」

　といったヘルガに、竜一郎は、懐なつかしい敬礼をして見せてくれた。

「お達者で、司令」

「だから、私はもう司令じゃないと言っているだろう？　まったく、ナツミといい、おまえといい、よほど私を軍に戻したいらしいな」

　そう言うと、竜一郎は本当に明るく笑った。

「おまえたち！」

　ヘルガは冷凍睡眠用の薄うすい服に着替えた《ヴァルキュリア》たちを向くと、腰に手を当てて彼女たちを仰ぎ見、声をかけた。

「おまえたちも、元気で暮らせ！」

《ヴァルキュリア》たちは意外そうに顔を見合わせると、それから竜一郎と同じ様に、本当に明るい笑顔を、ヘルガに向けた。

「もちろんネ！　グッバイ、コマンダー！」

　と親指を立てて見せたのは、レイン・ジースト──やわらかなブロンドと、九五〇センチのバストの持ち主だ。新天地で自分たちサイズの動物を繁はん殖しよくさせる野望を抱いているらしい。

「じゃあな、コマンダー。胸、大きくなるといいな」

　そう言ってウィンクをしたのは、ルビー・フォレスト──褐かつ色しよくの肌と鍛きたえ上げた肉体、それにレインよりも大きな九八〇センチのバストを誇る少女だ。結局、この一年の間でも、レインとの『どちらが姉か騒そう動どう』には決着はつかなかったらしい。

「……さよなら」

　表情も変えずにあっさりと言ったのは、水みず樹き晶あきら──三つ編みおさげの眼鏡めがね美少女だ。《ロキ》に付けられた傷は、クローニング技術のおかげで痕あとも残らなかった。ずいぶんと喋しやべるようになったと聞いていたのだが、あいかわらずな気がした。

「あの、バイバイ、です！」

　カチューシャで留めたふわふわの髪をゆらして、そう頭を下げたのは、ミルキィ・コーラル──陶器の人形のような肌の色と顔立ちをした最年少の《ヴァルキュリア》だ。一時手放したウサギのぬいぐるみも復活してしまったらしく、いまも胸に抱いている。

「さ、ような、ら……」

　その隣となりで、姉妹に支えられながら、少しつっかえるように言ったのは、サーシャ・ドミトルヴュナ──かつては《黒のヴァルキユリアBlack　Valkyrie》として、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の前に敵として現れた。だが、いまはすっかり、姉妹として馴染なじんでいる。

「……ヘルガ司令」

　最後に、前に一歩進み出たのは、海かい津づ院いん真しん珠じゆ──《ロキ》を倒した英雄。最初から最後まで竜りゆう一いち郎ろうを信じて戦った、最強の《ヴァルキュリア》。

「あの、ありがとうございました。隊長さんから聞きました。もし司令がこの計画を立案してくださらなかったら、あたしたちは、また酷ひどい目にあうところだったって」

　本気でそう思っているらしい真珠を見上げて、ヘルガは自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえんだ。

「感かん謝しやなんかするな。私たち人間は、おまえたちを、この星から追い出そうとしていているんだぞ？」

　だが、真珠は首を振った。

「それが一番いいんです。人にとっても、あたしたちにとっても。それに──」

　真珠はちらり、竜一郎を見た。

「何より、これからは隊長さんといつも一緒ですから」

　ボッ、と竜一郎の顔が赤くなったが、照れたのは彼ばかりではなく、他ほかの《ヴァルキュリア》の姉妹たちもだった。

　ヘルガはニヤリとすると、竜一郎の前に立ち、腰に手を当てて、薄うす衣ぎぬの下の逞たくましい胸を、トン、と突いた。

「大人気だな、少佐。で？　どの娘にするか、もう決めたのか？」

「な、ななな、何を言ってるんですかっ！　自分はそんな──」

「何だ、まだ決めていないのか？　《ＵＮＣＯＶ》はもうないんだから、恋愛禁止のことはもう気にしなくてもいいんだぞ？」

「し、司令──っ！」

　思い切りうろたえる竜一郎がおかしかった。《ヴァルキュリア》たちは口々に、そのうち決めてもらう、だの、何なら別に全員でも、だのと言って、大いに彼を困らせていた。

　こうして、別れは湿っぽいものにならずにすんだ。

　一時間後、彼らは冷凍睡眠装置に入り、長い眠りに入った。次に目覚めるのは、早くても二八〇年後だ。

　その気の遠くなるような時間を思いながら、ヘルガはモニターを見つめた。

『いま、エンジンが始動しました！　船がゆっくりと加速に入ります。人類の新たな希望を乗せて、行ってらっしゃい《ヴァルハラ》！　そしてまた会いましょう!!』

　歓かん声せいの中、巨大な樹きを逆さにしたような船は、青白い高熱ガスをノズルから噴ふきながら、次第に遠ざかっていく。その輝かがやきはじきに、星々の光と見分けがつかなくなるだろう。

　ヘルガは何故なぜか、おいていかれたような気分になった。

　自分が、もうどうしようもない過去の存在になってしまったような、そんな気持ちだった。

　思わず、ため息が漏れた。

　その時、目の前に新しい紅茶が置かれ、首を巡らせると、カリウスがいつもと変わらぬ微笑ほほえみで、そこに立っていた。

（……そうだな。私はここへ残ることを選んだんだ。それだけのことだ）

　ヘルガは新しい紅茶を一口飲むと、カップを置いて書類の間から夏なつ美みを見た。

「それで？　今日きようは何の話かな、所長？」

「え？　あ、うん」

　夏美はソファーを立つと執務机のところまで来て、クリップで留めた書類の束を置いた。

　表紙には『万能人型重機開発プロジェクト』と印刷されている。

「実は、こいつの試作の件なんだけど──」

　新しい仕事の打ち合わせを始めた二人の後ろで、カリウスはＴＶのリモコンを取り上げ、そして、静かにスイッチを切った。




　──草原に風が吹いている。

　遠くには高い山が聳そびえ、その麓ふもとには深い森が広がっている。森の入り口は、そのなかに湖を抱いた広大な草原に繫つながっていて、そこを風が渡っていく。

　バイキングの衣装に似た巻きスカートが翻ひるがえり、新緑の匂においを孕はらんだ風に流れる髪を、少女は押さえた。

　おーい、と呼ぶ声が聞こえて、首を巡らせると、銀を撒まき散らしたような湖面の輝かがやきを背にして、誰だれかが立っていた。

　一人ではない。一、二、三……五人いる。

「真しん珠じゆー！　早く来いよー!!」

「早くしないと食べちゃうネ」

「お姉ちゃーん、早くー！」

（ああ、そうか……）

　少女は──真珠は思い出した。

（そうだ。今日は皆でピクニックに来たんだっけ）

　湖の傍そばで、姉妹たちが手を振っている。

「さあ行こう、真珠君！」

　不意に耳元でそう声がして、気がつけば肩に竜りゆう一いち郎ろうが乗って、湖を指差していた。

「皆が待っている！」

　言って、彼はにっこりと微笑んだ。

　そうだ。早くしないと、お弁当を全部食べられてしまうに違いない。

　竜りゆう一いち郎ろうを落とさないように、その十分の一サイズの体に優やさしく手を添えると、真しん珠じゆは、

「隊長さん、行きますよ？」

　と言って、どこまでもエメラルド色をした草原を、駆け出した。




「……長さん……行き……よー……」

　うっすらと霜しもの付いたカプセルの中で、誰だれにも聞こえないほど小さな声で真珠はそう呟つぶやくと、くすくすと笑い、また深い眠りに落ちていった。

　一人一人違っていたが、少女たちの寝顔は安らかで穏おだやかだった。

　目指す星は遠い。だが、航海の果てに幸せが待っていることを、誰も疑ってはいなかった。




　少女たちは夢を見ていた。

　それは、いつの日か辿たどり着く、自分たちだけの──《楽園ヴアルハラ》の、夢。





《ヴァルキュリアの機甲　完》
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　　　　　あとがき







　このごろ、隣となりの犬はおとなしいです。

　理由は簡単で、まだ寒いから窓を開けないんですな。

　もう少し暖かくなったら、またベランダに出てくることでしょう。

　──でも、やはり好きですね、犬は。

　悪いのは、身勝手な飼い主であって犬ではないし──まあ、なんでもそうですが。

　結局は、人間の側のモラルです。




　春ですね。

　日本では、春はお別れの季節。皆さんも、馴な染じんだ学校、馴染んだ学年などで、友達との楽しかったことや、大変だった勉強のことなどを、思い出したり出さなかったりだと思います。

　この節目の月に、『ヴァルキュリアの機甲』の最終巻をお届けできることになりました。

　去年の四月に、皆さんと共にスタートしたこの物語も、無事にラストを迎えることができまして、ほっとしております。

　この、あとがきを書いている時点で、無事、「Ⅰ」に再重版もかかりました。

　これもひとえに、読んで下さった皆様方のおかげであります。




　最後に。

　素す敵てきなイラストを書いて下さった、宮みや村むら和かず生おさま。ありがとうございました。

　裏表紙の小物、毎回楽しみでした。

　担当の三み木きさま。大量のチェック、毎回、すいません（汗）。また、吞のみましょう。




　そして、この本を手にとってくれた読者の皆様──本当に、ありがとう。




　それでは、いつか、楽園ヴアルハラで──


ゆうき　りん









[image: ]







ゆうきりん

関東在住のガンダム好き。部屋にはＭＩＡがゴロゴロしている。アメコミヒーローではバットマンが最高。ミニョーラは素晴らしいよね。犬は可愛いです。
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イラスト／宮みや村むら和かず生お

12月10日生まれ。東京都出身。ゲーム会社を経て現在フリーにて活動中です。イラスト、デザインの仕事を行っております。http://www.din.or.jp/~abara/
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ヴァルキュリアの機き甲こうⅣ




～乙女おとめ達たちの楽らく園えん～








ゆうきりん
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